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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　特定方位に向けたアンテナを、私たちはいつも張り巡らせている。

　友達。恋人。他人。親。家族。大事に思うもの、すべてに向けて。

　それは多た分ぶん、世界と自分とが繋つながるために必要な、最低限のもの。

　アンテナの感度は人それぞれだけど、他ほかに手段などありはしない。

　ちょっとでも感知した何かを、闇やみ雲くもになって、必死で掻かき集める。

　まるで今にも切れそうな細い糸をゆっくりと手た繰ぐり寄せるように。




　そして、私たちにとって、彼女は、世界を象徴する唯ゆい一いつのもので。

　だから私もあなたも、彼女と繋がっていたいと、そう望んでいた。

　だから私もあなたも、世界と繋がっていたいと、そう願ねがっていた。




　けれど、私のアンテナはとても感度が弱くて、無ぶ様ざまで、小さくて。

　彼女を紡つむいでいる糸の欠片かけらさえも、指先に触れることができない。

　けれど、あなたのアンテナは感度が強くて、立派で、性能がいい。

　あまりにも高性能過ぎて、繋げただけで彼女を掻き乱してしまう。

　彼女と上う手まく繋がれない私と、彼女と繋がってはならないあなた。

　世界から孤立している私と──世界を巻き込んで破滅するあなた。
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　今回のいざこざが終わってから二週間ほどの後。

　いい加減暑さも極きわまってきた夏休み三日前、その夕暮れに、森もり町まち芹せり菜なから散歩に誘さそわれた。

　日が暮れ掛かっていたとは言え一日の熱ねつはアスファルトから発散していたので、僕らの足は自然、町の中心を流れる大きな川、その土手へと向く。

「この川も、なんか変わっちゃったよねー」

　あまり惜しくもなさそうな声で芹菜が呟つぶやくので、僕は思わず吹ふき出す。

　多少の汚染があるとは言え涼やかに流れる水と土手に植えられた芝しばの緑みどりは、夏の不快指数をそれなりに下げている。僕と芹菜は立ち止まり、水の流れを見み遣やった。

「ほら、昔はさ、こういう堤防とかなかったじゃない？」

　確たしかに、かつてはこんなふうに──川辺をコンクリで固められてはいなかったし、土手も芝生しばふで覆おおわれていなかったような気がする。

　だけど、いつの話だろう。随分と昔のことじゃないか？

「えっとね、あたし等が小学校入るより前。魚さかな釣つりとかしてたじゃない」ああ、そうだった。

　男勝りな芹菜は、人形でのままごとやゲームよりも、外で走り回る方を好んだ。僕はどちらかと言えば家で本を読んでいるタイプだったのに、無む理り矢や理り連れ出されていた。

　工事が終わってからは、段ボールでの草スキーになったんだったな。

　僕の回想に、今度は芹菜が、そうだっけ、とそっぽを向く。

　土手は緩ゆるやかな下り坂になっていて、芝生はそこから川辺までの間に植えられている。子供にとってはちょっとした滑すべり台だいだ。

「そこは思い出したくないよ。……忘れた？　あたしがそれで怪け我がしちゃったの」

　覚えてるよ、と僕は意地悪く笑えむ。滑り降りる途と中ちゆう、割れた瓶びんの破片に気付かずに、芹菜は膝ひざを切った。今では痕あとも殆ほとんど目立たないが、それでも軽いトラウマにはなっているらしい。

「もうっ！」唇くちびるを尖とがらせて芹菜が睨にらんできたので、僕は目を泳がせた。

「降りてみよっか？」

　芝生の坂道を下った先には、バーベキューができるくらいの平地になっている。

　だけど、僕は首を横に振り、また瓶でもあったらたまらないよ、と言った。

「それもそうかも。それに、これじゃあ歩き難にくいし」

　珍めずらしく、芹菜はサンダルを履はいていた。普ふ段だんはスニーカーばかりなのに珍しいと思う。

　どうしたんだ？　と、僕は何なに気げなく尋きいた。

「買っちゃった」

　ヒールもやや高く、歩くのは手間そうだ。

　確か、苦にが手てなんじゃなかったか。

「苦手なのと嫌いなのとは違うよ。……実はね。履いてみたいとは思ってたんだ。前から」

　それで『散歩に行こう』なんて言い出したのか。

「まあね。でも……ちょっと、足、痛いかも。街歩きするにはしばらくかかりそう」

　靴くつ擦ずれできちゃった、と苦笑する芹せり菜なに、僕は大丈夫か？　と問うた。

　大丈夫。彼女は屈くつ託たくなく笑う。

「それに……在あり亜あ見てたら、何かね、変に気負っちゃいけないのかな、って」

　芹菜は続けた。

「例えばさ、あたしの背が先にどんどん伸びちゃって、それが恥はずかしいと思ってたんだ。でもさ、だからって、身長が追い越されるのを待ってるってのも卑怯じゃない？　それに……大人おとなになるのは止められないし、大人になっちゃったら……待ってたら、間に合わないよ」

　まるで、ひとりごとのように。

　夕日は僕らの背はい後ごにあって、対岸の空は鮮あざやかな紺こん色いろ。群れる羽は虫むしの柱が芝しばを下った川辺に見える。川の水は陽ひを反射して光こう沢たくを見せていたけれど、投げ捨てられた空き缶や川底に溜たまった泥は、決して光に覆おおい隠かくされたりはしない。

　綺き麗れいなものも汚いものも、一いつ緒しよくたにして、時間は流れている。

「だから、決めたんだ。そんなに急には変われなくてもいいから少しずつ変わっていけばいいんだ、って。確たしかにね、壊こわれるのは恐こわいよ。それは大事なもので、もうあたしの深い部分にまで入り込んでて、それを喪うしなうのはあたしの一部が欠落しちゃうのと同じだから、凄すごく恐い」

　欠落、という単語が予期せず僕の心しん臓ぞうに負担を与えたが、芹菜は気付かない。

「でも……よく考えたら、過去は壊れたりしないんだって思って。記き憶おくは絶対になくならない。だから、壊れるなんてただの錯さつ覚かく。あたしがしっかりしてたら大丈夫」

　記憶。

　それはなくならないと、芹菜は言う。

　本当だろうか？

　僕は答えを知っている。それは嘘うそだ、と。

　記憶はなくなって行く。消えて行く。なくされて行く。消されて行く。

　それなのに──。

　ズボンのポケットに突っ込んだ片手、その中で拳こぶしを握にぎり締しめながら、僕が考えていると。

　在亜にお礼言わなきゃ、と芹菜は呟つぶやき、

「過去は壊れない。でも、未来は壊れるかもしれない。だから、急がなくちゃ」

　不意に、片足を上げ、サンダルに手を伸ばす。

　何してるんだ、と思わず尋きくと、芹菜は、ふふ、と笑った。

　サンダルをゆっくりと脱ぎ、裸足はだしになった足を、勾こう配ばいのついた芝生しばふへ埋める。次いでもう片足。用を成さなくなったサンダルをそっとアスファルトに──僕の立っている場所の横へ──まるで飛び降り自殺の名残なごりのように揃そろえて置くと、芹菜はゆっくり、身体からだごと振り向いた。

「うん。……あのね、あっちゃん」

　あっちゃん。それは、彼女がかつて名付けた、僕の愛称。

「理想はね……」言いながら、僕と向き合う。

「えっと……このくらい」

　下り坂の芝生しばふに立つことで、芹せり菜なの視し線せんは僕の肩ほどまでに下がった。

　え？　と、僕が怪け訝げんな声を上げる。

「ホントはね」

　それを無視して、一歩前へ。

「あたしのコンプレックスにあっちゃんが付き合う必要はないんだ。でも……今だけはいいよね。どうせ現実じゃない……理想の話をしてるんだから、今はいいよね」

　確かく認にんするように、だけど同意を求めず、朗ほがらかに芹菜は笑う。

　そして。

　何を、と言い掛けた僕の口の前へ人差し指を突き出し、遮さえぎって、

「最初に言っとくけどね。返事とかが欲しい訳わけじゃないんだ。ただ聞いてもらいたいだけ。こういうの、あっちゃんの感情を無視してるのかもしれないけど、それでもあたしは……今すぐにそこまで踏み出せるほど強くもないから。だから約束して。返事はしない、って。いい？」

　だから何をだよ。

「いいから！」

　まるで怒ったように、拗すねたように、だけど笑う。

　わかった。少し間を置いて、僕は頷うなずいた。

「合格」合わせて、芹菜も。

「あのね」

　それから、彼女は──僕の幼おさな馴な染じみの森もり町まち芹菜は──大きな目を薄うつすらと閉じ、ゆっくりと開け、また閉じて、それからまた開き、空を見上げて両手を後ろ手に組むと、ようやく。

　意を決したように、僕へ向かって、




「森町芹菜は、城き島じま晶あきらのことが、子供の頃ころからずっと好きでした」




　──まるで他ひ人と事ごとのように、言った。

「昔からで、本当にいつの間にかで、もう覚えていないし理由も説明できません」

　それは手紙を読んでいるのに似ている。

「でも……あたしは、今のあたしは……あっちゃんと一いつ緒しよに帰ったりするとどきどきして、手を繋つなぎたいなって思って、それ以上のことだってもちろんしたくて、だけどできなくて」

　それは暗記した科白せりふを諳そらんじているようにも聞こえる。

「立派なあっちゃんに釣つり合うようになりたいと思って、でもそれもなかなかできなくて、この気持ちを言えずにいました。あっちゃんは強くなったのにあたしは子供の頃ころのままで、背ばっかり高くなっただけで成長してなくて、だから余計に言えずにいました」

　だけど、そこには間違いなく、感情が籠こもっていた。

「でも、言います。あたしが成長してないのは……あっちゃんに好きだって言えずにいたからだと思ったからです。あたしは一歩前に踏み出します。……スタートです」

　そこにはどうしようもなく、感情が籠っていて──。

　僕は……、

「以上、おしまい！　……驚おどろいた？」

　まるで子供のように元気な声をあげる芹せり菜なへ、辛かろうじて。

　びっくりした、とだけ、掠かすれる声で言った。

「ごめんね。でも、勝手なこと言ってるかもしれないけど……返事はいらないし、できれば態たい度どとかも変えて欲しくないんだ」

　その顔は、やけに晴れやかで。

　僕は頷うなずいてしまう。

「これは、あたしの問題だから。……もし返事が欲しかったら、もう一回改めて言うよ」

　芹菜は、でもちょい照れた、と呟つぶやくと、再びサンダルを履はいて僕の横へ立つ。

「ごめんね」

　返事も求めない、それどころか僕が態度を変えることさえ許さない、あくまで自分の気持ちを表明するだけの──身勝手で卑怯な告白。

　だけど僕はそれに対して、何も言えなかった。

　何な故ぜなら、僕は知っていたから。

　彼女がここまで勝手に振ふる舞まえるのは、勝手に振る舞うことを自分に許しているのは、昔から一いつ緒しよに育ってきた僕の前だからこそだ、ということを。

　それはまるで、距きよ離りが離はなれてしまった今の僕らではなく、子供の頃の僕らに──自由気ままに僕を引っ張り回していた芹菜という関係に──戻りたいと言われているようで。

　僕は思う。

　それができるかどうかは、結局のところ、僕次第なんだろう。

　昔の思い出を欠落させてしまった僕が、彼女のことをもう一度好きになれるかどうか。

　非日常に足を突っ込んだ僕に、その資格があるかどうか。

　城き島じま硝しよう子こという存在があって尚なお、それが許されるのかどうか──。

「日、暮れてきたね」

　黙だまっている僕を不安に思ったのか、芹菜が背はい後ごの夕日を見ながら呟いた。だから僕は言う。

「そろそろ帰ろうか。りなちゃん、足、痛くないか？　……気合い入れて無理するから」

　いつものように。

　代わり映ばえせず。

　彼女の望むように。

　さっきの告白など、なかったように。

「もう……せっかく浸ひたれてたのに！　最後のは余計だっての」

　芹せり菜なは憮ぶ然ぜんとして笑えむ。

　これも、いつものように。




　ゆっくりと、ふたりで帰路を歩きながら思った。

　身勝手で卑怯な告白。

　確たしかに僕はそれに対して、何も言えない。

　言える訳わけが無い。

　何な故ぜなら、僕は──僕こそが、

　何よりも、誰だれよりも、それこそ芹菜よりも遙はるかに──身勝手で卑怯な存在なのだから。
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　朝。

「おはよう、城き島じまさん」

　机の上へ鞄かばんを置き席へ着いた私に、隣となりの席の上うえ野の恭きよう一いちくんが挨あい拶さつをしてきました。

　私は微ほほ笑えみと形容できる程度の笑え顔がおを作成しながら、姿勢を正し鞄を開けます。

「ええ、おはようございます」

　七月七日、七夕たなばた。いつものようにマスターを叩たたき起こして朝食を作り登校したいつもと同じ日、私──城島硝しよう子ことしての私にとっての、一日の学校生活の始まりです。いつの間にか恒こう例れいになってしまった上野くんへの挨拶は、スタートピストルと比ひ喩ゆしても適当なのかもしれません。……いえ、別に走りはしませんが。

　挨拶しながら、教室を見渡します。入学してから所属しているグループのメンバー──皆みな春はる八や重えさん、直なお川かわ君きみ子こさん、姫ひめ島しま姫ひめさんの三人はまだ登校してきていません。それもそのはず、現在は七時半ジャスト。平均的な生徒の登校時間よりも二十分ほど早めです。

「それにしても、上野くんは毎朝早起きですね」

　七時半には必ず登校している彼に言うと、彼は怖おず怖おずと尋きいてきました。

「今日きよう、三限の数学、課か題だいやってきた？」

「はい、全問。ただし二十分の三程度の確かく率りつで誤答しています」

「……ええと、随分、具体的だね……」

「確率とは具体的な結果ではなくあくまで理り論ろんによる推測ですよ」

「そうなの？　……まあいいや、あとで写させてくれない？　わかんないところ、あるんだ」

「了解しました。差し支えはありません」

「ありがとう」

　もうすっかり城島さんの妙な言動には慣なれた──そう言いたげな上野くんの視し線せんが、私に対人コミュニケーション機き能のうの微び調ちよう整せいを促します。無機質な単語でも柔らかげな表情や視線、仕し草ぐさを演技することで他ひ人とに与える印象は相当に異なっている、その事実の反復的な学習。こういう機能増加があるのなら、私も学校へ通学する意味があるのでしょうか？　もう四カ月目、学校生活はいつの間にか、すっかり日々のルーティンとして組み込まれていました。

　もっとも、以前はもっと遅い時間に登校していたのですが──今はこれが定時。

　それには、理由があります。

　私と同居する、私の『マスター』、城島晶あきらの意向という理由が。

　およそ一カ月半、正確には四十三日前。この学校で起きたとある事件を境に、マスターはそれまでの遅刻ぎりぎり登校から早起き登校へと習しゆう慣かんを変えたのでした。その決断に対して私は異論を持ちません。このことによって懸け念ねんされるリスクは伝えましたし、マスターはそれを理解しています。ならば、賛成意見も反対意見も私の内部には存在しません。ただ従うのみ。

　もっともリスクと言っても、朝の弱いマスターを早い時間に無む理り矢や理り叩き起こす際に発生する類たぐいのものです。私はきちんと伝えたので実行するだけです。文字通り、叩たたいて起こす。

　中ちゆう華か鍋なべで頭部をですが。

　ともあれ──。

「今から書き写しを行ないますか？　でしたらノートを貸しますが」

「え、……いいの？　ありがとう！」

　日常にまつわる些さ事じは、そんな私たちには関係なく流れて行きます。

「どうぞ」私は上うえ野のくんに数学のノートを渡しました。上野くんは嬉うれしそうに謝しや辞じを述べながら私のノートをどこか恭うやうやしく受け取ります。

　しかし、異いな偶然もあったもので──月に一度、月末に行なわれる席替えは高校に入学してからもう三度ですが、彼と隣となり同どう士しになるのは三度目。つまり私は入学してからずっと、彼と隣同士になっている訳わけです。『腐くされ縁えん』という単語を使用するのに適当な時間は、どの程度なのでしょうか。三カ月では短過ぎて不適切かもしれません。アナログの思考を基本的に理解できない私は、こういった際の、内言意定義機き能のうが未いまだ不全でした。

「あ、……ねえ、城き島じまさん」

「はい、何でしょう」

　このグラフなんだけど、と。上野くんが私のノートを指差しました。私は彼の知能指数と数学の学習内容習しゆう熟じゆく度どを第二次記き憶おく領域から引き出し、その質問内容を予測しつつ、机から半身を乗り出して彼の手元を覗のぞき込みます。

「……あ、えっと、この関数が、さ」

　おや。──不自然ですね。

　彼の習熟度ならば、この問題の解答は容易に導みちびき出せるはずですが……。

　その事実を指摘すべきかどうかを判断しようとしたその時、

「おっはよー硝しよう子こちゃんー、今日きようも早いねー」

　背はい後ごで間延びした挨あい拶さつがあり、私は首だけで振り向きました。

　声をかけてきたのは、朝には似つかわしくない明るい表情の少女。

　そしてその隣では、もうひとり──無言のままで、いかにも眠そうな目をこちらへ向けたままゆっくりと手を振っている女子生徒がいました。

「おはようございます、きみちゃん、ひめひめ」

　直なお川かわ君きみ子こさんと姫ひめ島しま姫ひめさん。私のクラスメイトで、同じグループの友人。

「ふわぁ」手で口元を隠かくしたまま欠伸あくびを噛かみ殺すひめひめは、視し線せんだけで私に挨拶をします。

「あ」上野くんがきみちゃんたちの挨拶に顔を上げました。

　見ると、どうにも狼ろう狽ばいした表情です。心拍数もやや上昇を始めていました。この症状はひょっとして風か邪ぜか何かの疾しつ病ぺいでしょうか？

　彼の変化には気付かず、おはようー、と上野くんにも元気な挨拶するきみちゃん。ひめひめは茫ぼう洋ようと、眠たげな表情のまま、おはよ、と呟つぶやきました。

「う、うん、おはよう」俗に『しどろもどろ』と形容できる態たい度どで、上うえ野のくんが返します。

「あー数学の課か題だいやってんのー？　今日きよう、当たる日だった？」

　そんな上野くんを横目に、きみちゃんが私のノートを覗のぞき込みます。

「今日は、私たちの列に先生の指名が行く確かく率りつは低いですよ」

　私は言いました。きみちゃんの席は私の二つ後ろです。

「だよねー。ひめひめはやってきたー？」

「……やってきたと思う？　この私が」自分は覚かく醒せい未満ですと全身で主張しつつ、気け怠だるげに伸びをして鞄かばんを机の上へ置くひめひめ。ちなみに彼女は私の斜め後ろの席。

「ふたりとも課題を解いていないのですか？」

「うん。だって今日、当たんないんでしょー？」と、きみちゃん。

「低いと言っても当たらない確率はゼロではありませんよ。むしろ三割強の確率で列移動もありますし、賭かけにしてはリスクが大き過ぎると判断できます」

「うー……意地悪だ……じゃあ写させてー」

「わかりました。上野くんに貸している最中ですので皆さんでどうぞ」

「訂正ー。やっぱ硝しよう子こちゃん優やさしいー。あ、いい？　上野くん」

「え？　あ……、うん」

　私は席を起たち、代わりにきみちゃんを座らせます。すると上野くんは眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、緊きん張ちようとも失望ともとれる表情になりました。私はそこまで深く彼のことを理解してはいませんので、これは感情の推測が困こん難なんです。もっとも、判断の必要性はそれほど高くありませんが。

「ひめひめはいいのですか？」

「……あー……うん」ひめひめは自分の机に座り、真っ白に燃もえ尽きたボクサーのような気け配はいで全身を弛し緩かんさせ、虚うつろに瞳どう孔こうを拡散させていました。割と危険です。ここまでの状じよう態たいになっているということは間違いなく極度の寝不足でしょう。

「今日は当たるかもしれませんよ？」

「……あー……うん」

「と言うよりひめひめ、生後二カ月の赤ん坊よりも首が据すわっていませんよ？」

「うん……あの頃ころに戻りたいわ……そして眠りたい」

「ゆーりかごーのーうーたーをー」試ためしに歌ってみました。

「ばぶー……」

　重症です。

「……何やってんのあんたたち」

　そんなこんなしていると──私たちのグループ最後のひとり、皆みな春はる八や重えさんも登校してきました。私の歌に首をかくかくさせるひめひめに、訝いぶかしげな視し線せんを送っています。

「おはようございます、八や重えさん」

「あ、八重ちゃん、おはようー」きみちゃんがシャープペンシルを持ったまま、長身の八重さんを仰あおぎ見るように笑えみました。

「おはよ、君きみ子こ。……課か題だいやってるの？」

「八重さんはやってきたのですか？」

「うん」言葉少なに頷うなずいて、彼女は自分の席へ鞄かばんを置き、また戻ってきます。

「……で、何やってんの、この娘こは」ひめひめを見て、溜ため息いきひとつ。

「ひめひめは幼児退行中です」

「ふぅん」基本的に表情の起伏がないので怒っているようにも見えますが、これが普通。八重さんは突っ立っている私へと視し線せんを移動させました。

「問２のｂ、解けた？」

「一応の解答は導みちびき出しましたが、誤答でしょう」本当はわざと誤答を書いています。難なん易い度どのやや高い問題なので、正解すると目立つ、そう判断したのです。

「私もわかんなかった」

　八重さんがそっけなく言うので、私は小声で訊たずねました。

「彼氏さんには教えてもらえなかったのですか？」

「なっ……！」途と端たん、八重さんの表情が硬直。

　普ふ段だんの仏ぶつ頂ちよう面づらがまるで嘘うそのように、あからさまなほど狼狽うろたえました。

　そして唐とう突とつに私の制服、セーラー部分を掴つかみ、きみちゃんと上うえ野のくんから私を引ひき離はなします。裏返る襟えり。まるで拿だ捕ほされた宇宙人のようになって連れ去られる私。

「あーれー」取とり敢あえず、最近テレビの時じ代だい劇げきコントで覚えた感嘆詞を使ってみました。

「ち、ちょっと硝しよう子こ、それ、どこで……！」だけど八重さんのつっこみは入りません。

「先せん輩ぱいと同じクラスですよ」彼女があまりにも慌あわてているので、これも最近覚えた『わかったような笑え顔がお』を作成し、私は答えました。

　もちろん本当は、マスターから直接尋きいた訳わけではありません。

　一カ月半前──マスターが早めに登校する原因を作った、その事件の際。

　八重さんとその交際相手である大おお田た敦あつしとの仲は、致命的に崩ほう壊かいしました。

　大田敦は八重さんのことをずっと前から裏切り続けていて、それを知った彼女は当てつけのように見知らぬ男性の子を身み籠ごもり、そして──その胎児を『虚軸キヤスト』に侵しん蝕しよくされたのです。

　虚軸キヤスト。

　それは、この世界から枝分かれした嘘の並行世界。崩壊と同時にこの世界へと戻ってきて、存在を残そうとし、人に、或あるいは物質に取り憑く別の意い識しき体たい。

　その虚軸キヤストに関係したことで、八重さんは大田敦を殺害し、私たちにもその刃やいばを向けました。

　結局、マスターと私は八重さんの胎内にある虚軸キヤストを排除し、彼女の記き憶おくを操そう作さし、それらをなかったことにしました。大おお田あ敦あつしもまた、この世界に働く、綻ほころんだ因果律を元に戻そうとする力──『修正力リペイントマーカー』によって再び存在を呼び戻され、死をなかったことにされました。

　だけど、それ以前の、八や重えさんと大田敦が互いを裏切っていたという事実は消えません。裏切りに関する事実そのものの記き憶おくは削さく除じよしていましたが、それでもふたりが変わらなければ変化など見込めません。だから私は彼女を試ためし、その関係の顛てん末まつを探さぐったのです。

　事件から、やや時間を置いてからの詮せん索さく。これは、マスターの命令でもありました。

「ししし硝しよう子この彼氏さんは、あああ敦くんから聴きいた、の……？」

　──それにしても、ここまで狼ろう狽ばいするのは計算外です。

「ご想像にお任せしますが……八重さん、そこまで慌あわてなくても」

「その別に、隠かくしてる訳わけじゃない。けど、取り立てて大っぴらに言うことでも……ない、し」

「なるほど。その八重さんの態たい度どから理解しました。八重さん実は極度の照れ屋さんなのですね。私と先せん輩ぱいとを邪推してからかう周囲の声を見て、これは自分には受け流せないと……」

「硝子っ！」と、推すい論ろんを遮さえぎる鋭するどい声。

「ええ、充分に理解しています」故ゆえに私は唇くちびるを引き結び、頷うなずきました。

「誰だれにも言いません」直立して敬礼。

「あと先輩は彼氏ではありません」ついでに訂正。

　八重さんの瞳ひとみに、共犯者が共犯者を見る仲間意い識しきの視し線せんが宿ります。

　そして、不ふ機き嫌げんそうな表情をしたまま耳まで赤く染そめている顔が、

「……ありがと」微笑よりも小さなぎこちない笑えみに変化。

　八重さんは、私の頭をぽんぽんと叩たたきました。後頭部に結んだリボンが上下します。

　その感触を確かく認にんしながら、私は──あくまでさりげなさを装い、問いました。

「ところで八重さん」

「ん？」

　──核心の、質問。

「今……幸せですか？」

　もちろん、大田敦の感情は、マスターがそれとなく探っていたので判明しています。

　けれど私は、八重さんがどう思っているかを重要視していて──。

　八重さんは、相変わらず憮ぶ然ぜんとした顔を、ますます赤くしながら、

「内ない緒しよよ」そっと、私の耳へ口元を寄せ、囁ささやきました。

　──でしたら、万全。

　ふたりがまた過ちを犯すのは、私のマスター──城き島じま晶あきらの本意ではありませんから。

　という訳で、秘密の遣やり取りは終わり。

　私たちは、きみちゃんと上うえ野のくんのところへ戻るべく踵きびすを返しました──しかし。

「……八重」

　席へ戻る途と中ちゆう。青い顔で半なかば白しろ目めを剥むき全身を弛し緩かんさせていたひめひめの手が、鼠ねずみを捕らえる蛇へびさながらの動きで八や重えさんの袖そでを掴つかみ、彼女の動きを止めます。

「ひ！」八重さんの驚きよう愕がくへ、

「うふふふふ……」ゾンビにも似た瞳ひとみがいつの間にか生気を取り戻していました。ひめひめの顔色が初春の草くさ木きのように瑞みず々みずしくなっていきます。
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「な、何」

「聞こえた」

「な、にが？」呆ぼう然ぜんの表情でそれでもとぼける八重さんに、

「八重……この姫ひめさんの地じ獄ごく耳みみを舐なめちゃいけないわ」世界征服を目もく論ろむ悪の秘密結社の女幹部のような表情で、ひめひめは唇くちびるの端はしを歪ゆがめました。

「くくく。男になど興きよう味みはないわという顔をしておきながら、八重も隅におけないわねえ」

「……あなた、他ひ人との色恋沙汰が絡からむと途と端たんに元気になるね……」消え入りそうな声で、心底厭いやそうに八重さんが呟つぶやきますが、ひめひめは動じません。

「さあ洗いざらい喋しやべってもらおうかしら？　彼氏はどんな人？　いつ知り合ったの？　この学校の人？　というかぶっちゃけた話、どこまでいったのそれだけでもいいから言え」

「……聴きいてたんじゃなかったの？」

「全部は聴こえなかったのよねぇ」

「ひめひめ……今日きようは寝不足なのではなかったのですか？」

「ええもう二時間も寝てないわよでも吹ふっ飛んだわ全部ああ清すが々すがしい」アウェイキング・ハイさながらの形ぎよう相そうで、ひめひめは八や重えさんに詰め寄ります。

　八重さんは困り果ててこちらへ助けを求めていました。さっき密約を取とり交かわした手前、放っておく訳わけにも行きませんね。

　私はひめひめの耳元へそっと囁ささやきました。

「ひょっとして今日の寝不足、彼氏さんが寝かせてくれなかったとか？」

「な……ッ!?」途と端たん、絶句するひめひめ。

「やけに荷物が多いですね。今日、体育の授業はなかったはずですが」

　確かく証しようはありません。しかし、彼女が登校した時から状況による違和は存在していました。故ゆえに推測と話題逸そらしを兼ねた、かまかけを。

「あと、シャンプーの香かおりがいつもと違います。ひめひめがいつも朝シャワーを浴びるのは知っていますが、それが仇あだになってはいませんか？」

「なななななにを言ってるのかななななな私に彼氏なんててててて」

　言語をスクラッチさせる彼女。顔色が再び青ざめて行きます。八重さんには聞こえていません。私は、堅く強こわ張ばったひめひめの肩へ手を置いて、声を一層小さくしました。

「八重さんを追及するなら、まず自分の身の潔けつ白ぱくを証明する必要がありますよ？」

　しばしの無言。

　やがてひめひめは、訝いぶかしげな顔をする八重さんから視し線せんを逸そらし、

「……まさか、知ってるの？」私へ、問いました。

「いいえ」否定。これは本当です。私はひめひめの交友関係をまだすべて把は握あくしている訳ではありません。「ただ、今私が挙あげた状況証しよう拠この公表、そして八重さんへの追及。それらを行なうには、今この場所は機き密みつ漏ろう洩えいの可能性が高いということだけは事実ではないですか？」

「く……ッ！」

　雷が直ちよく撃げきしたかのように、ひめひめは呆ぼう然ぜんとしました。私の勝ちです。

「……わかったわ」悪の女幹部は、肩を竦すくませて降参を表し、

「硝しよう子こ……恐ろしい子……！」戦せん慄りつの表情を浮かべたまま、私を仰あおぎ見ました。

「何話してるのー？」そんな私たちへ、きみちゃんが疑問の声を発します。

「何でもない」

「何でもないわよ？」

「いいえ、何でもありませんよ」

　瞬しゆん間かん、見事なハーモニー。

「変なのお」

　きみちゃんは課か題だいを手を止めてこっちを見ていました。こちらの内ない緒しよ話ばなしを気にしていたのか、上うえ野のくんもちらちらと私たちを窺うかがっています。

　声は聞こえていないはずですから機き密みつ漏ろう洩えいはないでしょう。

　それにしても──。

　上野くんの態たい度どが、明らかに不自然です。

　解けないはずのない課か題だいについて質問してきたり、きみちゃんの登場に心拍数を上昇させたり、きみちゃんとふたりきりになって態度を変化させたり……。

　──これは、或あるいは。

　先ほどは疾しつ病ぺいを疑った私ですが、新しい推すい論ろんが組み上がりました。

　私は携帯電話を取り出し、メールボックスを起動。文字列を打ち込むと、

「八や重えさん、これ」

「ん？」

　──『上野くんはひょっとして、きみちゃんに好意？』

　八重さんは、それを読むと、

「……本気で？」

「ええ。……違いましたか？」

　私を睨にらむように見て、それから眉まゆ根ねを寄せ、

「…………この、にぶちん」

　私の学習済み領域にない単語を呟つぶやき、微かすかに溜ため息いきを吐つきました。

　──『にぶちん』？

「それは響ひびきから推測するに、郷土料理の一種でしょうか？」

　汁しる物ものかもしれません。にぶちん汁。だとしたら比ひ喩ゆ表現か。

「駄だ目めだ、この娘こは……」首を傾かしげる私を見て、八重さんは呟きます。

　何が駄目なのでしょう。郷土料理ではないと？

「ん？　どしたの、八重」ひめひめの怪け訝げんな声。八重さんは私の腕を掴つかみ、携帯電話のディスプレイを彼女の眼前へ持って行きます。

　それを見詰め、ひめひめは盛大に、

「硝しよう子こ……あんたさ」

「はい」

「なんでその分析力の高さを自分へと向けられないの……？」

　と、その時。課題模写の手を止め、きみちゃんが顔を上げて教室の時計を仰あおぎ見ました。

「ひめひめー。課題は大丈夫なのー？」

　時刻は午前七時五十分。体内時計とは二分二秒のずれ。

「……あ！」さっきは頭が回っていなかったのでしょう。

「ちょっと、君きみ子こ！　私もその課題見せて！」

　慌あわてふためき、ひめひめは鞄かばんの中からノートを引っ張り出すと、立ち上がりました。

　私は置き去りです。にぶちん汁のことを誰だれか教えて欲しいのですが。




　　　　‡




「じゃあ晶あきら、また後でね。昼休み、来る？」

「ああ……たぶん行くよ。ありがとうな、毎朝」

「ううん」

　柿かき原はる里り緒おは僕の謝しや辞じに笑え顔がおで首を振る。僕はそんな里緒へ軽く手を挙あげると、屋上と三階の踊り場を隔てる鉄てつ扉ぴをゆっくりと閉めた。

　時刻は午前七時五十分。もう教室にも人が溢あふれている頃ころだろう。

　階段を下りながら、今日きようのところも収しゆう穫かくはなさそうだ、と密ひそかに溜ため息いきを吐ついた。

　七月七日。あの事件から、もうすぐ一カ月半──。

　ずっと始業ぎりぎりに登校していた僕は、あれから七時半登校へと習しゆう慣かんを切り替えていた。

　原因は、もちろんあいつだ。

　あいつ──僕の両親を消し去ったあいつが、四年の空白を経へて仕掛けてきた、あの事件。遠回しに行なわれた宣戦布告だったが、覚悟を決めさせられるには充分過ぎる行為だった。

　四年前からずっと守ってきた、僕の身の回りにある日常。あいつはそれを狙ねらい、わざわざ僕のクラスメイトと硝しよう子このクラスメイトを巻き込んできた。

　確たしかにいい方に考えれば、撒まき餌えに食い付いてきたも同様だ。何な故ぜなら僕は、あいつが僕の日常を壊こわしにくると踏み、狙った上で、平へい穏おんを築きずいてきたのだから。苦しんでいるのではなく、何事もなく日々を送っている僕を見せ付けることで、敢あえて誘さそっていたのだから。

　だけど同時にそれは、僕が本当に守りたいものすらも餌に混ぜた捨て身の行為に等しい。

　境きよう界かい線せんを見間違える訳わけには行かない。

　捨ててもいいものと、決して捨ててはならないもの、その境界線を。

　それに、あいつが僕の周囲を壊せば壊すほど、世界が脆もろくなるのは事実だ。

　虚軸キヤスト──意い識しき体たいの仮想観かん測そくによって成立する不定量子の並行世界。それは本物の世界である実軸ランナよりも不安定で、常に、他者の観測状況の揺ゆらぎによる消滅の危険性を孕はらんでいる。つまり虚軸キヤストが入り込むということは、そのままこちらの基き盤ばんが揺らぐことでもあるのだ。

　世界に侵入する虚軸キヤストの一定量が飽和した時に待っているのは、世界の終わり。

　父親の──城き島じま樹いつきの残した研究資料にはそう記しるされている。

　あいつは恐らく、『学校』を狙ってやってくるだろう。

　学生である僕の社会生活の基盤は結局のところ学校であり、陣地の大部分も学校の中にある。僕に近しい関係でそこに所属していないのは、幼おさな馴な染じみである森もり町まち芹せり菜なの両親くらいのものだが──そのふたりを標的にする意味も嗜し好こうも、あいつにはないだろう。可能性は低い。あいつは、回りくどく、しつこく、だけど正面から、僕の周囲への侵入を始めるはずだった。

　そういう訳わけで、僕は先々月の一件以来、学校への警けい戒かいを強めている。普ふ段だんよりも早く登校し、柿かき原はる里り緒おと一いつ緒しよに屋上で登校する生徒たちを観かん察さつするのもその一貫だった。

　里緒は、虚軸キヤストに取とり憑つかれた以外の人間を見ても個体区別ができないという病理を持っている。つまり、虚軸キヤストそのものか、或あるいは、虚軸キヤストが実世界への存在固定を行なう際に供く犠ぎとなった者──『固定剤リターダ』を、見ただけで判別できる、現在のところ唯ゆい一いつの存在だ。登校時、それから下校時、里緒に屋上で注意を払ってもらっていれば、ある程度の変化は掴つかめる。

　相手の出方がある程度しか読めない以上決して万ばん端たんではないが、少なくとも僕は、あいつに負けるつもりもないし、みすみす侵しん蝕しよくを許すつもりもなかった。

　この学校にいる非日常──僕と同様に、虚軸キヤストに侵蝕された人間たちにも知らせてある。

　舞まい鶴づる蜜みつ。速はや見み殊こと子こ。佐さ伯えきネア。

　現在学校に通う虚軸キヤストは、里緒や僕や硝しよう子こを除けばその三名だ。

　彼女たちがあいつの味方につくのか、それとも僕の側に立つのか、それはわからない。舞鶴蜜は危険だが、速見殊子は形はどうあれ僕と同じく平穏を望んでいるから心配は少ない。佐伯ネアはそもそも僕らの争いそのものに興きよう味みがないだろう。

　ぼんやりと考えながら、二年三組の教室、そのドアを潜くぐった。

「おう、遅いじゃんか」

　クラスの中でもひと際きわ目立つ長身──敷しき戸ど良りよう司じが僕に気付き、大きく手を挙あげる。それに反応して彼の周囲にいた数人も僕へ挨あい拶さつ代わりの視し線せんを送る。

　軽く応こたえて、自分の席へ行き、鞄かばんを置いた。

「おはよ」隣となり、長い髪を頭頂部近くで一ひと括くくりにした長身の少女が、席に座ったまま笑えむ。

　向かいの家に住む幼おさな馴な染じみ、森もり町まち芹せり菜なだ。

　先月の席替えで隣同士になった。ちなみにそれ以来、この近辺が彼女の所属するグループの領土になっている。僕の椅い子すも、彼女の友人のひとりが占領中だった。

「ああ、おはよう」

　彼女の所属するグループは四人。その全員が芹菜の周囲にいる。

「また柿原のところ？」

「ああ。最近どうも里緒が寂さびしがりでね」

　そっか、と芹菜が頷うなずき、

「おはよう、城き島じまくん。借りてるよお」

　続いて、僕の席に座った女の子──緒お方がた美み弦つるがひらひらと手を振った。

「おはよう、緒方さん」

　ちなみに、お下げをふたつに結ゆわえた彼女は眼鏡めがねがよく似合う、典型的かつスタンダードな委員長スタイルだ。ただし外見とは裏腹に良りよう司じと同じ軽音楽部所属で、パートはギター。去年の文化祭ではこのままの格かつ好こうでヘッドバンキングしながらデスメタルを演奏した。──その日からニックネームが『デス委員長』になったのは言うまでもない。

「どく？」

「いや、いいよ別に」答えながら、僕はふと視し線せんを上げる。

　芹せり菜なの背はい後ご、どこか遠えん慮りよするように立った娘こと、目が合った。

「鴛おし野のさんも、おはよう」芹菜の中学時代からの親友、鴛野在あり亜あだ。

「あ、お、はよう……」返事は、今にも消え入りそうな声。
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　彼女は外見も性格も極きわめて大人おとなしい。視線もおどおどとしていて、気も弱い。有あり体ていに形容するなら『まったく目立たない娘』だろう。様さま々ざまな意味で、芹菜と両極端な娘だった。ふたりが親友なのは意外というかありがちというか。これでふたり、バランスが取れているようだ。

　だけど男性は苦にが手てらしく、僕とも中学時代からの知り合いだというのに、未いまだこの調ちよう子しだった。或あるいは僕のことを嫌っているのかもしれないとさえ思うことがある。

「ひ」

　そんな彼女が、唐とう突とつに──僕の方を見て、びく、と大おお袈げ裟さに怯ひるんだ。

　ひょっとして何かしたのか、と僕は自分の行動を訝いぶかしみ、直後、

「おい、晶あきら」背後から声があった。

「……ああ」そういうことか。

　良りよう司じが、いつの間にか僕のところへ来ていたのだ。

　良司は無ぶ骨こつで背が高く、肌も浅黒い。挙あげ句くの果てに髪はドレッドだ。鴛おし野のが怖がるのも無理はないのだろう。とは言えこのクラスになってからもう三カ月、そろそろ慣なれてもいいとは思うのだが──僕にさえこの調ちよう子しなら、仕方ないかもしれない。

「どうした？」僕は振り返り、彼女の視し線せんから良司を隠かくす位置へ立った。

　身長が段違いだからたいして意味はないけれど、しないよりはマシだろう。

「ああ、お前、七限の世界史、プリントやってきたか？」

　良司は僕を見詰めつつ、ちらちらとその背はい後ご、芹せり菜なの方を窺うかがっている。去年からこいつは、芹菜のことをかなり気にしているのだ。

　──わかり易い奴やつだ。

「いや、手も付けてない」だから僕は、良司の期待通りに答えた。やってきてないのは本当だ。提出が義務付けられているものではないし、殆ほとんどが穴埋め。いちいち解くのは無む駄だだ。

「そうか、参ったな」あまり参っていないような……むしろ、どこか嬉うれしそうな気け配はいさえ漂わせ、良司は頭をがしがしと掻かく。

「何よ良司、人様の仕事を期待してたの？　そんなことだから成せい績せき上がらないのよねえ」

　緒お方がた美み弦つるが僕の背後から良司を揶や揄ゆした。同じ軽音楽部同士、ふたりは気安い。

　ちなみに成績で言うなら、良司は世界史以外はかなり優ゆう秀しゆうなのだが、

「お前、やってんのか？　緒方」

「ははははこの私さまが？　やってる訳わけないじゃないのさ」

　デス委員長は基本的に課か題だいもこなさなければ授業態たい度どもあまりよくない。

「……そんなんだからお前、授業中に盛大な居眠りなんかすんだよ。だいたい自分の寝言にビビって飛び起きるって何のマンガだお前は」

「う、うるっさいわねえ！　いいじゃないのよ別にっ！」

「しかも『オジー、コウモリはやめて！』って何だありゃ」

「だ、だからオジー・オズボーンがコウモリを無む理り矢や理り食べさせようとしたんだって私に」

「バカかお前は。そこはむしろ光栄に思えよ。俺おれなら喜んで喰くうね」

「何よ、あのコウモリ事件はオジーも間違って食べちゃったって告白したじゃない！」

「……論ろん点てんが盛大にずれてるぞ、良司」そもそも、かつて全盛期にステージでコウモリの首を喰いちぎったボーカリストについての見解の相違はあまりクラス内では通じないと思う。

「ふたりとも仲いいね」で、傍ぼう観かんしたように微ほほ笑えむ芹菜へ、

「よくないっ！」「いや、違うぞ!?」ふたり同時にハーモニーで返す良司と緒方。

　プログレッシブロック信奉者とデスメタル狂いのふたりは何な故ぜか息が合っている。一いつ緒しよにバンドを組んだことはないらしいのだが。

「……いいじゃない、仲」笑いを抑え切れないといった調ちよう子しで、芹せり菜なは呟つぶやいた。

　緒お方がたは憮ぶ然ぜんとしていたが、良りよう司じは狼ろう狽ばいして、言いい訳わけをするべきかどうか迷っている。

　──しかし、気付いていないとはいえそれも残酷だ。

　僕は、助け舟を出してやることにした。

「森もり町まちは？」良司が僕に期待していたのもこの科白せりふだろうし。

「え、あたし？」唐とう突とつに話を振られた芹菜は、ぽかんとして自分を指差す。

「あ……いや、城き島じまがやってないって思わなくて……」

「僕の課か題だいをあてにしてたのか？」

「うん、あたしもやってないよ。授業中にやればいいかなあって」

　恥はずかしそうに笑えんだ。……これはちょっと計算外か。

「何だよ。お前の方が成せい績せきいいのに、僕を頼りにするのはおかしいだろ」

　僕は苦笑する。良司が僕のところへ来た目的が無意味に終わってしまった。

「もうっ、しょうがないじゃない。昨日きのうは数学ので手一杯だったし……」

　芹菜はそう言ってむくれると、あ、そうだ、と背はい後ごを振り返り、

「在あり亜あは？　やってる？」所在なさげに立っていた鴛おし野の在亜に問うた。

「……え？　あの、私……その」

　急に話題の中心となった彼女は、見る間に顔を紅こう潮ちようさせる。恥ずかしさではなく、むしろこれ以上見て欲しくないといったふうな表情で、心しん底そこ困こん惑わくし。

　やがて、小さな声で、いちおう、と呟いた。

　おお、と。さも大層なことのようにどよめきが上がる。たかだか世界史の課題でそんなに盛り上がらなくてもいいと思うのだが……まぁ、これも日常というものだろう。

「あ、じゃああとで見せて！」嬉うれしそうに芹菜が、鴛野の手を握ってぶんぶんと振り、

「さっすが鴛野さん、当たる順番でもないのにしっかりやってきてるなんて！　ロックだわ」

　デス委員長が訳のわからないことを呟きながら頷うなずいた。

「それに比べて良司。当たる日と見るや助けを求めるなんざみっともないだわよ」

「うるせえな緒方。そんなこと言ってると、それが伊だ達て眼鏡めがねだってことばらすぞ？　真ま面じ目めそうな外見で教師を騙だまそうってのはいただけねえなこのニセ委員長め。つーかデスでニセ」

「……だ、誰だれが伊達眼鏡よこの野郎！　…………何な故ぜ……それを……っ」

「はいはい、じゃあ、あたしが写し終わったらみんなに回すから」

　プリントを受け取った芹菜が、良司と緒方を制しつつ時計に目をやると、そろそろ先生来るかもよ、と付け足した。だけど喧けん噪そうは収まらないどころか加速している。始業ぎりぎりの数分になると決まって話は盛り上がるのはいつものことで──芹菜も知っていて言ったのだろう。

　良司も、当初の目的は達成できなかったものの、芹菜と一いつ緒しよに会話できているのだからそれなりに嬉しそうだ。一方で少しだけ残念そうではあったけれど。

　僕は、それを眺めながら、次はもう少し上う手まくやれよ、と苦笑する。

　そもそも良りよう司じは奥手だ。

　朝の課か題だいを芹せり菜なと一いつ緒しよにやりたかったのなら、始業ぎりぎりに教室へ来る僕を介してではなく、直接言いに行けばいいのに。それくらいの積せつ極きよくさは持っていていいのに。

　──一方で、どこかほっとしている僕がいるのも確たしかだったけれど。

　良司になら、芹菜を任せたっていいと思う。

　だけど、本当にそうなったとして、僕は平静でいられるだろうか？

　幼おさな馴な染じみであり、現在、僕が何よりも守りたいと思っている日常の象徴──森もり町まち芹菜。

　僕は彼女に対して、何を感じているのだろうか。よくわからなかった。

　緒お方がたと何事かを言い合いつつも芹菜の反応をちらちらと窺うかがう友人の背へ、

「……残念だったな」小さく呟つぶやく。慰なぐさめるように。或あるいは、揶や揄ゆするように。

　返事はなかった。

　ただ、黙だまってその喧けん噪そうを見ていた鴛おし野の在あり亜あと目が合い──慌あわてて逸そらされた。




　　　　‡




　その日三度目になる教師の咳せき払ばらいが頭の上で聞こえ、慌てて意い識しきを覚かく醒せいさせる。だけどそんなものは一時しのぎにしかならないのは自分でもわかっていた。何せさっきから何度もシャープペンシルの先を手の甲に突き刺しているのにまったく効果がないからだ。いっそ血が出るほど刺してしまえば完全に覚醒できるのかもしれない。

　バカバカしい。そう考えた瞬しゆん間かん、ああやっぱり私は眠いんだな、と姫ひめ島しま姫ひめは確かく信しんした。

　そして、また意識が引っ張られる。

「……姫島さん！」隣となりの席からの小声、これは五度目。

「うん。わかってふ」全然わかっていなかった。

　一限、現国の授業の時に思い切って寝ておけばよかった、と後こう悔かいする。あの先生は生徒に注意なんて払っていないから、突っ伏して寝ようがまったく気にされない。

　でも、できなかった。眠らなさ過ぎで眼が冴さえてしまっていたのだ──その時までは。

　ああ眠いとても眠いもの凄すごく眠い死ぬほど眠い。

　確かに朝方になって二時間くらいは寝たけれど、それが逆効果な気もする。

　──それにしても。

　ぼんやりとした頭で、机の横に下げていた自分の鞄かばんを見て、それから斜め前の席に座る友人の後ろ頭へ目を遣やった。大きなリボンを後頭部に結んだ矮わい躯く。城き島じま硝しよう子こ。

　荷物の量のみならずシャンプーの匂においまで。

　彼女の言う通り、姫は昨日きのう、恋人の家に泊まった。恋人とのことは誰だれにも言っていなかったにも関かかわらず完かん璧ぺきに見抜いた彼女の観かん察さつ眼がんは、まったくもって侮あなどれない。

　とは言え別にいかがわしいことをしていた訳わけではないし、そもそもしたこともない。昨夜ゆうべも、単に夜通し話をしていただけ。

　他た愛あいない会話を取とり留とめもなく、それこそ夜が白むまでずっと続けていた。同じ部屋で何でもなく一いつ緒しよにいる──それでいいし、それだけでよかった。

　姿勢良く椅い子すに座って微動だにしない硝しよう子この背中を見詰めつつ、少し笑う。

　確たしかに硝子は鋭するどいけれど、さすがの彼女も見抜けなかったことがある。まぁ普通に考えれば見抜けないのは当たり前だし、見抜かれても困るけれど。

　彼氏さんが寝かせてくれなかったのですか、と。硝子は自分に問うた。

　寝かせてくれなかったのは本当だ。せっかく姫ひめが泊まりにきたんだからこれは徹てつ夜やだな、などと無む茶ちやなことを言い、眠らせてと何度懇こん願がんしても聞き入れてくれなかったのだから。

　でも、硝子の言葉は、半分だけ正解で、半分だけ不正解。

　そのことを考えると少し可お笑かしい。だって、姫の恋人は硝子の知り合いでもあって、だけど硝子はそのことにちっとも気付いていないのだから。

　開け放たれた窓からそよぐ風に、硝子のリボンが微かすかに揺ゆれる。

　その背にこっそりと、姫は無言で白状した。

　──『彼氏』じゃないんだよね、これが。

　そう……姫の恋人は、彼氏じゃなくて、彼女なのだ。

　どうしてこんなことになっているのか、実は自分でもよくわからない。出会いは入学してすぐだった。何となく憧あこがれて、何となく話をするようになって、そして今、何となく付き合っている。自分にそんな趣しゆ味みはないはずだったけど、いつの間にかそういうことになっていた。正直なところそれなりに楽しい。でも、それ以上にちょっとこれは誰だれにも言えない。

　隠かくしているのは気まずいが、本当のことを言うと大変なことになるし、姫自身そのことを充分に変だと思っているから言う気もない。そもそも自分が同性愛者だなんて思っていないし、そういう目で見られても非常に困る。

　本当のことを言ってわざわざ苦しむ必要はない。

　嘘うそを吐ついて秘密にする楽しさの方が、今は上だから。

　この学校にいる人。ふたつ年上で、三年一組所属──今いま頃ごろ彼女は、どうしているだろう。

　明け方になって疲れ果ててしまった姫が眠った後も、あの人は起きていた様よう子すだった。その二時間後、やたら元気に揺り起こされた時も、すっかり身み支じ度たくを整ととのえていた。

　たぶん、一晩寝なかったくらいじゃあ、どうということはないのだろう。軽けい薄はくでどこか浮うき世よ離ばなれした彼女の薄うす笑えみを想像すると、何となく苛いら々いらして、同時に楽しくなる。

　でも、姫にとっては差し当たって、今日きよう一日を乗り切ることが大事で──、

「ところで、姫ひめ島しま姫さん」

「は、はい！」そんなことを考えていると、不意に名前を呼ばれ、心しん臓ぞうが跳はねた。

　現実に意い識しきを戻す。教きよう壇だんの上から女性の英語教師がこっちをじっと見ている。

「……やば」思わず口の中で呟つぶやく。

　英語の授業中だということは覚えていたが、教師に気を払うのをすっかり忘れていた。

　年若い女教師は、呆あきれたような溜ため息いきを吐つき、姫ひめを窘たしなめるように問うた。

「英語で『眠る』を意味する単語は知ってる？」

　教室のあちこちで、くすくすと噛かみ殺した笑い声。

「……『sleep』、です」

「じゃあ、『夢』は？」

「……『dream』」

　決して厭いやな先生ではない。むしろ優やさしい部類に入るし、姫も嫌いではない。その中学生レベルの質問も、どこか罰ばつゲームじみた、教室の笑いを誘さそうような注意だった。

　だけどそれでも、恥はずかしいことには変わらない。

「じゃあ、訳やくしてみて？　『To some time ago, the princess slept. but now, she is in daydream』……知らない英単語があるかもしれないけど、わかるかな？」

　クラスメイトたちの笑い声は『姫princess』の辺あたりで飽和し、『白昼夢daydream』に至ったところで破裂する。大ウケだった。

　……どうやらぼんやりしていたのを見られていたらしい。

「すいません……」真まっ赤かになって姫は頭を下げる。

「素直でよろしい。あと十分で昼休みになるんだから、もうちょっと我が慢まんしなさいね？」

「はい、頑がん張ばります」

　肩を竦すくめながら縮ちぢこまり、せめて板書を写して眠気を覚まそうと、シャーペンを握った。

　でも、三分と保もたず、チャイムの音で慌あわてて飛び起きて、再びクラスの失笑を買った。




「おねむだねー、ひめひめ」

　そして、ようやく迎えた昼休み。

　完全に力尽きて机に突っ伏した姫の真向かいで、直なお川かわ君きみ子こがのんびりした調ちよう子しで笑う。

「昼ご飯食べないと保たないよ」

　その隣となりで黙もく々もくと昼食を消費しながら、皆みな春はる八や重えもまた声を掛けてくる。

「食欲より睡眠欲……」重い瞼まぶたを暗くら闇やみで休めつつ、姫はか細い声で友人たちへ返した。

「確かに食欲よりも睡眠欲の方が欲求としては上位に位置します」

　そんな姫たちを傍ぼう観かんしつつ、いつものように冷静なことを言うのは硝しよう子こ。

「しかし、仮に昼休みに集中して睡眠を取ったとしても、昼食抜きでは午後のひゅひょうほまひめひふへはへるほはほほひはへん」

「……硝しよう子こ……」途と中ちゆうから言語になっていない彼女の忠告に、姫ひめは、がばっ、と顔を上げる。

「はひ？」

「いつも言ってるでしょ!?　食べながら喋しやべるの禁止！」

「……はひ」……ぼやけた視界にごくん、と、食べ物を呑のみ込む硝子が見えた。

「まったくこの娘こは……同じことをふたつ同時にしちゃダメって何回言えば……」

「申もうし訳わけありません」謝あやまりつつ、表情を変えずに紙パックのいちご牛乳を飲む。

「もう、またご飯といちご牛乳？　それ絶対合わないわよ？」

「糖とう分ぶんは疲労回復に即効性があります。飲みますか？」

「あ……ありがと」差し出されたいちご牛乳を思わず受け取り、

「……って違うでしょ！　話を逸そらさないの！」

「あはっ。ひめひめ、ノリつっこみだー」

「君きみ子こも追従しない！」こちとら全力で眠いというのに何でこうとぼけた会話を繰くり広げるのだ本当に。姫は溜ため息いき混じりで八や重えを見た。この場で頼りになるのはまとめ役の彼女だけだ。

「八重、何か言ってやってよこのアホ娘ふたり組に……」

　だけど八重は、唐から揚あげを箸はしに刺したまま、

「もう慣なれたよ。この三人のとぼけた会話には」薄うす笑えみを浮かべる。

「はぁ？　三人？」

「うん。三人」

「ねえ八重。ひょっとしてひょっとしてひょっとするんだけど、この超真ま人にん間げんで普通人で平凡な女の子である姫ひめ島しまさんを数に入れてない？」

「ひめひめ。真人間は眠い最中にわざわざノリつっこみなどしません」

　胡う乱ろんな視し線せんを送った姫へ、即座に硝子の厭いやな追おい討うちだった。

「そうだよー、ひめひめはもう骨の髄ずいまでつっこみ根性が染しみ付いちゃってるんだよー。今いま更さら後戻りはできないのー。もう後は、ずるずるとつっこみ地じ獄ごくに堕おちていくしかないんだよー」

「何よその火サスに出てきそうなセリフは!?　勘弁してよ眠らせてよもう……」

「それは違います。そもそも、ひめひめが勝手に起きて私につっこんできたのですよ？」

　くくっ、と、傍かたわらの八重が笑い声を洩もらした。姫はもう何もかもどうでもよくなって無む理り矢や理りに背伸びをする。実際のところ、眠気はもうあまりない。授業中に寝たからか、それとも寝てもいい時間には眠くなくなるという不ふ思し議ぎ心理か。

「こりゃ五限と六限は完全にアウトね。もう……あんたたちのせいよ……？」

「じゃあ、授業中寝ないように、ひめひめにこれを貸してあげるー」

　唇くちびるを尖とがらせた姫へ、君子は鞄かばんを漁あさり、一冊の本を取り出してきた。殺人的に分厚い。

「こっそりこれを読むといいよー？　凄すごく面おも白しろいからー！」

　埴はに谷や雄ゆ高たか『死し霊れい』だった。しかもハードカバー版。

「こんなもん読んだら眠るわよ……」大き過ぎてこっそり読めないし。

「ではそれを机の上に置き『私が居眠りをしたら容赦なくこれで殴ってください』と張り紙をしておくのはどうでしょう？」と、すかさず硝しよう子こ。

「こんなもんで殴られたら死ぬわよ！」

「えぇー……じゃあどうしろっていうのー？」

　君きみ子この困こん惑わくへ、姫ひめは溜ため息いきを吐ついた。

「こっちがどうしろっていうのよ……。だいたい確たしか未完じゃないのよ、この本。最後まで読んだら先が気になって眠れなくなること請うけ合いよもう完かん璧ぺき嫌いやがらせだわこれ」

「そうなの？」姫の言葉に、八や重えが君子へ問うた。

「そうだよー。でも面おも白しろいよー？」

「というかひめひめ、一般的な女子高生は『死し霊れい』が未完であることを普通知りませんよ」

「うっ」痛いところを突かれて、姫は口くち籠ごもる。

　確かに一般的な女子高生は埴はに谷や雄ゆ高たかなんて知らない。八重の反応が普通だ。そして読書家でもない自分が何な故ぜ知っているのかと言えば、ついこの間まで恋人が読んでいたからで──あの人はいつもいつも、姫にとっては難なん解かいな本ばかりを読んでいる。

「ま、まあいいじゃないのよ別に！　ともかく問題は午後の授業をどう乗り切るかで……」

「ひめひめ」と、慌あわてる姫に、硝子が無表情で視し線せんを向けてきた。

「な、なに？」まさか、また妙な追及が始まるんじゃ……？

　身構えるが、しかし硝子はさっきの君子と同じような感じで、机の中をごそごそと探さぐる。

「プレゼントです」

「……は？」

　取り出したのは──マムシの絵が載のった栄養ドリンクだった。

「こんなこともあろうかと、さっき購こう買ばい部ぶで買っておきました」

「……マジですか」姫は頬ほおを引ひき攣つらせる。

「すごーい、硝子ちゃん。用意周到だねー」君子が感嘆の声をあげ、

「……硝子……いちご牛乳と一いつ緒しよにそれ買ったの？」八重が眉まゆをひそめた。

「万全です」硝子は目を光らせて頷うなずいた。いや、そういう問題ではないのだが。

「店員のおばちゃんに変な目されなかった？」姫は尋きく。正直なところこのドリンク剤、あまり需要があるとは思えない。イメージも悪いし。

　テスト前には多少売れているのかもしれないが、今は中間テストも過ぎ、期末テスト二週間前。追い込みにはまだ早過ぎる。

「そう言えば……あらまぁ小ちゃいのに絶倫ねえ、などと言われましたが」

　まるでわかってない顔で硝子は言った。やっぱり。

「あれはどういう意味合いなのでしょう？　『絶倫』というのは才覚などが群を抜いて優すぐれていること、という意味だったはずですが……主語が何なのかも推定できません」

「……あのね、硝しよう子こ……」八や重えが凄すごく微妙な表情をする。

「この無邪気っ娘こに説明した方がいい？」面おも白しろくなって姫ひめは薄うすく笑えむが、

「やめなさい」ぴしゃりと止められた。

「あのね、硝子ちゃん。それってたぶんねー……」

「だから君きみ子こもやめなさい！　わからない方が幸せなこともあるんだから！」

「しかし……私、それ飲むの？」

「嫌いでしたか、ひめひめ？」

　いや、好きとか嫌いとかではなく。

　確たしかに効用は肉体疲労時の栄養補ほ給きゆうではあるのだろうけど、女子高生がマムシドリンクを飲むというのは何か女の子としての最後の砦とりでを陥かん落らくさせてしまうような気がする。

　そんな感じで姫が逡しゆん巡じゆんしていると、硝子が、

「でしたら、家に持ち帰ります。先せん輩ぱいにでも飲ませましょう。最近あの人は疲労が蓄ちく積せきしているようですから……効果が期待できます」

　……とんでもないことを、言った。

「ちょ……！」八重は絶句。

「しょうこ……ちゃん!?」君子は耳まで赤くなり、

「硝子……」姫は困こん惑わくし、頭を抱えた。

　気付けば、姫たちの周囲、近くの席で食事していたグループの幾つかも、ぎょっとした顔で硝子を見ている。会話が聞こえていたのだろう。まずい。非常にまずい。

「……あのね？　硝子」完かん璧ぺきに自分の頬ほおが引ひき攣つっているのを感じながら、姫はゆっくりと、

「はい？」

「たぶんあんたは完全無欠にそういう意味で言ったんじゃないんだろうけど、そういう意味にしか聴きこえない言葉っていうのも世の中にはあるんだよ？」

「そういう意味とはどういう意味でしょう？　確かに先輩はぜつり……」

「わああああああああああっ！」

　思わずあげた絶叫に、今度こそ周囲がこっちに注目した。

「だからね、今の日本語においてその単語が一般的に意味するのはたったひとつな訳わけで、あんたの辞書的な解釈は絶対に世せ間けん様さまには通用しないから……！」

「その単語？　その、とは、ぜつり」

「ぎゃああああああああ！　わかった！　よくわかった！　わかったからっ！」

　もう駄だ目めだ。限界だ。次はカバーできない。この娘の純じゆん潔けつを守らなければ。

「こっこれ、もらうね!?　ありがと！　いやー眠くて眠くて！　疲労回復しなきゃね？　……これで午後の授業どうにか乗り切れるわ！」

　我われながら演技というか言いい訳わけが下へ手ただと思いつつ、姫ひめは硝しよう子この目の前に置かれた瓶びん入いりのドリンク剤をひったくるように奪うと、そのまま蓋ふたを開け息を止めて一気に飲のみ干ほす。明らかに不ま味ずそうな酸さん味みらしきものが喉のどを通過していったが気にしてはいられない。

「あの、ひめひめ……？」

「あーこれで眠気もばっちりねっ！」親指まで立てた。

　はあ、と怪け訝げんな気け配はいを浮かべたまま、それでも無表情で、硝子は首を傾かしげている。八や重えは表情を固まらせ、君きみ子こは胸を手で押さえたまま口を半開きにしていた。

　──まったく、この娘こは……！

　同居している先せん輩ぱいとは付き合っている訳ではない、そう言って毎回しっかりと否定するくせに、こうやって誤解を招くことは平然と言い放つ。

　からかう分には楽しいが、フォローする分には大変だ。

　必死で視し線せんを八重へと送る。八重は悟ったように、少し大きな声で、

「げ、元気出てきた？」ぎくしゃくした言葉遣づかいで言った。

「……華はなの女子高生の飲むもんじゃないわね……不味い」姫は努めて冷静に返す。今度はあまりわざとらしくなかったと思う。やがてこちらに注目していたクラスメイトたちも、各々の話題に戻り始めた。ひとまずは安心だ。

「……ふう」大きく溜ため息いきを吐つくと、飲み干した薬品の臭においが鼻についた。心中で顔をしかめつつ、姫はそれでも苦笑する。

　と、そのタイミングを見計らったように。

　ぶぶぶぶぶ、と。振動が、机の横に下げた鞄かばんから、接触した膝ひざへと伝わってきた。

「ん」携帯電話の着信だった。パターンがメールだったので、慌あわてずに取り出す。

「あれー？　まさか彼氏さんからー？」君子が茶ちや化かすように言ってくるのへ僅わずかに首を振り、姫は手に取った携帯のボタンを押す。そもそも姫の恋人はあまりメールなどを送ってこない。案あんの定じよう、アドレスは彼女のものではなかった。

　画面を眺め、本文を見て、一いつ瞬しゆんだけ心しん臓ぞうが高鳴る。

　──ああ、そうだった。

　今日きよう連絡を入れる、確たしかそう言っていた。こんな大事なことを今まで忘れていたなんてちょっとどうかと自分でも思う。恋人の家へ泊まりに行った理由もそれだった。

　でも──忘れているくらいが丁度よかったのかもしれない。

　お陰で、楽しい昼休みを過ごせたのだから。

「友達？」

「ん。まあ、そんなとこ」

　八重の質問に姫は笑え顔がおで答え、メールへ短めの返信を入れる。

　学校を早退することになっちゃうな、と思い、硝子に悪いな、と少しだけ罪悪感を覚えた。

　時計を見ると、五限前の清掃開始まで後二十分。

　清掃中に上う手まいこと言っておかなきゃ、と、姫ひめは穏おだやかに笑えんだ。




　　　　‡




　鞄かばんの中で振動を始めた携帯電話に驚おどろき、鴛おし野の在あり亜あは一いつ瞬しゆんだけ身を竦すくませた。

「……ん、どうしたの？」向かいで昼食の弁当を食べていた森もり町まち芹せり菜なが怪け訝げんな顔で尋きいてくる。何でもない、と小さく首を振ると、そう？　と微笑され、再び食事へと戻った。

　携帯電話の振動程度で驚いてしまう自分が厭いやになりつつ、誰だれからのメールだろうと思い、思った直後──芹菜が目の前にいるのだからどうせ迷めい惑わくメールか何かだろうと、小さく溜ため息いきを吐ついた。頻ひん繁ぱんにメールの遣やり取りをするような友人など、芹菜以外にはいない。

「あ、そだ。この前言ってた、うちの母さんの卵焼き。食べる？」

　下を向いた直後、芹菜が唐とう突とつに言ってきた。

「え、あ……うん」思わず頷うなずくと、彼女は自分の弁べん当とう箱ばこから卵焼きをひとつ摘つまんで在亜へと差し出す。ふざけて、そのまま食べさせようとしているかのような位置だった。だけど、もし違ったら恥はずかしい思いをする。少し迷った結果、自分の弁当箱を持ち上げて差し出した。

「ん、はい、これ」芹菜は少しだけ拍子抜けしたような顔をして、そこへ卵焼きを置いた。

　──やっぱり、直接食べた方がよかったのかな。

　後こう悔かいするが、もう遅い。

　芹菜がふざけてきたのであれば、こちらもふざけ返すのが筋ではあるけれど、いつも上手くできずにいる。中学時代からの付き合いである彼女に対してもそうなのだから、他ほかの人には言わずもがなだ。むしろ、無口で暗い自分と、どうして芹菜のような活発で積せつ極きよく的てきで明るい娘こが一いつ緒しよにいたがるのかなとすら思う。

　さっき振動した、携帯電話だってそうだ。

　あんたも欲しいんでしょ、そんなに遠えん慮りよすることないのに──母親に言われて買ってもらったのは高校に進学する時だった。在亜とは似ても似つかないほどに快活な母は、あまり自分を主張しないひとり娘へと気を使ったのだろう。高校にも入ると友達もみんな持ってるんだろうから、と笑っていたが、その友達自体が数えるほどしかいなかったのだから、在亜には無用の長物だった。番号はクラス名めい簿ぼと部活の連絡網に載のせてはいるが、着信履り歴れきは芹菜からのものばかり。今年ことしの冬、出席番号がひとつ手前だった娘から一度だけ『明日あしたはインフルエンザのため休校だって』という連絡があったが、芹菜に混じってひとつだけある違う名前が申もうし訳わけなくて、すぐに履歴から消去してしまった。

　きっと母は、あまりに少ない通話料金に、また遠慮しているとでも思っているに違いない。

「どう？」そんなことを考えながら卵焼きを口に入れると、芹菜が自分の顔を覗のぞき込んだ。

　彼女の母が作ったという卵焼き。砂さ糖とうで味付けしてあった。

「甘くて、美お味いしい……」もう少し気の利きいたことを言えばいいのに。そう自分の中で声がしたけれど、できるのならとうにやっている。

「そう？　在あり亜あの家の醤しよう油ゆ味あじの方があたしは好きなんだけどさ」

「私の家のは、味付けが濃こいから……」

「んー。そうかな？　そんなことないと思うけど……。っていうかさ、うちの母さんも酷ひどいんだよ。醤油入りの卵焼き作ってって頼んだら、だったら自分で作ってみろだって。あたしが料理作れないの知っててそんなこと言うの。人でなしだよあれは」

　楽しそうに芹せり菜なは笑う。だけど在亜は、その冗じよう談だんに笑っていいのかどうかよくわからなかった。友人の家の母親をバカにすることになるんじゃないかと逡しゆん巡じゆんした。仕方ないので曖あい昧まいに視し線せんを逸そらし、下を向く。

　いつもこうだ。誰だれかに話し掛けられても、ちゃんと応こたえることができない。こんな面おも白しろみの欠片かけらもない性格だから、友人らしい友人も殆ほとんどいないのだろう。

　自分はいったい誰に似たんだろう、と、いつもそれが疑問だった。

　父も母もこんなに暗い性格はしていない。むしろ快活な部類に属していて、食卓での会話も順じゆん調ちようだ。後天的なものなのかもしれないが、幼い頃ころに押さえ付けられて育った訳わけでもない。ただ、普通の家に生まれて普通の家に育ち、普通に育てられた結果──こうなった。

　所属する文芸部にも、友達はいない。本を読むのが好きで、だから思い切って入ったのに、部員たちは読書や創作などには目もくれず、ただお喋しやべりに終始していた。口くち下べ手たな在亜は入部早々あっという間に置いて行かれ、一年経たった今では、いつも部活に出てはひとりで本を読み、喧けん噪そうの中で架空の物語に没頭して孤独を噛かみ締しめるような、そんな毎日を過ごしている。辞やめたいと思うけれど、言い出せない。だったらサボってしまえばいいのだけど、真ま面じ目めな性格からそれもできずにいる。

　嫌いや気けが差す──黙もく々もくと食べていた弁当の最後の一口を飲み込むと、溜ため息いきを吐ついた。

　向かいの芹菜も食べ終わり、片付けに入っている。

　中学時代からずっと繰くり返されてきた光景だが、自分なんかと一いつ緒しよに食べていて楽しいのだろうか。惰だ性せいで続いているだけではないのだろうか。クラスメイトたちは絶対に、芹菜のような快活な女の子と自分のような陰気な女との組み合わせを奇妙に思っているに違いない。

　空になった弁べん当とう箱ばこを鞄かばんへ仕し舞まい込みながら、さっき震ふるえた携帯電話を取り出す。殆ど手に取ることのない、買ったままの綺き麗れいな電話だ。ストラップも付けていない。

　画面を見ると、メールが一件。どうせ迷めい惑わくメールだと思いつつ、内容を確かく認にんする。

「あ」

「ん？　どしたの？」

　思わずあげた声に、芹菜が反応した。

「あ……なんでも……ない」取とり繕つくろいつつ、慌あわてて携帯を閉じる。

　受信したのは、不定期に来るメールマガジンだった。

　ここ数カ月で頻ひん繁ぱんに届き始めた。迷めい惑わくメールというよりはちょっとした読み物みたいなものだ。最初は拒否しようと思ったのだが、どうやらそれは他者の紹介がないと入れない特殊なコミュニティのものらしく、何となく思い留とどまっている。

　らしく、というのは、当然ながら在あり亜あ自身がそこに誘さそわれた覚えも加入した覚えもないからで──在亜のアドレスを前に使っていた誰だれかが、アドレス変更を知らなかった友人に誘われたか何かしたのだろう。詳しくは定かではない。

　どっちみち、怪あやしげな商法の気け配はいはないし、放っておいてもいいと思っている。それに最近は、在亜自身、メールマガジンの内容を面おも白しろく感じ始めていた。

　他ほかの人には黙だまっている。こんなものを楽しみに待っている自分がバカみたいだから。

「在亜。世界史の課か題だいだけど、やってきてんだよね？」

　携帯を再び鞄かばんの奥へ押しやると、芹せり菜なが机の中を漁あさりながら言ってきた。

「あ……うん」

「じゃあさ、写させてくれない？」

「でも……芹菜」問いに、在亜は逡しゆん巡じゆんする。

　そもそも、彼女が課題をしてこないというのは珍めずらしくて、たぶんそれは今月からあの人の隣となりの席になったことと関係しているはずだ。

　芹菜の昔むかし馴な染じみで、在亜にとっても中学時代の同級生──城き島じま晶あきら。

　芹菜は、隣となりの席の彼と一いつ緒しよにやろうとして、わざわざ課題をサボって来たのだろう。

「へへ。ばれてた？」芹菜は舌を出した。

「でもさ、結局意味なかったもん。あいつ、自分もやってないとか言うし……。変な計算するもんじゃないね。ま、昨日きのう眠くて面めん倒どうだったっていうのも確たしかにあるんだけど」

　屈託のない笑えみに、在亜の顔が少し熱あつくなる。羨うらやましさと気き恥はずかしさだった。自分もいつか──芹菜のように、自分の想おもいをストレートに口に出せるようになるんだろうか。

　きっと、無理だ。

「それに昼休みはあいつ、柿かき原はるとデートだし。こうなったらさ、今のうちに済ませておいて、あいつに『写させてくれ』って言わせてやろうと思って」

　芹菜らしい、勝負っ気の強い言葉だと思った。

「うん……わかった」そんなところも羨ましい。自分も彼女みたいになりたいな、と思った。

　溜ため息いきを吐つきつつ、在亜は机の中からプリントを収納したファイルを引っ張り出す。

　わかっている。昔からずっと芹菜と一緒にいるのだから。

　快活な彼女に憧あこがれて、彼女のようになりたいと思って、ずっとそう思ってきて──思っているだけの自分には、そんなことは無理だと。

　でも、だからこそ、彼女と一いつ緒しよにいる自分が少しだけ誇らしくて、そのことを考えている時は、自分の惨みじめさを忘れていられるのも確たしかだった。
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「大丈夫かなぁー……」

　きみちゃんの呟つぶやきが、そのまま溜ため息いきとなって開けられた窓へと溶けて行きます。

「問題はないと判断しますが……」私はその日二度目になる返答を、きみちゃんへ。

「でもさぁー。かなりふらふらだったよー？　ひめひめ。ひょっとして硝しよう子こちゃんのあげたマムシドリンクがまずかったのかも……」

「しかし……」ドリンクのラベルには滋じ養よう強壮と肉体疲労時の栄養補ほ給きゆうと書いてあったはずで、成分表示にも何ら違法な薬品は見受けられませんでした。

「あ！　違う違う、ただの冗じよう談だんだよ硝子ちゃんー！　ごめんっ」

　思考を巡らせる私に、慌あわてた様よう子すできみちゃんが謝あやまってきたので、私は顔を上げ、わかっていますよ、と笑え顔がおを作成しました。

　隣となりにいる八や重えさんは携帯電話を確かく認にんしています。家に着いたらメールをするように、と帰りしなのひめひめへ言ったからなのですが、未いまだそれは届いていないようです。

　今は昼休みが過ぎ、掃除を済ませ、五限目の終わった休み時間。

　掃除が終わった頃ころ、ひめひめは学校を早退しました。

　教師への理由は体たい調ちよう不良ということにしていますが、本当は寝不足が耐え切れなくなったが故ゆえのサボタージュです。足取りがかなり危あやうげで自動車どころか自転車、いえ、幼児の三さん輪りん車しやにすらも轢ひかれかねない状況であったため、私たちは帰り着いたら連絡することと強く言い聞かせ、彼女を送り出しました。しかしひめひめが学校を出てから約五十分。自転車で三十分ほどの場所に住んでいるはずの彼女からは、連絡がまだありません。

「まさか事故じゃないでしょうね」八重さんはぽつりと洩もらすと、業ごうを煮にやしたのか携帯電話を操そう作さし、通話ボタンを押すと耳へと当てました。

「でも、バスで帰るって言ってたし、実際歩いて帰ってたよねー……」

　きみちゃんは窓の外を見詰めたまま呟つぶやきます。校庭を挟んで見える校門を徒歩で出た五十分前のひめひめを思い出しているのでしょう。

「ダメ、出ない」少し経たって、八重さんが携帯を耳から離はなします。「留守電になった」

「事故の可能性は低いです。それほど心配はないでしょうが……」

「ま、連絡忘れて寝てるんだと思うけど」私の言葉へ、溜息混じりに返す八重さん。

　確かにそれが最も妥当です。

「バスで眠っちゃって乗り過ごしてるとか、ないかなー……」

　ひめひめの家へと向かう方角のバスは、終点が県境。そんな小旅行は非常に危険です。

「しかし、それほど心配することはありませんよ。ひめひめも子供ではありませんし」

「とか言って、悪い人に攫さらわれちゃってたりしてねー」

「そういうこと言うのやめなさい、君きみ子こ」

　私の言葉へ反応し、きみちゃんと八や重えさんが揃そろって冗じよう談だんめいた笑えみを浮かべました。

「そろそろチャイムが鳴りますよ」

　私は体内時計ではなく、教室の壁かべ時計に視し線せんを向けながら言いました。ひめひめの状況が不明なのは懸け念ねん事項ですが、私たちには授業があります。早退した彼女のためにノートを取り、恩と授業内容とを売り付けてやらねばなりません。

「そうだねー」きみちゃんが教室の窓から目を離はなし、

「……次、古典か」八重さんが、それでもどこか心配そうに呟つぶやきました。

　私は古文の教科書を机から引っ張り出しながら、今日きようから平家物語でしたか、と、意味のない質問をふたりへ向けようと──。

「おい、次、自習だってよ！」

　──男子生徒が、嬉うれしそうな声で教室へ飛び込んできたのは、その時でした。

「え!?」「嘘うそ、マジ？」「おおっ！」「ラッキーっ」

　途と端たん、教室中がどよめき、授業開始前の空気が一気に弛し緩かんします。きみちゃんと八重さんのふたりは、急な教室の変化について行けずに無表情。私は自習というものに特にメリットを見み出いだせないのでふたりに倣ならいます。

「何で？」「先生が倒れでもしたの？」

「それがさ、お前らよく聴きけよ」

　駆かけ込んできた男子生徒は、歓声を両手で押しとどめました。

　普ふ段だん、おちゃらけた言動でクラス中の失笑を買っている彼は、まるでオーケストラと観かん衆しゆうを前にした年配の指揮者のように、こほんと咳せき払ばらいをし、

「うちのクラスだけじゃなくて、たぶん全校で自習だぜ？」

「……え、マジで？」誰だれかの問いへ、待ってましたと言わんばかりに、

「驚おどろけよ？」嬉しそうに──続けました。

「何か、うちの学校の生徒で事故かなんか起こした奴やつがいてさっ！」

　一いつ瞬しゆんの、静せい寂じやく。

　そしてその直後に、まるで遅れてきたＳ波のように──。

　ゆっくりと、徐々に大きく、教室中がざわめき始めました。

「え、マジ？」「事故って……？」「それどういうこと!?」「なあ、それどっから聴いたことだよ！」「いや、それがさ、さっき職しよく員いん室しつ行ったら、教師連中が慌あわてまくってたもんで会話聞こえてさ！　一年の女子生徒が救急車で病院にって……」

　……一年の女子生徒、ですって？

　次々とわき起こる疑問の声に、情報を持ち込んだ男子生徒は英雄気取りで、まるで偶然手に入れた落ち武む者しやの首を見せびらかすように、断片的な情報を口にします。

　だけどそんな浮き足だった空気とは裏腹に、私ときみちゃん、そして八や重えさんの周囲に満ちた気け配はいは、緊きん張ちようで硬直していました。

　──情報は、確たしかなものなのでしょうか。

　私は思考するよりも早く、その真しん偽ぎを含めた様さま々ざまな可能性を逐ちく一いち演算し、パーセンテージを並行して結果を列挙していました。虚偽や聞き違いである可能性、二、三％。一年生全十クラスの欠席者、データ不足、演算不能。このクラスの早退者、ひとり。女子出席番号十二番、姫島姫。その可能性、その可能性、その可能性は──、

「……それ、本当？」──と。

　静かな、だけど、大きくよく通る声が、教室中の喧けん噪そうを、瞬しゆん時じに消し去っていました。

「あ、……八重、ちゃん」私の隣となりにいたきみちゃんが、小さな声をあげます。

　いつの間にか──八重さんが、教室の人混みを掻かき分け、教きよう壇だんの前にいた男子生徒の目前へ、毅き然ぜんと立っていました。

「……え？」

「本当？　嘘うそ？　答えて」

　背が高く表情も鋭するどい八重さんの詰問に、彼は怯ひるみ、あ、とか、え、とか、口をぱくぱくとさせています。だけど、それでも構わず、慌あわてもせずに、八重さんは再び。

「……答えて！　それ、嘘？　本当!?」今度は、強い調ちよう子しで。

「あ、ほんとう、だと……思う。たぶん」

　さっきまで自信満々だった彼は所在無さげに視し線せんを泳がせ──、

「わかった」八重さんは、あっという間に踵きびすを返し、教室から外へと出て行きました。

「あ……待って！　八重ちゃん……！」

　きみちゃんが弾はじかれるように我われへ返り、よたよたとその後を追おうと歩き出します。

　故ゆえに私も、人口密度の低くなっている教室の後ろ、その扉とびらから出ようと結けつ論ろん。並べられた机を避よけながら、廊下へと出ました。

　まさか、そんな──可能性は、どのくらいでしょう。

　決して高くはないはずです。ただの偶然であるのが自然です。

　しかし、確かく率りつなどというものは、具体的な結果ではなく理論による推測でしかないのです。未来予測に際し参考として使用することは有益ですが、もう起きてしまったこと、結果について適用し、あまつさえ──確率が高いからといって知り得ない事実をそうだと断定するなど、アナログ極きわまりない思考は、機き械かいたる私が行なって許されるものではなく──。

　走らず、しかし決して歩を緩ゆるめず。職しよく員いん室しつへ続く廊下を、思考を一時停止して前進。

　こちらへ憮ぶ然ぜんとして歩いてくる、クラスメイトであり虚軸キヤストでもある少女、舞まい鶴づる蜜みつとすれ違いましたが──私は胡う乱ろんげにこちらを見るその黒こく瞳とうを無視し、廊下の角を曲がりました。
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「いや、だから、カエサル、クラッスス、ポンペイウスが第一回で、第二回はオクタヴィアヌス、アントニウス、レピドゥス。これかなり基本だわよ？」

　緒お方がた美み弦つるの説明に、良りよう司じが首を捻ひねる。

「……そのレピ何とかが覚えられん」

「ああ、レピディアヌス？　こんなんはね、魂で覚えりゃいいのよ魂で！　ディープパープルの歴代メンバー全員覚えるより楽勝でしょ？」

　得意げに胸を張った緒方だったが、すかさず芹せり菜なのつっこみが入った。

「美弦、レピディアヌスじゃなくてレピドゥス。混ざってる」

「え？　ああそうそれ。レピ……何？」

「お前だってわかってねえじゃねえか……」

　何だか進学校とは思えないレベルの低い会話を後しり目めに、僕は空くう欄らんを埋めるべく、教科書でいちいち調しらべて行く。実際は全部既き知ちのことではあるのだが、こうやって誰だれかと一いつ緒しよに作業するというのはそれなりに楽しいので、別に苦にはならない。

　向かいに座った鴛おし野の在あり亜あは、遠えん慮りよがちに教科書と僕らとの間に視し線せんを移ろわせていた。

　現在は、六限目だ。

　本来ならば数学だったはずのこの時間は、緊きん急きゆうの職しよく員いん会かい議ぎにより自習となっていた。どうやらうちの生徒、一年生の誰だれかが事故を起こしたという話が、五限終了と同時に職員室へと届いたらしい。お陰で全学年にわたり、この時間は授業そのものが行なわれていない。

　今のところは事故ということ以外の情報が得られていないが、僕にとっては気になる事件だった。アンテナを立てておいて損になることはない。故ゆえに、取とり敢あえずは、僕の身内──硝しよう子こと、それから保ほ健けん教師の佐さ伯えきネアのふたりへ、詳細がわかれば連絡を、というメールを送っているが、まだ返事は来ていない。

　そんな訳わけで、現在のところはこうして、芹せり菜なや良りよう司じたちと一いつ緒しよに、七限目に控えた世界史の課か題だい処理を兼ねて学習会のようなものをやっている。

　メンバーは、芹菜、良司、緒お方がた、鴛野、僕の五人。机を五つ集め、班のようにして、教科書と資料集を片手に、ローマ帝国の歴史について学習中だった。基本がセンター試し験けん用ようの勉強であるから大半は単語や人名の暗記方法に終始してしまうのは、中級進学校ならではか。

　二年となれば、それなりに皆が受験を意い識しきし始める。教室には遊んでいる連中が半分、こうして遊びがてらに勉強をしている連中が半分といったところだ。勉強している奴やつらも、それほどの危き機き感かんはないから、くだけた雰囲気になっている。

　──友人や好きな異性とだったら、何をしていてもそれなりに楽しいのだろう。

「だいたい、アントニウスとアントニヌスは違うのか？」

　世界史が大の苦にが手てである良司が、困こん惑わくし切った顔でがしがしと頭を掻かいていた。

「アントニウスはローマの執政官で第二回三頭政治のうちのひとり。えっと、アクティウムの海戦でオクタヴィアヌスに負けたの。あと、クレオパトラを愛人にした……かな？」

　芹菜がそんな良司に、教科書を指し示しながら丁てい寧ねいに教えている。よかったな良司、と僕はちらりとふたりを一いち瞥べつした。「お、おう」などと言いつつも嬉うれしそうだ。

「え、アントニヌスって何だっけ？」緒方美み弦つるがこれも困惑した表情で、眼鏡めがねの位置を直す。

「ローマの皇帝。沢たく山さんいるよ。えっと……どんなんいたっけ、在亜」

　質問された芹菜は、隣となりにいた鴛野在亜へと話題を振った。

「あ、え、えっと……アントニヌス・ピヌスとか、マルクス・アウレリウス・アントニヌスとか、後……普通のアントニヌス、とか」鴛野はしどろもどろになりながらも、答えを返す。記き憶おくから引っ張り出すという感じではない。そう言えば彼女は歴史が好きだった。

　おお、とか、すげえな、とか、良司や緒方がこぞって歓声をあげる。鴛野はとてつもなく恥はずかしそうに俯うつむくが、口元は少し笑っていた。嬉しいのだろう。

「マルクス・アウレリウス・アントニヌスは覚えてるぞ？　やたら長いからな」

「それは……あの、ローマ五ご賢けん帝ていの、ひとり……」

　鴛おし野のの解説に、良りよう司じが、おおそうだったそうだった、と得意げに笑えむ。

　何だか面おも白しろくなったので、僕は教科書から顔を上げ、良司に言った。

「ちなみに良司。アントニウスは正式にはマルクス・アントニウスという」

「何だと……!?」愕がく然ぜんとする良司。「まさかそのふたりって同一人物だったのか!?」

「いや、超別人だ」

「そんな……嘘うそだ……」

「……城き島じまっ！　せっかく敷しき戸どくん、真ま面じ目めにやってんのに！」

　怒るというよりも笑いを抑え切れないといった感じで、芹せり菜なが僕へつっこみを入れた。

　空気が一層、弛し緩かんする。もういいや私、と緒お方がたが机に突っ伏し、だあめ、と芹菜がセーラーの襟えりを掴つかんで引っぱり起こした。良司はと言えば、プトレマイオスが地動説を目の前で証明されたらこんな顔をするのではないかといったふうな表情で教科書を睨にらみながら首を捻ひねりつつ「アントニウス……アントニヌス……」と何度も繰くり返している。

　僕はふと、そんな良司を見ながら、口元を隠かくし声を殺して笑っている鴛野を見み遣やった。

　だけど直後、彼女は僕の視し線せんに気付き、その瞬しゆん間かんに俯うつむく。

　──やっぱり僕が嫌われてるのだろうか？　苦笑しつつ、判断しかねるな、と思った時、

「おおい、城島」背はい後ごから、声がかかった。

「……ん？」振り返る。そこには、クラスメイトの塚つか原はらが立っていた。

「なに？」何の用事だろうか。まあ、野や暮ぼ用ようだろうけれど。

　問い掛ける僕に、塚原は盛大な溜ため息いきを吐ついた。

「なあ城島、俺おれは時々、世界ってのは不条理なんだと思うことがある」

「……は？」

　唐とう突とつに哲学者になった塚原に、僕は首を傾かしげた。

「お前は知らなったかもしれないが、世界は元々不条理だぞ」取とり敢あえずつっこんでみるが、

「まあ確たしかにそうだ。だがな……それでも俺は今まで、ある程度の努力をすれば報むくわれると信じていたし、その信念に従ってある程度の努力はしてきた」

「……そうか。いや、間違いじゃないと思うけど。……というか、用事は何だ？」

「いいから黙だまって聴きけ！」怒ど鳴なられた。

「俺はサッカー部だ」

「いや、知ってる」

「俺が何な故ぜサッカーをやってるか知ってるか？」

「……知るかそんなの」

「サッカーをやってると、女にもてるからだ！」

　塚原は拳こぶしを握にぎり締しめる。──意味がわからない。

「事実、俺おれはレギュラーだ。試合に出ればそこそこ黄き色いろい声援も飛ぶ。だがな……まだ彼女はいない。こんなに努力しているのに、結果は伴わない！」

「……塚つか原はら、がつがつし過ぎてるからだと思うけど……」芹せり菜ながぼそりと酷ひどいことを言うが、

「なのに……何でだ？」どうやら耳には届いていなかったらしく、恨うらめしげに僕を睨にらんだ。

「だから意味がわからない。というか用件は何だ……？」正直、困る。

　眉まゆをしかめる僕へ、塚原は言った。

「なあ城き島じま。お前には彼女がいるじゃないか。それも校内でも評判のファンタジスタ級美少女が。お前はあれだけで満足できないのか？　それとも何か秘ひ訣けつでもあるのか？」

「だから、彼女じゃないって何度説明すれば……」

　硝しよう子このことを否定する僕を無視し、塚原はぶつぶつと呟つぶやいている。俺とこいつとどこが違うのだとか、ルックスも成せい績せきも何もかも別段際きわ立だっているとは思えないむしろ俺の方が優すぐれているのにとか、失礼極きわまりない。と言うかこれは怒っていいのか。

「よくわからないけど、用件を言ってくれ……」

　僕が三度要求すると、塚原は、まるでサスペンス番組の犯人が動どう機きを告白する時のような苦く渋じゆうの表情で、腕を上げ指先を教室の扉とびらへ向け、

「……お客さんだ」絞り出すように言った。

「しかも美人だ。ちょっとキツいが間違いなく美人だ。そして下級生だ！　下級生のキツい感じの美人だっ！　……畜生このハーレムエンドめどんな手を使いやがった!?」

　視し線せんを指された方向へ向ける。

　教室の出入り口に、つまらなさそうに立っている黒髪の少女が──僕の視界に入った。

「……な」まさか。

「ん？　何だ、どうした城島」

「あ、いや……何でもない」思わず驚きよう愕がくの声を漏もらした僕へ塚原がきょとんとしたので、僕は慌あわてて否定する。しかし──まるで予定外だ。こいつの冗じよう談だんに付き合う余裕がなくなった。

「心配するな塚原。従妹いとこの友達だ」僕は頭を掻かき、投げやり気味に返す。

　くだらない色恋沙汰の話を断ち切るために、真剣な顔で言った。

「何かあったのかもしれない。……硝子、身体からだが弱いから」

「え？　城島、それって」

　芹菜が血相を変え、慌てて僕に詰め寄る。『昔は身体が弱かった』という硝子に関する世せ間けん体てい的てきな嘘──それを知っている芹菜が傍そばにいたのは有あり難がたい。

「大丈夫だと思うけど、行ってくる」僕は芹菜へ笑えんだ。

「あ……そうなのか？」塚原は少し気まずそうな顔をしている。反省しておけ。

「あたしも行こうか？」

「いや、大丈夫だよ。硝子、保ほ健けんの佐さ伯えき先生とは仲がいいし。あとでメールする」

「そう？　……大丈夫かどうか、知らせてね」不安げに芹せり菜なは眉まゆをひそめた。

「ああ。ありがとう。すぐメール入れるから」

　騙だましてすまない、と心中で詫わびつつ。

　僕は、軽い挨あい拶さつを芹菜たちに交かわし、教室の扉とびら──その先で、こっちをやけに敵意に充みちた目で見るその少女のところへと──歩いて行った。

　促して、教室を出て、その先の廊下へと。

「遅いわね。……いつまで待たせる気？」

　腕組みをして剣けん呑のんに唇くちびるを歪ゆがめるそいつを、僕は睨にらみ返した。

「お前こそ、どういう風の吹ふき回しだ？」

　黒髪をアップでまとめ、常に挑戦的な視し線せんを保ち、誰だれかを寄せ付けることを自分から拒絶するそいつ。──虚軸キヤスト『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。

「……舞まい鶴づる蜜みつ。お前がなんで僕のところへ来る？」

「心配しなくても愛の告白とかそんな気持ち悪いことはしないから安心しなさい」

　僕の問い掛けに、舞鶴は不敵な笑えみを浮かべ、不快そうに笑った。
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　消毒液であるフェノールをベースに、血、排泄物、更さらにアルコールを始めとした各種薬品。

　それらを混合した微かすかな刺し激げき臭しゆうは、同時に受容する視覚的要素──汚れた白の壁かべや光量の不足した蛍けい光こう灯とうの光、更には廊下を歩く患者の生気のない表情と組み合わされた結果、人間たちに死というものを連想させ、不快感を伴った独特の病院臭としてインプットされます。

「……イヤな臭におい」

　フェノールは本来有毒なのだから、その連想は決して不自然なものではありません。

　きみちゃんが絞り出すように発した言葉は、廊下に小さく谺こだまし、そして消えました。

　応こたえる者は、皆無です。

　挾はさ間ま市立中央第一病院。

　手術室、その前に置かれた長なが椅い子すに、四人の人間が沈痛な面おも持もちで腰掛けていました。

　ひめひめのお母さんと、お父さん。

　そして、きみちゃんと、八や重えさん。

　私は彼女たちの反対側、廊下に背を預け、俯うつむきながら突っ立っています。

　つい二時間ほど前。五限目が終わり、六限目前の休み時間。

　あれから私たちはすぐさま職しよく員いん室しつへ乗り込み、渋しぶる教員からその事実を半ば脅きよう迫はくのようにして聴きき出し、当たる必要もなかった八重さんの悪い予感が大当たりしていた事実を知り、病院へ直行しました。霊れい安あん室しつへ連れて行かれなかったのは『不幸中の幸い』という慣かん用よう句くを用いるのが最も適当なのかもしれませんが、未いまだ手術中であることから、少なくとも幸いなどと口に出せる状況ではありません。私たちが病院へ着いてから約二時間。処置は続いています。

　ひめひめのお母さんは、祈るように両手を組み、ずっと嗚お咽えつを繰くり返していました。お父さんはそんな彼女の隣となりで、所在無さげに天てん井じようを見上げています。

　きみちゃんは表情を硬くして唇くちびるを咬かみ、八重さんはそんなきみちゃんの手を握にぎり締しめ──緊きん張ちようと不安は、いつ決けつ壊かいしても不ふ思し議ぎではありません。

「……どうして……」

　お母さんが啜すすり泣きながら、その日十三回目になる言葉を呟つぶやきます。

　そう。どうして、と。理由を問うその言葉は、恐らく全員の胸中にあるはずです。

　理由。

　確たしかにひめひめが起こしたものは、事故と言えるでしょう。だけどそれは世間一般の常じよう識しきに照らすのならば、もっと別の、剣けん呑のんな言葉に言いい換かえられる類たぐいのものでした。

　それは──自殺。

　私たちが病院へ駆かけ付けた時、お父さんは、警けい察さつに事情聴ちよう取しゆを受けている最中でした。

　それにより判明した事実は三つ。

　ひめひめは、雑居ビルの屋上から単独で飛び降りたらしいということ。

　即死するに充分な高さであったのに未だ生きているのは奇跡に近いということ。

　そして、遺い書しよなどの類たぐいはその場に残されてはいなかったこと。

　警けい察さつはひめひめ自身への事情聴ちよう取しゆをしたがっていましたが、手術が長引きそうだということで帰って行きました。つい一時間ほど前のことです。

　どちらにせよ──即死の高さから飛び降りて一命を取とり留とめたのだから、最悪の結果は免れたことになります。ただし、身体からだそのもののことはまだ判然とせず、故ゆえに八や重えさんたちはまだ安あん堵どすることができずにいました。

　そして、現在。

　不安、祈り、願ねがい、希望──ひめひめの両りよう親しん、きみちゃん、八重さん、それぞれが感情を巡らせている間、私は論ろん理りを巡らせています。

　怪け我がの具合についてももちろんですが、もっと別のことも。

　この帰結は、明らかに不自然でした。

　そもそも、ひめひめが何な故ぜ自殺などを考えたのか。昼休みの段階ではそのような兆候などまったく見受けられませんでした。不自然です。確たしかに私たちはまだ初めて会って三カ月ほどですから、彼女が心の奥おく底そこに何かを抱えていたとしても推測不能で、そういう意味では、そこに隠かくされたデータ如何いかんによって、可能性は大きく上下するでしょうが、それでも、ついさっきまで談だん笑しようしていて、そして寝不足でふらふらしながら早退した彼女が、何故屋上から飛び降りなどしなければならないのか。それは、私の演算機き能のうを如い何かに駆く使ししたとしても可能性など殆ほとんど見み出いだせない未来だったはずで──。

　故に、私は、ある可能性についてを思考していました。

　つまり、この事件は……私とマスターを間接的に狙ねらったものかもしれない、と。

　仮に、ひめひめの自殺が人じん為い的てきなものなら。

　何らかの手段によって、引き起こされたものであるなら──。

　ただ、毎朝里り緒おさんとマスターの手によって行なわれている『監かん視し』に、彼女は引っ掛かっていません。つまり今け朝さの段階で、ひめひめは少なくとも虚軸キヤストにも固定剤リターダにも関かかわりはなかったはずです。だとしたらどういうことなのか。推論するにはデータが不足していました。

「……硝しよう子こ？」と。

　思考回路に割り込んできた聴ちよう覚かく情報に、私は顔を上げました。

「どうしました？　八重さん」

「ごめんね。悪いんだけど……」

　言いながら八重さんは、傍かたわらに置いたバッグへ手を伸ばし、中を開けて探さぐり始めました。私は彼女の行動を察し、いいですよ、と止めます。

　さすが八重さん、こんな時にも気配りを欠かしません。

　私は壁かべから背を離はなし、彼女へ歩み寄り、小声で、

「私のおごりです。……八重さんは、きみちゃんについていてあげてください」

「でも」

「五人分ですね。何か……甘い飲み物にしましょう」

　甘あま味みは人間の心を多少なりとも落ち着ける効果がありますから。

　私は、未いまだ開く気け配はいのない手術室の扉とびらを一いち瞥べつすると、踵きびすを返しました。

　──たとえ誰だれが取り乱しても冷静でいるのが、私の役目ですし。

　廊下の角を曲がりながら、思考します。

　そうです──私たちはもう、それぞれの役目が決まっているのです。

　グループのみんなを見守り、取とり纏まとめるのが八や重えさん。いつでも冷静で落ち着いているのが私。感情に任せてはしゃいだり泣いたりするのがきみちゃん。

　そして、そんな私たちにつっこみを入れつつ、乗ったり引いたり、おどけてみせたり悲しんでみせたりして、陰かげから雰囲気を調ちよう節せつしているのが──ひめひめ。

　何か悩みがあったのか、或あるいはマスターの言う非日常が彼女を襲おそったのか、それはまだわかりません。けれど、どちらにせよ、それは私たちにとっては許容できないことです。

　だから、一刻も早く手術が終わるのが万全なのですが。




　一般病棟を抜け、購こう買ばい部ぶとそこに備え付けの自動販はん売ばい機きを発見し、私は足を止めました。紙コップタイプのものと缶タイプのものがひとつずつあります。紙コップの方が値段は安いですが、ひとりでは持てませんので缶タイプを選せん択たく。さすがに家計を犠ぎ牲せいにする訳わけにはいかないので、この費用はマスターのお小こ遣づかいから天引きです。事後承しよう諾だくですが構わないでしょう。

　購買部の方にビニール袋を貰もらってから、私は自動販売機の前へ立ちました。

　オレンジジュースが最も無ぶ難なんであると判断し、千円札を投入。

「……さて」という訳で、ボタンを押そうとしたその時。

「がちゃんこ」背はい後ごから、声がしました。

　同時、私の頭の上から唐とう突とつに伸びた腕、その指先が、焼やき芋いもサワーなどというアバンギャルド極きわまりない飲料のボタンをプッシュ。

「……え？」声と同じ、がちゃんこ、という音と共に、紅べに色いろの缶が機械から落ちてきました。

　私の思考が一時フリーズ。

　その瞬しゆん間かん──、

「ふふふ、油ゆ断だんしたな？」

　自販機のボタンを押した腕が引っ込み、今度は下から、二本になって現れます。そのまま私はがっしと身体からだを掴つかまれました。というよりも具体的には胸を。

「うりうり。相変わらず適度な大きさだねえ」

　私は──フリーズしていた思考を回復させ、背後の存在の行動パターンを分析。

「さあ、大人おとなしくするがいい……！」

「何をしているのですか、こんなところで」

「さすればじきに気持ちよくなって私なしじゃいられない身体からだへと……って……やっぱ、あんま驚おどろかないな……硝しよう子こ」

「こんなことをするのは、私の知っている限りひとりしかいませんから」

　声紋を照合するまでもありません。ナノセカンドでわかります。

　私は胸を掴つかまれたまま、上を仰あおぎ見ました。

「……何な故ぜ、ここにいるのですか？」

　視界に映るのは、シャギーの入った猫っ毛と、不敵に笑えみを作る唇くちびる。

　ノンフレームの眼鏡めがねの奥には、豹ひようにも似たやや吊つり気味の眦まなじりが細められています。

　私立挾はさ間ま学園三年一組所属。同学園生徒会書記にして、舞まい鶴づる蜜みつの義あ姉ね。

　そして、何より。挾間学園にいる四つの虚軸キヤスト、その内のひとり。

　形式名モデリング『目ハ覚ラまハしラ時計』──速はや見み殊こと子こさん、その人でした。

「何故と問うの？　硝子ちゃん」

　彼女は、背はい後ごから抱だき締しめた私に見上げられ、くすくすと笑います。

「それはねえ……硝子から発せられるいじって電波を私の嗜し虐ぎやくアンテナが察知したからだよ」

「……実に二週間ぶりですが、相変わらず言動が破は綻たんしていますね。今すぐに、バスに乗って停留所三つのところにある高たか野のさわやかクリニックへ行くことをお勧すすめします」

「何？　その精神科ちっくなネーミング」

「いえ、ちっくではなく精神科です」

　その姿勢のまま、しばし、双方無言。

　ちゃりんちゃりんちゃりん──と、沈ちん黙もくに合わせるように、自じ販はん機きの中にストックされていた小銭が、待ち時間切れで釣り銭受けへ落ちて行きます。

　音が止やみ……殊子さんは唇を尖とがらせて、うう、と頬ほおを膨ふくらませました。

「相変わらず無表情で辛しん辣らつだなぁ。ま、そこがまた可愛かわいいんだ・け・ど」

「どさくさに紛まぎれて胸を揉もみしだかないでください」

「ん？　感じちゃった？」

「他動詞だけで言語を完結させられても意味が通じません」

「ん、もう」

　溜ため息いきがひとつあり、ようやく、殊子さんの両手が私の胸から外れます。

「まったく。形が崩くずれたらどうするのですか」

　私はずれてしまった下着を制服の上から直しながら、殊子さんへ苦情を申し立てました。

「おや、ひょっとして晶あきらクンに怒られるかな？」

「怒られたりしませんが、私の身体はマスターのものですから」

「いや、そんな真顔で堂々とのろけられても……っていうか……それってたぶん、いや確かく実じつに、そういう意味じゃあないんだよね？」

「どういう意味でしょうか？　私はマスターの所有物ですから、第三者に身体からだを傷付けられたりなどの変化を与えられることを自みずからに許していないのです。殊こと子こさんもご存知でしょう」

「……ふふ」殊子さんは、苦笑と溜ため息いきを入り交じらせつつ、破顔しました。

「相変わらず面おも白しろいな、硝しよう子こは」

「私は特に面白さというものを感じていませんが」

「いーのいーの私が面白いから。……はい、これ」

　自己満足気味に口元を歪ゆがめながら、殊子さんは財布から出した千円札を私に差し出しつつ、自動販はん売ばい機きの中の釣り銭と、それから焼やき芋いもサワーを回収しました。

「それは果たして美び味みなのですか？」

　千円札を遠えん慮りよする謂いわれはないので受け取り、私は尋たずねますが、彼女はそれに答えず、

「さ、押した押した」釣り銭の中から、五百円玉を自販機へと再投入しました。

「……それはたった今、殊子さんのお金になったのですが」

「おごっちゃる」

「わかりました。では」好意に甘えるとしましょう。

　私はオレンジジュースを選せん択たく。ボタンを押しました。

「うんうん。遠慮しないのがまた可愛かわいいなぁ……って、え、あれ？　何で連打してるの!?」

　一本。二本。三本。もう残金五十円です。

「え？　ちょっと？　私、そんなに沢たく山さんおごるとは……」

「けちけちしないでください。いいからさっさとあと二百五十円を出せ」

「五本もっ!?」途と端たんに弱音を吐く殊子さんを後しり目めに、私は缶をビニール袋に入れて行きます。それにしても缶ジュースが一本百五十円とはふざけた値段設定ですねこの病院は。

　殊子さんがぶつぶつと呟つぶやきながら小銭を入れるのを見計らって、続けて二本。ノルマ終了。

「ごちそうさまでした」なので、ぺこりと頭を下げました。

「あー……仕方ないか。私が悪いし」

　ちなみに──マスターは、僕がいないところであいつに会ったらせいぜい困らせてやれ、と私に命令しています。故ゆえにこれは私の意志ではありません。ノットギルティです。

　ともあれ、ふざけている場合ではありません。

　私はジュースの入った袋を持ち直すと、彼女へ向き直りました。

「ところで殊子さん。何な故ぜここにいるのですか？」

　ううん、と。両手を組み伸びをして、殊子さんは笑えみます。

「さあて、なんでだろうなぁ」

「……冗句を許容する時間は終わっています」

「もう、つまんないの」彼女は見詰め続ける私へ軽けい薄はくな流し目をくれ、

「じゃ、真ま面じ目めに答えようかな」親指を背はい後ごへ向けました。

「困ってると思ってさ。連れてきてあげたんだ」

「……え？」指差す先へ、私は反射的に視し線せんを遣やります。
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　そこには──人ひと影かげがありました。

「あれは……」

　体格は大人おとなの女性のものです。白衣を着ています。病院でその格かつ好こうでは医師と間違えられそうですが、廊下にも拘かかわらず壁かべを背にして子供のような体育座りで膝ひざを抱えているために、誤解というよりはむしろいたたまれない視線を患者たちから受けています。

　髪は清せい潔けつに後頭部で纏まとめられているけれど、それと対照的に、まるで非合法の薬物を投与し続けた結果ですと言わんばかりに、両目の下には濃こい翳かげり。

「……久しぶりね城き島じまさん。元気そうで何より……」

　それは、彼女特有の喋しやべり方。私の方を見ずに、ぼそぼそと、だけどやや早口な呟つぶやき。

「佐さ伯えき……先生」彼女は、私立挾はさ間ま学園、保ほ健けん教きよう諭ゆ。

　そして、虚軸キヤスト『アンノウンゆらゆら』──佐伯ネア先生でした。

　殊こと子こさんが、私の頭をぽんぽんと叩たたきながら、得意げに胸を張ります。

「どう？　これ以上ないくらい素す敵てきなプレゼントだろ？」

「……何よプレゼントって。私をモノ扱いしないで。反へ吐どが出るわ……」

「うわ、まいったなぁ」まるで足あし下もとの蟻ありに話して聴きかせるかのような口く調ちようで吐き捨てる彼女へ、殊こと子こさんは苦笑しつつ頭を掻かきますが、佐さ伯えき先生は容赦しません。

「……わかったわ速はや見みさん……あなたは……私みたいなクズ人間はモノ扱いするのが丁度いいってそう思ってるんでしょいいえ本当はモノどころじゃなくてゴミみたいに足あし蹴げにして汚物でも見るような眼で見下したいんでしょそうだわそうに違いない……」

　ちなみに、彼女の得意技は周囲を置き去りにして矢や継つぎ早ばやに呟つぶやかれる自じ虐ぎやくです。

「いや、そんなことはないですから！」さしもの殊子さんも慌あわてました。

　だけど佐伯先生は、それにも構わず忌いま々いましそうに、青白い顔を歪ゆがめ、

「……それにしても老人ばかりねこの病院は。もっと幼おさな子ごとか綺き麗れいな女性とかそんなのはいないのかしら？　未来を希望で溢あふれさせた人間が不ふ治じの病やまいに冒おかされて絶望してる顔が見たいわ。本当なら光溢れる屋外を笑え顔がおで歩いているはずの彼ら彼女らがこの薄うす暗ぐらいリノリウムの廊下をまるで地じ獄ごくへの通行路のように悲しげに歩んでる……うふ、ふふ、うふふふふふふふ……」

　自分の発した言葉に満足した顔で、少女とゾンビの中間のような笑えみを浮かべました。

　彼女の得意技その二。般若はんにや心しん経ぎようのリズムを刻む世界への呪じゆ詛そが発動です。

　死ね死ね死ねと呟き続ける佐伯先生を取とり敢あえず無視し、私は殊子さんを振り返りました。

「そういうこと。硝しよう子このピンチに助けにきたんだよ。……生きた救きゆう急きゆう箱ばこ持って」

「……うふふふふねえ城き島じまさん？　病院の中にある購こう買ばい部ぶって素す敵てきね。入院患者にとってはここが唯ゆい一いつのオアシスなのよ。ここのお菓子に毒物を混ぜたら、ふふ、うふふ。死ぬわ。みんな死ぬわ死ぬ死ぬ死ぬ。それを見届けて私は最後にそのお菓子を貪むさぼるのようふふふふ……」

　ふたりの虚軸キヤストは、それぞれまったく別のことを言いながら、私へ笑顔を向けました。

「これは……強敵ですね……」さすがの私もたじたじです。

　マスター曰いわく、虚軸キヤストの中で最も厄やつ介かいな性格破は綻たん者しや、速見殊子。

　そして同曰く、虚軸キヤストの中で最も陰気な言動破綻者、佐伯ネア。

　ふたり同時に相手にするのはとんでもなく疲れる、と。マスターがそうぼやいていた姿が、私の脳内メモリを瞬しゆん時じにフラッシュバックしました。

　だけどひめひめのことを考こう慮りよすれば、この状況は最善であるのも確たしかです。

　佐伯先生の『アンノウンゆらゆら』──それは傷を治ち癒ゆするのにうってつけの力なのですから。

「しかし……殊子さん、何な故ぜ、私がここにいると？」

「いや、まあ、きみ目当てではないのだよ実は。その辺の細かな事情、ちゅー一回で教えてあげてもいいけど、どうする？」

「……ふん。城島さんの唾液が王おう水すいか何かだったらいいのに……」

「おや佐伯先生。それはつまり私の唇くちびるが黄おう金ごんにも匹敵する技を持ってるってこと？　照れるな……ちょっと品がない比ひ喩ゆかもしれないけど」

「……品性なんてもの世界のどこにもありはしないわ。考えてみてご覧らんなさい？　こうしている間も世界ではどこかの誰だれかが電車に飛び込み自殺してるのよ。くすくすくすくす」

「いえいえ。世界は品性に満みち溢あふれているよ。先生こそ考えてみて。自殺なんて哲学的かつ優ゆう美びな死に方、品性がなければとてもできないとは思わないかな？」

「……それもそうかもしれないわね……。まき散らされた内ない臓ぞうと脳のう漿しようと汚物が枕まくら木ぎをぐちゃぐちゃに汚すのって素す敵てきだわ。ああ素敵。私もいつかそうなりたいわ……」

「そこですか。……まあ、主しゆ観かんの違いはあれど、概おおむねそんな感じではあるかな」

　仲の良さそうに、論ろん理りを超えた場所で同意し微ほほ笑えみ合うふたり。

　訂正──最善かどうかは少々疑わしいです。

「お二方、まったく理解不能です。……そんな感じとはどんな感じですか」

　この私がつっこみ役に回らざるを得ないとは、異常事じ態たいだと判断します。

「まあ、ともかくだ」と。「……本題だよ、硝しよう子こ」

　殊こと子こさんが、行動をフリーズさせている私へ、不意に真ま面じ目めな顔になりました。

「そんな、哲学的で優美な、だけど最っ低の死に方を試こころみた、あの娘このところに……私たちを連れてってもらえるかな？　急がなきゃ、手術が終わってしまうから」

　眼鏡めがねの奥の猫科じみた目を一層つり上げ、怒ったふうに。

「殊子さん？　ひめひめのことを、知っているのですか？」

「ああ、知ってる。……少なくとも、恋人のことを知っているくらいには」

「え？　それは、つまり……」まさか。

　速はや見み殊子さん。彼女が『可愛かわいいものが好き』な嗜し好こうの持ち主で、それが性的な意味合いにまで及んでいることは知っています。だけど──『恋人のことを知っているくらいに』ひめひめのことを知っている、というのは、私の知らなかった情報で──。

「秘密にしたがってたからな、姫ひめが。ま、仕方ないか。社会通念上」

　口元で笑いつつも、殊子さんの目はまるで笑っていません。

　背はい後ごで佐さ伯えき先生が亡ぼう霊れいのようにゆらりと立ち上がります。

　私はあまりにも予想外の情報に思考回路をフリーズさせたまま、

「あ、こっち……です」

　半なかば自動的に、手術の行なわれている緊きん急きゆう病棟へと、一歩を踏み出しました。




　　　　‡




　夏の日は長い。特に晴れの時は尚なお更さらで、午後六時を過ぎても辺あたりは昼のように明るく、おまけに蒸むし暑かった。そういえば今日きようは七夕たなばただ。星を見るのもいい。梅つ雨ゆ真っ盛りだから、星が出てから雨が降り出すとも限らないので、そこが少しだけ不安だけれど。

　柿かき原はる里り緒おは、ひとり──のんびりと、帰路についていた。

　帰り道の住宅街に学校指定のジャージ姿は酷ひどく目立つが、本人は気にしていない。他者の個性を認にん識しきできない、一般的には認知障害と定義される病理を持つ里り緒おには、他人の視し線せんなどどれも同じだった。一いち様ように不可解で、それなりに愉ゆ快かいで、だけどそれ以上にどうでもいい。

　歩きながら、携帯電話を覗のぞき込み、ぽちぽちと操そう作さしている。大量につけたマスコット付きのストラップが道往ゆくリズムに合わせて揺ゆれる。荷物はそれ以外に持っていない。登校はするけれど授業には出ないから、必要のないものだ。

「今日きようは寂さびしかったな」

　携帯電話へ話し掛けているともとれる口く調ちようで呟つぶやきながら、里緒は首を傾かしげた。

　見詰める携帯電話の画面には、今日の昼前に届いたメールがある。

『済まない。今日の放ほう課か後ごは中止』

　簡かん潔けつだ。用件だけ。伝達としての側面を殊こと更さらに強きよう調ちようした文章。

「晶あきらも、もう少し優やさしいメール送ってくれてもいいのにね。小こ町まち」

　自みずからの足あし下もとに視線を遣やり、里緒は言った。

　にゃあ、と──一いつ緒しよに歩いていた白い猫が、まるで返事をするように鳴いた。

「うん。わかってるんだ。メールは優しくなくても本当は優しいのが晶だからね」

　その鳴き声に返事をしながら、里緒は笑う。

「そっけないけど優しくて、頼もしくて、だけど同じくらい卑怯で狡こう猾かつで……それが、里緒の大好きな晶だもん。だからこのメールは、間違いなく、晶からのメール」

　うん。と、自分の言葉に頷うなずきながら、メールを保存する。

　親友──城き島じま晶からのメールはすべて保存してある。これが受信ボックスに一杯になったら携帯電話を買かい替かえようと思う。現在七十九件。容量の二百件にはまだまだだけれど、それが楽しみだった。買い替える時は、晶にショップへ連れて行ってもらおう。

　だけど、と思う。今日の晶は大変だ。

　何でも、硝しよう子この友達が大おお怪け我がをしたそうだ。そしてその友達というのが、殊こと子この恋人であったらしく──ネアによってその友達の怪我は治ったが、いろいろとこまごまと、やるべきことが多いということだ。今いま頃ごろは殊子と話をしているのかもしれない。晶は心配性だから。

「無理もないかもしれないね。晶にとって、虚軸キヤストは敵なんだもの」

　速はや見み殊子。舞まい鶴づる蜜みつ。佐さ伯えきネア。城島硝子。そして、里緒自身も。

　里緒にとっては全員が大事な友人たちだが、晶にとっては所しよ詮せん、いずれ殺してしまうべき敵でしかないのだと──里緒はそう認にん識しきしている。悲しいけれど事実だろう。

「でも……晶にとって虚軸キヤストは敵だけど、同時に大事なものでもあるんだ」

　何な故ぜなら、虚軸キヤストを深層意識で憎んでいる晶もまた──虚軸キヤストそのものであるのだから。

　正せい確かくには、異世界である虚軸キヤストがこの世界に定着するための依より代しろとなった存在、固定剤リターダと呼ばれるもの。城島硝子という虚軸キヤストと半なかば同一化した人間、それが晶だ。

　里り緒おは虚軸キヤストと固定剤リターダとの間にたいして違いを見付けられない。里緒自身もまた小こ町まちという虚軸キヤストの固定剤リターダだが、自身をこっち側の存在だとは思えない。だから、余計に悲しく思う。

　だけど、晶あきらの抱える愛と憎悪の矛む盾じゆんも含めて、柿かき原はる里緒は、城き島じま晶のことが大好きだった。

「ねえ、小町？」傍かたわらを歩く猫へ、里緒は問う。

「最後の最後で、晶はいつか、選せん択たくしなきゃならないよ。……晶が守ろうとしてる日常っていうのが、どうしようもなく壊こわれちゃって、虚軸キヤストか実軸ランナか、そのどちらかを選えらばなくちゃならなくなった時。その時、晶はどっちを取るのかな？　大事な大事な硝しよう子こや、友達の里緒や、ネアや、蜜みつや、殊こと子こ……虚軸キヤストと、かつて晶が持ってた日常とのどっちを選ぶのかな？」

　猫は答えない。里緒はわかっていた。だから本当は、答えなど必要なかった。

　しかし──。

「……そうだな。あいつは、どっちを選ぶんだろうな」

　唐とう突とつに、前方に声があった。答える必要のない自問を、もう一度投げかける無ぶ粋すいな声。

「え……？」思わず足を止める。

　開閉式の携帯電話を閉じ、ポケットへ突っ込み、里緒は前を向いた。

「やあ」そこに立っていた存在が、気安く片手を挙あげる。

「…………誰？」

　里緒は認知障害だ。だけど、それは正式には病やまいなどではない。

　小町という虚軸キヤストが柿原里緒を存在の拠より所として選んだ時に、里緒の存在を侵しん蝕しよくした時に喪うしなわれたものがある。小町が入り込んだ代わりに流れ出て消えてしまったものだ。

　その中で最も大きいものが、他人の個性を認にん識しきするという感覚だった。

　里緒はその、感覚や感情などの喪そう失しつを『欠落』と呼んでいた。

　虚軸キヤストに侵蝕された存在は例外なく、心か身体からだのどこかに欠落を抱えるようになる。そして里緒は、他者の個性は認識できなくとも、欠落は認識できるのだ。

　意図せずしてそれは判別する手だてでもあった──欠落を持つ者と、そうでない者とを。

　里緒は目の前の存在をじっと見詰めた。

　何な故ぜならそれは、個性のないその他ではなく、誰かであったから。

「俺おれのことがわかるのか。さすがだ『有識分体分裂病』」

　有識分体分裂病──里緒の、小町の、虚軸キヤストとしての『形式名モデリング』。

「名前を言って」里緒は身構える。

　そいつが敵意を持っているのか、或あるいは友好的なのか、それがわからなかった。他者に対して敵味方の区別など持たない里緒だったが、相手が敵意を持っているなら──自分をこの世界から排除しようとしているのなら話は別だ。

「まぁ、そう警けい戒かいするな」そいつは両腕を広げておどけてみせた。

「……名前を言って」

「あくまで俺おれの名を望むか。それもそうだな……有識分体分裂病。自じ我がと他者の区別が限りなく薄うすく、それ故ゆえに自身が唯ゆい一いつであることを望み、自身以外の存在をも唯一であることを望む虚軸キヤスト。お前は不安なんだろう？　唯一に見える俺の名を知らないことが」

「『お前』じゃないよ。里り緒おを代名詞で呼ばないで」

　そいつの言う通りだった。唯一のものに代名詞は存在しない。他ほかのものにも適用できる名を持たないし、そんな名で呼ばれてもならない。そして里緒は唯一であり、唯一でいることが、この世界──虚軸キヤストに対して実軸ランナと呼ばれるこの世界へ来た意義でもあるのだから。

「くくっ」そいつは、嗤わらった。

「やはり面おも白しろいな。城き島じま晶あきらの次に面白い。今日きようまで山ほどの虚軸キヤストたちに声をかけ、或あるいは自みずから作り出し、或いは自らに取り込んできた俺だが……有識分体分裂病、お前は俺の知っている中でも、断然に面白い。二番目に面白いぞ」

「代名詞はやめてって言ったでしょう？　あと一回言ったら攻こう撃げきするからね。……それから、言わなかった里緒も悪いけど……順位をつけるのもやめて」

「これはこれは、悪かった」まるで反省の意志もなく、そいつは笑えんだ。

「ならば名乗ろうか、柿かき原はる里緒……有識分体分裂病」

　そして。

　そいつは嬉うれしそうに、本当に嬉しそうに、里緒へ向かって微ほほ笑えみ掛ける。

「俺の名は……形式名モデリングは……『無限回廊エターナル・アイドル』。柿原里緒もよく知っている、無限回廊エターナル・アイドルだよ」

「……そう。やっぱり」

「何だ、予想がついていたのか？」

「虚軸キヤストを作り出したり取り込んだりできる虚軸キヤストは、そんなにいないからね」

　──無限回廊エターナル・アイドル。

　その名。よく知っているその名は──。

　城島晶の両りよう親しん、城島樹いつきと城島鏡かがみを消し去り、晶の日常にどうしようもない欠落を与えてしまった存在であり、晶が虚軸キヤストそのものを敵視するようになった原因だ。

　まさか、里緒の許もとへ姿を現すとは予想外で、驚おどろいた。

「それで……里緒に何の用なの？　無限回廊エターナル・アイドル」だけど、里緒は──、

「初めまして、かな」驚きはしたものの、それだけだった。

「ほう。何な故ぜに笑う？　有識分体分裂病」

「だって、里緒には無限回廊エターナル・アイドルの敵になる理由がないもの。確たしかに無限回廊エターナル・アイドルは晶の敵で、晶は無限回廊エターナル・アイドルを殺すことを大事に思ってるけど、里緒もそうだって訳わけじゃないよ」

　それは、里緒にとっては自然なことだ。

　里緒には、自発的に誰だれかと敵対するという概がい念ねんがない。

　もちろん、晶は一番大事な友人だし、晶に頼まれれば里緒は何だってするだろう。仮に無限回廊エターナル・アイドルを殺してくれと頼まれれば、里り緒おは全力で殺す。だけど晶あきらはそんなことを決して里緒に頼んだりしないだろう。それに、無限回廊エターナル・アイドルの敵になれとも言われていない。

　ならば、わざわざ敵になる理由はなかった。

　里緒を見て、無限回廊エターナル・アイドルは可お笑かしそうに身体からだを仰のけ反ぞらせる。

「ふふ……ははは！　そうか。やはり面おも白しろい！　自じ我がと他者との境きよう界かい線せんが異常極きわまりない。まるで、すべてを受け入れる強固な防ぼう壁へきだ！」

「そう。でも、無限回廊エターナル・アイドル……だったら、無限回廊エターナル・アイドルはどうしたいの？　里緒の前へ現れたのは、里緒を見て面白がるだけなのかな？　もし里緒を排除したいと言うのなら、里緒は無限回廊エターナル・アイドルの敵になるし、晶のことを抜きにして無限回廊エターナル・アイドルを殺すけど」

　それは、純粋な疑問だった。その疑問に、無限回廊エターナル・アイドルは、

「もちろん、俺は有識分体分裂病をわざわざ敵にしようとは考えていない」

「そうなんだ。……じゃあ、何で？」

「ああ。むしろ逆だ、有識分体分裂病……柿かき原はる里緒」

「……逆、って？」

　まるで、それが当然のことのように、

「柿原里緒。……俺の側につかないか？」

　軽けい薄はくに、だけど真しん摯しに笑いながら──微ほほ笑えんだ。

「えっと、それって……どういうことなのかな？」

　里緒は質問の意図がわからずに、人差し指で頬ほおを弄いじる。

　対する相手は、不敵に黙だまって、表情を変えない。

「それは、無限回廊エターナル・アイドルに協力しろっていうこと？」故ゆえに里緒は言葉を重ねる。一息を吸い、

「それとも、晶を裏切れってこと？」問う。

「くくく……なるほどそう来るか。どちらがお好みなんだ？」

「どっちって言われても困るよ。無限回廊エターナル・アイドルが里緒に協力してって頼むんなら……里緒はその頼みを引き受けてもいいよ？　だって、里緒には拒否する理由がないもの」

「受ける理由がないとは考えないのか？」

「頼み事を引き受けるのに、理由がいるの？」

「なるほどな。そういう理屈か。……それはそれは、まったくもって残酷極まりないな」

「そうかもね。でも里緒は、できるなら無限回廊エターナル・アイドルとも友達になりたいよ。もちろん一番の友達は晶だけど……それって、何か変かな？」

「友達、ね。ふん、まあいい。だったら柿原里緒、俺おれと友達になってくれるのか？」

「いいよ」

　屈託なく里緒は笑う。当然だ。敵対する理由がないのなら友達になりたい。

　何な故ぜなら、無限回廊エターナル・アイドルだって──里緒が顔を覚えられる存在なのだから。

「そうか。じゃあ、俺おれの頼みを聞いてくれるのか？」

「頼み事にもよるけど」

「そうか……ふむ」無限回廊エターナル・アイドルはそこで、しばし考え込む。顎あごに手を当て、悩むように。

　そして、ややあって、その手を離はなした。

「ひとつ問おう」

「なに？」

「もし俺が……『晶あきらを裏切ってくれ』と頼んだら、どうするんだ？」

「無限回廊エターナル・アイドル、それはダメだよ」里り緒おは即答した。

「言ったでしょ、里緒の一番の友達は晶なの。晶を裏切ったり困らせたりするの、里緒は厭いやだからね。それは何より厭なことなの。わかってくれる？」

　里緒は真剣だ。しかし、対する無限回廊エターナル・アイドルは、

「そいつは困ったな」──そこで、何かを企たくらむように──嗤わらう。

「……困った、って？」

「都つ合ごうの悪いことに、俺の存在意義は城き島じま晶を困らせることなんだ。直接的に、間接的に、あらゆる手段で城島晶を困らせるのが俺の目的のすべてだ。そうなると柿かき原はる里緒は、俺の頼みは何ひとつ聴きけないことになってしまう。残念だな……せっかく友達になったのに」

「そうでもないよ」それでも里緒は表情を変えない。

「だって、たとえば……無限回廊エターナル・アイドルが里緒と友達だったら、晶が無限回廊エターナル・アイドルを追い詰めた時に、里緒は晶を助けないよ。もちろん晶の邪じや魔まはしないけど、里緒は手伝わない。それは晶も納なつ得とくしてくれると思う。だって、里緒の助けなんて……晶にとっては、その程度だから」

「その程度、か。言ってくれる。随分とあいつを過大評価していることだな」

「事実だもの。で、……どうするの？　無限回廊エターナル・アイドル」

「うむ……そうだな」無限回廊エターナル・アイドルの浮ついた表情は消えない。

　それどころか、一層、唇くちびるを歪ゆがめ──、

「だったら……」言った。

「柿原里緒。試ためしてみるか？　俺が果たしてあいつに追い詰められる存在であるのか。現時点で最強に類する虚軸──『有識分体分裂病』と俺、果たしてどちらが城島晶に損害を与えられるのか。俺があいつに追い詰められた時……おまえの助けがどれほどになるのか」

　それは挑発だったのかもしれない。

　或あるいは奸かん計けいだったのかもしれない。

　もしくは単なる試行であったのか。

　だけど、そのいずれであっても、いずれでなかったとしても──。

　里緒には、関係のない話だった。

「……三度目だよ、無限回廊エターナル・アイドル」

　足あし下もとに佇たたずむ小こ町まちに、微かすかな視し線せんを送る。

　白はく猫びようは身構え、まるで寝起きのようにのんびりした様よう子すで、なあお、と鳴いた。

「知ってる？　晶あきらはね……里り緒おと会ってからこれまで一度も、里緒を代名詞で呼んだことがないんだよ。凄すごいよね？　里緒の出しゆつ自じを聴きいただけで、それをわかってくれたんだよ？」

　里緒は自みずからのルールに何よりも忠実だった。

　何な故ぜならそれは、里緒の存在意義なのだから。

「三度。無限回廊エターナル・アイドルは……三度、里緒のことを代名詞で呼んだよ。里緒がちゃんと頼んだのに、呼ばないでって言ったのに、それを無視したよ。知ってる？　無限回廊エターナル・アイドル。友達はね……友達の頼みを、ちゃんと聴いてあげなきゃダメなんだ、って」

　里緒が合図する間もなく小町は身構え、

「ごめんね。……里緒は、無限回廊エターナル・アイドルと友達にはなれない」宣言した。

　それでも目の前のそいつは、より一層、嬉うれしそうに嗤わらった。

　小町──虚軸キヤスト『有識分体分裂病』が、アスファルトを蹴けって宙に跳はねる。
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　七限を残して学校を早退し、硝しよう子ことメールで連絡を取ってから約三時間。一いつ緒しよに居たくもない相手と喫きつ茶さ店てんで剣けん呑のんな打ち合わせをし、結けつ論ろんが出たら出たで暑い夕方の路上に立ちっ放しで今度は会話もなしに人を待ち続けていた。まったくうんざりする。

　六時を過ぎ、いい加減この敵意丸出しの娘むすめと世せ間けん話ばなしのひとつでも試こころみるべきかを考え始めた頃ころ──目当ての相手がようやく姿を見せてくれたので、僕は俯うつむけた顔を上げ、溜ため息いきを吐つく。

　鼻歌混じりに角を曲がってきたそいつを確かく認にんするや、電柱へ背を預けていた舞まい鶴づる蜜みつは、射い殺ころすような視し線せんを一層強め、盛大に舌打ちした。

「いつまで待たせんのよ」誰だれに言うともなしに、吐き捨てる。

「おや」僕らに気付いたそいつが組んでいた腕を解き、面おも白しろそうに笑った。

「これはこれは。超絶に珍めずらしい組み合わせだにゃー」

「にゃーじゃないわよ！」律りち儀ぎにつっこむ舞鶴。

　僕はもう一度、こんどはあからさまに溜息を吐き、

「随分ご機き嫌げんだな、先せん輩ぱい」そいつ──速はや見み殊こと子こへ向かって、呆あきれ気味の視線を送った。

　殊子はそんな僕らの真剣な顔を見るや、一層軽けい薄はくな態たい度どでおどける。

「うん、滅めつ多たに見られない光景だ。何があったの、これ？　……もしかして、おねいさんの知らない間に愛かなにかが芽め生ばえちゃったとか？」

「……んな訳わけないでしょう！」あっさりと挑発に乗って苛いら立だたしげに、舞鶴は叫んだ。
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　僕は無言。速見殊子がこんな調ちよう子しなのはいつものことだ。苛立つが、かといって舞鶴のように反応すればこいつは喜ぶだけ。だから、最低限の言葉で。

「……で、調ちよう子しはどうだったんだ？」

「硝しよう子こから聴きいてない？」

「聴いてないな」僕は、こっちのペースに持ち込むために嘘うそを吐ついた。

「じゃあ、家に帰って愛いとしの硝子から直接尋きけばいいんじゃないかな？」

　……あまり効果がなかった。

　思わず頭を抱える。話が通じないと言うよりも──こっちの思おも惑わくを見み透すかしてはぐらかされている。冗じよう談だんじゃない。だから僕はこいつが嫌いなんだ。

「いいから話をしろ。そもそも一体、どうしてこんなことになった？」

「うーん……実のところ、私にもよくわかんないんだわ、これが」

　さすがに僕は眉まゆをひそめる。その科白せりふが本ほん音ねなのかどうかはわからないが、殊こと子この表情は軽けい薄はくそのもので、口笛でも吹ふき始めそうだったからだ。

　と、そんな僕を押しのけるようにして。

「……いい加減にしなさいよ」彼女の態たい度どに──舞まい鶴づるがあっさりと切れた。

「黙だまって聴いてりゃ適当なことばかり言って……」

「『黙って』？　みっちゃん、さっき喋しやべってたと思うんだけどにゃー」

「煩うるさいってんのよあんたが黙りなさいよ！」

　蒸むし暑い最中の三時間という待ち時間も手伝っているのだろう。使えるのならば虚軸キヤストで攻こう撃げきしているのではないかと思えるほどに、舞まい鶴づるは色をなした。

「だいたい、冗じよう談だんじゃないのよこの変へん態たい……あんたの異常な性せい癖へきを黙だまって見み逃のがしてやってたら、いつの間にかうちのクラスメイトとくっついてるし！」

「あれ？　みっちゃんって、姫ひめとそんなに仲良かったの？」

「そりゃ、まともに話したこともないけど……って……そういう問題じゃない、私の周囲に近寄らないでって言ってんのよ私は！　せっかく平和に暮らしてるってのにたまったもんじゃないのよ。ふざけてるの？　『目ハ覚ラまハしラ時計』！」

　義理の姉を虚軸キヤストとしての形式名モデリングで呼びつつ、舞鶴は上うわ目め遣づかいに殊こと子こを睨にらみ付けた。

　虚軸キヤストが互いを形式名モデリングで呼ぶ時、そこには大たい概がい、最高級の親愛か、或あるいは最大級の敵意が込められている。そうでないのは里り緒おくらいのもので──そして舞鶴の場合は、明らかに後者だった。義理とは言え家族に対してなのだから、感情は強いのだろう。

　この二人に関する細かい事情は知らないが、一いつ緒しよに暮らしてはいないこと、そして舞鶴が殊子のことをこれ以上ないほどに敵視していることは僕も知っていた。恐らくは、いつもこんな調ちよう子しなのだろう──まあ、舞鶴がいいように手玉に取られている感は否いなめないが。

「うわ！」殊子は驚おどろいたように肩を竦すくめた。

「おねいちゃんを形式名モデリングで呼ぶなんて……悲しいなあ」

　あくまで飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない殊子へ、

「……ふん」方向転換を試こころみたのか、舞鶴は嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「悲しんでもいないくせに嘯うそぶくんじゃないわよ、目ハ覚ラまハしラ時計。どうせあんたは何をされても何も感じないんでしょう？　……だいたい、恋人が自殺未み遂すいまで起こしたってのに、そうやって笑ってられるってのが正気の沙さ汰たとは思えないわ」

　さも可お笑かしそうな、だけど演技じみた睥へい睨げい。

「正気……か」

「そうよ。あんたは狂ってるわ、殊子。感情と態度が全然かみ合ってない。それ、昔からだって知ってた？　あんたが『目ハ覚ラまハしラ時計』になるよりも……それよりも昔からだ、って。……私はね、殊子。姫ひめ島しま姫を操あやつって自殺させたのがあんただとしても、驚きゃしないわよ？」

「へぇ」──と。

　舞鶴の、恐らくは殊子の逆げき鱗りんを刺し激げきしたその言葉によって、ようやく──笑えみが、消えた。

「言ってくれるじゃない」軽快な声とは裏腹に、瞳ひとみが鋭するどさを増す。ノンフレームの眼鏡めがねの奥、猫科の猛もう獣じゆうにも似た、まるで鼻歌混じりで獲物を喰い殺しそうな瞳が。

「だったら蜜みつ、あなたは何をそう怒ってる？　もしかして、姫が……直なお川かわ君きみ子この友達だからか？　あなたの昔の、たったひとりの友達……直川君子の」

「……それがどうかしたの？」

「別に。蜜みつは優やさしいねって、そう言おうとしただけ」

　目には見えない。言葉はほんの少し鋭するどくなったが、それだけだ。

　だけど、殊こと子このその変化に──僕の背筋が思わず冷たくなる。

　言葉の表にも裏にも剣けん呑のんな空気を混じらせているにも拘かかわらず、殊子の態たい度ど自体は変わらない。気け配はいは穏おだやかに、殺さつ気きすら見せずにいる。

　ただ、ただ瞳ひとみだけが舞まい鶴づるを射い殺ころすようで──。

　僕は知っている。これが殊子の本ほん性しようだ。

　対象の自じ我が境きよう界かい線せんを侵しん蝕しよくすることで、強制催さい眠みん的てきな深い暗示をかけることができる虚軸キヤスト、目ハ覚ラまハしラ時計。確たしかに殊子はその力を滅めつ多たなことでは使わない。幾らでも悪用することが可能なのに、だ。例えば周囲へ無差別に力を使い、自分の王国を創つくろうとしたり、或あるいは見境なく誰だれ彼かれに暗示をかけて世界を滅め茶ちや苦く茶ちやにしようとしたり、そんな身勝手さは持っていない。

　理由は簡かん単たん。こいつも僕と同じで、平穏な日常というものを愛しているからだ。

　ただ違うのは、その愛し方。

　僕は内部にいようとする。そしてこいつは、表層にいようとする──。

　他人に馴なれ馴なれしいくせに、一定以上は深入りしようとしない。

　結局のところ、関係ないのだ。自我境界線を侵蝕できるが故ゆえに、いつだって人の心を好きに改変できるが故に、他者を簡単に自由にできるが故に──他人の内面に対して大きな興きよう味みを持たない。深く関かかわらない。関わろうとしない。同性だろうが異性だろうが関係なく、『可愛かわいいものが大好き』と公言し、外見だけを愛めでたがるのも、内面をどうにでもできるが故だ。

　故に殊子は、自身の感情を伝えることにも意味を見み出いださない。

　自分の本ほん音ねを態度に出さず、顔にも出さず、飄ひよう々ひようと昼ひる行灯あんどんを気取り、世界を黙だまって受け入れ、受け入れつつもそこから一歩引いている。

　だから、あんな眼ができるのだろう。

　玩具おもちやを見るように獲え物ものを見る、気紛れな猛もう獣じゆうのような眼が。

　恐らく──殺気もなく、感情と態度を乖かい離りさせ、笑いながら、隣りん人じんに挨あい拶さつするのと同じように、速はや見み殊子は、人を殺せる。二秒後には事実を忘れてしまうような、そんなふうに。

　義理の妹でさえも、その気になれば、同様に──？

「……その辺でやめておけ」僕は絞り出すように言った。

「舞鶴、殊子……ふたりとも、だ。別にお前たちが今ここで殺し合おうと僕はどうだっていい。だけど……こんなところでそんなことをするんだったら、生き残った方は僕の敵になる。僕が生き残った方を処理する。……そう思え」

「できるの？　あんたに」舞鶴は矛ほこ先さきを変えるように、僕を一笑した。

「うわ、それは恐こわいなぁ」殊子は相変わらず、おどけて肩を竦すくませる。

　一いつ瞬しゆんの、緊きん張ちようした空気。

「……冗じよう談だんだよ」それを弛し緩かんさせたのは──僕の予想通り、殊こと子こだった。

「ちょっとからかってみただけ」

　特別な理由がない限り、殊子は僕らとの争いを望まない。世界を壊こわすのが恐いのではない。平へい穏おんな日常を、こいつはこいつなりに大事にしているのだ。たとえ深入りしなくても、表層に浮かんでいるのは楽しいらしい。それを知っているから、僕が利用できる。

「おふたりさんがわざわざ待っててくれた、その愛には応こたえなきゃ、だし」

　……百パーセント操あやつれているかどうかまったく自信がないのが痛いところだが。

「誰だれがあんたを愛してるってのよっ！」諧かい謔ぎやくへ、舞まい鶴づるが脊せき髄ずい反射でつっこんだ。

「うん？　私は愛してるぞ？　みっちゃんのこと」案あんの定じよう、殊子はそこで嬉うれしそうに笑う。

「あんたのことなんか知ったこっちゃないのよ！　私はね……！」

「可愛かわいいなあ」怒りに震ふるえる舞鶴へ、殊子は不意に近寄る。恐ろしいことに気け配はいがなかった。

　刹せつ那な。

　舞鶴の顔、その頬ほおに、ゲリラ兵が敵の首をかっ切る時のような素す早ばやさで──、

　ちゅ、と。──キスをした。

「え」舞鶴は反応できない。

「ごちそうさま」顔を離はなした殊子は、とてつもなく楽しそうな顔。

　ようやく事じ態たいに気付いた舞鶴が、唇くちびるを押し当てられた頬にゆっくりと指先をなぞらせた。

　……ちょっと笑えるくらい、顔が赤くなっていく。

「あん、た、また……っ」そして、震えながら口走った。

「……『また』？」

「ち、違うわこれはそうじゃなくてそういう意味じゃなくて……！」早口で僕へしなくてもいい言いい訳わけを始めつつ、頬の赤が耳まで染そまる。狼ろう狽ばいし過ぎだった。

「みっちゃん、相変わらず反応かっわいいー」そんな舞鶴を、殊子が茶ちや化かす。

　臨りん界かい点てんだった。

「……！　あんた、こ、今回こそもう許さないっ！」両手の拳こぶしを握にぎり締しめた絶叫。

　頭の上に蒸じよう気きをあげる薬缶やかんが見えたのはたぶん幻覚じゃない。舞鶴は腰を落とし、握った拳を振り上げると、殊子へと一足飛びに殴り掛かろうと跳ちよう躍やくの姿勢を取る。放っておいたら面おも白しろそうだと少しだけ思ったが、そうもいかないと、僕はすんでのところで思い直した。

　──やれやれだ。

　僕は溜ため息いきを吐つきつつ、冷静に舞鶴の突進を両腕で制した。

「な、ちょっとあんた離しなさい殺すわよっ！」

「いいから落ち着け、舞鶴」

「そうだよ。晶あきらクンの腕に、胸、当たっちゃうぞ？」

「な、え、きゃ！　あんたちょっと離しなさいよ！」

「だからお前が落ち着けばいいんだろうがっ」

「そういう問題じゃないのよ！　……ちょっと!?　当たってない!?」

「いや、だからお前が……」

「この痴ち漢かん！　変へん態たいっ！　私の危き機きよ！　起きなさいっ！　『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』！」

「それ無む茶ちや苦く茶ちやだぞお前!?」

　……結局、五秒ほど暴あばれた後、舞まい鶴づるが唇くちびるをわななかせながらも鎮しずまった。

　そんな彼女の反応に満足したのか──頭を抱える僕へ、殊こと子こが笑う。

「……で、みっちゃんと晶あきらクンは、何を尋ききたいのかな？」

　ようやく、会話らしい会話の取っ掛かり。

　だけど、本題はここからだ。

　僕は一度だけ息を吐くと、未いまだこちらを敵意と八つ当たりたっぷりの視し線せんで睨にらんでくる舞鶴を無視し、殊子に向かってゆっくりと問う。

「ああ……まずは経過を説明してくれないか」
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　アスファルトの路地には累るい々るいと、血に塗まみれた白はく猫びようの死体が転がっている。

　柿かき原はる里り緒おは涼しい顔で、それでも正面の敵をじっと見ている。

　対たい峙じする無限回廊エターナル・アイドルは、片手に鈍にぶく光る短刀を持っていた。ただの短刀ではない。どこからか奪ってきた虚軸キヤストだろう。突き刺すごとに小さな爆ばく発はつが起きる、妙な武器だった。

　里緒の足あし下もとには、大量に分裂した『小こ町まち』が、総勢四十五匹。

「強いね、無限回廊エターナル・アイドルは」里緒は正直な感想を、口にした。

「お前のそれも厄やつ介かいだな」面おも白しろそうに、無限回廊エターナル・アイドルが返す。さっきから代名詞でしか呼ばれていないが、訂正はしなかった。里緒にとって、もはやそいつは敵だからだ。

「……ふむ」無限回廊エターナル・アイドルが、掌てのひらを突き出した。

　瞬しゆん間かん、薄うす青あお色いろの光線がそこから滲にじむ。里緒は小町の一匹を軌道上に飛び上がらせて防御した。けたたましい鳴き声をあげて、小町が弾はじけた。

「──『揺籃未満の青い槍ミルククローゼツト』……？」思わず、呟つぶやく。

　その光は、一カ月半前、里緒が相手にしたことのある虚軸キヤストの力によく似ていた。

「こっちがオリジナルだ。あの娘むすめに与えたのは『劣化世界ジヤンクパーツ』だよ」

「劣化世界ジヤンクパーツ？　何、それ」

「俺おれの力で創つくった……虚軸から更に枝分かれさせた虚軸だ。こういうこともできる。面白いだろう？　実に面白いだろう？　ちなみにあの娘にくれてやったものは、急所を貫かなければ命を吸えなかったが……こちらのものは違うぞ」

「虚軸キヤストから、虚軸キヤストを？　……酷ひどいよ、それ」嬉うれしげに話す無限回廊エターナル・アイドルの言葉に眉まゆをしかめ、里り緒おは小こ町まちの数匹を飛び掛からせる。ただでさえ弱く不安定な世界から、更さらに弱い世界を産み出すなど、里緒の主しゆ観かんでは考えられないほど醜しゆう悪あくで、不快だった。それはとても厭いやなことだ。

　そう、まるで──年とし端はもいかない少女を無む理り矢や理りに犯し、子を産ませるような。

　飛び掛かった白はく猫びようを、無限回廊エターナル・アイドルはナイフで難なんなく切り裂く。切り裂かれた途と端たんに、小町は音もなく破裂する。裏返った内ない臓ぞうや骨が周囲に散らばり、肉の破片と赤い液体が無限回廊エターナル・アイドルの頬ほおに散った。何十回と言わず『死』を体たい験けんしたはずの小町は、それでも泣き言ひとつ言わず、敵へと攻こう撃げきを繰くり返してくれる。まだ里緒は何の傷も負ってはいない。

　対する無限回廊エターナル・アイドルは、腕や足に細かな引ひっ掻かき傷や咬かみ傷を幾つか受けていた。

　ひとつひとつは小さい。だけど、里緒の──有識分体分裂病の戦い方は、こういうものだ。数で押し、小さな痛みを幾十、幾百、幾千と与え、じわじわと殺していく。こちらの数は無限。相手が疲労や出血で倒れればそこまでだ。後は倒れた相手へ群がり、喰くい殺す。

「時間の問題だよ、無限回廊エターナル・アイドル」里緒は笑えんだ。

「出し惜しみをしているのかな？　それとも余裕だと思ってるのかな？　そんなんじゃ、里緒は決して倒れないよ。小町の……有識分体分裂病の分裂に限界があるなんて思わないで。里緒はね、その気になれば、この世界すべてを覆おおうことだってできるんだよ？」

　淡々と口にする言葉は、事実でもあり警けい告こくでもあった。

「くく」無限回廊エターナル・アイドルは怯ひるまない。

「ならば、何な故ぜ、それをしない？　世界中を自分自身で覆ってしまわない？　この実軸ランナに取って代わる……それは虚軸キヤストの本ほん懐かいではないか？」

「勘違いしないで、無限回廊エターナル・アイドル。小町のいた虚軸キヤストは、そうやって滅びたんだよ？　すべてが唯ゆい一いつになって、変化に耐えきれず。それに……虚軸キヤストの目的は実軸ランナに取って代わることなんかじゃない。実軸ランナに居場所を作ることなんだ」

「実軸ランナに居場所を作る、だって？　……そうだ、それだよ、有識分体分裂病。その考えこそが世界に穴を開けている。ほんの少しだけ世界を切り取り、そこに虚うつろなものを埋め込むことで、実軸ランナの基き盤ばんが緩ゆるむ。くだらないな。……何故それに気付かない？」

「何だか、晶あきらみたいなことを言うね」どこか寂さびしさを憶おぼえ、里緒は溜ため息いきを吐ついた。

「でも、無限回廊エターナル・アイドルは晶とはまったく逆だよ。虚軸キヤストによって世界が虚ろになるから、晶は虚軸キヤストを排除しようとする。だけど無限回廊エターナル・アイドルは虚軸キヤストをたくさんたくさん抱え込んで、世界そのものになろうとしてるんだね？　世界中を穴だらけにしてしまえば、もうどこにも穴は開かなくなるって、そういうことなの？　それで……それで世界が壊こわれてしまうとは考えないの？」

「やってみなければわからないだろう？　それに、仮に壊れたとしてもどうでもいいんだよ、俺おれは。世界に望まれず生まれ墜おちた俺や、お前や、こいつら……どうあっても世界が俺たちを認めないのであれば、世界を壊してしまえばいい。親殺しこそ子の本懐だ。そうだろう？」

「里り緒おを、他ほかの虚軸キヤストと一いつ緒しよに括くくらないで。他の虚軸キヤストも、その他の虚軸キヤストと一緒に括らないで。それぞれの世界を……『俺おれたち』なんて言葉で一緒にしないでよ、無限回廊エターナル・アイドル」

「俺たちは、俺たちだよ」

「そこは、里緒と逆なんだね。無限回廊エターナル・アイドルには自じ己こと他者の区別なんてないんだ。里緒とは交わらないね。でも、……無限回廊エターナル・アイドルに、勝ち目はないよ」

「それはどうかな？」

　無限回廊エターナル・アイドルはそこで、唇くちびるを歪ゆがめた。周囲を小こ町まちに囲まれながら、まったく意に介さず、

「出てこい、『卑小演算Ｆ＜０』」呟つぶやく。

　瞬しゆん間かん──無限回廊エターナル・アイドルの身体からだ、その表面に浮いた傷が、瞬またたく間に消えた。

「これは、直なお川かわ浩こう輔すけの劣化世界ジヤンクパーツに他のものを足して混ぜたものだ。……なかなか、いい」

　虚軸キヤストから引き出した虚軸キヤストを、更に別の虚軸キヤストと同化させる──強ごう姦かんどころの騒さわぎではない。里緒にとっては痛ましい所しよ業ぎようだが、無限回廊エターナル・アイドルは得意そうに胸を張る。

「反はん撃げきだ」そして、更に、

「……次はこれだ。『拒絶症候群レベル５』！　さあ、お前はこいつに勝てるか!?」

　両手を広げ、挑戦的に叫んだ途と端たん、無限回廊エターナル・アイドルの身体から濃のう緑りよく色しよくの霧きりが立ち上った。

「…………こま、ち？」里緒は──初めて、呆ぼう然ぜんとする。

　無限回廊エターナル・アイドルを取り囲んでいた小町たちが、その霧に触れた先から、次々にばたばたと倒れていったのだ。痙けい攣れんを繰くり返し、粘着質の泡を吹ふき、眼球を溶かしながら死んで行く。

　──毒の、霧。

「こいつはなかなかの奈な落らくだぞ。何しろ無差別だ。撒さん布ぷは任意だが……肉の盾たてごときでは防げんぞ？　さあ……どうする、有識分体分裂病」

　濃緑色は、まるで意志を持っているかのように、徐々に里緒へと伸びてくる。その途と中ちゆうにいた小町たちにはなす術すべもない。飛び掛からせようにも、届く前に死んでしまうだろう。

　里緒は、だけどそれでも退さがらずに──、

「そう。そんなに……無限回廊エターナル・アイドルは、そんなに里緒の敵になりたいの？」

　盛大な、溜ため息いきを吐ついた。

「確たしかに無限回廊エターナル・アイドルは強いね。この霧……『拒絶症候群レベル５』が奥の手という訳わけではないんでしょう？　もっと本気を出せば、里緒を殺すことだってできるんでしょう？」

　目を閉じる。身体を弛し緩かんさせる。俯うつむく。

　小さな身体、ボブカットが微かすかに揺ゆれ、ひとまわり小さくなったように──、

　里緒は背を僅わずかに丸めた。

「いいよ。……だったら望み通り、見せてあげるよ、無限回廊エターナル・アイドル」

　そして──。




「均一に狂え」




　発した刹せつ那な、小こ町まちが一斉に、里り緒おの足あし下もとにいた一匹を残して消失した。

「ほう」嬉うれしそうに、無限回廊エターナル・アイドルが目を見開く。「やっと来るか？」

　里緒は構わない。構わずに──、

「……『怪夷one』『逆界two』『匈層three』『猥境four』」

　──呟つぶやく。

「『核壱five』『等命six』『死之seven』『膿瘍eight』」

　それは、この世界においてはまるで意味を持たない言語の羅ら列れつだった。

「『髏尾nine』『个ten』『廻eleven』『續twelve』」

　それは、まるで脳のう髄ずいを引ひっ掻かくような音と、流れる水のように軽やかな韻いん。

「『愍thirteen』『莵fourteen』『肺fifteen』『削sixteen』……」

　それは、儀ぎ式しきだった。里緒が、自身のことを、自身の世界のことを思い出すための。

「『轆seventeen』『邑eighteen』『摘nineteen』……」

　この世界とは違う世界の音韻でカウントした数字を、口の中で呟き、里緒はそして。

「……艶恋飛んで、剥愛戻つて……」

　目を──。

「『小町zero』。虚界渦を開放するアンダーゲート・オープン」

　──開く。

「おいで、世界。……『乖離へ至る病クリアランスゼロ』」




　瞬しゆん間かん、世界が変化した。




　里緒の周囲、目に見える範はん囲いの色が消失。無限回廊エターナル・アイドルと里緒、そして小町を残し──アスファルトが、壁かべが、空が、家屋が、一斉にモノクロームへと変へん貌ぼうする。

　何かが決定的に変わったという余韻を残し、里緒が嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。

「望み通り、見せてあげるよ……無限回廊エターナル・アイドル。これが小町のいた世界。『有識分体分裂病』だよ」

　虚界渦アンダーゲート。

　それは実軸ランナに虚軸キヤストの力を呼び込むもの。

　虚軸キヤストの力を最大限に発はつ揮きするための──切り札。

　もう滅んでしまった世界、そこにあった法則を、自分だけではなく実軸の一部へと反映させるための門。里緒は、それを開いたのだ。

　無限回廊エターナル・アイドルが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……素す晴ばらしい」

「素す晴ばらしくなんかないよ」里り緒おはしかし、静かに言う。

「見せてあげるよ、無限回廊エターナル・アイドル。小こ町まちのいた世界が……どんなに悲しいものだったのか」
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　里緒が一歩を踏み出す。

　色のないこの世界にあっても何も変わらない白をした猫、小町と一いつ緒しよに。

　無限回廊エターナル・アイドルが、濃のう緑りよく色しよくの霧きり──『拒絶症候群レベル５』を、里緒へ向けて放った。極きよく小しようの水滴が里緒の身体からだを覆おおう。吸い込む息に、苦にがいものが混じる。

　しかし、そんなものは無意味だ。

「……む？」

「ダメだよ、無限回廊エターナル・アイドル」里緒は微わ笑らって、驚きよう愕がくの声を制止する。

「この世界には……個性というものがないんだ」

　そうだ。

　すべてが同一の群体生命となったことにより滅んだ、小町の世界。

　そこには個体の差異が何一つとして存在しない。

「気を付けてね、無限回廊エターナル・アイドル。ここではね……無限回廊エターナル・アイドルと小町は、まったく同じ強さだよ」

　故ゆえに個体による優ゆう劣れつはどこにもなく、誰だれがどんなに努力をしようが、世界へ与える影えい響きようは他ほかのそれから抜きん出ることもない──。

　小町が、二匹に分裂した。

「……なるほど」無限回廊エターナル・アイドルが笑えむ。だけどその笑みは、焦しよう燥そうを混じらせていた。

　二匹に分裂した内の一匹が飛び掛かった。

「……く！」腕に持ったナイフで、無限回廊エターナル・アイドルがそれを迎むかえ撃うつ。

　しかしその刃やいばはさっきまでと違い、傷付けた相手を破裂させることもない。何な故ぜなら小こ町まちがそんな力を持っていないのだから。ナイフの一振りは小さな猫の牙と同様の殺傷力しかなく、そして猫の牙はナイフと同等の破壊力を持っている。

　腹部に突き立ったはずの刃は、白い毛皮を僅わずかに削そぐだけに至った。

　対して、飛び掛かった小町が無限回廊エターナル・アイドルにその矮わい躯くをぶつけた。それだけで──人間の身体からだが大きく背を仰のけ反ぞらせる。まるで、体格の同じ人間に突進された時のように。

「……凄すごい。これは凄いぞ。これは恐ろしい……！」

　感嘆する無限回廊エターナル・アイドルの口元に、もはや笑みは浮かんでいない。

「無限回廊エターナル・アイドルが、幾つ虚軸キヤストを持っていようと無意味だよ」

　里り緒おは無表情に、次の一歩を踏み出す。

「無限回廊エターナル・アイドルの力を十とするなら、小町の力も十。たとえ無限回廊エターナル・アイドルがどんなに強い虚軸キヤストを抱え込んでいたとしても関係ないよ。たとえば……その虚軸キヤストが無限回廊エターナル・アイドルの力の半分を占めていたって、小町を半分だけ殺せる程度にしかならないんだ。この世界……『乖離へ至る病クリアランスゼロ』の下では、そうなってるんだから。……どう？　勝てると思う？」

　声は冷淡だった。事実をそのまま、ただ述べるような。

「さあ……どうだろうな」無限回廊エターナル・アイドルの声に、もはや余裕はない。

　何な故ぜなら──、

「でも、もう無理だね。無限回廊エターナル・アイドル」

　話をしている間にも、続々と、小町は殖え続けているのだから。

　自分と同じ強さを持つ存在が、敵として無限に増殖する。

　それは圧倒的に平等な基き盤ばんの上に成立した、一対多の戦い。

「これくらいで充分かな。あまりやり過ぎると、里緒も小町も疲れちゃうからね」

　呟つぶやき、里緒は周囲を見渡す。

　その視界に映るのは、百二十八匹の小町と、小町一匹の強さしか持たない敵が一体。

　自分自身百人を相手にして勝てる者などいない。

「さあ、行こうか。……小町」

　遺ゆい言ごんも、言いい訳わけも、負け惜しみの声も聴きく気はなかった。

　里緒は片手を挙あげる。

　一斉に白はく猫びようが、敵へ向かって跳ちよう躍やくする。

　対抗しようとする無限回廊エターナル・アイドルの姿が垣間見えたが、無視した。

　敵を覆おおう白い影かげ。爪つめが、牙きばが、肉を引ひっ掻かき喰くい千ち切ぎり引き裂いて蹂じゆう躙りんする。

「くく……くくく……」がぼ、と血を吐く声を混じらせながら、無限回廊エターナル・アイドルが大おお仰ぎように笑う声がした。里り緒おは眉まゆを少し欹そばだてただけだった。構わない。敵が何を思おうと関係はない。

　さっきまでとは違う。小こ町まちの爪つめのひと掻かきは、無限回廊エターナル・アイドルの拳こぶしの一いち撃げきに匹敵する。

　それが全方位から同時、隙すき間まなく──。

　無限回廊エターナル・アイドルに群がった猫が、まるで肉の塔のようにそびえていた。

　時折数匹が振りほどかれるが、他ほかの数匹がまた飛び掛かる。

　体毛に血が混じり、その白い塔が内側から徐々に赤く染そまっていく。

　抵抗する様よう子すを見せていたが、それも無む駄だだろう。

　やがて、もがいていた様子の塔が、ゆっくりと動きを緩ゆるめる。

　同時、白い猫の隙間、肉の塔の芯しんから、何か黒い影かげのようなものが遊ゆう離りしていく。

「ふうん」感心したように里緒は呟つぶやいた。

　その影、黒い半透明は──、

「なるほど。無限回廊エターナル・アイドルが落ち着いていた訳わけが……わかったよ」

　ゆらゆらと空中に漂ったかと思うと、煙のように空へ溶けていった。

　無限回廊エターナル・アイドルの身体からだは、もう動かない。

　群がった小町たちが肉を貪むさぼる細かな動きだけが、路地の空気を揺ゆらす。




　そして、それから数分の後。

　里緒は『虚界渦アンダーゲート』を閉じ、世界をあるべき姿へ戻す。

　周囲に色が付き、増殖していた小町たちが一斉に消失する。

　無限回廊エターナル・アイドルの死体はない。血の一滴も地面に落ちていない。

　恐らく、無限回廊エターナル・アイドルという虚軸キヤストの固定剤リターダだった身体が──死亡したことで修正力リペイントマーカーの干渉を受け、世界から存在を抹消されたのだろう。

　虚界渦アンダーゲートを開放したことによる疲労で、足がふらつく。

　誰だれもいない住宅街の路地で、里緒はひとりごちる。

「……やっぱ、晶あきらじゃなきゃ、駄だ目めか」

　言って、こほ、と咳せきをした。

「あ」途と端たん、口の中に、温かいものが充みちる。

　──そっか。『拒絶症候群レベル５』か。

　均一化された力が元に戻ったせいで、残ざん滓しが鎌かま首くびをもたげてきたのだ。

　身体を分裂させて、病巣を外に出そうとしたが──どうやらもう、遅いようだ。

　ゆるゆると、里緒はジャージのポケットから携帯電話を取り出す。

　前のめりに倒れ、口元から溢あふれた涎よだれ混まじりの血をアスファルトへ零こぼしながら、消えそうな意い識しきを必死に繋つなぎ止め、里緒は携帯のボタンを操そう作さした。




　　　　‡




　病院ではなく、学校の保ほ健けん室しつで、僕らは苦にが々にがしい沈ちん黙もくを共有していた。

　時刻は下がって、午後八時。明かりが点ついているのは学校ではもうここだけだ。

　僕の電話が鳴ったのは、舞まい鶴づる蜜みつとふたりで速はや見み殊こと子こを問い詰めていた丁度その時だった。

　里り緒おは、通話に出た僕に『助けて』とだけ弱々しげに言った。その異常事じ態たいのせいで、結局、殊子への追及は中ちゆう途と半はん端ぱなままに終わり、僕らは保健室にいる。

　薬品の匂においが僅わずかに曇くもるその部屋には、僕と硝しよう子こ、そして殊子。舞鶴は自分には関係ないと吐き捨ててさっさと帰った。カーテンの向こうでは佐さ伯えきネアが里緒と一いつ緒しよにいて、だけど里緒は眠っているし佐伯先生は一言も喋しやべらない。

　時折、壁かべに背を預けた殊子が缶コーヒーをちびちびと啜すする音だけが響ひびく。硝子は椅い子すに座っていて、僕は机に寄り掛かっていた。

「……一応は安定したわ……」やがて──カーテンをゆっくりと開けながら、佐伯先生が死体のような青い顔を覗のぞかせ、小声でぼそぼそと呟つぶやく。その重病人みたいな表情と目の下のくまはいつものことだが、見み慣なれたよりも色が濃こいような気がするのは錯さつ覚かくだろうか。

「どうなんですか」僕は憮ぶ然ぜんとしたままに問う。




「……言葉通りよ……」

「言葉通り？」

「……内ない臓ぞうなどに大きな損傷はないわ。でも、それだけ……」

　──それだけ？

「……意い識しきは戻ってないし……熱ねつも、まだ」

　普ふ段だんは気にもならない、佐伯ネアの弱々しい声が、妙に忌いま々いましく聞こえる。

「それはどういうことだ？」

　僕の声が思わず声が低くなるのへ、彼女は深い溜ため息いきを吐ついた。

「……正直に言って……現状……治るかどうかは、わからないわ……」

「どういった種類の毒なのですか？」割って入ったのは、硝子だった。

「……詳細不明。こっちの物理法則ではどうにもならないわ。吸い込んだ量が少なかったのか、もしくは里緒さんが虚界渦アンダーゲート開放時に吸ったのがよかったのか、今のところたいした破は壊かいはないの。だから里緒さんが目を醒さませば……『有識分体分裂病』の力で分裂して、毒を身体からだの外に出すことはできるかもしれないけれど……」

　それはいつもとは打って変わった、まるで医師のような口く調ちようだった。

　佐伯ネアは里緒と仲がいい。恐らくは彼女なりに真剣なのだろう。だけど。

「今……どうにかできないのか？」僕だって──衝しよう撃げきを受けていない訳わけではなかった。

「本当に目を醒さますのか？　その見込みはどの程度なんだ？」自分でもぞっとするほどに落ち着いた声が出る。自分で自分がコントロールできていない。

　代わりに鼓動が加速している。当然だ。里り緒おに──僕の友人に、あいつが直接。

「残念だけど……私は医者じゃないわ……」佐さ伯えきネアは、神経症的に前髪を弄いじりながら呟つぶやく。

「……私にできるのは……物事の因果を見み極きわめることだけ。現在……里緒さんは、死への階段を上っていないけど……降りてもいない。停滞している……」

　つまり、有あり体ていに言えば、生死の境を彷徨さまよっている、そういうことか。

「……ち」意図せずに舌打ちが出た。

「本当に……冗じよう談だんじゃない」僕は目を伏せ、拳こぶしを握る。

　詳しい経緯いきさつは里緒に尋きいてみなければわからない。だけど里緒は今眠っていて、それはいつ目を醒ますか、本当に目を醒ますかどうかの瀬せ戸と際ぎわでもある。

　本当なら今すぐにでも飛び出して、あいつを捜さがし出して殺してやりたかった。

　半分は、自分自身への怒りもある。

　あいつがいずれ来るとは思っていたし、覚悟もしていた。そして、仮に直接的に仕掛けてくるならば里緒を狙ねらってくるのではないかとも、ある程度予想していた。虚軸キヤストを外見だけで見極めることができる里緒は、僕にとっての大きなアドバンテージだからだ。

　──それなのに。

　里緒の『有識分体分裂病』ならば放っておいても大丈夫だという思いがあった。事実、現時点では純粋戦力として、僕らよりも里緒の方が強い。

　でも、そんなことは関係ないのだ。

　虚軸キヤストの『強さ』なんてものは、戦い方によっては簡かん単たんに上下する。僕らよりも里緒の方が強いからといって、僕が回かい避ひできる危き機きを里緒が回避できるとは限らないのに。

　待ちの一手だったにも拘かかわらず、自分から攻めている気になっていた。

　本当に莫ば迦かだ。詰めが甘い──。

　と、僕が唇くちびるを咬かみ切り掛けたその時、速はや見み殊こと子こが久しぶりに口を開いた。

「……その病状、『アンノウンゆらゆら』の力ではどうしようもない？　やっぱ」

　佐伯ネアの虚軸キヤスト──それは、傷の治ち療りように大きな効果を発はつ揮きする。

　だが、佐伯先生の返事は渋い。

「……どうしようもない……わ……」

「愚ぐ問もんだ。悪かった」殊子は肩を竦すくめた。

　アンノウンゆらゆら──佐伯ネアの力。

　それは一度収束した波動関数を再拡散させることによって行なう、局所的な時間の巻き戻しだ。つまり傷などを負った者にそれを施ほどこせば、傷を受ける前に戻すことができる。

　だけど、それは所しよ詮せん、一時的なものでしかない。

　別の方向性に波動関数を再収束させるためには、制限時間内に因果の元──事象の原因を取り除く必要がある。たとえば、夕方に硝しよう子この友人である姫ひめ島しま姫ひめの怪け我がを治した際、殊こと子こは事前に自殺現場に赴き、彼女が叩たたき付けられた街がい灯とうと、落下地点の地面を物理的に破は壊かいしている。因果を取り除くというのはつまりそういうことだ。カッターナイフで切った手首を治したのなら、原因となったカッターナイフを壊こわさなければならない。でないと、再び波動関数は元と同じに収束し、運命通りの結果が再び起こる。それも、利子付きで。

　仮に原因を取り除けなければ、元にどころか、一層酷ひどい状じよう態たいになる。そして里り緒おの怪我の原因は──あいつ、もしくは、あいつの抱え込んだ虚軸キヤストの中のひとつだ。制限時間内にあいつ自身に接触できる可能性はゼロに近い。取り除けるものではない。

「里緒の容よう態だいが安定するかどうかが問題……か」

　僕は自問するように呟つぶやく。

　何よりもそれが心配だった。もしこのまま、里緒の容態が悪化したら。あの笑え顔がおを永遠に失ってしまったら。考えたくもないことが頭の中を巡る。

「真ま面じ目めだねぇ、晶あきらクンは」歯は咬がみする僕を、殊子が茶ちや化かした。

「張りつめ過ぎなんじゃない？」

　その言葉が、僕の癇かんに障さわった。

「あんたは気を抜き過ぎだろう、先せん輩ぱい」思わず、声が荒くなる。

「だいたい、あんただってへらへらしていていい訳わけないだろう？　姫島姫の意い識しきはまだ戻ってないって聴いてる。いや……まだ戻してない、か。何な故ぜだ？」

「うーん。なんでだろうなぁ」僕の皮肉を、殊子は意に介さない。

「その辺、自分でもよくわかんなくてさ」はぐらかすように苦笑する。

　けれど続いた言葉は、珍めずらしく素直なものだった。

「あのバカ娘が何でまた自殺しようとしたかは知らないよ。でもさ、もしそれが解決不可能なもので、姫にとってどうしようもない末の選せん択たくだとしたら……私がそれをどうこうするのって、筋違いなんじゃないかな」

「殊子さん。ひめひめはバカ娘ではありません」珍しく、硝子が反はん論ろんする。

「それに、何故、躊躇ためらうのですか？　殊子さんは私たちが頼めば、誰だれにでも躊ちゆう躇ちよなく力を使うではないですか。それなのに……親密な間柄であるひめひめにはそうしない。何故ですか？　私は理由の説明を求めます」

　しかしその素直さは、二秒と続かない。

「躍やつ起きになっちゃって、可愛かわいい可愛い」殊子は悪戯いたずらっぽく笑えむと、硝子の頭を撫なでた。

「説明する気はないのですか？」

「うーん。硝子がちゅーをくれるなら、考えてもいいよ？」

「……硝子。相手にするな。どのみちまともに答える気なんてないんだ」

　今け朝さ自じ殺さつ未み遂すいをした、硝しよう子この友達でもあり殊こと子この恋人でもある姫ひめ島しま姫ひめ。

　重傷だった彼女の怪け我がは、もう九割以上が回復している。だが、意い識しきはまだ戻っていない。医者や家族、それに硝子の友人たちに関しては、既すでに殊子が暗示を施ほどこしているにも拘かかわらず。

　後は姫島姫を目覚めさせるだけ、なのだが──。

　深刻なことすらも軽けい薄はくに語る殊子の性格は、正直なところ苛いら々いらする。

　だから、尚なおも追及したがっている硝子を制し、僕は言った。

「先せん輩ぱい。もうここにいる理由もないだろう？　そろそろ家に帰ったらどうだ？」

「ありゃ、私ってお邪じや魔ま虫むしかにゃ？」

「尋ききたいことは山ほどあるけど……埒らちが開かないし、何より里り緒おが寝てる場所で言い争っても仕方がない。どうせまともに答える気がないんなら、消えてくれ」

「晶あきらクンは意地悪だなぁ。硝子も苦労するね」

「慣なれています」機き嫌げんを悪くしたのか、硝子もそっけなかった。

「あっそ。ま、いいや。じゃ、続きは明日あしただ」

「……あら、帰るのね速はや見みさん。せっかくコーヒー淹いれようと思ったのに……豆を挽ひく際、機き械かいに巻き込まれて三人が指を切断したという曰いわく付きの希少品よ。ネットで買ったの。高かったのよ？　もう少しゆっくりしていけばいいのに……」保ほ健けん室しつの奥で何やらごそごそとやらかしていた佐さ伯えき先生が言った。いつものイヤな発言が戻っているのは、やや落ち着きを取り戻したからだろうか？　聴きく方はたまったものじゃないけど。

「せっかくだけど遠えん慮りよしとく。また次の機会にでも」

　殊子は伸びをすると、床ゆかへ置いていた荷物を拾い上げた。

　そして、んじゃあ帰るわ、とぞんざいに呟つぶやき、軽やかに踵きびすを返す。

「じゃ、また。晶クン、硝子」

「……はい。おやすみなさい、殊子さん」

　硝子の挨あい拶さつへ手を振りつつ、殊子は保健室の扉とびらに手を掛ける。

　そしてそこで──、

「そうそう」ふと、動きを止めた。

「ねえ、晶クン？　『無限回廊エターナル・アイドル』が出てきて冷静になれないのもわかるけど、もう少し余裕を持って考えた方がいいぞ？　きみは冷れい徹てつな癖くせに……踏み込み過ぎる」

　僕は、思わず舌打ちする。

「……余計なお世話だ」──どうしてこいつは、こっちが油ゆ断だんした瞬しゆん間かんを見計らって、いきなり急所を抉えぐってくるようなことを言うのだろう。

　殊子は振り返る。

「愛情も憎ぞう悪おもさして違いはないんだ。のめり込み過ぎると引っ張られるし、距きよ離りを置き過ぎると逃げられる。その辺の匙さじ加か減げんを上う手まくコントロールしなきゃ」

　わかっている。

　殊こと子こは明らかに、里り緒おのことについても言っていた。

　利用する対象であるなら純粋に道具として考えろ。そうでないのなら、友人として心配しろ……そういうことだろう。心配するような振りをして計算したり、計算するような振りをして心配したり、そんな中ちゆう途と半はん端ぱはいつか身を滅ぼす、と。

　日常の表層に浮遊し、自分からは決して一定以上歩み寄らない殊子らしい言葉だ。

　その考えは恐らく正しくて、僕にとっては痛かった。

　友人である里緒を、友人でありながら利用している──僕にとっては。

　事実、僕にはわからない。

　身の裡うちに抱える怒りと呼べるこの感情が、果たしてどこから来ているのか。里緒の身を案じているが故ゆえか。道具が使えなくなったが故か。それとも、そんなことは関係なく、ただあいつに関かかわった事象そのものに対して抱く、発作的な殺意なのか──。

　考えれば考えるほど、僕の自じ己こ嫌けん悪おは募つのる。

　殊子は、そんな僕を見て、薄うすい溜ため息いきを吐つき、

「ま、年上のおねいさんの忠告。……これでも私は、きみのことが嫌いではないんだぞ？」

　扉とびらを開け、颯さつ爽そうとした足取りで──廊下へと消えた。

　僕は、溜たまった感情のやり場を失い、突っ立っている。

「……あの女」毒付きながらも、それが八つ当たりでしかないと理解している。

　僕が、殊子の言葉に反発を覚える理由。

　それは、僕が彼女のことを嫌いだからではない。

　彼女に、僕という人間が見み透すかされているからだ。

　虚軸キヤストと人間、非日常と日常。相あい容いれないはずの両方を抱え込み、どうにか折り合っていこうとしている僕の、その決定的な矛む盾じゆんを知っていて──知った上で、忠告してくる殊子。

　そして彼女はたぶん、そんな矛盾を持った僕へそれなりの好意を持っていて──そのことを僕自身感じるからこそ、より一層、掌てのひらで踊らされているような気分になる。

「……あら、本当に帰ったのね……仕方ないわ。硝しよう子こさん晶あきらさん、今からとっておきのコーヒーを淹いれるから飲んで帰りなさい……たぶん人の指の味がするわ。ふふ……うふ……」

「せっかくですが私たちは遠えん慮りよします、先生。おひとりでどうぞ」

「……厭いやよ気持ち悪い。誰だれが自分で飲むもんですかそんなコーヒー」

　唇くちびるを咬かむ僕の後ろで、佐さ伯えきネアと硝子が噛かみ合わない会話をしている。

　だけど、どうにもつっこむ気にはなれない。

　その向こうで薄く寝息を立てる里緒の息いき遣づかいを聞きながら、僕は薄く溜息を吐いた。
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　それと、同じ頃ころ。

　昼間、学校でのことを思い出しながら、鴛おし野の在あり亜あは自分の部屋で枕まくらに顔を埋うずめていた。

　息苦しさに唇くちびるを咬かみながら、思う。

　──どうして、こうも上う手まく行かないのだろう。

　考えるのは、今日きようの六限目、自習時間のことだ。

　世界史の課か題だいを数人で集まってやっていた。もう終えていたのは自分ひとりで、だから在亜はクラスメイトたちから来る質問につっかえつつも答えながら、珍めずらしく周囲の役に立っている自分のことを誇らしく思っていた。何より──在亜の気にしている『彼』が、自分を頼ってくれているのが嬉うれしかった。普ふ段だんは目を合わせただけで緊きん張ちようして萎い縮しゆくしてしまい、まともに口も利きけないから、嫌われているかもしれないとすら思っていたが、彼は気安く質問してくれていたし、在亜自身もあまり緊張せずに答えることができていた。

　彼の心が絶対に自分の方に向かないとわかっていたけれど、それでもいい。

　付き合うとか、そんなことは考えてもいない。彼が自分ではない娘このことを好きなのは知っていたし、自分が男の子と付き合うというのも想像できない。そのこと自体が高望みだ。

　だから、こんな近くで彼と話ができることが、途と方ほうもない幸せに思えた。自分のような人間でも役に立つことがある、それが嬉しくて。

　でも、気分は長く続かなかった。

　その幻想が崩くずれたのは、自習時間半ば、メンバーのひとり、城き島じま晶あきらが抜けてからだった。

　まずは、在亜の友人である森もり町まち芹せり菜なが、晶のことを心配し始めた。正せい確かくには晶の従妹いとこである城島硝しよう子こという娘のことをだが、そんなことは在亜には関係ない。問題は──芹菜が気もそぞろになってしまったその時に、在亜の幸せが嘘だったというのが露ろ呈ていしたことだった。

　さっきまでグループの内部にあった、自分に気軽に話し掛けてくれていたあの空気が、その瞬しゆん間かんに消えてしまったのだ。芹菜が落ち着きをなくした途と端たん、その場にいた誰だれもが彼女のことを気に掛け始める。もう課題どころではなく、瞬時に芹菜が輪わの中心になった。

　そしてそこで在亜は気付いた。さっきまで、自分を中心に回っていたように見えたあの空気。それは──別に自分の功こう績せきなどではない、ということに。

　考えてみれば当然のことだった。

　在亜が自分から発言したことなど、自習時間が始まってからこっち、一度もない。在亜の発言が増えていたのは、単に会話の要所要所で、芹菜が自分へと話題を振ってくれていたからに過ぎなかった。つまり、芹菜が、放っておけば一言も喋しやべらない自分へ気を使い、輪の中へさりげなく入れてくれていた、それだけのこと。

　役に立っていた訳わけではなく、立たせてくれていただけのこと──。

　芹せり菜なが自分へ気を払う余裕がなくなった途と端たん、在あり亜あは輪わの外へと追いやられた。暗い顔で大丈夫かなあと呟つぶやく彼女を励ますことさえできず、ただ黙だまり込んでしまっていた。

　当たり前だ。芹菜はいつだって輪の中心にいて、そんな彼女にくっ付く形で自分は存在している。いられる。昔からそうだった。わかっていたはずなのに。

　中学へと入学した時、偶然隣となり同士になった縁えんでできた、初めての友人──たぶん芹菜は、自分のことをそう思っている。それ故ゆえに大事にしてくれている。それは在亜も同じだ。

　違うのは、在亜にとっての芹菜は、中学どころか生まれて初めての友人であると同時に、今に至るまで殆ほとんど唯ゆい一いつの友人でもあるということ。

　何度か耳にしてきた、あの娘こって森もり町まちさんにいつもくっ付いてるよね、という言葉。今までは受け流すことがどうにかできていたけれど、もうできそうにない。今日きよう、本格的に自覚してしまった。自分は芹菜がいなければ何もできない、コバンザメみたいな人間なのだ、と。

　芹菜みたいになりたい、そう思う。

　快活で、誰だれからも気に掛けてもらえて、自分みたいな目立たない人間にも気を配ることができて、周囲を明るくさせるような、そんな女の子に──なりたい。

　なれないのはわかっているから、余計にそう考えた。

「私なんて……」思わず呟く。ただでさえ小さな声は枕まくらに埋まり、部屋の中にさえ響ひびかない。

「……大嫌い」それでも、口に出してそう言い、言った途端に自じ己こ嫌けん悪おへと陥おちいり、その時、

　ぴりりりりりり、と。

　自分の声よりも遙はるかに大きな電子音が、机の上から聞こえた。

　携帯電話だ。メールを受信したらしい。誰からかはわからないけれど、恐らくは芹菜か、そうでなければ例のメールマガジンだろう。

　こんなものなくてもいいのに、そう思いながら顔を上げる。

　いっそ、持っていない方がどんなに楽か。

　回かい線せんの少ないホットラインは、孤独をより一層助長する。

　芹菜か、それとも誰が発信しているのかしれないメールマガジンか、そのどちらか。自分と世界とを繋つなげるのは、たったそれだけだ。そしてどちらも、たぶん、向こうから切られたらそこで終わり。こちらから繋げ直すことなど、自分にはできなくて──。

　切れて欲しくない。そんな不安に負けて、在亜は携帯電話を取った。

　開き、受信ボックスのメールを確かく認にんする。案あんの定じよう、メールマガジンだ。

　内容を少し楽しみにしている自分に失望しながら、それでも開く。

「……え？」そして。

　本文を確認した途端、在亜の思考は止まる。
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　家へ帰り、ふたりとも入浴と夕食を済ませた夜九時半。

「……だから悪かったと言ってるだろう」

　溜ため息いき混じりに弁明する僕に、硝しよう子こが僅わずかに唇くちびるを尖とがらせた。

「ですから私は謝しや罪ざいを求めている訳わけではないのです、マスター」

「お前はいつの間に厭いや味みなんて覚えたんだ」

「厭味なのではなく、単に事実を言ったまでです。ただ厭味はマスターから学習済みですが」

　僕と硝子は、自宅の居間で──些さ細さいな言い争いをしていた。

　何でまたこういうことになっているのだろう。

　よくわからない。誰だれのせいなのかと言われれば、たぶん僕なのだが。

「そもそもマスターは物事に対してファジーなところがあります。ですからこのような事じ態たいを引き起こすことになるのではないですか？」

「いや、お前のこだわりなんて僕がわかるわけないだろ……」

「いいえ、私には執着などというものはありません」

　原因は──非常にバカバカしいことに──夕食後のデザートだった。

「いいですかマスター。確たしかに、冷れい蔵ぞう庫こにストックしておいたプリンが切れていたのは私のミスです。きちんと確かく認にんしておかなかったのですからこれに関して苦情を申し立てるつもりはありません。しかし……私は昨日きのう、まだプリンは残っているというマスターの言げん質ちを事実と判断したからこそ自みずからの確認の手間を省はぶいたのであってそこに虚きよ偽ぎがあったのはマスターのミスだというのはわざわざこうして議ぎ論ろんするまでもなく……」

　淡々と僕を責める硝子に、僕はテーブルの上のアイスを指差した。僕が冷凍室から出して持ってきたもので、そもそもこれに対して硝子が文句を言い出したのがことの始まりだ。

「これもプリンみたいなものじゃないか」

「プリン味のラクトアイスとカスタードプディングとは別ものですっ」

　硝子はぴしゃりと言い放つ。

「まさかマスターは、この『プリンパフェアイスクリーム』という商品名を見て、プリンはまだあるなどと私に言ったのではないでしょうね？」

「いや……」実はそうなのだが、何だか言える雰囲気ではない気がして、僕は言葉を濁にごす。

　昨日の夜、寝る前に冷蔵庫を確認した時、デザートと呼べるものはこの『プリンパフェアイスクリーム』がひとつきりだった。食後にデザートを食べるのは硝子だけだし、特にストックを切らしている食材はなく、わざわざデザートだけを買うためにスーパーやコンビニへ行くのも面めん倒どうだったので、プリンはあるかと尋きかれた時に、まだある、と答えてしまったのだ。

　好きだとか嫌いだとか、感情にまつわるものは食べ物関係においても一切否定している硝しよう子こが、何な故ぜかプリンに強い愛着を示しているのは知っている。

　だけど、まさかここまで拘こだわっていたとは──六年目にして初めて気付く事実。

　特に表情を変えず、硝子は尚なおも言った。

「マスター。別に私は食後にデザートを食べなければ活動が停止してしまう訳わけではありませんし、そのデザートもプリンでなければならないという理屈はありません。私が問題にしているのは……昨日きのうの私の質問に、何故マスターは虚きよ偽ぎで答えたのかということです」

「……どう見てもプリンがないのが気に入らないんじゃないか」

「何か言いましたか？」

「いや何も。というか、ただの勘違いだったってさっきから謝あやまってるじゃないか本当に」

「言いい逃のがれをする気ですか？　証しよう拠こは揃そろっているのですよ」

「……なんだその刑事ドラマのクライマックスみたいな科白せりふは。また火サスか？」

「いえ、土ど曜ようワイド」

「いい加減お前はテレビで変なネタを仕入れてくるのをやめろ……」

「使用する機き会かいがあるのですから無益ではないと判断します」

　基本的に、硝子には表情というものがない。感情が存在しないと主張する彼女にとって、表情とは意い識しき的てきに作成するものだからだ。故ゆえに、硝子が笑ったり怒ったりといった仕し草ぐさを見せている時は、演技をしているということになる。

　だけど逆のことを言うなら、こうして無表情で淡々としている時にこそ、硝子の無意識の中にある未み成せい熟じゆくな感情が垣間見える。そして今ちらつかせているのは、怒りだ。

「あと、さっきの謝しや罪ざいに演技と自じ棄き的てきなものが混じっていましたがそれについて弁明はありますか。マスター、……何を笑っているのですかっ」

「あ、いや」感情を覗のぞかせる硝子のことを少し嬉うれしく思っていたのが顔に出ていたらしい。

「とにかく、明日あしたにはちゃんと買ってきてやるから……今日きようはそれ食えよ。溶けるぞ？」

「イエス、マスター。今後の態たい度ど改善を要求します。……あ、先日発売された『ロール牧場の絹ごしプリン』をまだ試し食しよくしていませんので、明日はそれも一いつ緒しよに」

「わかったから食え！」

「いただきます」

　ようやくスプーンを手に取りカップを開けた硝子へ、僕は肩を竦すくめる。竦めた直後、自分の仕し草ぐさが、速はや見み殊こと子こがよくやるものと同じだというのに気付き、僅わずかに後こう悔かいした。

　それにしても──今日は、大変な一日だった。

　まずは硝子の友人である姫ひめ島しま姫ひめの自殺未み遂すいと、彼女が速見殊子の恋人だという妙な符合。

　そして里り緒おがあいつの襲しゆう撃げきを受けたという、僕にとってはとても平静でいられない事件。

　二つ並列で起きたのが厄やつ介かいだと思う。

　姫ひめ島しま姫ひめが自殺しようとした原因はわからない。虚軸キヤストが関係している線せんも考えたが、殊こと子こが彼女の意い識しきを戻していないということから考えると、単にふたりの恋愛に関することが原因なのかもしれない。同性同士の付き合いなんてものは僕にはわからないけれど、少なくとも虚軸キヤストが関係しているかどうかを含めて殊子を再度追及する必要はある。

　対して、里り緒おの件。どういう意図を持ってあいつが里緒に接触を試こころみたのかはわからないが、少なくとも僕の手の内にある里緒に直接仕掛けてきたというのは、僕にとって大きな誤算だった。詳しいことは不明だが、少なくとも里緒があいつを撃げき退たいしたらしいことは断片的に聴きかされている。もちろん、一時的な固定剤リターダにしている身体からだを壊こわしたところであいつは消滅しない。だが一度固定剤リターダを失ったからには本格的に動けるようになるには数日の時間がかかるだろう──このことから、姫島姫の件に関しては、あいつは関係していないのではないかとも思う。楽らつ観かんはできないが、分けて考えておいた方が対処しやすい。

　だけど、何よりも厄介なのは、里緒が寝込んでいるという今の状じよう態たいだ。

　このまま容よう態だいが急変するのか、もしくは緩ゆるやかに回復へ向かうのか。それがわからない。

　里緒のことだけはどうしても冷静に計算することができなかった。仮にあいつが里緒を排除しようとしていたのだとするなら──手を打たなければ、里緒は死ぬかもしれない。

　考えていると、また苛いら立だちが湧わいた。

「……落ち着け」口の中で呟つぶやいて、僕は拳こぶしを握る。状況は決して悪くはないのだ。今は昏こん睡すい状態だが、目を醒さまして有識分体分裂病の力を使えば、虚軸キヤストによる病理は回かい避ひできる可能性もある。

　アイスを口に運んでいる硝子を一いち瞥べつする。表情には変化がない。

　だけど、こいつも──友人が突然の自殺未み遂すいを起こしたのだ。

　もしかしたら僕以上にショックを受けているかもしれない。自分では否定していても、僕から見れば、成長とともに僅わずかに萌ほう芽がしつつあるのは間違いない。

　考えてみれば、今のプリンの件でもそうだ。恐らくは狼ろう狽ばいと八つ当たりだろう。確たしかに普ふ段だんからとぼけたことは言うが、いつもとは明らかに違う。きっと、影えい響きようがある──。

「どうだ？　美う味まいか？」僕は、自分の狼狽から逃げるようにして、硝子に言った。

「カラメルや卵らん黄おう、乳脂肪分や香こう料りようによりプリンの味に近似したものを作り出してはいます。もちろん食感はアイスそのものなので、別ものですが」

　文句たらたらだが、ぱくぱく食べているところを見ると、別に厭いやな訳わけではないらしい。

　見ていると、硝子はスプーンを口に運ぶ手を止めた。

「……食べますか？」

　いやいい、と答える間もなく、掬すくったものを僕へ突き出してきた。

　僕は苦笑し、口を開ける。……しかし餌え付づけされてるみたいだな、これ。

[image: ]

「如何いかがですか？」閉じた僕の口からスプーンを引っこ抜き、硝子が尋きいてきた。

「クッキー入ってるな」プリン味だったのは上の部分だけだったようで、味はバニラだった。

「はい」飲み込むと、再び掬すくって僕の前へ。仕方ないので食べる。

「はい」飲み込むと、再び掬って僕の前へ。仕方ないので食べる。

「はい」飲み込むと、再び掬って僕の前へ。仕方ないので食べる。

「はい」……ちょっと待て。

「はい？」

「……何でそんなに僕に食べさせるんだ」

「味は如何いかがですか？」

「いや、別に不ま味ずくはないけど……そういうことを尋きいてるんじゃなくてだな」

「もうプリン味の部分はなくなってしまいました」

「飽あきたんならそう言えっ！」

　バカバカしくなったので、カップとスプーンごと硝しよう子この手から奪い取ってやった。

「……まったく」奪われても特に惜しくもなさそうにしている硝子へほんの少しだけ憤ふん慨がいの表情を見せ、僕はアイスをつついた。ひょっとしたら、自分だけ食べているのが悪いとでも思ったのだろうか？　まさか、そんな殊勝な。

　半はかば溶け掛かったアイスクリームはすぐになくなってしまう。

　カップをテーブルに置くと、硝子が呟つぶやいた。

「マスター。……甘い食物は疲労回復に即効性があります」

「……ん？」

「また、甘あま味みを知覚した時に分ぶん泌ぴつされるエンドルフィンにはストレスを解消させる働きがあります。更さらに、卵などに含まれるトリプトファンは脳内で精神安定物質であるセロトニンを生成しますが、このトリプトファンが吸収されるにはブドウ糖とうを必要とします」

　硝しよう子こらしい表現だが、要するに『甘いものは落ち着く』と言いたいのだろう。

「それがどうか……」したのか、と言い掛けて、僕はようやく気付いた。

　それが、僕にわざわざアイスを食べさせた理由だ。

「……まったく」僕は、溜ため息いきを吐つく。

　──心が乱れてるんなら、僕のことなんか放って自分の心配をしていろっていうんだ。

「いや……僕がお前よりも気が回らないってだけ……か」

「何を仰おつしやっているのですか？」

「こっちの話だよ」僕は立ち上がる。

　自分のことばかりを考えていてくれた方が、まだ安心できるのに。

　思いつつ、向かいに座った硝子の横へ行くと、彼女の頭をゆっくりと撫なでた。

「……マスター？」

「お前はよくできた奴やつだ」

「……意味を判断しかねます」視し線せんを逸そらした硝子へ、僕は言う。

「でも、もう少し自分の感情も大事にしろ。……悪かった」

「マスター。……私に感情などありません」

「わかったよ。それじゃあ自分の優ゆう先せん度どをもう少し上げろ。僕や里り緒おのことはその後でいい」

　頭を撫でるに従って、硝子の後頭部に飾られたリボンが蝶ちようのように揺ゆれた。

「それは命令ですか？」

「ああ、命令だ」

　姿勢よく座った矮わい躯く、その膝ひざの上で、

「……イエス、マスター」堅く握られていた小さな拳こぶしがそっと緩ゆるめられる。

「ひめひめは……ちゃんと目を覚ましてくれるでしょうか」独白のように呟つぶやかれた言葉に、

「ああ。殊こと子こがどうこうしなくたって、ちゃんと目を覚ますさ」僕は応こたえる。

　硝子の口元、その無表情な唇くちびるが、ほんの少し綻ほころんだように思えた。

　僕は硝子の頭から手を離はなし、カップとスプーンを手に取ると、台所へ持って行った。




　そして、食器類を軽く片付けてから居間へと戻り、テレビでも点つけようかと何となく考えていた時──僕の携帯電話がメロディと共に振動を始めた。

　着信音は、電話帳にないものを示す『魔ま弾だんの射しや手しゆ』。

「……ん？」画面を見る。

　表示されていたのは、『非通知設定』の文字。

「……マスター？」

「誰だれだ……？」身じろぎした硝しよう子こを一いち瞥べつしつつ、僕の胸には妙に厭いやな予感がある。この時期、このタイミングでの非通知着信。考え過ぎだろうか？

「……もしもし」押して、ゆっくりと言った。

「どなたですか？」

『ああ、もしもし』返ってきた鷹おう揚ような、知らない声に、思わず心しん臓ぞうが高鳴る。

　その相手は、そいつは──、

『えっと、きみが、城き島じま晶あきらかな？』と、言った。

　瞬しゆん間かん、意い識しきが硬直した。この意味ありげな喋しやべり方。

　まさか本当に……！

「誰だ!?」

『城島晶さんでいいの？　いいんならいいって言って欲しいんだけど』

「……マスター、一体……」

「誰だ、って言ってる。名乗れ！」僕の変化に反応した硝子が立ち上がるが、そんなものに気を払っていられなかった。声質は男のもので、たぶん年若い。僕と同世代くらいだろう。

　けれどその調ちよう子しは僕の怒ど号ごうに驚おどろいて、恐れているふうだった。

『うわ。そんなに怒らなくても。こちらも頼まれてかけてるんだから』

「頼まれてる、だって？」誰にだ？　……いや、答えはもうとうにわかっている。

　知らない人間からの電話。察するに、向こうも詳しい事情は聞かされていない。

　頼まれている。第三者を介した伝言。

　そんなまどろっこしい手段を使ってまで、こんなことをしてくるのは──。

「あいつに、か……？」

　予感は……当たったのだ。

　電話口の男は、僕の低い声へ、おっかなびっくりと声を震ふるわせた。

『あの、悪戯いたずらとかじゃないからね。僕は伝言を頼まれてるだけだよ』

　だけど、これはいったいどういうことだろう。

　あいつが、何も知らない人間に物事を頼んでいるのか。それとも、この電話の主ぬし自体が遠からずあいつ自身と関係あるのか。わからない。思考がまともに働かない。冷静でいるつもりなのに、受話器を持つ手が震えていた。落ち着けと自身に言い聞かせる。電話の向こうにいるのはあいつじゃない。だから、気を落ち着かせろ──。

『ええと、あの、それで確かく認にんなんだけど、城島晶さんでいいんだよね？』

「ああ」僕は、空いた手で自分の胸を押え付け、できるだけ冷静に応こたえた。

『ああ、よかった』声は安あん堵どする。『違ってなかった』

「それで……伝言は？　誰だれから、どんなものだ」

『ああ、うん。そうそう』相手からは緊きん張ちようも何も感じられない。

　内容がそれほど剣けん呑のんなものでない証しよう拠こか、或あるいは、意味がわかっていないだけか。

『誰からかっていうのは、言わないでもわかるって言われてるんだけど……』

「ああ。言う必要はない。続けてくれ」

『そう。で、内容なんだけど、えっと』

　声はそこで言葉を切った。僕は耳を澄すませる。受話器の向こうから微かすかに聞こえるのは、マウスクリックの音。相手はパソコンの前か。雑音はない。どこかの部屋の中だ。

『ええと、いいかな？　メモとかは取らなくてもいい？』

「構わない。言ってくれ」

『わかった、じゃあ読むね』……『読む』。つまりは、電子メールか。

　僕は息を呑のむ。相手が息を吸う。

　電話の主ぬしは、辿たど々たどしく、それを棒読みした。

　そして──。

「……なん……だって？」

　続いた彼の言葉が、僕の思考を完全に止める。

　耐え切れなかった。頭の中が真っ白になった。

　僕は──。

『もしもし？　あの、聞いてた？　もう一回言おうか？　……っていうか、何？　これ。ネットゲームか何かのことなの？』

　ぼんやりと思った。恐らくこいつは、何も知らない。

　メールか何かで僕の電話番号と伝言を受け取り、それを伝えてきただけだ。

「……報酬は？」確たしかめるために、僕は言う。

『あ、もう振り込まれてるから大丈夫。それについては心配するなって伝えろ、だって』

「そう、か」だけど、それが精一杯だった。

　思考が回らない。頭が痛い。

「そういう……ことか」

　僕の頭の中に、つい数秒前に聴きこえた言葉がリフレインする。

　電話口からの──恐らくは、あいつがネットを介して行なった、僕への伝言。

　そいつは、言った。




『えっと……「リオを傷付けたキャストは、他ほかの者に預ける。いずれそっちに行く」だって』




　僕は携帯電話を握にぎり締しめたまま、唇くちびるを咬かむ。意図せずに力が入り、唇が切れた。

「マスター……!?」

　硝しよう子こが怪け訝げんな顔でこっちを見ていたが、反応できない。

「そうか。……そういうことか……」

　ぶつぶつと呟つぶやき、そうして僕はいつの間にか含み笑いを洩もらす。

「マスター、いったいどうしたのですか!?　……マスター！」

　硝子が僕の肩を掴つかんで揺ゆさぶるが、そんなもの、知ったことではなかった。

　僕は笑う。笑い続ける。

　そう。そういうことだ。

　つまりこれは、あいつが──無限回廊エターナル・アイドルが仕掛けてきた、ゲームの第二幕だ。

　里り緒おを、僕の友人を巻き込み、チップとして使うと、そういう訳わけだ。

「いいだろう。だったら、受けて立ってやる……！」

　笑いながら、携帯電話を壁かべへ投げ付けた。

　白い壁にぶつかった電話は鈍にぶい音を立てて、カーペットへと、転がる。
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　梅つ雨ゆ明あけ直前の湿気と熱ねつ気きは相変わらず、だけど七夕たなばたからこっち、雨は降っていない。

　七月七日──姫ひめ島しま姫ひめが自殺未み遂すいをし、里り緒おがあいつと戦ってから三日。七月十日。

　僕らを取り巻く周囲の状況は、まだ進展していなかった。

　里緒は治っていない。未いまだ昏こん睡すい状じよう態たいが続いている。佐さ伯えきネアが言うには、ほんの少しずつ回復してはいるらしい。しかし『有識分体分裂病』で病やまいを完全に追い出せるまでになるにはしばらくかかりそうで、それまでに里緒の体力そのものが保もつかどうかがひとつの山場だそうだ。

　三日前の電話のことは、誰だれにも言っていない。

　他ほかの誰かに預けられたという、里緒を傷付けた虚軸キヤスト──僕がそいつを見付け出すか、それともそいつが僕へ仕掛けてくるのか。そいつさえ殺せば里緒は助かるというゲームじみた駆かけ引きのことは、まだ他の人間には秘密にしていた方がいいと、僕は判断している。

　理由は……速はや見み殊こと子このことだ。

　姫島姫もまた、まだ目覚めない。と言うよりも、速見殊子がその処置を行なわない。渋っているのだ。そしてそれが、僕が電話の件を秘密にしている理由でもある。

　僕は正直なところ、殊子も疑っていた。

　殊子が何らかの目的を持っていて、姫島姫を操り自殺させたという可能性だ。仮に殊子が僕の知らないところで無限回廊エターナル・アイドルと結託していたとするなら──姫島姫の自殺と里緒への攻こう撃げきが同時期に起きたことに理由が付くし、殊子が彼女を目覚めさせたがらないのもわかる。

　ただこれは、可能性としてはあくまで低いことでもあった。

　そもそも自殺させるつもりならば、未遂で終わるような下へ手たは打たない。それに、殊子の性格上、そういう回りくどい手段は使わないのではないかというのが僕の認にん識しきでもある。

　……まあ、姫島に関しては、硝しよう子こが毎日見み舞まいに行っている。何かあれば気付くだろう。

　とにかく、無限回廊エターナル・アイドルの足取りがまだ掴つかめない以上、何をどうすることもできない。

　仮に万が一、殊子があいつと結託していたとして、唐とう突とつに何かを始める可能性は低い。だけど、あいつがそもそもどういうつもりなのか──こちらの虚きよをついて攻めて来ようとしているのか、それとも僕が敵を見付け出せるかを試ためしているのか──それがわからなかった。

　姫島姫を監かん視ししておくことくらいしかできないというのが、少し苛いら立だたしい。

「使えないな、僕は……」僕はプールサイドに腰掛け、小さくひとりごちた。

　今は体育の授業中──水泳の時間だ。

　のんびりとしたもので、教師は適当に監視しているだけ。二十五メートルプール、それぞれがそれぞれのレーンで延々と泳いでいる。泳ぎたくない連中は僕のように適当に水遊びをしているが、これははしゃぎ過ぎなければ注意されることもなかった。正直なところ有あり難がたい。今は泳ぎを楽しむ余裕などないし、時間はできる限り思考に費やしていたい。──里緒がいつまで無事でいられるのか、それが僕の気を急せかしていた。

　と、近くで水みず飛沫しぶきが上がり、日焼けした大柄な身体からだが浮上する。

「……ぶはぁっ！」良りよう司じだ。

「おい、見たか晶あきら！」ぜいぜいと息を荒げながら壁かべに背を預け、僕に問うた。

「何を？」意い識しきを切り替えつつ、僕は問う。

「な……見てないのか!?　俺おれが今潜せん水すいで五十メートル泳ぎきったところだ！」肩を激はげしく上下させながら、ドレッドから水滴を落とす良司。正直、何かの妖よう怪かいっぽい。というか……、

「……五十メートル？」ここは二十五メートルプールだけど。

「おう！　息いき継つぎなしで往復してやった」

　僕は無言で、ずぶ濡ぬれの大男を眺めた。

　二十五メートルならわかる。まだわかる。割と難むずかしいのではないかと思うが、人として間違ってはいない。だけど……その倍だって？

「……良司」

「何だ？　俺おれの身体能力に恐れをなしたか？」

「あとで胡瓜きゆうりを奢おごってやる」

「は？」怪け訝げんな顔をする良司に対し、僕は合点がいっていた。

「何かに似てると思ってたんだ。その髪型も考えてみればそうだ。……皿はどこに隠かくした？」

「晶、貴様……」

「幼生の頃ころから緑みどり色いろの遺い伝でん子しに刷すり込まれた相撲すもうの腕を活いかして柔道をやってるんだな？」

「そうかそんなに死にたいか」からかう僕へ、ようやく良司が頬ほおを引ひき攣つらせた。成せい績せきがいいのだからもう少し即座に反応して欲しいと思う。

「お前の死因は溺でき死しだっ！」良司が、プールサイドに腰掛ける僕の足を掴つかんだ。

　まずいな、と僕が思った直後。

「……ぷはっ！」さっきと同じように──今度は隣となりのレーンで水みず飛沫しぶきがあがり、今度はやや高い身長の女の子が浮上。顔を拭ぬぐい、水泳帽を取る。長い髪は後頭部で纏まとめられていた。息を弾はずませながら周囲を見回すその視し線せんが僕を捉とらえる。

「ねえ、今の見た!?　城き島じまっ！」やたら嬉うれしそうな顔で、芹せり菜なが水中から僕に叫んだ。

「二十五メートル！　潜水っ！」

「…………ここにもいた」

「何が？　ねえ見た？　見てた？　凄すごくない？」

　自じ慢まんげに水中で跳はねる彼女に、良司が硬直している。学校指定とは言え水着姿が刺し激げき的てきなのだろう。僕は好こう機きとばかりに掴まれていた足を振りほどき、芹菜へ言った。

「胡瓜、二本めだな」

「もう、何よそれ」どうやら僕が見ていないということを理解したのだろう。芹菜は縁ふちへ手を掛けると、そのまま身体からだを水中から引き上げ、空中で回転しプールサイドへ腰掛ける。
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「ああ……疲れた」

　良りよう司じが無言で壁かべを蹴けり、今度はクロールで発進した。恥はずかしくなって逃げたらしい。高校二年とは思えない。奥手にもほどがある。

「この季節これだけが楽しみよねー」泳ぎ疲れたのか、芹せり菜なは僕の隣となりに腰掛け、足を水に浸つけてぱしゃぱしゃと動かし始める。視し線せんは空へ向けられていた。

　僕は、そんな彼女を横目に見て──少し、良司の気持ちがわかった。確たしかに、授業中独特の空気のせいか、何となく気恥ずかしいものがある。

「城き島じま、泳いでないの？」

「ああ……まあ」

「なんで？　泳げなかったっけ？」

「疲れるから面めん倒どうなんだ」

「何それ。オヤジっぽい」けらけらと芹菜が笑い、だけど直後、眉まゆをひそめた。

「ん、どうかしたのか？」

　僕の問いへ、芹菜はどこかからかうような、一方で少し怒ったような顔で、

「ひょっとして……水着の女の子見てた、とか」

「……あ」そのせいで反射的に──。

　芹菜の身体からだを、見てしまった。

　これまであまり意い識しきしてなかったせいか、それとも普ふ段だん体格の小さな硝しよう子こが傍そばにいるせいだろうか。……いや、何と言うか、その……こうして改めて水着姿などを見てしまうと……。

「……森もり町まち」

「な、なに？」

　唐とう突とつに加速してしまった鼓動を誤ご摩ま化かそうとして、僕は目を逸そらし、小さく呟つぶやく。

「育ったよな……いつの間にか」

　横にいる気け配はいが変わった。僕は覚悟を決める。芹せり菜なはこの後、見る間に顔を紅こう潮ちようさせ、このバカ！　と怒ど鳴なり、僕をプールへ蹴け落おとすはずだ。僕はそう読んでいた。この遣やり取りで一応この場が収まる。お互いにちょっと照れてそれで終わり。

　だけど。

　ざぶん、と、水に落ちる音が、隣となりから──聞こえた。

「え……？」逸らした目を戻すと、芹菜がプールへと身体からだを沈ませている。僕を突き落とすのではなく、自分が隠かくれるように、両腕で胸を隠すようにして。

「……ばか」小さな呟きは、水の音に隠れて消えた。

「あ……え」

　そのまま芹菜は水中へ沈み、コースロープの下を潜もぐって更さらに隣のレーンへと。

　そして水面へ浮上すると、一いつ瞬しゆんだけ僕を振り返り、何だかとても気まずそうな顔でそっぽを向き、クロールで泳いで行ってしまった。

「……えっと」これは──どう反応したものだろう。

　僕は頭を掻かきつつ、途と方ほうに暮れた。読み違えたというか、浅はかだったというか──。

「おい、お前まだ泳がないのか？」コースを往復して戻ってきた良りよう司じが顔を上げ、僕に尋きく。

「ああ……今日きようはやめとく」答えるが、自分でも気が入っていないのがわかった。

「そうか」だけど良司はそんな僕の態たい度どに気付かない。

　そのまま水に身体を預け、半なかば足を浮かせて休きゆう憩けいを始めた。

「この暑いのにお前もモノ好きだな。ひょっとして泳げなかったか？」

「いや、泳げる」

「というか……お前、色白過ぎだぞ。もう少し焼けよ」

　正直、軽口が有あり難がたい。僕はスイッチを切り替えると、良司に向けて笑えみを作る。

「お前が黒過ぎなんだよ。本当にモンゴロイドか？」

「……まぁ、半分別の血が入ってるしな」

「え、本当か？」

「いや嘘うそだ」

　ああ──いつも通りの調ちよう子しが戻ってきた。

　僕は褐かつ色しよくの筋肉質を足で水に沈める。おいバカやめろと良司が慌あわてて縁ふちへしがみ付く。だけど、ふざけ合っていた良司の視し線せんが、再び二十五メートル向こうで停止した。

　つられて見た先には、水から上がった芹せり菜なと、体操服姿の鴛おし野の在あり亜あ。

　……良りよう司じの奴やつ、なんでまたそっちに視し線せんをやるんだ。さっきの芹菜の顔が妙に頭の中をちらついたので、僕は頭の中からそれを無理に追い払いつつ俯うつむいた。それを見て、良司もまた顔を引ひき攣つらせる。芹菜の方を見ている自分を僕に悟られたと思ったのだ。

　──妙に、気まずい。

「な、なあ！」その沈ちん黙もくを破ったのは良司だった。

「鴛野、水泳休んでるな。体たい調ちよう悪いのか？」視線は芹菜へと固定しながら、自分は別のことを考えていたのだと主張するように。照てれ隠かくしのための咄とつ嗟さの一言だったのだろう。

　でも──僕はそれで、一気に力が緩ゆるんでしまった。

「……おい、良司」

「ん、何だ？」

「お前は中学生か」というか、それはさすがに──中学生よりも悪い。

「……あ」自分の失言にようやく気付いた良司が、今度こそ完かん璧ぺきに身体からだを硬直させる。

「…………このバカ」

「……………………すまん」

　僕は頭を抱え、仕方ないとばかりに、良司を越えて水中へと飛び込んだ。

　──まったく。泳ぐ予定じゃなかったのに。
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　七月十日。天候は例年並みで、不快指数は標準以上。

　俗に蒸むし暑いと言われる空気は、朝を過ぎて昼になると一層強くなっていきます。感情のない私ですが、肌に纏まとわりつく湿り気と多少動いただけで促進される発汗作用が活動に悪あく影えい響きようを及ぼすことには変わりありません。三日前、マスターへかかってきた電話の件も手伝い──私は授業をこなしつつも、別の思考を重視することが多くなっていました。

　ひめひめは、まだ目を覚ましません。

　クラスメイトたちは、それでも平常通りの日程を過ごしています。八や重えさんもきみちゃんも、学校を休んではいませんでした。

　ふたりの記き憶おくは殊こと子こさんによって改かい竄ざんされていますから、これは当然です。自殺ではなく、交通事故による怪け我がで、意い識しきは戻っていないにせよごく軽傷、頭も打ってはいない──八重さんときみちゃんはひめひめの入院の原因をそう思い込んでいました。

　故ゆえに、毎日放ほう課か後ごにお見み舞まいへ行くのみ。私はそれとは別に、ひめひめに虚軸キヤストが取とり憑ついているかもしれないというマスターの推測を受けた監かん視しも兼ねていましたが。

　とは言え、ひめひめの意識が戻っていないのは事実です。

　そして、そのことだけでふたりが意気消沈するには充分で──昼休みの現在、私たちに会話はありません。一昨日おとといからこうでした。

「……はぁ」

　昼食を終え、窓の外を眺めながら、きみちゃんが大きく溜ため息いきを吐つきます。

　普ふ段だんなら、そこでひめひめが言うはずです。『君きみ子こ、あんた昨日きのう私が貸してあげた漫まん画が、読んだ？』とか、きみちゃんの気を逸そらすようなことを。

　だけどその声はなく、八や重えさんも無言。

　私も八重さんも、誰だれかが落ち込んだ時に言葉をかけるタイプではありません。そもそもこういった日常会話だって、ひめひめがいなければ成立しないのです。

「きみちゃん」私は、彼女の役割代行を試こころみました。

「……なにー？」

「五・六限目の音楽、リコーダーの実技ですよ。練習して来ましたか？」

「うん……一応ねー」

　関係のない話題を持ち掛けることで気を逸らす、彼女の得意技です。大丈夫。私はそれを記き憶おくしていますから、可能なはず。

「硝しよう子こちゃんはー？」

「私は万全です。きみちゃんのように不器用ではありませんから」

「うん……そうだねー……」だけど──気のない返事。

　普段ならここで、きみちゃんは私の言葉に反抗してくるはずなのに、それはありません。

「……硝子」それまで無言だった八重さんが、私の名を呼びます。

「無理しないでいいから」

　──無理。私には無理なのでしょうか。

　きっと──そうなのでしょう。

　私には感情というものがありませんから、機き微びが読めません。

　コミュニケーション不全です。きみちゃんが私の言葉に傷付いていなければいいのですが。

「そう……ですね」私は、思考します。

　こういうふうに遣やり取りが失敗した時、フォローを入れるのは決まってひめひめでした。

『何よ君子、私はちゃんと練習して来たわよ？　硝子のは間違いがないけど妙に機械的だからねえ。私の芸術的な演奏、打うち震ふるえるがいいわ！』とか、そんなことを言い、それに気をよくしたきみちゃんが『うー、でも、ひめひめのは前ぜん衛えい芸術っぽいからねー』などと返し『それってどういう意味よ？』とひめひめが口を尖とがらせ、八重さんが冷静に『要するに適当ってこと』と呟つぶやいて──会話が滑なめらかに回るのです。

　バランスが取れていたのだと、改めて私は認にん識しきしました。

　たかだか三カ月強の間に作り上げた人間関係。それは私にとってはさして意味を持つものではなかったはずです。慣なれない日常を送るために作り上げた、言わば一時的なものだと、そう認にん識しきしていました。ただマスターが、虚軸キヤストであり機き械かいである私に感情を植え付けようとして用意しただけの、パッチワークの偽いつわりなのだと──。

　だけどマスターは、このメンバーまで用意していた訳わけではありませんでした。

　八や重えさん、きみちゃん、ひめひめ。きっかけは成り行きだったとは言え、僅わずか十六人の女子生徒の中で、自然と形作られていったグループのメンバー。

　私はこの三人を、マスターによってではなく、自分自身で選せん択たくし、友人にしたのです。

　それは、初めてのことだったのかもしれません。

　マスターから与えられたのではなく、私が自分で選えらんだ、初めてのもの。

　受動的な機械である私が、この世界に来て初めて作り上げた、最初のもの。

「八重さん、きみちゃん……」私は、殆ほとんど反射的に呟つぶやいていました。

「ひめひめが……早く、帰ってくればいいです」

　それは、機械にしてはあまりに抽象的な、まるで人間のような言葉。

「そうだね」だけど、きみちゃんは私の手を強く握り、

「……うん」八重さんは、私の頭をぽんぽんと叩たたいてくれました。

　まるで、人間に、友人にそうするように。

　私は──体内裏面の本体である『全一オール・イン・ワン』としての私は──。

　ふたりが触れる、実軸ランナでの活動体であるこの少女の身体からだのことを、ふと思考しました。

　この世界の人間と何ら変わらない、蛋たん白ぱく質しつと水を主成分とした人間の身体。

　それは機械である私が実軸ランナへ来る際に手に入れたものであり、同時に──私が作成された世界である虚軸キヤストにいた、最後の人間の身体です。

　私は、彼女へと問いました。

　あなただったら、こういう時、何を思うのですか？

　答えはありません。だけど、きっと彼女はこう言うでしょう。

　──それくらい自分で考えようよ、と。

「……そうですね」

「うん。きっと、もうすぐだよー」彼女へと返した呟きに、きみちゃんが返事をします。

　私の口が、意図せずに緩ゆるやかな弧こを作りました。
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　午後五時を過ぎると、もう教室には誰だれもいなくなる。学校に残っている生徒は部活動に行ってしまうし、テスト前でもない今の時期、わざわざ教室で勉強しようとする人間は少ない。そもそも八月に入るまでクーラーは作動しないし、だったら自分の家で涼んだ方がいい。

　そういう訳わけで、今この時間──教室は、誰だれかと秘密の話をするのにうって付けだった。

「あんま気が乗らないなあ」

「……いいから黙だまって聴きいてくれ」

　放ほう課か後ご、僕は二年三組の教室に、速はや見み殊こと子こを呼び出した。

　用件はひとつだ。

「……で、こんなとこに呼び出して……私に何の用事なのかな、晶あきらクンは」

　殊子は机の上に行ぎよう儀ぎ悪く腰掛けながら、面めん倒どうそうに頭を掻かく。僕はそのリラックスした仕し草ぐさに表情を緩ゆるめることなく、殊子を睨にらむ。

「正直言って、僕はお前を疑ってる」

　僕は、目の前の速見殊子に、はっきりと言った。

　これが、三日間考えた末での結けつ論ろんだった。

　三日前の──僕にとっては裏をかかれたに等しい、里り緒おへの攻こう撃げき。

　それに思い至れなかったのは自分の浅はかさが原因だ。

　里緒も、殊子も、佐さ伯えきネアも、かつて敵対した舞まい鶴づるでさえ──僕は思考から無む意い識しきに外していた。心のどこかで、無限回廊エターナル・アイドルとは切きり離はなして考えていた。その上で、自分の手の届く範はん囲いにある、自分の手の内にある異物として利用しようとしていたのだ。

　あいつが里緒たちを狙ってきたのなら、それは僕にとって力を削そがれることに等しいのに。

　もし彼女たちがあいつと手を組んだのなら、僕にとってこれほどの脅威はないというのに。

　そして、そういう前提があると、昨日きのうの一連の事件は様相が大きく異なってくる。

　無限回廊エターナル・アイドルが、里緒を襲おそったこと。

　そして、それと同じ日に起きた、姫ひめ島しま姫ひめの自殺未み遂すい。

　静せい観かんして様よう子すを見ておくべきだという気持ちもある。だけど、それを裡うちに抱えたまま気を張っているよりは直じかに確たしかめた方がいい。それに、こうしておけば牽けん制せいにもなる。

「あらら」殊子は動じなかった。少なくとも表面上は──動じる気け配はいがなかった。

「……理由は幾つかある」

　僕は彼女の顔や仕草を凝ぎよう視ししながら、言葉を選えらび、紡つむぐ。

「まずは、姫島姫の自殺未遂が、里緒の件と同じ日に起きたこと」

　確かに殊子は捉とらえどころのない性格をしている。だが、少なくとも問い掛けることでの反応による変化は、僕にだって見み極きわめることができる。

「次に、お前の恋人だっていう姫島姫が、硝しよう子この友人であるということ。彼女に何か起きることで硝子は……ひいては、僕らは混乱する」

「へぇ……つまり、私が硝子に危害を加えるために、あの娘こを恋人にしたって？」

　本当なら激げき怒どしてもいいはずの殊子は、しかしそれすらも笑って受け流す。

「どう受け取ってもらっても構わない」僕は続けた。

「そして……最後の疑問だ。……お前は何で姫ひめ島しま姫ひめを元に戻さない？」

　殊こと子こは、いつものように肩を竦すくめる。

「昨日きのう説明しなかったっけ？　それ。私だって考えるところがあるんだよねぇ。事故に巻き込まれたってならともかく……あの娘こが自分で選んだんだ。どうして死のうとしたのか私にはわかんないけど、それを無む理り矢や理り引き戻して、それであの娘は、」

「……はっきり言う、『目ハ覚ラまハしラ時計』」

　僕は、殊子の言葉を遮さえぎった。彼女の態たい度どは微み塵じんの変化もない。

「お前は人の心が操あやつれる」これ以上は、茶ちや番ばんだ。

「それが……どうしたって？」人としての名前でなく、虚軸キヤストとしての形式名モデリングで呼ばれた殊子は──そこでようやく笑えみを消した。

　だから、息を吸い、もう一度吐き、はっきりと。

「そんなお前が姫島姫を自殺するように仕向けたとしても、僕は不ふ思し議ぎでないと思ってる。そして……僕らを攻こう撃げきするために、もし誰かがお前にそう頼んで、お前がそれを実行したとするなら、僕にとっては……とんでもない障害になる」

「ふぅ」ややあって、深い溜ため息いきとともに殊子は呟つぶやいた。

「信用ないな、私ってば。ま、仕方ないかも」

「……仕方ない、だって？」

　それはどういう意味なのか、僕は眉まゆをひそめる。

　だけど──、

「うん。だってさ、晶あきらクンは……私を信じてたんだから」

「……、何だと？」思わぬ返事。

　続いた言葉と浮かんだ笑えみは、もういつもの彼女に戻っている。

「信じてたから、裏切られたくない。わかってるよ、城き島じま晶。……あんたは私たちを、体ていよく利用できればって思ってる。自分自身で自分の感情を、そう分析してるんだろ？」

　彼女の言葉に、思考が止まった。

「でもね、私に言わせれば、あんたは嘘うそを吐ついてる」

　そして、黙だまり込んだ僕へ、

「あのさ、晶クン。きみさ……私のこと、好きだろ？」にやり、と笑った。

「な……っ!?」何を言い出すんだ、この女は。

「まぁ、それは冗じよう談だんとしても」殊子は不敵な笑みのまま、続ける。

「私に限らず、だけど。要するにさ。きみは私たちのことを異物だと思ってるくせに、私たちを好きになってもいるんじゃないかな？　私たちはいつか殺さなければならない存在だ。でも……心の奥おく底そこじゃ、そうじゃない。私たちに近い位置にいるが故ゆえに、私たちのことを無む意い識しきで理解したがっている。そして、私たちを……友人としても気に入っている」

　机の上に腰掛けたまま、片手で拳けん銃じゆうの形を作り、僕へ向けて、ばあん、と撃うち。

「だからこそ、私を疑った。そして、直じかにこうして確たしかめた」言う。

　──違う。

　そんな訳わけがない。こいつは何を言っている？

　僕はこいつらを利用するために自分の目の届く範はん囲いへ置いているだけだ。里り緒おは確かに友人として大事だけど、それはあくまで例外。殊こと子こや、舞まい鶴づるや、佐さ伯えきや──彼女たちまで友人にした覚えはない。そんなことがある訳がない。

　裏切られる可能性を打算した上で、体ていよく利用する。

　裏切られた時のことを考えた上で、リスクよりリターンが大きいのなら『信じる』。

　それが、僕という人間のはずだ。

　だけど、思いとは裏腹に、僕の口からは言葉が出てこない。

「里緒なんかはきみが完全に壊こわれちゃってるって、そう思ってる節ふしがあるけど……私の見解じゃ違うな、城き島じま晶あきら。きみはまだまだ壊れちゃいない。最後の一いつ線せんで、人としてとてもまともだ。そうじゃなければ、日常を守るだなんて、そんな戯たわ言ごとを公言できる訳がないんだ。

　いい？　私たち虚軸キヤストにとっては……本来、日常なんて、もうとっくに終わった存在なんだ。固こ執しつするまでもない、空になったジュースの空き缶みたいなものだ。そんな、ゴミにしかならないようなものに興きよう味みを示し、執着する……それこそ、人間の証しよう拠こだ」

「だったら……」僕は、にこやかに微ほほ笑えむ殊子へ、ようやく声を絞り出した。

「だったらお前はどうなんだ、速はや見み殊子。お前はこの日常を……たとえば姫ひめ島しま姫ひめのことも、どうだっていいと……そう思ってるのか？」

「……さあね」しかし、殊子はそっぽを向き、

「晶クン、『うたかたの日々』読んだことある？」

　話を逸そらすように、だけど本質はまだ終わっていない、そういう口く調ちようで話題を変える。

「ボリス・ヴィアンのか？」

「そうそれ。……ねえ、あの話の中で、クロエが睡すい蓮れんに取とり憑つかれた時……コランは果たして、本当にクロエが治って欲しいって思ってたのかな？」

　病やまいに蝕むしばまれたクロエを姫島姫に、その恋人のコランを自分に喩たとえているのだろうか。

　謎なぞ掛かけの意味を考えながら、僕は返事をした。

「そんなことは知らない。だけど少なくとも、病気にならなければふたりは幸せだった」

「そう。その『幸せ』って感情が……私には欠落してるんだ」

　──欠落。

　殊子は窓の外を眺めながら、韜とう晦かいするように言った。

「私はクロエに恋をして、だけどクロエの肺に睡蓮が巣す食くっても、不幸だとはあまり思わない。確かに悲しいし、クロエのためなら銃を育てるのも厭いとわないし、死人の名前を事前に教える仕事だってやるだろうな。でも……だからといって、かつての幸せを取り戻そうとはどうしても思えないんだ。だって私は日常から一歩踏み出した存在だから。そうだね……もし仮に、次の日に死ぬ人間のリストにクロエが載のっているのを見ても……それを告つげに行きさえしなければクロエの死を延ばせるとしたら？　そうしたら、コランはどうすると思う？」

　肺に睡すい蓮れんを飼い、弱ったクロエ。コランの恋人。

　治ち療りようの費用は底を尽き、やがてコランは、次の日に死ぬ人間の名前をその家族に知らせにいくという仕事を始める。そしてやがて、死者の予定表の中に、コランはクロエの名を見付けてしまう──だけど、破滅の途と中ちゆうでその時間を止めることができたら、そういうことなのだろうか。病床にいる恋人を、もし、ずっと自分の許もとへ留とどめておけるとしたら、と。

　破滅を巻き戻すことはできないけれど止めることはできる、殊こと子こはそう言いたいのか？

　でもね、と。僕が考え込んでいると、嬉うれしそうに殊子は笑った。

　腰掛けていた机から飛び降り、スカートを叩はたいて直し、それから不意に僕の方へ近寄り、

「晶あきらクン」

「……え？」近寄り──、

　呆あつ気けに取られる僕の顎あごへその細い指を這はわせ、まるで接せつ吻ぷんするかのように唇くちびるを近付けて──猫科の猛もう獣じゆうのような瞳ひとみを細めながら、耳元で、囁ささやくように呟つぶやいた。
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「私はきみの胸にも睡蓮を咲かせてみたいと、ちょっとだけ思ってるんだよ？」

「……な……！」その意味に気付き、僕は思わず狼狽うろたえる。

「どういうつもりだっ……！」思わず顔を引きその指先を払うが、

「ふふ、可愛かわいいなぁ。……そういうとこ、好きだよ」殊こと子こは動じない。

「でも、気を付けた方がいいかもね」

　接近はものの一秒弱で終わった。

　殊子は身体からだを離はなし、踵きびすを返すと、そのまま教室の外へ向かって歩き出す。

「待っ……」まだ話は終わっていない、そう叫ぼうとしたが、

「他ほかのものに気を取られ過ぎてると、きみの大事なものの肺にも、咲いてしまうよ……睡すい蓮れん」

　──比ひ喩ゆだらけの、教訓じみた、恐らくは意味のない言葉。

　だから僕は、咄とつ嗟さに殊子の背中へ、同じ調ちよう子しで言う。

「……あんたこそ気を付けとけ、先輩。クロエは……少なくともクロエ自身は、もう一回元気になりたがってた、それは確たしかなんだから」

「肝きもに命じとくよ」その言葉とともに、殊子は教室を去っていった。

　韜とう晦かいと欺ぎ瞞まんと詭き弁べんに満ちた遣やり取りだった。だけど、僕は結局、確かく信しんを得ないまま──それでもぼんやりと、殊子のことを信じてもいいのかもしれないと、そう思ってしまった。

「……やれやれ、だ」大きく溜ため息いきを吐つく。

　これじゃあ、完かん璧ぺきに乗せられてしまっている。

　とは言え、どっちみち──釘くぎを刺すことはできただろう。仮に速はや見み殊子が無限回廊エターナル・アイドルと通じていたとしても、僕が警けい戒かいしているということは伝わった。動きを制限することはできる。

　そう考えつつ、里り緒おの見み舞まいにでも行こうかと鞄かばんを手にしたその時だった。

「あ、あ、あの……」消え入るような声とともに、がた、と。殊子が出て行った扉とびらとは反対側、教室上かみ手ての出入り口にいつの間にか立っていた影かげが、小さな物音を立てた。

　僕は瞬しゆん時じに緊きん張ちようする。だけど順光に照らされてよく見えるその姿は知人のものだった。

　そこに立っていたのは、クラスメイトで、芹せり菜なの親友──、

「鴛おし野のさん？」鴛野在あり亜あだった。

「えっと……どうしたの？」もしかしてさっきの会話を聴きかれたかもしれないと、僕は少しだけ警戒した。もちろん僕も殊子も、教室の外に漏もれない程度の声こわ音ねで話していたし、仮に聴かれていたからといって困るようなことは喋しやべっていない。

「あ、あの」ただ、彼女は妙に狼狽えている。

　──いや、いつものことかもしれない。

「鴛野さん、忘れ物？」僕は、それとなく尋たずねた。

「あ、その、え、は、はいっ」鴛野は猫ねこ背ぜを直立させ、再びゆっくりとまた猫背になって、

「ロッカーに、その、教科書を……」

　俯うつむき、ゆっくりと両手を胸の前で握り、そのまま指先を弄いじり始める。

　本当なのか嘘うそなのか、すぐには判断できない。

　とは言え──そこまで警けい戒かいすることもないだろう。この一カ月で、少なくともうちの学生の九割は里り緒おに確かく認にんさせている。彼女も同様だ。虚軸キヤストではない。

「そう。……窓、鍵かぎ締しまってるから。確認しなくていいよ」僕は笑えみを作って言い、そのまま彼女の立っている教室の入り口へと歩いた。何な故ぜか鴛おし野のは妙に狼狽うろたえている。

　ひょっとしてこれは本格的に、さっきの殊こと子ことの遣やり取りが見られていたか──？

　内心で舌打ちしつつ、何か言いたげで固まっている鴛野の脇わきを抜け、廊下へ出て、

「……あ」予期していなかった姿が視界に入り、僕は足を止めた。

「あ、そ……その」鴛野が言いい訳わけじみた声で何か言っていたが、答えられなかった。

　前方約十五メートル先、廊下の角から、まるで逃げるように階段へと消えた人ひと影かげ。

　背の高い、髪を頭頂部近くで括くくった、見間違えようのないシルエット──。

「…………何でまたこんな時に」僕は、思わず頭を抱えた。

「そ、その……別に覗のぞき見するつもり……は」

「いや、いいんだ」そっけなく口にしたつもりだが、狼狽えているのが自分でもわかる。

　気け配はいに気付かなかった僕も僕だ。

「あ、あの、城き島じまく……」

　ひとりで歩き出した僕の背中へかかる声に片手を僅わずかに上げて応こたえ、僕は急いで去って行った人影を追う。二階から階段を下り、一階へ。玄関口に差し掛かってようやく、靴くつ箱ばこからスニーカーを取り出そうとしている彼女の隣となりに、さりげなく立った。

「……ど、どうし……いや、い、今から帰るとこ？」

　僕の姿を見た彼女、森もり町まち芹せり菜なが、狼ろう狽ばいした声をあげる。

「ああ、……うん」僕は言い、直後──どうしたものか、と、はたと気付いた。

　咄とつ嗟さに芹菜を追い掛けてみたはいいものの、そもそも僕は芹菜の幼おさな馴な染じみでしかない。弁明をしなければ、誤解を解かなければ、そう焦あせりはしたが、弁明してどうするというのだろう。

　僕が速はや見み殊こと子こと話していたのを見られたかもしれないが、芹菜にとってそれはどういう意味を持っているのか。それをまったく考えていなかった。

　──だけど。

　さっきの教室。鴛野在あり亜あだけがあそこにいて、逃げ遅れたといった様よう子すだった。

　つまりそれは、芹菜が鴛野を置いて行ってしまったということだ。そして、だとしたら、鴛野のことも気にかけられないほど、芹菜は──。

「なあ、さっき……二階の廊下にいたの見たんだけど」

　考えた挙あげ句く、口にしたのは、そんな直接的な言葉だった。

「……え？　気のせいじゃない？」対する芹菜の返事は、他よ所そ他よ所そしい。

　あからさまな嘘うそだ。鴛野を置き去りにしてしまったことにさえ思い至っていない。

　不意に思い出す。

　今日きよう、水泳の時間に見せた彼女の表情。僕へと見せた、全然らしくない仕し草ぐさ。

　そして、今ここで狼狽うろたえている、これもらしくない表情。

　まさか……。だけど、否定しつつも、ひょっとしたらとも思う。

　僕は──意を決して、言った。

「あれ、ただの先せん輩ぱいだからな。あいつは誰だれにでも馴なれ馴なれしいだけだよ」

「……先輩に『あいつ』とか言うの？」

　対する芹せり菜なの返事にはタイムラグもない。

「あ、いや、そうじゃない」

「……あたしの姿も、見間違いだよ」口くち籠ごもる僕へ、次の一言。

　いつもからは想像できないほどに暗い声で、どこか怒ったように、芹菜は目を逸そらした。

「僕が森もり町まちを見間違うなんて、ある訳わけない」

「え？　……それって……」返した言葉に、彼女の声が明るくなる。

　だけど、直後。

「あ……幼おさな馴な染じみだから……か」

　消え入るような呟つぶやきは、たぶん本人も意図していなかったものなのだろう。

　不意に芹菜は、笑え顔がおを作り──あはは、と。

「そうだよね。昔から一いつ緒しよにいれば厭いやでも覚えちゃうよねえ」

「あ……いや」僕は言葉を失なくす。

　そうじゃない、と思った。

　僕は、ずっと──芹菜を見てきた。

　確たしかにそれは、子供の頃ころから一緒にいたからだったのかもしれない。だけどあの頃の僕は、何となく目に入っていたから芹菜を見ていた訳じゃなかった。

　あの頃。まだ、硝しよう子こが家に来る前。僕の前に現れて、僕を固定剤リターダにする前。

　彼女の笑顔を、仕草を、髪を、行動を、意い識しきして見ようと眼で追っていた時期が、僕には確かにあった。それはもう記き録ろく的てきな記き憶おくとしてしか残っていなくて、当時の感情は今の僕の心からは綺き麗れいさっぱり消えてしまって──硝子の固定剤リターダになったことで欠落してしまったけれど、それでも、見るだけで心しん臓ぞうが高鳴っていたという過去を、僕は覚えている。

　高鳴りを思い出すことはできないけれど、覚えている。

　だから、忘れてしまった後でも、大事にしようと決めた。

　芹菜は僕に残った、唯ゆい一いつの日常なのだから。

　僕がしがみついている、僕を日常へ繋つなぎ止める細い糸なのだから──。

　言おうとした。そういう意味なんかじゃない、と。

　後ろ姿を一目見ればわかるのは、単に過ごした時間が多いからじゃない、と。

　だけど──。

　理性が、それを押し止めた。

　言えない。

　僕は彼女のことが大事だ。昔とは意味合いが違うけれど、絶対に守りたいと思っている。

　でも、だからといって──関かかわってはいけない。必要以上に近付いてはいけない。

　日常から逸脱してしまった僕に、芹菜が近付いてもいけない。

「ま、いいんじゃない？」彼女の言葉。白しら々じらしい笑えみは、嘘うそだった。

　僕にとってはすぐに見抜ける嘘だ。顔を見ればそれだけでわかる。

「彼女さんとかじゃないってのはわかったから。あっちゃん、そういうの嘘うそ吐つかないだろうし？　……まあ、それって、あたしには関係ない……のかな」

　寂さびしげに芹菜は言う。

　関係なくはない、と言おうとした。でもそれは絶対に口にしてはならない。

　関係ないね、と突き放すべきだった。でもそれさえも僕にはできなかった。

　もう、僕にはわかっていた。さっきの体育の時間に見せた表情と、今の仕し草ぐさから。

　いや、違う。

　僕はたぶん──最初から気付いていた。

　芹菜が、僕のことを、どう思っているのかを。

　昔からずっと一いつ緒しよにいた僕のことを、幼おさな馴な染じみとしてではなく──、

「じゃ、あたし、部活あるから。また明日あした！」元気な声で、芹菜は僕に手を振った。

　鴛おし野ののことにも思い至っていない。空から元げん気きだというのが厭いやでもわかった。

「……ああ」

　僕はそれに、無む理り矢や理りにこやかな笑え顔がおを作って手を挙あげ、応こたえる。

　すべてが嘘だ。どちらともが嘘だとわかり切った嘘だ。

　そしてそれは、たぶん、優やさしい嘘で、だからこそ残酷で。

　芹菜が見えなくなってから、僕はスニーカーを玄関へ放り投げた。

　靴くつは空そら々ぞらしく転げ、逆さかさまに止まる。
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　点滴を取り替えにきた看かん護ご婦ふさんが、そろそろ面会時間は終わりよ、と言い、私たちは時間がかなり押していることを知りました。いつの間にか体内時計を認にん識しき外がいに置いていた自分の機き能のう不全をひとり自覚し、私は立ち上がります。

　八や重えさんときみちゃんと、三人連れ立って病室を出、病院の前にあるバス停へ。

　そこが解散場所です。きみちゃんの住居は市の外れにある集合住宅、八重さんの住まいは学校近くの住宅街。私と八や重えさんの家は同じ方向なので、普ふ段だんなら一いつ緒しよのバスに乗るのですが、八重さんは、今夜は用事がある、とのことでした。

　デートですか、とこっそり尋きくと、思い切り顔を赤らめていました。最近ひめひめのお見み舞まいにかまけて会っていないそうで、今日きようはその埋め合わせを兼ねて外で食事をするそうです。病院で私服に着替えていたのである程度予想していましたから、あまり遅くまでうろうろして補ほ導どうされないようにと忠告だけはしておきました。

　時間的に私の乗るバスが最も遅かったので、今はひとり。

　ベンチに座り、時刻を確かく認にんしました。午後七時四十一分。バスが来るまでは後五分です。

　この間に無限回廊エターナル・アイドル、もしくはそれと近しい虚軸キヤストに襲おそわれる可能性もゼロではありません。周囲の警けい戒かいは緩ゆるめずに、私はじっと五分後を待ちます。

　それにしても──ひめひめの眠る病室で過ごす時間が、八重さんときみちゃんにストレスを与えているのは間違いなく──この三日間は、そういう意味で、問題ありです。

　何な故ぜ、ひめひめは自殺など起こしたのでしょう。最初の一日以来警けい察さつも病室へは来ていないので、捜そう査さに進展があったかどうかも不明です。虚軸キヤストが、ひいては無限回廊エターナル・アイドルが関与している可能性も大きいので、ご両親に尋くべきかを検討しましたが、倫理的に問題がある上にご両親の精神状じよう態たいも不安定なので、結局まだできずにいます。

　こういう時に殊こと子こさんが動いてくれるのが最も効率的なのですが──こちらの都つ合ごう通りに動いてくれるとは限らないのが、彼女の扱いづらいところでしょう。『ちゅー一回』も持ち掛けましたがはぐらかされました。無む論ろん、マスターに内ない緒しよでですが。

　そもそも、何な故ぜひめひめは、自殺などしようとしたのか。

　見てもいないその時の光景が、私の得た情報を元に、映像として脳内で再生されます。




　屋上に、たったひとり立つひめひめ。

　制服のまま、コンクリートの上を歩く姿。

　周囲には誰だれもおらず、孤独にフェンスへ足を掛け、そして、

　身体からだがひとつ、ビルからアスファルトへ落下し──、




　──映像としては繋つながるのに、そこにリアリティはありません。

　私の得たひめひめという人間の持つ性格と、自殺という概がい念ねんに齟そ齬ごがあります。

　ましてや理由すら、私には推測不能でした。

　と──そんなことを考えていると、背はい後ごから歩み寄ってくる人ひと影かげを感知しました。

「……何か用ですか？」

　体型と挙動が既き知ちと一致したので、私は振り向かずに問います。

「無防備かと思ってたら、案外隙すきがないのね」すぐに返ってくる、高圧的な言葉──。

　舞まい鶴づる蜜みつは、そのままベンチを回り込んで、私の前に立ちました。

「さすが機き械かい人形。後ろにも眼があるのかしら？」

「三次元空間の熱ねつ源げん感知は有機体の視覚で確かく認にんせずとも可能です。効率に無む駄だが多いので普ふ段だんは控えていますが……現在は警けい戒かい態たい勢せいですので」

「無限回廊エターナル・アイドルが来るかもしれないから？」

「そうですね。……で、わざわざこんなところまで来て、何の用ですか？」彼女の住まいと病院とは決して近くありません。制服姿を見るに、まだ家には帰っていないのでしょう。

「もう日が暮れています。ご両親が心配しますよ」

「ふん、余計なお世話は結けつ構こうよ。……それに、あいつらは心配なんてしやしないわ」

　嘲あざけるような笑えみを浮かべ、蜜は私の隣となりへと座りました。

「あなたも警戒するに越したことはありませんよ、舞鶴蜜。……そろそろ無限回廊エターナル・アイドルも、新しい固定剤リターダを手に入れている可能性が高いですから」

「固定剤リターダなしでそんなに何日も存在できるだなんて、まったく出で鱈たら目めな存在だわね」

「……詳細は不明ですが、マスターはそう定義しています」

　なるほど、と蜜は呟つぶやきました。もちろん、鼻で笑うというオプションも忘れてはいませんが。──彼女が無限回廊エターナル・アイドルと結託している可能性もゼロではないので、私はいつでも逃げられるように、有機体と本体との連結を密ひそかに強めます。

「警戒しなくてもいいわよ。そんな訳わけのわかんない奴やつと手を組むつもりはないわ」

　そんな私へ、蜜が苦にが々にがしげに、

「ちょっと忠告しようと思ってね」だけど、妙に素直な声で、言いました。

「……やけに正直ですね。熱でもあるのですか？　舞鶴蜜」

「っ失礼ねあんた！」

「いえ、可能性としては高かったもので……」

「……あんた少しは言葉の機微ってのを心得た方がいいわね。友達無くすわよその内」

「友達のいないあなたに言われても」

「煩うるさいわねっ！　殺すわよ機械人形！」気け色しきばむも、蜜に普段の殺さつ気きはありません。

　ややあって、漫まん才ざいに付き合ってる暇ひまはないのよ、と吐き捨て、蜜はそっぽを向き、

「……殊こと子このことよ」ひとりごとのように、呟きました。

「殊子さんの？」

「そう。あんたのご主人様はどうもあの女を疑ってるみたいじゃない。それが間抜け過ぎて見ていられなくてね。……あいつは、無限回廊エターナル・アイドルと手を組んだりはしてないわ」

　それは、声こそ小さかったものの、断定でした。

「……証しよう拠こはあるのですか？」

「物証はないけど」

「では、何な故ぜ？」

「あいつは誰だれかと手を組むような、そんな女じゃない」自信に満ちた声で、蜜みつは言います。

「あんたたちに協力してるのは殆ほとんど例外みたいなもんよ。あいつは本来、誰にでも馴なれ馴なれしい代わりに、誰にも近付かない。世界に……自分以外の世界に関かかわりたがるけど、絶対に介入しないの。雲みたいなもんよ。……昔から、そう」

「それで……確かく信しんを？」

「あんたの固定剤リターダと似てるわ」私の疑問へ、

「城き島じま晶あきらは、日常を取とり繕つくろってる。相あい容いれる訳わけがない日常にどうにかして溶け込もうとしてる。無む理り矢や理り自分の針を隠かくす針鼠ヘツジホツグみたいにね」嘲あざけりにも似た声で、

「殊こと子こは逆なの。針で相手を突いて面おも白しろがるけど……絶対に周囲を傷付けるまで深入りしない。相容れない日常の中、その特異さで自分を目立たせておいて、そのことで日常を傍ぼう観かんしようとしてる。方向性は逆だけど、みっともないって点ではそっくりよ。……だからかしらね、あいつがあんたたちにだけ協力するのは」そう言って──は、と笑いました。

「どっちも、自分の針を誤ご摩ま化かしてるってのは変わんないけれど。よくもそんなことができるものね。まったく反へ吐どが出るわ」

「舞まい鶴づる蜜、マスターを侮ぶ辱じよくするのは……」

「針鼠ヘツジホツグの針ってのはね、日常敵を刺し殺すためにあるの」

　私が言い掛けた言葉を無視し、蜜は星空を見上げました。

「それなのに、その敵と仲良くしようだなんて。本当にみっともないわ」

「……舞鶴……蜜？」

「とにかくよ」彼女は視し線せんを戻し、再び私を睥へい睨げいの視線で見詰めます。

「あいつはね、本当は日常を壊こわす度胸なんてありはしないの。だからあんたの固定剤リターダが疑うだけ無む駄だ。そこに注意するなら、もっと別のことに気を払った方がいいわ」

　──それを言いに、彼女はわざわざここまで来たのでしょうか？

　私が問おうとしたその瞬しゆん間かん、

「バスが来たわね」エンジン音が聞こえ、蜜ははぐらかすように立ち上がりました。

「ま、今回……私は手を出すつもりはないわ。何だか面めん倒どうそうだし、殊子がいるんじゃあ暴あばれても気分が悪いだけだもの。有識分体分裂病も寝込んでるそうだし……何が起きようと、何を起こそうと、あんたたちだけでどうにかすることね」

「助けてくれるつもりだったのですか？」

「……違うわよバカ。せいぜいみっともなく取り繕うがいいわって言ってるのよ」

　停留場に到着したバスが、出入り口を開きます。

「じゃあね。機き械かい人形」蜜は会話をやめると、そう吐き捨てました。

　私は彼女へ「では」とだけ挨あい拶さつし、バスへ乗り込むと、近くの席に座ります。

　窓を開け、感かん謝しやの言葉を告つげた方がいいかもしれない。

　そう思考し、視し線せんを窓の外へと移しましたが、舞まい鶴づる蜜みつの姿はもうなく──後には無人のベンチと、蛍けい光こう灯とうに突進を繰くり返す蛾がが、夜の闇やみに浮かんでいるだけでした。

　──あっという間に消えましたね、しかし。




　バスに揺ゆられて帰宅した時には既すでにマスターも家にいたので、冷凍食品をレンジで解凍して夕食にしました。ここ数日は私がひめひめのお見み舞まいに行っていることもあり、常に手抜きです。ちなみにこういうのを良りよう妻さい賢けん母ぼと形容するそうです。テレビドラマで学習しました。

　ともあれ食事をし、入浴を済ませ、先日マスターに大量に買わせたプリンをデザートとして食してから簡かん単たんに居間の掃除をして課か題だいをやっつけもう一度プリンを食すと、もう時間は二十二時。普ふ段だんよりも三時間ほど遅延していますが、問題はありません。

　マスターは今日きようはテレビを点つけずに居間で本を読んでいました。ボリス・ヴィアンの『うたかたの日々』。何な故ぜフランス文学なのかは謎なぞですが、問う必要性もないと判断。と言うよりも、用事があるので一時没収です。えいっ。

「おい、何するんだお前!?」苦情を無視して、私はソファへ腰掛けてから、先さき程ほどの舞鶴蜜の言葉を伝達開始。一通り話をした後で、信しん憑ぴよう性せいがあるかどうかは不明だと付け加えます。

「……そうか」

　私が黙だまるとほぼ同時、マスターは──大きな溜ため息いきを吐つき、小さく頷うなずきました。

「実のところ、僕もあいつが敵だって断定してる訳わけじゃない」

　疑うのをやめた訳ではないが、可能性は下げてみよう。言外にそんな意味を込めた顔。

　私は、それに頷き返します。

「私もです、マスター。殊こと子こさんの行動や言動は確たしかに分析不能なほどに奇き矯きようですが……無限回廊エターナル・アイドルに協力するメリットや目的が見当たりません」

「僕もそう思う」マスターは私の意見を受けて、確かく信しんをやや強めたようでした。

「姫ひめ島しま姫ひめのことは関係ない可能性もある。あいつは単に里り緒おの一時不在を狙ねらい、その間に何か仕掛けてくるつもりだとも考えられる。……断定するのは危険だけど」

「ここ数日が山場という訳ですか？」

「僕はそう思ってる」マスターは俯うつむき、拳こぶしを握り、

「あいつが僕のことをどう見ているかはわからない。けど、少なくともあいつは、僕にちょっかいをかけたがってる。だったら、向こうから仕掛けてくる可能性の方が高い」

　悠ゆう長ちように言ってもいられないけれど、と、マスターは歯は咬がみしつつ、頭を掻かきます。

　確かに、里緒さんの容よう態だいは思わしくなく、放っておいて回復する見込みは低いのですから。

「本当に最悪の場合、佐さ伯えき先生に力を使ってもらう手もあるしな。危険だけど」

　つまり、佐伯先生の力で、因果が消滅していないのを無視し里緒さんを一時回復させるということ。里り緒おさんを蝕むしばむ病やまいを作った原因である虚軸キヤストを消滅させない以上、制限時間を越えると症状が悪化して再度里緒さんに襲おそい掛かってきますが、その隙すき間まを利用して、里緒さんが『有識分体分裂病』の分裂を最大限に利用し、病だけを別の身体からだに移せば、或あるいは──。

　危険が大きいのは確たしかですから、最後の手段ですが。

「仮に仕掛けてくるのなら、ひめひめも利用して……というのが可能性高いでしょうか」

「そうかもしれない。だからこそ殊こと子こに動いて欲しいんだが……あいつ、何を呑のん気きに構えてるんだ？　だいたい、あいつが姫ひめ島しま姫ひめを目覚めさせればそれで済む話なのに」

「そのことですが、マスター」

　ひめひめのこと──私は今日きようの病室で思考していた対応策を、マスターに切り出しました。

「殊子さんは、ひめひめが目覚めるのを先延ばしにしたがっているのではないでしょうか？」

「ああ。その可能性は僕も考えてた」

「だとしたら……ひめひめにもう少し眠っているような暗示を施ほどこすように、殊子さんへ提案するのは如何いかがでしょう？　仮にひめひめが虚軸キヤストに侵しん蝕しよくされていたとしても、少なくともこれで、無限回廊エターナル・アイドルの思おも惑わくにずれを施すことができます」

「そう……だな」マスターは納なつ得とくしたように首しゆ肯こうしました。

「お前の『武器』が今の姫島姫に使えない以上、それが最善かもしれない」

　私の体内に内ない蔵ぞうされている、不定量子回路。そこから任意の武器を構こう築ちくするのは簡かん単たんです。しかし、虚軸キヤストが相手の場合、それがどんな力を持っているか、固定剤リターダのどこに食い込んでいるか、それをマスターが理解しないと武器に具体的な力を持たせることができません。虚軸キヤストであるか固定剤リターダであるかもわからない相手に武器をふるうのは、人体の破は壊かいでしかないのです。

　どちらにせよ、今回、行動の鍵かぎを握っているのは間違いなく殊子さんで──、

「……普ふ段だんはてきぱきと行動するのに、自分のことになると迷うのですね、あの人は」

　半なかばひとりごととして口にした言葉に、マスターはまったくだ、と相あい槌づちを打ちます。

　彼女が敵であるという可能性も捨て切れませんが、そうではない方が望ましいのも確か。

　私の思考回路内における、彼女に対する思考の優ゆう先せん順位は決して低くありません。

　友人が敵になるという事じ態たいは、可能な限り回かい避ひするべきでしょう。
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　夜の十時を越えたその頃ころ、速はや見み殊子は自宅の自室で、着替えていた。

　カーテンを閉め、帰ってからずっと着ていた制服を脱ぎ捨てる。汗を吸ったＴシャツも、鬱うつ陶とうしいブラも全部取り払い、ショーツ一枚になって背伸びをひとつ。

　姿すがた見みに映るのは、痩やせ形で背の高い、均きん整せいの取れた身体だ。

　まるで猫科の猛もう獣じゆうのような、しなやかな肢し体たい。

　彼女は、自分の身体からだをぼんやりと見ている。

　目立つのは、左乳ち房ぶさの上から肩、背中の肩けん甲こう骨こつにかけて帯状に点々とする、華はなの模様。

　──入いれ墨ずみ、だった。

　殊こと子こはふと思う。これを初めて見た時、姫ひめは何と言っただろう、と。

『これ、何ですか？』確たしかそんな、ありきたりな言葉だった。

　あの娘こはいつだってありきたりだったから。

『本当に彫ってるんですか？』そう言って、触ろうとした。

　だから触られる前にキスで黙だまらせた。それ以上のことはしなかったし、それだけでよかった。ありきたりに頬ほおを染そめ、ありきたりに黙り込み、その後、ありきたりに剥むくれた。

　ふたつにまとめた髪の毛は、それもありきたりで──だからこそ、殊子にとって可愛かわいらしいものだった。もう自分にはない日常を持っているから、そう思った。

　撃げき墜ついマークだよ、と。殊子は姫の頭を撫なでながら、そう告つげた。

『撃墜マーク？』

「……そう、撃墜マークだ」姿すがた見みに映る自身の裸ら体たいを見詰めながら、ひとりごちる。

　現在、七つ。

　付き合って、別れて、その度たびにひとつずつ増やしてきた。生産的とは言えない関係を彼女たちに強要した償つぐないのように、自分の身体に一生消えないものを刻み続けてきた。

　ふと、鏡かがみの横にある本棚を見み遣やる。

　そこには、姫から借りた漫まん画が本ぼんが数冊、綺き麗れいに収まっていた。

　確か内容は陳腐なものだったと思う。男の子と男の子が恋をするような、そんな、少しだけ倒とう錯さく的てきで、少しだけ夢見がちな──まるで、姫ひめ島しま姫という人間、そのもののような。

「これで……八つめに、なるかな」

　近い内、目覚めさせなければならないだろう。

　王子様のキスは、だけど、決してハッピーエンドの幕なんかではない。

　だって殊子は王子様なんかではないし、殊子のキスはむしろ毒どく林りん檎ごの類たぐいなのだから。

　夢から目覚めるというのなら、姫は現実へ帰るのだ。

　そもそもハッピーエンドなんて現実のどこを探しても欠片かけらも見当たらない。

「寂さびしいなあ」笑った声は、どこか他ひ人と事ごとだった。

　いつだって彼女は、笑ってやり過ごしてきた。飄ひよう々ひようと誤ご摩ま化かして、日常の表層でふわふわと浮かび、時折下界にちょっかいを出しては、面おも白しろがってまた笑う。

　そんな人生を、速はや見み殊子という人間は、ずっと送ってきた。

「生き方を変える気はないけど、ね」ひとりごちて、シャツを羽は織おる。

　部屋の電気を消して、ふと思った。

　もしかしたら、いつか自分も、孤独に怯おびえる日が来るのだろうか。

　そうしてひとりに耐え兼ねて、虚軸キヤストの──『目ハ覚ラまハしラ時計』の力を使って誰だれかの心を操あやつり、恋人にしてしまう日が来るのだろうか。自分ひとりの欲望には決して使ってこなかったこの力を、自分ひとりのためだけに行使してしまう日が。

「そうなったら、殺してもらわなきゃね」

　舞まい鶴づる蜜みつにか。柿かき原はる里り緒おにか。城き島じま晶あきらにか。それとも──他ほかの誰だれかに？

　ともあれ、それはまだ、今日きようでも明日あしたでもないだろう。

　殊こと子こは部屋のドアを開け、廊下へと出た。

　後にはただ、静せい寂じやく。

　廊下から扉とびら越ごしに洩もれる鼻歌が部屋に僅わずかに響ひびき、その無音を助長する。
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　自室のベッドの上に腰掛けたまま、鴛おし野の在あり亜あは携帯電話を握にぎり締しめていた。

　後こう悔かいや不安や恐怖や、そんな感情が綯ない交ぜになって心しん臓ぞうが破裂しそうだ。

　だけど、不ふ思し議ぎと、やっぱりやめておこう、とは思わなかった。

　在亜の気を前向きにさせているのは──不条理に対する怒り、だった。

　今日きようの放ほう課か後ご。

　森もり町まち芹せり菜なとふたりで、在亜は教室へと行った。一いつ緒しよに帰ろうと玄関まで行ったのだが、急に携帯へとメールが入ったのだ。アドレスは、例のコミュニティのものだった。

　こうあった。

『あなたの望むものが教室にあるから、今すぐ戻りなさい』と。

　半信半疑だったが、芹菜に忘れ物をした、と嘘うそを吐つき、在亜は教室へと向かった。待っていて、と頼んだにも拘かかわらず、芹菜も付いてきてくれた。

　だけどそこで見た光景は、在亜の望むものではなかった。いや──結果的にこうして決心がついたのだから、メールの本文自体に嘘はなかったのかもしれない。あの人に上う手まく乗せられた気がするが、一歩を踏み出せたことに変わりはないのだから。

　教室で、在亜と芹菜の見たもの。

　それは、城島晶と、見知らぬ女の先せん輩ぱいの姿だ。

　まるで恋人のように親しげに、身体からだを近付けさせて、話しているふたりの姿だった。

　その時のことを思い出すと、どうしようもない気分になる。

　僅わずかに開いた扉を開け掛け、声に気付き硬直する芹菜の後ろ姿は明らかに緊きん張ちようしていた。まるで恋を語り合っているようなふたりの姿に青ざめる彼女は、見ていられなかった。そして、先輩が教室を出た後──城島晶がこちらへ近付く気け配はいに、在亜のことも忘れ、狼ろう狽ばいして逃げ出してしまう親友の悲しげな顔は、目に焼き付いて離はなれない。

　世界はどうしてこうも上う手まくいかないのだろう、と思った。

　森もり町まち芹せり菜なが、幼おさな馴な染じみである城き島じま晶あきらのことを異性として意い識しきしているのは知っていた。

　そして、クラスメイトの敷しき戸ど良りよう司じが、芹菜のことを意識しているのも知っていた。

　当たり前だ。いつだって遠とお目めから、こっそりと見ていたのだから。

　自分の好きな人は、自分の親友のことが好きで。そして自分の親友は、別の人を好きで。

　私の感情はどうでもいい、と思っていた。どうせ叶かなう訳わけがないのだから、無視してしまおう、と。それどころか、芹菜と敷戸良司が上手くいけばいいとさえ願ねがっていた。だって、そうすれば、少なくとも彼は今よりも自分に近くなるのだから。

　でも、怒りと悲しみの中間の表情で駆かけ出す芹菜を見た時──在あり亜あの気は変わる。

　城島晶のことが、たまらなく妬ねたましくなった。

　どうして彼は、芹菜のことをああまで掻かき乱せるのだろう。

　彼の一挙手一投足に芹菜は反応する。優やさしくされれば喜び、冷たくされれば悲しみ、からかわれれば剥むきになって、水着姿を見られただけで真まっ赤かになって──。

　対して自分はどうだろう。中学の頃ころから一いつ緒しよにいながら、芹菜の感情をそこまで動かすことができているだろうか？　できてなんかいないと思う。

　それどころか、どんなに頑がん張ばっても芹菜を喜ばせることすらできない。昨日きのうの自習時間もそうだった。城島晶の従妹いとこを心配する芹菜を励まして落ち着かせたのは、中学時代からの友人である自分ではなかった。敷戸良司と緒お方がた美み弦つる──高校に入ってからのまだ付き合いが浅いクラスメイトだ。在亜はただ黙だまりこくって、その遣やり取りを見詰めていただけに過ぎない。

　どこまで行っても孤独な自分が、唯ゆい一いつ持っているホットライン──森町芹菜。

　彼女のようになりたいと思った。彼女ともっと仲良くなりたいと願った。彼女に幸せになって欲しかった。彼女を通じて自分は世界と繋つながっていられるのだと信じていた。

　だから、奪い返さなければならない。彼女を縛しばり付けている、城島晶から。

　家に帰ってすぐ、在亜はコミュニティへとメールを送った。昨日きのうのメールへの返信だ。怪あやしいかもしれないという疑念はあったけれど、芹菜以外に自分と世界とを繋げるラインはそれしかなかったのだから、どのみち騙だまされてやればいいと腹を括くくった。

　それに関しては、タイミングも運もいいのかもしれない。

　昨日、コミュニティから来たメール。

『次は鴛おし野の在亜さんの願いを叶えます』──。

　騙されてしまえと思い、返信したメールは、結局、当たりだった。

　在亜はあの人と会い、そうして手段を教えてもらった。

　約束の時間までは、後少し。

　そうすれば、最後の願いが叶う。森町芹菜と一緒に幸せになれる。

　もう、恐こわくはない。

「そうよ」部屋でひとり立ち上がり、ひとりごとのように呟つぶやく。

　恐こわくなんかない。私はもうすべてを知った。一方的だったホットラインから、沢たく山さんのものをダウンロードした。後は──それを彼女にも分け与えてあげるだけ。

「私は……」もう、今までの私じゃ、ない。
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　その夜、午後十一時丁度。

　明かりの消えた病室で、姫ひめ島しま姫ひめは、たったひとりで、自分の力だけで目覚めた。

　気分はクリアだった。今まで意い識しきを失っていたのが嘘うそのように身体からだも軽かった。

　何な故ぜ自分がこんなところにいるのかはすぐに理解できた。怪け我がを殆ほとんどしていなかったのには驚おどろいたが──運が良かったのだろうと思う。

　すぐに考えたのは、意識を失った原因になったことだった。




　相手は、中学の頃の同級生だった。

　三年生の頃にクラスメイトとなった。当時はそれほど親しくはなく、日に一回話すか話さないかといった程度。確たしか三回ほど一いつ緒しよに遊びに出掛けたが、それだけだ。

　卒業アルバムにメッセージを書き合ったが、その文面だって『高校は別々になっちゃうけど、元気でね』とか、そんな当たり障さわりのないものだった気がする。

　親しくなったのは、今年ことしになってからだ。

　春から始めたネットＲＰＧの、同じサーバーの中に偶然、彼女はいた。ファンタジーの架空世界でそうとは知らずに知り合って、一緒にダンジョンへ行ったりアイテムを交換したりモンスターを倒したりしている内に、互いが既き知ちであることが明らかになったのだ。

　だから現実世界でも会うようになった。それが五月。

　時々一緒に遊んで、悩みを聴きいたりして、それは恋愛や受じゆ験けんや友人関係や、そんな些さ細さいなものだった。姫も悩みを打ち明けた。もちろん、恋人が女の人だということは隠かくして。

　そして、一週間前のことだ。

　ケーキ屋でお茶ちやをしている最中、彼女は言った。

『ねえ、私、自殺しようと思うの』と。

『だから、ねえ、姫』。

『一緒に、死なない？』──。

　思わず頷うなずいて、日時を約束して、そうして決行した。

　白い糸で、互いの左手、人差し指を糸で繋つないで。

　抱き合って五階建てビルの屋上から、ふたりで飛び降りた。

　覚えているのは、浮遊する感覚。

　それと、地面へ先に激げき突とつした彼女の身体からだが潰つぶれる音と、自分の身体が壊こわれる音。

　彼女の死にゆく身体から流れた鮮せん血けつが、指を繋つなげた白い糸を、赤く染そめていく光景──。




　今になって思う。

　どうしてあんな誘さそいに乗ってしまったのだろう、と。

　そして、どうして本当に飛び降りてしまったんだろう、と。

　もし重傷だったら、そしてもし死んでいたら。そう考えると、本当に恐ろしい。

　実際、死ぬつもりなんてまるでなかった。誘いに頷うなずいた時も、決行のメールが来た時も、屋上へ上がった時も、糸を結び合った時も、そしてフェンスによじ登り、飛び降りたその瞬しゆん間かんさえも、まるで実感がなかった。何か優やさしい夢でも見ているかのように──ついぼんやりと、フェンスを乗り越えて行ってしまった。

　被かぶっているシーツを握にぎり締しめ、安あん堵どの溜ため息いきを吐つき、少し身体を震ふるわせる。

　──生きてて、よかった。

　そう思うと、疑問が生まれた。まずは、前日の夜、これが最さい期ごになるなあと泊まりに行って、一晩中語り明かした恋人について。

　あの人は、私のところに来てくれたのだろうか？　入院して意い識しきを失っている私の手を握り、祈ってくれたのだろうか。それとも眠ったまま動かない私に縋すがり付き、泣なき喚わめいてくれたのだろうか。その記き憶おくはない。少なくとも夢には見なかった。

　シーツから手を出し、星明かりの夜に透すけて見る。綺き麗れいな手だ。看かん護ご婦ふさんが毎日身体を拭ふいてくれたのだろう。この手をあの人が握ったかどうかは、わからない。

　上半身を起こし、病室を見渡した。枕まくら元もとに花が生いけてある。誰だれが持ってきたのだろう。両親ではないみたいだ。だとしたら、八や重えと硝しよう子こと君きみ子こかな。

　近寄ってみると、花か瓶びんの傍そばにメッセージカードが立て掛けられていた。

『さっさと起きなさい！　八重／硝子／君子』──ああ、やっぱりだ。

　あの人からの花はないのかな、と少し残念な気分になった。

　でも、当たり前だ。あの人は花を贈おくってくれたりなんてしない。事によるとお見み舞まいにも来ないかもしれない。自分が眼を覚まして退院して、再び学校に行けるようになってから、昼休みに廊下でさりげなく待ち構えていて、そうして何事もなかったかのように言うのだ。

　やあ、ひさしぶり、とか何とか。

　それが彼女の優しさだというのを、姫ひめは知っていた。

　だけどそれは同時に、冷たさだと思う。

　思って──ついさっき、彼女からの花がないことに落胆した自分がいたのに気付き。

　別れよう、そう決心した。

　彼女の恋人に相応ふさわしいのはきっと、花がなくてもがっかりしない人だ。何事もなかったように挨あい拶さつしてくる彼女の優やさしさを受け止め、冷たさを許容できる、そんな人だ。

　だったら、自分は相応しくない。やっぱり、花は欲しい。気持ちを形で表してもらいたい。

　頃ころ合あいだとも思う。同性と付き合っているなんて不毛だし、別に異性に興きよう味みがないという訳わけでもない。ただちょっとだけ男の子は恐こわくて、女の人だと安心だと思っただけ。そもそも彼女は男の子以上に恐い人なのだから、自分が付き合える道理がない。

　そうだ。女の子と言えば──一いつ緒しよに落ちたあの娘こはどうなったのだろうと考える。

　考えた直後、首を振った。

　生きている訳がない、と。

　だって、自分がまだ生きているのだ。だったら彼女が生きているなんて、おかしいではないか。それに、もし生きているのなら、自分の中に彼女の存在がある訳がない。

　今ならわかる。彼女が何な故ぜ、死のうとしていたのか。

　あの娘の存在が自分の中に残っている今なら、よくわかる。

　かつかつと、病室の扉とびらの向こう、廊下を歩く足音が聞こえた。

「……あ」見付かったら駄だ目めだと思った。

　ひょっとしたら、あの人かもしれない。様よう子すを見に来たあの人かもしれない。

　もしそうだったら、そんな優しさを見せられたら、別れようと決心した気持ちが鈍にぶる。

　ベッドの上で身体からだを移動させ、足をリノリウムへ置いた。

　立ち上がる。長い間寝ていたとは思えないほど、身体に力が入った。

　窓を開ける。湿っぽい熱ねつ気きが頬ほおに侵しん蝕しよくする。まだ夏だ。それも梅つ雨ゆ明あけ前の空気だ。時間があまり経たっていないことを確かく信しんした。まる一年寝ていたのでなければ、ほんの数日だろう。

　下を見る。三階らしい。だったら大丈夫。

　五階から飛び降りて生きていられたのだ。

　三階から飛び降りて死ぬ道理など、どこにもない。

　足音が近付いてくる。

　だから姫ひめは、窓のサッシに足を掛け、身を乗り出すと、入院着のまま──。

　不快指数の高い熱帯夜へと、軽やかに跳ちよう躍やくした。

　柔らかな芝生しばふの上に、ゆっくりと着地する。

　ほらね。大丈夫。

　周囲を見渡して、誰だれも見ていないのを確認すると、姫は立ち上がり、一歩を踏み出した。




　そして病院を抜け出してから、気ままに少し歩く。

　身体は本当に軽く、ともすれば思わず走り出してしまいそうだ。

　深夜近くになると、街の人通りは絶える。




　繁はん華か街がいならまだしも、今歩いているのは住宅街のただ中。路地に面した家屋の明かりは半分ほどが既すでに消え、残りの家にも団だん欒らんの騒さわがしさはない。時折、テレビの音らしきざわめきが風に混じって耳に届くのが、少しだけ姫ひめのノスタルジィを助長した。
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　お父さんとお母さんは心配しているだろうな、そう思う。

　病室にあった荷物から、数日前まで泊まり込みで傍そばにいてくれていたのがわかった。今はどうしているだろう。ひとり娘のいない夜を、会話少なく過ごしているのだろうか。

　八や重えや、君きみ子こや、硝しよう子こたちクラスメイトも来てくれていた。彼女たちはどうしているだろう。テレビでも見ているだろうか。勉強しているだろうか。もう眠っているだろうか。或あるいは、自分のことを考えてくれているだろうか。

　でも、徐々に忘れていくのだろう。

　両りよう親しんにとって自分がいない『今』という時間は非日常だ。だけどこれが、いつか日常になる日が来る。そうなった時、自分は、命日や誕たん生じよう日びなどにふとした弾はずみで思い出される人間になるに違いない。そして更さらに時間が経たてば、娘が生きていた過去があったからこそ自分たちは今こうして生きていられるのだ、とか、そんな──思い出以下の、ただの記号に成り下がってしまうだろう。当たり前だ。それが、いなくなるということなのだから。

　寂さびしく思った。厭いやだなと思った。

　そして、仕方ないのだなとも──思った。

　気ままに路地を歩き、角かどを曲がり、やがて市内を流れる川のほとりへと出る。それほど大きくもなく、かと言って小さくもない川だ。最近は少しばかり汚お染せんが進んでいて、ゴミが浮いていることが多いけれど、蒸むし暑い夏になっても厭いやな匂においはしない。

　十メートルほどの長さの、橋があった。車が離り合ごうできる程度の幅はあったが、歩道はない。その程度の大きさの、昔からある古い橋。

　姫ひめは何となく悟る。

　そこが、終着点だ、と。

　橋の真ん中、欄らん干かんに寄り掛かった人ひと影かげがある。

　姫が通っている高校の制服を着た少女だ。ぼんやりと寂さびしそうに、今にも飛び込んでしまうのではないかといった雰囲気で、下に流れる昏くらい水を眺めている。

　この人だ。姫は確かく信しんした。

　何となく引き寄せられるままに歩き回っていたのは、この人に会うためだ。

　──まるで、磁じ力りよくみたいに。

　ぺたぺたと、姫のたてる裸足はだしの足音に、向こうが気付いた。

「……ひ」微かすかな悲鳴があがる。

　入院着姿の自分の姿が闇やみに白く浮かんでいたから驚おどろいたのだろう。

　だから、安心させるように、

「大丈夫」

「……あ」

　万ばん感かんの思いを込めて、ゆっくりと笑い、彼女の目の前に立ち、姫は言った。

「ねえ。……一緒に、死なない？」

　一週間前、姫に告つげた、彼女のように。

　その人は──戸と惑まどいの表情を見せ──ややあって、得心したように頷うなずいた。

「いいよ」
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　速はや見み殊こと子こへ数回電話したが不在で、明日あしたにしようかそれとも家にかけようかと迷っていた、午後十一時半──殊子からのコールバックの内容は、厭な予感を的中させるものだった。

「……マスター？」メロディから虚軸キヤストの誰だれかだというのを知ったのだろう、硝しよう子こが問い掛けるのを制し、僕はその電話に出る。

「もしもし？」

『ちょっとヤバいことになっちゃった』

　開口一番、珍めずらしく困こん惑わくの混じった声こわ音ねだった。

「……どうした？」

　即座に用件を聞く。口数少なく事実だけを述べていく殊こと子こに。話しながら一いち瞥べつした硝しよう子こも、無表情の中にも何かを察したような──真剣な顔をしていた。

「マスター、まさか……」

　無言で頷うなずき、僕は殊子へ、受話器越しに言った。

「すぐに行動に移そう。そうだな。十分後に……学校だ」

「……ひめひめの身に、何かあったのですね」電話を切ると、硝子が即座に立ち上がった。

「ああ。……病院からいなくなった」言いい繕つくろっても仕方がない。僕はストレートに応こたえる。

「それはいつのことですか？」

「病院の消灯時間は夜十時らしいから……少なくともそれ以降だな。殊子はどうも、毎日深夜に病院へ忍び込んで姫ひめ島しま姫ひめの見み舞まいをしてたらしい。まったく……偏へん屈くつな奴やつだ」

　まあ、だからこそ早く気付いたとも言えるのだが。

　僕はソファから腰を上げる。

「すぐに行くぞ。……準備はいいか？」

「万全です、マスター」

　僕も硝子も、まだ寝ね間ま着きには着替えていなかった。ここ数日、いざという時のためにそうしていたのだが──そのいざという時が来るのも気が重い。

「……ひめひめは、虚軸キヤストに侵しん蝕しよくされているのでしょうか」ぽつりと、硝子がそう洩もらす。

「まだわからない」だから僕は応こたえた。

「でも……仮にそうであったとしても、お前がいればどうにかなる」

　そうだ。硝子──『全一オール・イン・ワン』の力があれば、仮に虚軸キヤストの固定剤リターダになってしまっていても、それを切きり離はなすことだって可能だ。

　一カ月半前の、皆みな春はる八や重えの時のように。

　全一型万能他律式武器構こう築ちく装置──『全一オール・イン・ワン』。使い手である僕の仮想観かん測そくによって、硝子は任意の武器を構築する。虚軸キヤストと固定剤リターダを分つためのものを僕が強くイメージすればいいのだ。姫島姫が虚軸キヤストに囚とらわれていたとしても、関係ない。

「逆に言えば、お前にしかできないんだ、硝子。お前以外に彼女を解き放てない。だったら、お前がそうしなきゃ。……違うか？」

　確かく認にんするように、安心させるように、僕は硝子へと問う。

「……イエス」硝子は無表情で、頷いた。

「私はマスターを、私の最高の使い手と認にん識しきしています。ですからマスター……私は……『全一オール・イン・ワン』は、私の内にある最高の性能を引き出せると確信しています。そしてそうすれば必ずや、ひめひめの身に何が起ころうとも……助け出すことが可能でしょう」

「ああ」僕に迷いはない。硝子にもだ。

　もちろん、虚軸キヤストと固定剤リターダとを無む理り矢や理りに切きり離はなすとしたら、それなりのリスクは必要になる。精神の深い部分で一体化したそれらは──里り緒おの言葉を借りるなら──双方を欠落させつつ、一方の欠落に一方の一部を食い込ませ、鎹かすがいのように連結してしまっている。仮に虚軸キヤストだけを滅ぼしたとしても、後に残る固定剤リターダは、自身の一部を欠落させた人間だ。

　だけどこっちには、精神を操そう作さする速はや見み殊こと子こと、因果を逆転させる佐さ伯えきネアがいる。彼女たちの力を使えば、その欠落も元に戻すことが可能だ。形成した人格が本当の意味で元のものと同一かどうかはわからないけれど、取とり繕つくろうことはできる。

　そして、僕はそういう戦い方をしているのだ。後こう悔かいは──ない。

　硝しよう子こが、戸棚から懐かい中ちゆう電灯を取り出して持ってきた。

「行こう」呟つぶやき、まっすぐ玄関へと向かって歩く。どこから捜さがすかは正直当てがないけれど、硝子や殊子の意見も聴ききつつ、手分けしてどうにかしなければならない。

　そう考え、靴くつを履はこうとしたその時。

　──自宅のチャイムが、機き械かい的てきな呼び出し音をたてた。

「……マスター」硝子が目配せする。

　このタイミングで、誰だれが？　そう疑問に思いつつ、僕は扉とびらを開けた。

「あ」

「……森もり町まち？」

　不安げな表情で、玄関から出てきた僕を──森町芹せり菜なが見ていた。

「どうしたんだ……？　こんな遅くに」用事でもあるんなら電話をかけてくればいいはずなのに。まさか、姫ひめ島しま姫ひめのことと関係があるのだろうか？

　いや──皆みな春はる八や重えの時ならともかく、彼女と芹菜は何の関係もない。前回のこともあって、ここ一カ月の間にもう調しらべてある。最も近いのが硝子と僕を介しての繋つながり。つまり完全に他人だ。それとも、本当に大した用事ではなく、ただ単に気き紛まぐれで来たのだろうか？　そうだったら、芹菜には悪いけれど、今はそんな場合じゃない。

　背はい後ごの硝子へ目配せして、扉を半開きにしたまま僕だけ彼女のいる玄関先へ出る。

　芹菜は弱々しく呟いた。

「夜遅くごめん」その表情は、真剣で、切せつ羽ぱ詰まっていて、それでいて、普ふ段だん気丈な彼女に相応ふさわしくないほど──弱々しい。

「どうした？」

「あのね、さっき……」芹菜は口くち籠ごもる。

「ごめん……ごめんね、あっちゃん。でも、あたし、わかんなくなっ……て」

　僕らが出掛けようとしていたことさえも気付かないほどに、それどころか──目に涙まで溜ためて、芹菜は唇くちびるをわななかせた。

「どうしたんだ？　りなちゃん……落ち着いて言って」僕は芹菜の肩に手を置いた。

　彼女は、一いつ瞬しゆんだけ僕に縋すがり付こうとし、だけど直後、理性からか押おし留とどまり、唇くちびるを咬かむと、僕を真まっ直すぐに見て、泣きそうなのを堪こらえ、

「さっき、在あり亜あのお母さんから連絡あって。在亜、家からいなくなった……って」俯うつむいた。

「心当たりないかって尋きいてきたけど、あたし、全然知らなくて。携帯も繋つながんないの。でも、在亜ってさ、親に無断でどっか行っちゃうような娘こじゃないし、ひょっとしたら……」

　事故か何かに巻き込まれたのかもしれない──言い掛けて、芹せり菜なは口を噤つぐんだ。

　携帯などでの連絡ではなく直接僕のところへ来ること自体、取り乱していることがわかる。普ふ段だんなら、こういう時の芹菜はできるだけ冷静に対処しようとするはずだ。それができていないのは、芹菜が鴛おし野の在亜の親友で、彼女のことをよく知っているからだろう。

　今はそんな場合ではない。だけど、芹菜が目を潤うるませているのは──見ていられなかった。

「大丈夫だ」僕はだから、咄とつ嗟さに、

「僕も一いつ緒しよに……」言い掛けて、口くち籠ごもる。違う、できない。

　殆ほとんど反射的に、まさかこれもあいつの仕し業わざか、と疑った。でも、取とり敢あえずは動かなければどうしようもない。姫ひめ島しま姫ひめと鴛おし野の在亜、ふたりが同時期にいなくなったことに関連性があるにせよないにせよ、ふたりを同時に捜さがすことはできない。

「りなちゃん、取り敢えず家に入って、落ち着いて……」僕は玄関の扉とびらを開き芹菜を招くが、

「お願ねがい……あっちゃん……」彼女は、動かなかった。

「一いつ緒しよに……捜さがして？」

　玄関口にいる硝しよう子このことも目に入っていない。出掛けようとしていた僕らにも思い至れていない。それほどに混乱し、だけど──いや、だからこそ僕を真っ先に頼って来た？

「……先輩」迷う僕へ、背はい後ごから硝子が声を掛けた。

「あ……硝子ちゃん」そこでようやく芹菜が気付く。

「ごめんね、変なとこ、見せちゃっ……て」

　慌あわて、無む理り矢や理りに涙を拭ぬぐうが、声の震ふるえは収まらない。

「芹菜先せん輩ぱいを、家の中へ。私は……八や重えさんときみちゃんに電話をしてみます」

　硝子が履はきかけた靴くつを脱ぎ、僕らを促す。

「でも、硝子」僕は思わず制止するが、

「いえ……まずは、芹菜先輩を」硝子はそんな僕を真っ直ぐに見て、言った。

「硝子」僕は──だから。

「……わかった」

　芹菜の縋すがり付くような視し線せんと、硝子の無表情な瞳ひとみを見比べつつ、硝子へ頷うなずく。

　ほんの少しだけ、罪悪感が湧わいた。

　硝子も同じように、友達が行方ゆくえ不明になっている。

　言ってみれば硝子と芹菜とは同じ立場に立たされていて、それなのに僕は、硝子に遠えん慮りよをさせてしまった。つい──硝しよう子この、機き械かいとしての判断を優ゆう先せんしてしまった。

　芹せり菜なに対する負い目もあった。そういう意味では、昨日きのうまでの僕なら冷静に判断できたのかもしれない。だけど今日きようの放ほう課か後ご、気付いてしまった。気付かされてしまっていた。

　芹菜が──僕に対して、どんな感情を抱えているかを。

「あっちゃん……硝子ちゃん、どうかした……の？」

　ようやく落ち着いてきたのだろう。芹菜が廊下の奥へ消えていく硝子に目を向ける。

　僕はそれに一いつ瞬しゆんだけ甘えようかと思った。芹菜なら事情を話せばわかってくれるかもしれない。周囲に気を遣つかう性格が故ゆえに、一歩譲ゆずるかもしれない、と。……最低の発想だ。

「いや……何でもないよ。りなちゃん、取とり敢あえず上がって。話、聴きくから」

　僕はそれだけを言うと、彼女を玄関へ招き入れる。

　どちらにせよ、対策を……考えないと。
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　携帯電話のメモリから八や重えさんの番号を呼び出しながら、私は先さき程ほどの自みずからの発言が適切でなかったと、そう判断していました。

　いえ──違います。

　私は、あれがベストの提案ではなかったと、最初から知っていました。

　マスターのことを第一に考えた上でならば、芹菜先せん輩ぱいに付いて行ってくださいと、そう提案するのが最も適切だったでしょう。マスターは明らかに迷っていましたし、芹菜先輩を眠らせておくにせよ放っておくにせよ、この状況下でひとりにしておくのには危険が伴います。そしてこのタイミングで芹菜先輩の友人が行方ゆくえ不明になった以上、虚軸キヤストが絡からんでいる可能性は偶然に頼ってはならない数字でした。だったら私と殊こと子こさん、マスターと芹菜先輩という形で行動するのが、力の平均化という意味でも効率という意味でも、危険性は少ないのです。

　無む論ろん、虚軸キヤストの殲せん滅めつを第一に優先するのであれば、殊子さんが合流するのを待ち、芹菜先輩も含めて全員で行動するという案も考えられます。強しいていうならばそれが次善策。このような──マスターに判断を委ゆだねると見せ掛け、実際は私自身の提案を放ほう棄きするに等しい方法は──策としては下の下であり、マスターのためだけにある私の能力を私が出し惜しみしたという、道具としては最悪とも言える選せん択たくだったと言わざるを得ません。

　しかし、私はそうしてしまいました。

　──何な故ぜ？

　ひめひめのことを優先して欲しかったからでしょうか。あり得ません。私の個体にまつわる事情はマスターの個人的感情より優先されてはならないことです。一カ月半前、八重さんを敵に回したように、ひめひめであってもそれは同様です。

　──だったら、何な故ぜ？

　解答は導みちびき出せません。本体の演算回路と思考回路、そして活動有ゆう機き体たいの脳との間にエラーが多発。心拍数が上昇し、脳からは化学物質がこちらの命令を無視して分ぶん泌ぴつされ、呼吸も乱れ、そして何より、回路が、機械であるはずの思考回路が演算速度を低下させています。

　それが始まったのは、芹せり菜な先せん輩ぱいがこの家のチャイムを鳴らした時？　マスターが芹菜先輩の肩へ手を置いた時？　マスターが、僕も一いつ緒しよに、と、そう言い掛けた時？

　それとも、マスターが芹菜先輩のことを『りなちゃん』と、芹菜先輩がマスターのことを『あっちゃん』と、昔の愛称で呼び合った、その時から──？

　状況分析にノイズが混じります。完かん璧ぺきであってしかるべきの記き憶おく、その再現映像にノイズが混じっています。有機体機能の調ちよう節せつにもノイズが混じりました。

　ノイズ、ノイズ、ノイズ、まるでアナログのように不ふ鮮せん明めいな私の──。

　私は、息を吸い、もう一度大きく吐き、それらをシャットアウトしました。

　もう過ぎてしまったことを検証するのは非効率的です。最善策ならば、もう一度、電話を済ませた後で提案すればいいだけの話。まずは、八や重えさんときみちゃんに電話をして、ひめひめの行方ゆくえに心当たりがあるかどうかを確かく認にんしなければ。

　五回のコール音のあと、八重さんが電話に出ました。

『もしもし。どうかした？』電話口の向こう、周囲は静かです。

「八重さん。夜分申もうし訳わけありません」

『ん。いいよ。まだ起きてた』自宅か、それとも彼氏さんの家か。どちらにせよひめひめが病院を抜け出したことは知らないようです。

「ちょっと知らせておきたいことがあります。それと……尋たずねたいことが」私は故ゆえに、言いました。八重さんを無む為いに心配させてしまうという懸け念ねんを無視し、はっきりと。

「ひめひめのことです。今夜、病院を抜け出してしまったようで……」

『……え？』八重さんの怪け訝げんな声。無理もありません。

「落ち着いてくださいね、八重さん。恐らく、昏こん睡すいから覚めた際に意い識しき的てきな混乱があっただけだという可能性が高いのです。現在捜さがしているところで。それで……ひめひめの行きそうな場所などに心当たりがあれば教えて頂きたいのです」

　私も一緒に捜さがす、そう言い出したらどう説得すべきか、それを思考しつつ、ゆっくりと。

『……硝しよう子こ……何、言ってるの……？』

「意味不明なのももっともです。急なことですから。ですが……」

『いや、違うよ、硝子！』

　と──。

　私の言葉を制し、八重さんが、混乱したような声で。

『あなた……さっきから言ってるひめひめって、いったい誰のこと？』

「……え？」

　私の思考を──有ゆう機き体たいではなく、機械部分の思考回路を──止めました。
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　僕は自じ己こ嫌けん悪おと焦しよう燥そうの中で、芹せり菜なが靴くつを脱ぐ様よう子すを、彼女の背はい後ご、開きっ放しになった玄関の外からじっと見ていた。硝子が帰ってきた後でどうするかはまだ決まらない。そもそも、芹菜をどう落ち着ければいいのかもわからない。家からいなくなってしまった鴛おし野の在あり亜あのことをどう処理すればいいのかも決めかねていた。まったく──一度に山ほどのことが起き過ぎる。

　とは言え、早急に今後のことを決めなければならない。

　芹菜が廊下に上がって脱いだ靴を揃そろえようとこっちを向く。僕は開けていた玄関から中へ入り、後ろ手に扉とびらを閉めようとした。

「え」と、芹菜が、こっちを向いて間抜けな声をあげる。

「ん？　どうかし……」たのか。僕はそう問おうとした。だけど。

　がぼ、と。

　言葉の代わりに洩もれたのは、生暖かい液体と──生なま臭ぐさい鉄の匂におい。

　芹菜が顔を引ひき攣つらせた。

　何だ？

　僕の肚はらから、何か生えていた。

　刃やいば？　違う。もっと細く、鋭するどい。まるで針のような。長い、針のような。

　引き抜かれた。

　直後、左腕。すり抜けて行く感触。痛みはない。僕に痛みという概がい念ねんは欠落している。だから何も感じない──何かが肉を裂いて神経を千ち切ぎって骨を断つ感触以外は。

　切り落とされた左腕が、玄関へ落下した。同時に、扉とびらの開かれる気け配はい。

　悲鳴をあげかけた芹菜の首が、僕の背はい後ご、玄関から伸びた手によって掴つかまれた。彼女はそのまま廊下から玄関へと引ひき摺ずりおろされる。僕は怒りを覚えた。芹菜に──りなちゃんに暴ぼう力りよくを振るうなんてこと、誰だれであろうと許しはしない。

　でも、身体からだが動かない。

　どういうことだ、と思う間もなく、そのまま垂直に座り込んだ。

　振り返れない。身体が動かない。左腕がないせいでバランスを崩くずし、重力に従って横に倒れる。落ちていた左腕が身体の下した敷じきになった。

　その、身体の下にある、自分のものでなくなった自分の肉の感触が気持ち悪い。

「……城き島じまくん」

　声が聞こえた。それは──知っている、声。

「学校の体育館で待ってる。あそこなら明るいし、広いから」

　その声で、僕の中のすべてが繋つながった。

　そうか。……そういうことか。

　背はい後ごには、数人の気け配はいがある。芹せり菜なとそいつだけではない、他ほかにもまだ数人。

　確かく信しんはしたけれど、確認はできなかった。背後を向けない。身体からだが動かない。

　そうだ……硝しよう子こは？　硝子は、

「マス……ター？」

　廊下で、受話器を片手に握にぎり締しめたまま、立ち尽くしている。

「動かないで、城き島じま硝子さん。動けば……大変なことになるから」

　そいつが硝子を威い嚇かくした。動けない僕に、芹菜。確たしかに硝子ひとりじゃどうにもならない。言うことを聞け、と、僕は倒れたまま視し線せんだけで合図を送る。硝子は頷うなずいた。

「このくらいじゃ死なないと思うけど、もし死んだらそれまでだから、城島くん。でも、できるだけ必死に来てね？　そうじゃなきゃ……芹菜が可哀かわい想そう過ぎるから」

「ま……て……」声は出た。口は動く。

「午前四時くらいまでは待つから」だけど、僕の声を無視して、そいつは言う。

「……待てって言ってる……っ！」

　微かすかに、笑えむ気配。

　幾つかの足音が背後へとフェイドアウトして行く。

　芹菜が抵抗する気配はない。気絶させられたか。

「マスター……！」

「殊こと子こに……電話だ、硝子」

　あいつが芹菜をどうするつもりなのか、わからない。

　身体が動かない。腹を刺されたとは言え不自然だった。あの針──虚軸キヤストの力だろう。声は出るし口を動かすことは可能だったことから考えると、観かん念ねん的てきな『動きを止める力』か？

　出血はそれほどない。固定剤リターダである僕の身体は普通の人間とは少しだけ世界がずれてしまっていて、その作用だ。だから失血によるショック症状は回かい避ひできる。

　硝子が携帯を操そう作さし、殊子を呼び出しているのが見えた。

「もしもし、硝子です」

　無表情に、だけど早口で用件を伝える硝子の声を見上げつつ、僕は溜ため息いきを吐つく。

　みすみすと、こんな──無ぶ様ざまを。




　五分で殊子は来た。

　左腕を切り落とされ腹部を貫かれた僕を見ても笑わなかったのは、あいつなりの優やさしさなのか、それとも余裕がなかったからなのか。ことによると冷酷さの顕あらわれなのかもしれないけれど、とにかくあまり多くを尋きかずに担ぎ上げてくれたのは有あり難がたかった。

「カッコ悪いねえ、女の子に背負われちゃって」

「うるさ、い」軽口は相変わらずだが、今はそれに応こたえる気力がない。どうやら内ない臓ぞうを損傷しているようで、身体からだが動かないのとは別に生命の危険があった。

　僕をからかいつつも全速力で走ってくれている殊こと子こに、強くも出られない。

　さすがに速い。この調ちよう子しだと後数分もしない内に学校へ着くだろう。

「わる、い……な」背負われた状じよう態たいで、殊子の耳元に、僕は途と切ぎれ途と切ぎれに言った。

「はにゃ？　何が？」

　とぼけるな、と言い掛けてやめた。

「ま、さすがに放ってはおけないよ」その言葉に、心中でだけ感かん謝しやしておいた。

　僕はこいつのことが苦手で、できることならば関かかわりたくなくて、その上、根本的な部分で信用していない。そう自分で思っている。

　だけど本当は、そう思おうとしているだけだ。何な故ぜならこいつは、里り緒おと同じくらいには真しん摯しで、嘘うそ吐つきではあるけれど素直で、そして、どうしようもなく優やさしい。

　認めよう。だから──これ以上好きにはなりたくなかっただけなんだ。

「それに……私だってさ、友達を死なせたくはないよ」──ほら。

　友達。

　里緒のみならず、こいつのことまでもをそう思ってしてしまうと、決意が揺ゆらぐ。

　虚軸キヤストという存在を、心の奥おく底そこで、肯定してしまいそうになる。

「だ、れがともだち、だ」

「そうそう。それくらい憎まれ口を叩たたいてくれなきゃ困るぞ。ね、硝しよう子こ」

「何か言いましたか？　殊子さん。エンジン音でよく聴きこえませんでした」

　ちなみにこちらは、殊子の乗ってきた原付に跨またがって僕らに追走している。時速は約三十キロ。虚軸キヤストと同化し、常人にはない身体能力を持った殊子も、さすがに男ひとりを背負ったままだとこれ以上速くは走れない。

「んにゃ、なんでもない。ってか、運転大丈夫？」

「はい。法令遵じゆん守しゆです。ぬかりはありません」確たしかに法令遵守だ。無免許ということ以外は。

　だけど、硝子だって平静ではないはずだった。殊子を待っている間におよその話は聴いている。それを考えると──現在、僕だけではなく硝子にとっても最悪の事じ態たいになっているはずだ。こんな時に何も言ってやれない自分が忌いまわしい。

　硝子のことだけじゃない。何もかもが後ご手てに回っている──。

「ちくしょう……っ」僕は血混じりの罵ば倒とうを吐いた。

　完全に相手の思うがままだ。冗じよう談だんじゃない。前回よりも余よ程ほど手が込んでいる。

　里緒に攻こう撃げきを仕掛けて僕の警けい戒かいを別の場所へ向け、身構えさせることで逆に一いつ瞬しゆんの隙すきを誘さそう。僕があらゆる対応を考え待ちに出るのがわかっていて、それを利用された。

「喋しやべってると舌した噛かむよー……って、うわ、この科白せりふ、一回言ってみたかったんだよなぁ」

「だま、れ」僕が意い識しきを失わないように、定期的に話し掛けてくれる殊こと子こ。

　だから僕は……お前が苦にが手てなんだ。

「……着くよ」そうこうしている内に、学校が見えてくる。

　殊子は閉められた校門の前で僕を背負ったまま大きく跳ちよう躍やく。硝しよう子こは原付を校門前に止めて格こう子しの間を小さな身体からだですり抜ける。

「まずは保ほ健けん室しつだね」

「たの、む」横目で、体育館を確かく認にんした。

　まだ明かりは点ついていない。暗くら闇やみの中で僕を待っているのだろうか。

　校庭を突っ切り、授業棟をぐるりと回る。教員棟の一階、業者用の玄関の奥に位置する保健室、その前に辿たどり着き、殊子は窓のひとつを開けた。──鍵かぎはかかっていない。里り緒おの看病のため、佐さ伯えきネアが泊まり込んでいるが故ゆえだ。

　よっ、と殊子が跳躍し、僕らは校舎内へと降り立った。

　保健室からは明かりが漏もれていない。ＬＬ教室よりも厳げん重じゆうに遮光カーテンがかかっている。直射日光が薬品に悪いからというのは言いい訳わけで、本当は佐伯ネアが大の陽光嫌いだからだ。

「……佐伯先生？」

　声量を抑え、殊子がドアをノックする。背はい後ごでは遅れて来た硝子が窓に手を掛ける。

　ややあって、はい、と返事があった。

「これで……うごける、な」僕は、声を絞り出す。

　佐伯ネアの虚軸キヤスト『アンノウンゆらゆら』──傷を治すためにあるような力。

　殊子は扉とびらを開き、

「やあ、こんばんは。……力、借りに来たよ」

　お茶ちやでも呑のみに立ち寄ったかのような口く調ちようで、あっけらかんと言った。

「……ちょっと……待って……」正面に立っていた佐伯ネアは僕らに背を向け、何か薬品を調合していた。里緒に飲ませる薬か何かだろうか？　妙に怪あやしい。が……そろそろ僕もヤバくなってきた。意識が間断する。失血のせいではない。内ない臓ぞうの機き能のう低下だ。つまり、瀕ひん死し。

　佐伯先生が、ぼそぼそと何か小声でひとりごちながら、ゆらりと顔を上げた。

「……お待たせ。こんな時間にどうしたのかしら。死にたくなったんならいい睡すい眠みん薬やくがあるわ……うふ……ついさっきできたの。オリジナルよ？　『オネムリンＺ』とかってネーミングはどうかしら……くす、くすくすくすくすくす」

　呪じゆ詛そのような呟つぶやきでくだらないことを言いつつ、佐伯先生は幽ゆう霊れいさながらに振り返る。

　まあいい。これでようやく──。

「……うふふ、象ぞうも水溶液一滴で完全永遠安眠が、」と。

　僕らを見て、彼女の動きが止まった。

「あ」しまった、という調ちよう子しで、殊こと子こが呟つぶやく。

「あ……」同時に僕も思う。しまった──完全に、忘れていた。

「……思う……ん……だけ……ど……」

　幽ゆう霊れいのような暗い顔が固まり、くまに覆おおわれた眼が見開かれる。僕を見ていた。背負われている僕の、切り落とされた腕の断面は、ご丁てい寧ねいに佐さ伯えき先生に突き付けられているような格かつ好こう。

　じっと、その断面、血と骨と血管と神経が覗く傷口を、佐伯ネアは見詰め。

「……………………血……肉……いや」

「佐伯先生！　待っ……」殊子が、叫ぶよりも早く。

「………………きゃん」一声悲鳴を洩もらし。

　ばたん、と。

　佐伯ネアは、くずおれるようにしてその場に昏こん倒とうした。
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「あっちゃー。やっちゃった……どうしよ、晶あきらクン」

　虚軸キヤスト、佐伯ネア。

　内ない臓ぞうがどうしたとか死ぬだとか血がどうとかそういうことばかりぼそぼそと早口で連射する言動破は綻たん者しやの彼女には、その言動とは完かん璧ぺきに矛む盾じゆんした性質があった。

　実際の血や肉がとてつもなく苦にが手てで──他人の傷口を見ると、気を失うのだ。

「それでも保ほ健けん教師か」呆あきれたように殊こと子こが言い、勤つとまってるのかなあ、と、付け加える。

「かんべんして、く……れ」

　冗じよう談だんじゃない。こんな一刻を争う時に……。

　硝しよう子こが突っ伏した彼女へと駆かけ寄り、肩を揺ゆり動かす。反応はない。

「マスター……保健室には中ちゆう華か鍋なべがありません。これでは私には……」

「お前も、落ち……着けっ」硝子の言動もおかしい。というか瀕ひん死しの人間につっこませるな。

「……締しまんないなぁ」呆れたように、殊子が溜ため息いきを吐ついた。

「これから反はん撃げきだってのに、さ」

「同……感、だ」

　いい加減意い識しきが薄うすれ始めた僕の視界の中で、硝子に揺り動かされた佐さ伯えきネアが、ようやく弱々しいうめき声をあげて、薄く目を見開いた。
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「……注意しておいてね晶あきらさん……」

　ひとりごとのようににぼそぼそと喋しやべる佐さ伯えきネアの声が、夜の保ほ健けん室しつに響ひびく。

「……制限時間六十分。それ以上経たっても因果が解けない場合、反動込みで傷口は元に戻る。そうなったら終わり。怪け我がの状じよう態たいからいってあなた確かく実じつに死ぬわ……」

　僕と、硝しよう子こと殊こと子こ。三人は揃そろって、彼女の言葉に耳を傾けた。

　厳げん粛しゆくとはほど遠い病的な声は、余計に『死』という概がい念ねんを助長させる。

「……私の『アンノウンゆらゆら』……『死』にだけは抗あらがえない。知っているでしょう……？」

「ええ。わかってます」僕は頷うなずく。

　彼女の持つ虚軸キヤスト『アンノウンゆらゆら』。因果を逆転し、一時的に波動関数を再拡散させ、起きた事象を『なかったこと』にする力。僕の腕は再び繋つながり、身体からだも動くようになった。

　けれど、彼女の虚軸キヤストも万能ではない。基本的に生命にしか作用しない上に、生命の因果律が最終的に行き着く先の事象──『死』そのものを覆くつがえすことはできないのだ。

「……波動関数の疑ぎ似じ再拡散は結局のところ世界を騙だましているだけ。六十分というのはその嘘うそに世界が気付くまでの時間。それを越えると……嘘を見抜いた世界が修正力リペイントマーカーを働かせる。だからね、私が何をしようと無意味なの。無む駄だなの。…………まったく使えないわねどうせ私なんか世界に何の影えい響きようも与えないのよ晶さんだってこんな使えない奴やつ死ねばいいって思ってるんでしょうそうよそうに違いないわ……」

「いや、そんなことはないですから。助かりました」

　暗い表情でいつもの自じ虐ぎやくを始める佐伯ネアへ、僕は苦笑した。

　彼女の奇き矯きような言動と性格は、その力に由来している。一時的にしか世界に干渉することができないが故ゆえに、基本的に自みずからの存在を『所しよ詮せん意味のないもの』として嫌う。

　同時に彼女は、『取り返しのつかなくなった』事象にも執着する。死体がどうのとかみんな死ねばいいとか、そんな不ふ吉きつなことばかりを言うのはそれが原因だ。

　里り緒おが言うには『未来を欠落させている』そうだが──、

「……いいのよおためごかしなんて。思ってるんでしょ？　私みたいなクズはさっさと死んでしまえばいいって。でもね。どうせ死ぬならみんなが死ぬのを見届けてからがいいのよだからこうして生きてるのクズはクズなりに一いつ生しよう懸けん命めいクズっぽく……」

　……でも放っておくと、人として割と言ってはいけないことを呟つぶやき始める。

「だから助かったって言ってるじゃないですか」

　僕は怪我を治してくれた手前、一応フォローしておいた。が、

「しっかし、見事に繋がったな、晶クンの腕。さすがウォーキング救きゆう急きゆう箱ばこ」

「……そうね……そうよ……私なんて救急箱程度の存在なのよ。それも期限の切れた薬しか入ってない救急箱ね。さすが殊子さん言い得て妙だわ……ふふ、うふふ、うふふふふふ」

「殊子！　お前は何で僕のフォローを台無しに……！」

「大丈夫です、佐さ伯えき先生。薬の箱はこに書いてある期限はあくまでメーカーの品質保証期限です。実際はそれを過ぎてもしばらくは効果が期待できます」

「硝しよう子こ！　もっとフォローになってないぞ!?」

　怪け我がが治ったはいいが、まともな人間は僕しかいないこの状況は少々頭が痛い。

「ま、とにかく。六十分以内に晶あきらクンの怪我の原因を消滅させて、嘘うそを真実にしてしまわなきゃ。そうすれば世界は騙だまされたまま。……晶クン、得意だろ？　世界を騙すの」

「殊こと子こさん。それは違います。マスターは決して世界を騙すのが得意な訳わけではありません。他人を誤ご摩ま化かすのが得意なだけです」

「だからフォローになってないって言ってるっ」僕は頭を抱え、半なかば怒ど鳴なった。

「……静かにして晶さん。里り緒おさんが寝てるのよ……」

「そうだよ晶クン、まったく気が利きかない」

「マスター、今のは軽率と言わざるを得ません」

　いや、なんで僕が怒られるんだ？

「まぁ……とにかく、だ。あまり悠ゆう長ちようなことは言ってられない。すぐに行かなきゃ」

「ほら、またマスターが誤摩化しました」だから茶ちや化かすな、硝子。

「……場所、わかってるの……？」佐伯先生が問うた。

「ああ。ご丁てい寧ねいに向こうから指定してきた。……体育館だそうだ」

「相手のこととかも、もうわかってるのかな？」続く疑問の声は、殊子。

「思考はもうクリアになってる」僕は、拳こぶしを握った。

「よりにもよって、僕のクラスメイトだよ」

　あの時、背はい後ごから投げ掛けられた声。口く調ちようは随分と違っていたが間違いない。

　そして──口調が違っていたということは、つまり性格が変貌しているということ。

「どっちみち、決着を付ける必要はある。恐らく……里緒を傷付けた虚軸キヤストも持ってるはずだ。こっちが後ご手てに回り過ぎたのは癪しやくだけど、一度に片付けられるなら、都つ合ごうはいい」

　あいつからの、前回よりも直接的な攻こう撃げき。

　正直なところ、現状では一度負けを喫きつしたに等しい。状況も悪い。だけど──まだ間に合う。間に合わせる。たとえどんなに壊こわされたとしても、修しゆう繕ぜんすれば僕の勝ちだ。

　そういう闘たたかいを、僕は選えらんだのだから。

「殊子先輩。あんたはどうするんだ？」僕は、殊子へと向き直った。

「へにゃ？　私？」

「あんたの彼女とは……姫ひめ島しま姫ひめとは直接関係がないかもしれない」

「マスター、それは……」硝子が口を挟み掛けるが、それを制止する。

　嘘、だった。状況からの推測によるなら──姫島姫の件は、関係ないどころの話ではない。

「そういう意味ではあんたにとってリスクはある。だから別に付いてこなくてもいい」

　僕は突き放すような声で殊こと子こに言う。

　来ない方がいい、そう思う。予想が正しければ、きっと殊子は、後こう悔かいすることになるから。

「あらあら」そんな僕の言葉に、だけど、殊子は肩を竦すくめ、

「珍めずらしいな、きみが私に気を使うなんて」

　まるで、すべてを悟ったような口く調ちようで──笑う。

「……わかってる、のか？」

「私は晶あきらクンほど頭はよくないし、情報も足りないからアレだけど。でもさ、直感なら負けないよ。……私にとっては辛つらい結果がある、違う？」

　その言葉に、僕は口くち籠ごもり、殊子はどこか吹ふっ切れたように言った。

「あんま気を使わなくていいニョロよ、晶クン。いつもみたいに、体ていよく利用しな」

「……何が『ニョロ』だ」毒づきつつも、思う。

　僕はこいつのことが苦にが手てで、だけどやっぱり、嫌いではないのだろう。

　少なくとも速はや見み殊子は、世界に対して──のらりくらりとしてはいるけれど、真しん摯しだ。

「わかったよ、殊子。じゃあ、いつもの通りだ。……協力してくれ」

「ちゅー一回ね」

「成功すればな」僕は笑えみ、殊子はちぇ、と唇くちびるを尖とがらせ、

「ま、妙に私に気を使おうとする辺あたり、ちょっと安心したよ。もう平常心みたいだから」

　僕の肩を叩たたき、眼鏡めがねの奥の眼を細める。

　だけど僕は、それには首を振った。

「いや……平常心なんかじゃないよ」

　──そうだ。

　冗じよう談だんではない。平常心でいられる訳わけがない。

　里り緒おを傷付けられ、挙あげ句く、芹せり菜なを攫さらわれたのだ。僕の日常にも非日常にも、土ど足そくでずけずけと入ってきた。そんな奴やつ相手に──平常心だって？

　そこまで僕は、人間ができちゃいない。

「刻み殺してやるよ」だから、嗤わらう。

「確たしかに彼女はクラスメイトで、昔から知った仲だ。だけど、あいつの側についたんなら関係ないね。僕の領域に入ってきたことを全力で後悔させてやる。絶対に……殺す」

「……ふうん」殊子はそんな僕へ、少しだけ眉まゆをひそめた。

「実際のところ、城き島じま晶。きみのそういうところを、私は心しん底そこ恐ろしいと思うよ」

「どうする？　だったら……やっぱりやめるか？」

「いいや」僕の挑発に、殊子が立ち上がる。

「そんなふうに冷静さを失ってる晶クンを放ってはおけないし、それに……実際問題、私が躊ちゆう躇ちよしてたのが原因でもあるし。ま、貸しなしで乗ってあげよう」

　僕と殊こと子こ、そして硝しよう子こは、佐さ伯えき先生に軽く挨あい拶さつすると、踵きびすを返した。

「じゃあ佐伯先生、里り緒おを頼みます」

　行く先は体育館。数分もかからない。

「……また学校ですね、先せん輩ぱい」と、隣となりに立った硝子が、歩き始めた僕へ、ぽつりと洩もらす。

「前回も学校でした。偶然、でしょうか。それとも……」

「偶然なんかじゃないさ」僕は吐き捨てた。

「この学校は、僕の日常の基き盤ばんだ。そして全部を仕組んでるのはあいつで、あいつは僕の日常を壊こわしにかかってる。だったら……あいつがここを舞ぶ台たいにしたがるのは当然だろう？」

　硝子は応こたえない。

　その代わりとでも言うように、僕の手へそっと、指を絡からめてきた。




　　　　‡




　盛大に明かりの点ついた体育館、その上かみ手てにある舞台の上。

　そこで、鴛おし野の在あり亜あは、対面の扉とびらが開くのを確かく認にんした。

　思わず身構える。だけど、緊きん張ちようもなければ高揚もない。昨日きのうまでの自分ならば、こんな場所にひとりでいるだけで怖おじ気けづいてしまい何もできなかっただろうなと思う。

　──でもそれももう、過去の話。

　在亜は変わった。今日きようだけで二度もだ。

　一度目は、あの人に会った時。そして二度目は、ついさっき。

　だから、大丈夫だった。それに、自分は──ひとりではない。世界と繋がっているのだ。

　扉を開いた人ひと影かげが、ゆっくりと歩いてくる。数は三。

　城き島じま晶と城島硝子、そして、もうひとり。

　今日の放ほう課か後ご、城島晶と親しげに話していた女性だ。でも、今の在亜は、彼女の姿を見てそんな連想はしない。彼女に関することはもう既すでに知っていた。

「いらっしゃい」毅き然ぜんと発した声は体育館に響ひびく。

　こんな大きな声を出したことはなかったから、心地ここちよかった。

「よく来たわね、城島くん」相手は、応えない。そのまま黙だまって歩き、やがて十メートルほどの距きよ離りにまで来て立ち止まり、そこでようやく口を開く。

「随分と滑かつ舌ぜつがいいな……鴛野在亜」

　まるで、以前のお前ではない、と言われたかのような口く調ちようだった。だが、その言葉は今の在亜にとって、褒ほめ言葉でしかない。

「そうよ……城島くん。私、変わったの」

「偽の世界を抱え込んで、か？」刺とげのある声。それを無視して、在亜は笑えんだ。

「怪け我がは治ったみたいね」そうだ。会話の主しゆ導どう権けんを握るのは、晶あきらではない。自分だ。

　今まで体たい験けんしたことのなかった感覚に、在あり亜あの心しん臓ぞうが高鳴る。気分がいい……とても。

「お陰さまでな」晶は苦笑し、

「褒ほめてやるよ。あそこまで動けなかったのは初めてかもしれないな」

「動けなかった、か。そう言えば城き島じまくん、痛みを感じなかったんだよね。それって……いったいどういうものなの？　痛覚がなかったら身体からだを酷使してしまうんじゃないの？」

　晶を見下ろす自分。自分を見上げる晶。在亜は確かく信しんする。

　今ここで中心にいるのは、間違いなく自分だ、と。

「勘違いするな……僕に欠落してるのは、痛覚じゃない。痛みだ。触覚もちゃんとあるんでね。怪我や病気をすれば違和感があるし、身体の異変は意い識しきしてれば知覚できる」

「へえ、そうなんだ」故ゆえに、在亜は続けた。

「凄すごいね、まるで化ばけ物ものだ」

「……黙だまれよ」

「ううん、化け物だよ、きみは。そこの……」

　晶の隣となりにいる速はや見み殊こと子こに眼を向けたとき、僅わずかに在亜の心が軋きしんだ。彼女を利用することに、在亜の中の一部が罪悪感を覚える。だけど、悟られる訳わけにはいかない。

「……速見殊子と、同じように。その人だよね、今日きようの昼、教室で一いつ緒しよにいた人。仲良さそうだった。付き合ってるんでしょ？　化け物同士……気が合うのかな」

「くだらないことを。……いつからそんな好こう事ず家かになった？　鴛おし野の」

「あなたが……私のことをどれだけ知ってるって言うの？」その声に、怒りを覚える。

　晶の冷静な態たい度どが気に入らなかった。今、この時間、この世界は、自分を中心に回るべきなのだ。それなのに彼は、そんなことを意に介したふうもない。

　──ここは私の場所なのに、何な故ぜあなたは我わが物顔で振ふる舞まっているの？

「……そうよ」だから、切きり崩くずさなければならない。

「あなたは、私のことなんて知りもしない。それどころか……ずっと一緒にいたはずの芹せり菜なのことだって、何ひとつわかってない。そんなあなたが、何を偉そうに言っているの？」

　芹菜の名前を口にした瞬しゆん間かん、晶の表情が硬いものへと変わる。

　彼女は今、自分の手の内にある。それは彼に対する、絶対的なアドバンテージだ。

「僕が森もり町まちのことを知らない、だって？」

「ええ、そうよ。あなたは何もわかってないわ。一番近くにいる人のことさえ何も。……器用そうに振る舞ってるけど、世界とあなたとを繋つなぐ糸なんて、その程度のものなのよ！」

「……お前よりはわかってるつもりだよ、鴛野在亜」挑発に、晶は乗ってきた。

「りなちゃんのことなら……僕は全部知ってる。少なくともお前よりも。友人面づらして、りなちゃんの気持ちも考えず、あっさりと裏切ったお前よりもな」

　それが誘さそいだ。罠わなにかかった。

　今まで自分には無む縁えんだった、会話による駆かけ引き。

　それを自分が上う手まくやれているということに、高揚した。

「わかってる、っていうの？　そう……城き島じまくん、あなたはつまり、そういう人なのね」

「……何だって？」

　そして、在あり亜あは息を吸い、できるだけ余裕に満ちた声で、叫んだ。

「わかってたのね。あなたは。芹菜の気持ちを知ってて、全部わかってて、その上で……それに応こたえることさえせず、そこの先せん輩ぱいと、仲良くしてた訳わけだ!!」

　聞こえるように。よく聞こえるように。

「要するにあなたはそんな人でなしなんだ！　芹せり菜なはずっと……ずっとずっと、無視されて裏切られてたのよ！　それこそ、私なんかよりもずっと前から、芹菜を！」

「……お前」晶あきらの表情が変わった。

　さしずめ──眠らせているとでも思っていたのだろう。だけどもう遅い。

　在亜は、横を向き、舞ぶ台たい袖そでへと合図を送る。

「ねえ、わかったでしょ、芹菜！　……こいつが、どんな奴やつか！」




　それに従って。

　ステージの舞台袖から、後ろ手に縛しばられて猿さる轡ぐつわを咬かまされた芹菜が。

　少年に引っ張られて、やって来る。




　芹菜を引っ張る彼は、在亜があの人から貸し与えられた駒こまだ。

「……ち」城島晶が舌を打つ音が聞こえた。予定外の事象に腹立ちを覚えてのことだろう。

　それで確かく信しんした。ペースは自分にある。今夜のことは最初から、在亜の手の内だ。

　家を出て行った自分。携帯は通じない。両りよう親しんは心配してまずは娘の親友の家に電話する。そうすれば少なくともその親友は外に出る。自分を捜さがしに外へ。その芹菜が城島晶を最初に頼ったのは一種の賭かけだったが、それにも勝った。どっちみち、在亜は芹菜の家の近くで、彼女の行動を監かん視ししていたのだから、どちらでもよかった。

　芹菜は、狼狽うろたえるような目で──城島晶を見ている。

　在亜は彼女へ近付くと、無言で、猿轡を解いてやった。

「……あっちゃんっ！」口が自由になるや否や、真っ先に城島晶の名を叫ぶ。

　正直なところ嫉しつ妬とを覚えた。彼女には、真っ先に自分の名を呼んで欲しかったから。

　ともあれ──その声は、助けに来た幼おさな馴な染じみを呼ぶ声ではない。

　どこか他よ所そ他よ所そしく、どこか信用できずにいる……そんな、声だ。

「何なの?!　いったいこれ、何なのよ……」言って、芹菜がこっちを向いた。

「在あり亜あも……どうしちゃったの!?　どうしてこんなこと……！　わかんない。……私、意味がわかんないよ……何で!?　何でこんなことするの？　ねえ、在亜！」

　芹せり菜なの声がエコーを混じらせ、耳に痛かった。それは裏切られた痛み。自分に──親友に裏切られた失望と悲しみだ。中学時代からの付き合いだ。それはよく知っている。

「答えて！」本当に傷付いた時、彼女は悲しみと理不尽さをどうにかしようとして、こんなふうに、怒ったように、泣く寸前のように叫ぶのだから。

「答えてよ、あり……」だけど。

「ねぇ、芹菜」在亜はそんな彼女の悲しみを癒いやすように、誤ご摩ま化かすように、優やさしく囁ささやく。

「私はね、芹菜に本当のことを知ってもらいたかったの」

「あり……あ？」

「さっきの。聞いてたでしょ？　あなたの幼おさな馴な染じみの……城き島じまくん。彼はね、ずっとあなたを裏切ってたの。だから私、それを教えてあげなきゃ、って思って」

　それは、城島晶あきらを追い詰めるため。

　そして同時に、森もり町まち芹菜の中から、城島晶という幻想を追い出すための儀ぎ式しき。

「……どういう、こと」意味がわからないのだろう。芹菜は呟つぶやき、足の力を失い、その場に座り込んだ。当然だった。在亜は、虚軸キヤストのことも何も教えていないのだから。

　横目で確かく認にんした晶は、苦く渋じゆうの顔で歯は咬がみしていた。それも当然だ。

　芹菜は巻き込まれたのだ。在亜と彼との諍いさかいなどではなく、城島晶の非日常に。

　晶が近くに存在していたせいで、今、芹菜はこうして縛しばられ、在亜に囚とらわれている。きっと彼は自じ責せきを感じているはずで──案あんの定じよう、晶は力なく、速はや見み殊こと子こに視し線せんを向けた。

「……頼む」

「ま、正直……私も見てらんないしね」彼女は頷うなずき、掌てのひらを芹菜の方へ向けて突き出す。

　知っている。今までは知らなかったけれど、今の在亜はその情報を持っている。

　目ハ覚ラまハしラ時計の力、自じ我が境界線の侵しん蝕しよくによる強制催さい眠みん。

「……させませんよ」だから、芹菜の前に立ちはだかった。

「無む駄だだよ」殊子は動じない。「何をする気かわかんないけど……」

「いいえ」だけど、それへ向かって、鴛おし野のは、ゆっくりと首を振る。

　彼女の姿に胸が痛んだ。けれど、それでも、

「そういうことじゃありません」ここで、やめる訳わけにはいかないのだから。

　ん？　と、首を傾かしげる殊子。

「そういうことじゃないって、どういうことなのかな？」

「……殊子先輩」

　在亜は胸の痛みを吐き出すように、記き憶おくの中にある彼女の名を呼ぶ。

　片腕をゆっくりと横に広げた。

　その左腕。袖そでを捲まくる。

「……何、だ？」

　左手、手首──真まっ赤かに染そまった、その傷口。

　まだ新しい傷だ。血はもう止まっている。けれど、かなり深い。実際骨まで達していた。

　それはリストカットと呼ぶには大おお仰ぎよう過ぎる、自殺へ至る傷。

　左手小指に結んだ、赤く長い糸が重力に従ってふわりと垂たれた。
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　そして──、

「知っていますか？」鴛おし野の在あり亜あは、鴛野在亜のものではない声で。

　優やさしく微ほほ笑えみ、その血まみれの糸に残った──彼女の言葉を紡ぐ。

「最初は、大おお石いし路みち子こと広ひろ瀬せ幸ゆき。互いの喉のどに錐きりを刺し合いました」

　それはまるで、事実を淡々と告つげるかのように。

「次は、生き残った広瀬幸と高たか江え江え見み。それぞれの首を鋸のこぎりで抉えぐりました」

　それでいて、感傷を込めて。

「その次は、生き残った高江江見と杉すぎ原はら嶋しま子こ。ダンプの前に飛び込みました」

　万ばん感かんの思いとともに、すべてを忘れようとするように。

「更さらにその次は、生き残った杉原嶋子と、姫ひめ島しま姫ひめ。飛び降りです」

　憎しみと悲しみを、過去の思い出として語るように。

「そして最後に、生き残った姫島姫と、」

　それらを、追つい体たい験けんしながら。

「私、鴛野在亜。……手首を、切りました」

　意い識しきせずに右目から、涙が一筋だけ頬ほおを伝った。




　　　　‡




　鴛おし野の在あり亜あの告白に思考を揺ゆさぶられながら、僕は震ふるえる足に力を込めた。

　鴛野は、何を言っているのだろう？　姫ひめ島しま姫ひめが自殺未み遂すいをしたというのは知っている。だけど、相手がいたなんてこと──言っている意味がわからない。

「心中して、生き残った方がまた別の人間と……？」記き憶おくを探さぐる。そんな記き録ろく、そんな異常な事件の記録など、新聞やテレビや、ネットにもなかったはずだ。いや──、

「まさか……」僕はそこで気付いた。

　記録にない。つまり、人々の記憶に、残っていない。

　ついさっき、僕が腕を切り落とされた時。

　硝しよう子こは、姫島姫の安否を確かく認にんするため友人の皆みな春はる八や重えに電話を掛けた。しかし彼女の口から出たのは『その姫というのはいったい誰だれだ』という言葉で……僕と硝子は、姫島姫が虚軸キヤストに侵しん蝕しよくされ、そして死んだ可能性が高いと結けつ論ろん付けていた。

　しかし、判然としなかったことはある。それは、姫島の死因だった。

　だけど、今、鴛野の言った内容が事実だとすると、それが見えてくる──。

「……マス、ター……」硝子が、弱々しく、僕の手を握ってきた。

　恐らくは僕と同じ結論に辿たどり着いたのだろう。

「ええ」僕の推測を肯定するように、鴛野在亜は、頷うなずいた。

「どんな記録にも残っていないわ。……虚軸キヤストに関かかわった者の死は、修正力リペイントマーカーによってなかったことにされる……それはあなたたちが、一番よく知っているでしょう？」

　姫島姫は、そもそも単独自殺ではなかった。しかし相手のことは誰も知らなかった。屋上から落下し死んだ瞬しゆん間かん、死体も記憶も世界から消失したのであれば、誰にもわかる訳わけがない。

　そのことが示すのはひとつ。

　姫島に取とり憑ついたのは、心中を繰り返すことで、感染する虚軸だということ──。

「姫島姫さんと私は、つい三十分ほど前、手首を切り合って心中したわ」

　まるで見せつけるように、自分の傷口、そして血に染そまった手を、小指に巻き付け垂たれ下がった血まみれの糸を、正面へと突き出して。

「他ほかのみんなと同じように、互いの小指同士を糸で繋つないで一いつ緒しよに死んだ。いいえ。死んだのは姫島さんだけ。血を、血に混じった虚軸を、糸伝いで私に受け渡して。

　今の私は固定剤リターダ。あの人の……無限回廊エターナル・アイドルの作り出してくれた虚軸キヤスト──『有限円環アカイイト』の、固定剤リターダ。巻き込まれた彼女たちは、さっき、この虚軸キヤストとともに、私の許もとへ、来た」

　恐らくは事実の可能性が高い。

　だけど、ひとつわからないことがある。

　修正力リペイントマーカー。虚軸キヤストによって起こった不自然な事象を『なかったこと』にする力。それは基本的に、虚軸キヤストが死んだ時、もしくは消滅した時にのみ、その虚軸キヤストにまつわる記き録ろくを消去するために作動する。そうすると、つまり鴛おし野の在あり亜あの持つ虚軸キヤスト──少女の血液の中で存在していた『有限円環アカイイト』は、その少女たちが死ぬ度たびに死んでいたことになる。そんなことがあり得るのか。

　だけど。無限回廊エターナル・アイドル、仮にあいつの作り出した虚軸キヤストであれば──僕と硝子以外でただひとり、虚軸キヤストと固定剤リターダを自在に分ぶん離りできる力を持ったあいつだったら。

　鴛野在亜が、疑問で見上げた僕へ応こたえた。

「この虚軸キヤストはね……あの人の、無限回廊エターナル・アイドル自身の『劣化世界ジヤンクパーツ』なの」

　劣化世界ジヤンクパーツ……だって？

「あの人の力は、虚軸キヤストを自在に作り出すこと。そして、虚軸キヤストから更に虚軸キヤストを枝分かれさせることもできるの。……そんなあの人が自分自身から枝分かれさせたのが、この『有限円環アカイイト』よ。ずっと少女たちの間を泳がせていたみたいだけど……それを私が譲ゆずり受けたの」

「何な故ぜだ？　鴛野。何故……そんな厄やつ介かいな虚軸キヤストを引き受けた？」

　僕の知らなかった、あいつのもうひとつの力。それは確たしかに驚おどろくべきものだ。けれど。

　少なくとも──修正力リペイントマーカーの働き方から見るに、この虚軸キヤストは固定剤リターダを渡り歩く度に、その固定剤リターダを殺し、分離しなければならない。そして、それこそが虚軸キヤストの性質であるとするなら、固定剤リターダの意い識しき下かに自殺願がん望ぼうを植え付けて、新しい固定剤リターダを捜さがしては心中を繰くり返す、まるで宿主を操あやつる寄生虫のような虚軸キヤストだ。いずれ鴛野在亜もその衝しよう動どうに引っ張られることになる。

「こうなった以上……お前もいずれ、自殺したくなるんじゃないのか？」僕は問うた。

　その疑問へ、在亜は──、

「関係ないわ」嬉うれしそうに笑えみ、言い放った。

「だって……この力で、私は沢たく山さんの人の存在をこの手にすることができたもの」

　うっとりと、陶とう酔すいしたように、両手を胸の前で握り、

「私は変わりたかった。以前の……ついさっきまでの私を知っているでしょう？　城き島じまくん。おどおどと、まともに喋しやべれもせず、いつだって芹せり菜なの陰に隠かくれて、他ひ人とと目も合わせられない。他ほかの人とどう接すればいいかよくわからなくて、だから引っ張ってくれる芹菜の腰こし巾ぎん着ちやくみたいになって。……好きな人ができたって、その想おもいを伝えることさえできない。こんな自分、自分で好きになれると思う？　私は嫌い。大嫌い。厭いやで厭でたまらなかった！」

　やがて自じ己こ陶酔の独白が、ヒステリックな絶叫へと変わる。

　そして、途と端たん、今度は自じ慢まんげな笑え顔がおへ。

「でも、私は変われるわ。……もう、今までの、他ひ人ととの話し方もわからないようなくだらない人間じゃなくなる。言葉を捜さがして口くち籠ごもって、結局何も言えなくなるような頭の悪い娘こじゃなくなる。誰だれかの陰に隠かくれてこっそりしてるような女じゃなくなる。好きな人にも好きって言えて、友達も沢たく山さん作れて、人の後ろでおっかなびっくりせずに済む女の子になるの！」

　嬉うれしそうに、その場でくるりと周り、鴛おし野のは瞼まぶたを閉じる。

　そんな彼女へ──ずっと黙だまっていた殊こと子こが、抑揚のない声で、虚うつろに呟つぶやいた。

「……存在を、抱え込んだ？」

「ええ」鴛野が頷うなずく。

「どういうこと。あんた、まさか……」

　その声が震ふるえている。狼狽うろたえている。いつも飄ひよう々ひようと、何があっても不ふ遜そんな余裕を持ち続ける速はや見み殊子が、僕の見る限り、初めて……動どう揺ようを隠し切れずに。

　当たり前だ。

　殊子もここまでは予想していなかっただろう。

　姫ひめ島しまが死んでしまっていることまでは薄うす々うす感付いていたかもしれない。それに関して責任感を持っていたかもしれない。けれど、こういう結果になることは──自身の責任による死を抱え込むよりも、更さらにもっと、ずっと厄やつ介かいだ。

　そして──。

「そうですよ。その通り……殊子先輩。私はあなたのことも知っています」

　陶とう酔すい的てきな気分、そのままに。

　沈ちん鬱つうな表情をした殊子へ。

　鴛野在あり亜あは、一いつ瞬しゆんだけ悲しげな顔で笑えみ、

「私の額ひたいに優やさしくキスをするあなた。でもその優しさが、時々とても冷たいあなた。受け止めてはくれるけど、決して私を頼ってはくれないあなた。私の好きな、私の好きだった、あなた。……わかりますか？　殊子先せん輩ぱい」

　だけど一転、嬉うれしそうに顔を歪ゆがめ、

「私……姫ひめでもあるんです」

　──酷ひどく残酷なことを、言った。

「ひ、め？」その言葉に表情を失い、殊子は立ち尽くす。

　いつも飄ひよう々ひようと、世界に浮かびたゆたう彼女が、まるで水面下から足を引っ張られたように。

　僕はそれに微かすかな驚おどろきを覚える。が、

「あの人はね、私に沢たく山さんのものをくれたの」

　それを見計らったかのような鴛野の声が、僕の思考を一瞬だけ止めた。

「知ってる？　この挾はさ間ま学園と言わず……挾間市内の十代の間でひっそりと流は行やってるメールマガジンがあるの。誰だれかの紹介がなければ加入できない、閉じたコミュニティ。……あなたなら、それがどういうことかはわかるよね？」

　つまり、鴛おし野のはそれへ加入して──いや。

　それはつまり、あいつが、あいつが作成した、僕を追い詰めるための……？

「そして、これが……」そんな、僕の隙すきを見計らったかのように。

「あの人が柿かき原はる里り緒おと接触した目的よ！」

　鴛野在あり亜あは、背はい後ごに控えていた見知らぬ少年、そのひとりに合図を送った。

　頷うなずきもせず彼は壇だん上じようから体育館の床ゆかへと降り立つ。

　直後。

　そいつが、分裂した。

「な……！」

「有識分体分裂病の、劣化世界ジヤンクパーツ。……『欠躁陥鬱群障体害』」

　ひとりがふたりに。ふたりが四人に。四人が八人に。八人が、十六人、そして三十二人に。あっという間にひとクラス分ほどの群衆となった彼らは、音もなく僕らを取り囲む。

「マスター！」硝しよう子こが僕を急せかすように叫んだ。だけど。

「く……っ」一歩──一いつ瞬しゆんだけ出遅れる。

　分裂したそいつらは、棒立ちになっていた僕らへと躍おどり掛った。慌あわてて硝子を抱き寄せようとするがあっさりと阻はばまれる。純粋な数の暴ぼう力りよくは反射神経だけではどうにもならない。

「……マスタ……！」声がする方を振り返るが、そこに見えるのは同じ顔をした知らない顔。

　腕を、足を、腰を掴つかまれて、僕は体育館の床へと叩たたき付けられる。抗あらがおうともがくが、次から次へと殺到する人混みに押されて動けない。

　──なんて、間抜けを……！

　後こう悔かいとともにやってきたのは、背中を踏み付けられたことによる呼吸困こん難なんだった。硝子は、殊こと子こはどうなっているのだろう。右向こうと背後で反抗する気け配はいがある。それが示すのは、僕と同様に組み伏せられてしまったということを示す、どうしようもない事実。

「……ち……」叫ぼうとしても、喉のどから洩もれるのは笛のような呼吸音だけ。

　両手、両足、首、頭、背中、腰、ご丁てい寧ねいに、文字通り身じろぎひとつできない。

「マスターっ！」硝子が三たび僕を呼ぶ。

　声の方向と大きさからして、立ったまま拘束されているのだろう。

「知ってるよ」舞ぶ台たいの上から鴛野在亜が得意げに言った。

「あなたの……『全一オール・イン・ワン』の、弱点。武器を構こう築ちくしなければ無力で、同時に、構築した武器を長時間維い持じしていられない。だからここに来る前に武器を作っておくこともできず、そして離はなれ離ばなれにされればそれまで。あなたたちは、とても強いけれど、とても弱い。……忘れていたんじゃない？　それとも殊子先せん輩ぱいがいたから油ゆ断だんしていた？」

　鴛野の声が耳に痛い。まったくその通りだ。こんなことは計算していなかった。

「その人ね、私たちの彼氏のひとりなの」歯は咬がみする僕の上へ、鴛おし野のの嘲ちよう笑しようが降り掛かる。

「正せい確かくには、その人は大おお石いし路みち子この恋人。そして……」

　見上げる僕の視界に、少年がもうふたり。舞ぶ台たいの袖そでからゆっくりと現れた。

「この人たちが、広ひろ瀬せ幸ゆきと高たか江え江え見みの」

　分裂しているこいつを合わせて、全部で三人。

　彼らは口を開かない。僕らを束そく縛ばくしているこの少年も同様だ。襲おそい掛かっては来たが、殺さつ気きや敵意や、それどころか意志すらも感じられなかった。

「これがね、あの人から与えられた、私自身の願がん望ぼうから産み出された世界キヤスト……『夢使いライドライヤー』。自分と他人とを、繋つなげる力。私から世界へ伸びる、私だけのホットライン」

　他人と上う手まく接することができなかった鴛野在亜彼女の持っていた、他者と接触したい、繋がりたいという願望から生まれ──無限回廊エターナル・アイドルによって引き出された虚軸キヤスト。

「こんな……偽にせ物もので、お前は」満足なのか、と。思わず言おうとした。けれど。

　瞬しゆん間かん、より一層の強い力で押え付けられ、僕の声が潰つぶれる。

　鴛野はそんな僕を見下ろし、何も不安などないかのような顔で、振り返った。

　視し線せんの先には、縛しばられたまま、状況に心が追い付かず、茫ぼう然ぜん自じ失しつした、芹せり菜なの──、

　りなちゃんの、姿。

　鴛野が、嬉うれしそうに言う。

「さあ城き島じまくん。次は、あなたのホットライン……切断してあげるわ」

「……な……ん、だと？」




　　　　‡




　体育館の床ゆかに組み伏せられた城島晶あきら。

　その背はい後ごで、両腕の関節を後ろ手に極きめられて動けない城島硝しよう子こ。

　そして、晶と同様に俯うつぶせに押え付けられた、速はや見み殊こと子こ。

　詰み手を打った在あり亜あは、壇だん上じようから三人を睥へい睨げいしながら、ゆっくりと芹菜を見詰めた。

　殊子と硝子を一いち瞥べつした時、彼女の中にある姫ひめ島しま姫ひめの記き憶おくと感情が僅わずかに痛んだが、それを全力で押し殺し、無む理り矢や理りに笑え顔がおを作る。この程度の痛み、どうということはない。

　実際、在亜の中にある、以前の彼女たちの記憶や感情は、酷ひどく朧おぼろだった。

　姫島姫を介して、彼女の生命とともに受け取った虚軸キヤスト『有限円環アカイイト』は、故人のパーソナリティを完全に引ひき継つぐような類たぐいのものではない。単にほんの少しの人格と、後は幾いく許ばくかの記憶だけ。それも、古くなればなるほど薄うすれて行く。

　自じ己この保存を第一に、固定剤リターダとなった自分たちを食い物にして生き延びようとする、それが『有限円環アカイイト』だ。人格と記憶の移動は所しよ詮せん、その付属品でしかない。

　だけど在あり亜あにとってはそれで充分だ。恋人に、そして友人に対する裏切りによる胸の痛みもまた、自じ己この変革を意い識しきさせてくれる心地ここちよさの方が大きい。

　そうだ──。

　他者を喰くらい、自身の糧かてとして、嫌いな自分を追い出せればそれでいい。

　他者を取り込み、それによって世界とより深く繋つながることができれば──。

　そして、在亜の最終目的は、まだ達せられている訳わけではない。

「……芹せり菜な」そのための詰めを始めようと、呆ぼう然ぜんとしている芹菜へと近寄った。

「ひ」目が合うや、芹菜は完全に怯おびえ切った顔で、在亜から視し線せんを逸そらす。

　当然だろう。今のこの、舞ぶ台たいの下で繰くり広げられている光景は、芹菜の常識から完全に逸いつ脱だつしている。怖がるなという方が無理な話だ。

　──だけど、気を失っていないだけ、やっぱり芹菜は強いな。

　その強さ。気丈さ。どんなに他者を取り込んでも、決して自分には得られないもの。

「大丈夫だよ、芹菜」できるだけ優やさしい声で、在亜はゆっくりと微ほほ笑えむ。

「ひ」声をあげた唇くちびるを塞ふさぎ、頬ほおを掴つかみ、

「私を……見て」顔を、視線を合わせて。

「大丈夫でしょう？　何も心配ないわ」

「……あ」

　大おお石いし路みち子こに誘さそわれた広ひろ瀬せ幸ゆき。広瀬幸に誘われた高たか江え江え見み。高江江見に誘われた杉すぎ原はら嶋しま子こ。

　そして、杉原嶋子に誘われた姫ひめ島しま姫ひめと、姫島姫に誘われた自分。

「大丈夫。私に任せて？」虚軸キヤスト『有限円環アカイイト』の持つ、甘かん美びな永遠の夢への誘いざない──。

　ゆっくりと、在亜は、芹菜の唇へと、キスをした。

「っ、ん」触れ合った柔らかな感触に、在亜の心しん臓ぞうが僅わずかに加速する。

　それと対比するかのように、芹菜の瞳ひとみが、安あん堵どの色へと変わって行く。

　それは血液の前に行なう、衝しよう動どうの伝染。

　唇を離はなした。半なかば閉じられた芹菜の目はどこか惚ほうけたように在亜を見ている。

　あとは背中を押しさえすれば、境きよう界かい線せんは消失する。

「……ねぇ、芹菜」在亜は、今や抑おさえ難がたくなった鼓動に身を任せ、囁ささやいた。

「な……に、？」

「一緒に……死なない？」

　芹菜は応こたえる。

「いいよ」

　心中することで、自身の記き憶おくを他者へと移す力。

　ずっと憧あこがれていた、ああなりたいと思っていた存在に、なれる力。

　──それが、鴛おし野の在亜の目的だ。

「……鴛おし野の……在あり亜あっ！」舞ぶ台たいの下で、破裂するように城き島じま晶あきらが叫んだ。

『夢使いライドライヤー』で命令を送りながら、だから在亜は振り返る。

「ダメよ、城島くん。邪じや魔まをしないで。あなたは舞台の外にいるんだから。……これから、とっておきの悲ひ劇げきを見せてあげる。とても綺き麗れいな、親友同士の心中風景ラヴアーズ・スーサイドよ。だけどアンコールに現れるのは、私でもなければ芹せり菜なでもないわ。生まれ変わった……あなたのよく知ってる、だけどあなたの決して知らない、森もり町まち芹菜なの」

　まるで、本物の舞台のように。大おお仰ぎように両手を広げながら。長なが尺じやくの台詞せりふを読み上げるように。心地ここちよい陶とう酔すい感かんに包まれたまま、在亜は微ほほ笑えむ。

　当たり前だ。

　自殺なんて、心中なんて──何かに酔っていなければ、できる訳わけがない。

「さ、芹菜」呼び掛けながら、懐ふところから糸の束を取り出した。純白の、木も綿めん糸いと。

　芹菜の手を取る。糸の先端を引っ張って、彼女の左手、小指に巻き付け、結ぶ。

　糸を噛かみ切り、

「私にもして」

「……うん」覚悟を決めたような、訳がわかっていないような顔で、芹菜が同じように、その糸を在亜の指へ巻き付けて結んだ。

　左手小指が意味するのは、信頼と服従、そして変化。ふたつを繋つなぐのは赤い運命。

　スカートのポケットに入っていたカッターナイフを探さぐり、右手へ持つ。

　後は、血液を交換すれば──白い糸を赤く染そめれば、それでいい。

「さあ、終わりよ、城島くん」在亜はもう一度、舞台の下で這はいつくばる彼を見た。

　目的はもうすぐ果たせる。もうここまで来れば城島晶に対しては何の感かん慨がいもない。でも、殺しておかなければならないと思う。自分が芹菜の中へ移った後、芹菜の彼への想おもいが残っていてはたまらない。だから、芹菜が虚軸キヤストとなる前に、彼を殺しておかなければならない。

　──そうすれば、修正力リペイントマーカーが働いて、芹菜は城島晶のことなど綺麗さっぱり忘れてしまう。

「私たちが死ぬ前に、あなたも殺しておかないと」

　城島硝しよう子こと速はや見み殊こと子こを殺すことは、ちょっとできそうにない。だけど、彼だけは。

　控えていたもうふたりの傀かい儡らいへ、頭の中で命令を送る。タイムラグもなく、彼らは舞台から体育館の床ゆかへと飛び降りる。それぞれの右手には、鈍にぶく赤く光る、細い剣のような光。

　ついさっき城島晶の身体からだを貫き、腕を切り落とした虚軸キヤスト『ノッキング・オンヘブンズドア』。

　これも──無限回廊エターナル・アイドルからもらったものだ。

「何か……彼へ言い残すことはある？　芹菜」

　押さえ付けられた晶へとふたりを近寄らせながら、在亜は手を繋つないだ隣となりの親友へと問うた。

「ううん」芹菜は、穏おだやかな微ほほ笑えみを浮かべたまま、晶を寂さびしそうに見下ろしている。

「ばいばい、あっちゃん。ごめんね。あたし……死ぬことにしたの」




　普ふ段だんの森もり町まち芹せり菜ななら、決して言わないだろうその科白せりふ。

　晶あきらは顔を俯うつむけたまま、動かなかった。

　──聴ききたくもない、か。

「そうね……あなたはそうやって、せいぜい現実から逃げてればいいわ」

　だから、在あり亜あは、彼の前へ立ったふたりの人形に命令する。

「殺して」その言葉と同時。

　繰くり糸で吊つっているかのように、赤い剣の切っ先が二本、城き島じま晶の頭上へと掲げられ──。




「……く、く」




　変化が起きたのは、その時だった。

「ふふ……ふふ」唐とう突とつに、舞ぶ台たいの下から含み笑いが聴きこえた。

「な……に？」在亜は思わず、人形の動きを一時止める。

「傑けつ作さくだな……鴛おし野の在亜」

　声。それはまるで、在亜を睥へい睨げいしているかのような、城島晶の──声──だった。

　意味がわからなかった。何な故ぜ彼がそんなことを言うのか。舞台の下、観かん客きやく席せきで這はいつくばり、身動きひとつ取れずにいるこの少年が、これから幼おさな馴な染じみを失い殺されるはずの少年が、どうしてそんなふうに、さも可お笑かしそうに笑っていられるかが。

「現実から逃げてる、だって？」だけど、そんな在亜の胸中を無視して、晶は続ける。

「真っ先に現実を否定して逃げ出したお前が、僕に……この僕に、逃げてる、か。だから傑けつ作さくなんだよ、鴛野。お前が今からしようとしてることは何だ？　自分の身体からだを捨てて、りなちゃんの身体へと逃げ出そうとしてるだけじゃないか」

「な、にを……！」思わず目の前が真まっ赤かになる。そんなことを言われたくはない。違う。自分は逃げるんじゃない。変わるんだ。今までの自分ではなく、新しい自分へ。

「同じことだ」城島晶は、そんな在亜の心の声を、まるで聴いていたかのように、

「自分の虚軸キヤストだけじゃなく、あいつに、第三者にもらった虚軸キヤストを使って……他人の空想で、他人の世界で、自分の願がん望ぼうを満たすのか？　そこに現実があると思うのか？　ないね。そんなもの、現実どころか虚きよ構こうだって紛まがい物だ。いや……紛い物と呼ぶのもおこがましい、不細工な失敗作の……樹脂にもなれない、粘土細工だよ」顔を上げ、失望したかのように、嗤わらった。

　在亜は反はん論ろんできない。

　違う。反論できないのではない。

　嗤っている城島晶の顔が、声が、まるで自分の中の大事なものを容赦なく削けずり取っていっているような気がして──ただ、絶句するしかなかったのだ。

「残念だけど……僕はこれ以上、茶ちや番ばんに付き合ってる余裕はないんだよ。制限時間付きなんでね。さっさと終わらせてもらうことにする」その態たい度ど。声こわ音ね。気け配はい。

　すべてが、在あり亜あの知っている、城き島じま晶あきらという人間とは違って見えた。

「……殊こと子こ！」相変わらず這はいつくばったまま、分裂した少年たちに手足を押さえ付けられたまま、虫のような姿勢のまま、それでも晶の声は淀よどみもなく、追い詰められてもいない。

「はいよ」晶の横二メートルの距きよ離りで、同様に『欠躁陥鬱群障体害』に囚とらわれていた速はや見み殊子が、こちらも──何でもないような声で、応こたえた。

「行けるんだろう？」

「まあ……ね。しかしこれ、ちょっと油ゆ断だんしたな」

「言うなよ。僕だって後こう悔かいしてる。情なさけない……冷静さを失ってたみたいだ」

「それって、あの娘このことで？　幼おさな馴な染じみの」

　茶ちや化かしたように笑った殊子へ、晶はふん、と鼻を鳴らした。

「彼女を前にして、腹を括くくるのが遅れただけだよ。……だけど、もういい」

「そうか。じゃ、お膳ぜん立だてしてあげようかな」

「何をする気……！」在亜は身構え、慌あわてる。咄とつ嗟さに、体育館にいる自分の傀かい儡らいたちに命令を出そうとした。彼を、城島晶を殺せ、と。

「ねえ……姫」だけど。

「……何て言うかな」速見殊子が。

　どこか恥はずかしそうに、頬を掻きながら、言った。

「え……？」見ればいつの間にか、組み伏せられていたはずの彼女が、その場に立っている。

「あのね、姫ひめ」彼女の身体からだを押さえ付けていたはずの『欠躁陥鬱群障体害』たちが──殊子の周りで、何もせず、彼女から離はなれて、茫ぼうとしていた。

　──まさか!?

　速見殊子の『目ハ覚ラまハしラ時計』。他者を強制催さい眠みんで操あやつる力。話にだけしか聴きいていないから、油断していた。まさかあの状態でも使えるなんて──。

「あんたの好きだった私は……たぶん、いつだってどんな時だって、表層だけで世界に関かかわって、だけど決して深入りしない……そんな、厭いやな女だったんだろうね」

　慌てる在亜に、殊子が言った。

　瞬しゆん間かん、姫ひめ島しま姫の記き憶おくが、不意に脳内を駆かけ巡る。

　そうだ。私は、この人が恐こわかった。

　好きだったけど、ずっと恐かった。

　彼女は、いつもとても優やさしかったのに……でも、いつも疑問だった。この人は本当に私のことが好きなんだろうかと。本当に私を大事に思ってくれてるんだろうか、と。

「そうだね」その記憶を察したかのように、殊子は笑えむ。

　どこか寂さびしそうに、だけど、それ以上に──他ひ人と事ごとのように。

「だったら……あんたと死に別れた後になって急に態度を改めるってのも失礼な話だ」

「……先せん輩ぱい……!?」

　直後、殊こと子この視し線せんが変化した。

　それと同時。

　彼女が上へ向けた掌てのひらに、鈍にび色いろをした、文字通りの『時計』が──浮かんだ。

　鎖くさりのない懐かい中ちゆう時計に似ている。大きさはコインよりもひと回り上程度。

　その『時計』は──彼女の掌だけではなく、分裂していた『欠躁陥鬱群障体害』たち、ひとりひとりの頭上にも、まるで幽ゆう霊れいのように、ぼんやりと。

「知ってても、見るのは初めてかな？　これで、相手の自じ我が境きよう界かい線せんを侵しん蝕しよく──嘘に満ちたでたらめな時を刻ませるのが、私の……『目ハ覚ラまハしラ時計』の力だ」

　そして。

　音もなく、ひとりの頭上にあった時計が、内部から自じ壊かいするように爆ばく発はつした。

　刹せつ那な。

　その彼が、自分の指を口内へと突っ込み、力の限りに自らの舌を引き摺り出す。

「私はさ、姫ひめ」続いて、もうひとり。

　爆発。直後、狂ったように舌を掴つかみ、引っ張る。

　血は殆ほとんど出ない。だけど、それが余計におぞましい。

「本当に……本当は、どうでもいいんだ、何もかも」

　言葉に合わせて、彼らの頭上へ浮かぶ時限爆弾が、次々と作動していく。

「世界も、恋人も、家族も、学校も、友達も、青春も、何もかも」

　時計が破裂すると同時、彼らは動きを止めて、それから口を開け、中へ指を突っ込み、舌を掴んで引ひき千ち切ぎり、引き千切ると同時に倒れていく。

「確たしかに私はあんたが好きだったよ。大事に思ってた。長続きしないだろうとは覚悟してたけど、それでも、本当に別れてしまうその時まで、この時間を大事にしようと思ってた」

　殊子は表情をまったく変えない。微動だにすらしない。

「……でもね、姫」ただ──その眼が。

　それは、猫科の猛もう獣じゆうのような、鋭するどく鷹おう揚ようで、だけど同時に笑っているような、そんな眼だ。

　猫じゃらしで遊ぶようにして鼠ねずみを喰くい殺すような、そんな──。

　殊子はその瞳ひとみで、心を操あやつった少年たちを一いち瞥べつだにせず、在あり亜あを見み据すえ。

「私は、あんたのことを好きに思う自分の気持ちさえ、本当はどうでもいいんだ」言った。

「そん……な」在亜は戦せん慄りつする。

　冗じよう談だんではない。心を操る術ならば自分も持っている。対象を傀かい儡らいにする『夢使いライドライヤー』だ。そういう意味で、自分の力と殊子の力は種類がとても近い。

　だけど、こんな、こんな所しよ業ぎようは。相手をただ、意味なく自殺させていくような力は。

　こんな恐ろしい奈落は、在亜の虚軸とはまるで別物だ──。

「さて」壇だん上じようの姫ひめを見詰め、倒れていく少年たちを無視したまま、思わず恐怖で後じさりした在あり亜あを見て、ふ、と。殊こと子こが寂さびしそうに笑った。

　直後、視し線せんを逸そらし、

「お膳ぜん立だては終了したよ、城き島じま晶あきら。いや……『全一オール・イン・ワン』」

「……あ」気付いた時にはもう遅い。

『欠躁陥鬱群障体害』は、分裂した彼ら全員はことごとく死に絶えてしまっていて、

「感かん謝しやする……『目ハ覚ラまハしラ時計』」

　後には累るい々るいと倒れ伏す死体の山と、束そく縛ばくから離はなれて自由になった、少年と少女がいた。
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「さて、と……」全滅した『欠躁陥鬱群障体害』の死体が修正力リペイントマーカーで消失して行くのを横目に見ながら、僕は改めて両足に力を込めた。

　鴛おし野の在亜に、立ち直る暇ひまは与えない。

「……硝しよう子こ」呼び、再び僕の傍かたわらへと戻ってきた、小柄な肩を──抱く。

　ふと思う。

　硝子の眼に、鴛野はどう映っているのだろう？

　友人を殺し、存在を乗っ取った敵なのか。

　それとも、友人の存在を抱え込んだ、論ろん理りで定義できない者なのか。

　或あるいは、友人そのものと同義の、生まれかかった感情をこの上なく刺し激げきする存在なのか。

　そして、それを前にして硝子が抱くのは、

　殺意か、或いは憐れん憫びんか、もしくは哀あい惜せきか、それとも逡しゆん巡じゆんか。

　だけど今、この場では、僕は硝子の──『全一オール・イン・ワン』の所有者であり、硝子は僕の所有物だ。

　さっき、油ゆ断だんから動きを抑えられて下へ手たを打ってしまった時、覚悟は決めた。

　ここで僕がやるべきことは、硝子を気き遣づかうことではない。

　そんなことは全部が終わってから幾らでも思い悩めばいい。後こう悔かいは文字通り、後に回せ。

　今この場で後悔して、守るべきものを窮きゆう地ちに陥れるような愚ぐ行こうは──二度と冒おかさない。

「……いいか？」

　人間としてではなく。

　虚軸キヤストとして、僕は問う。

　それら一切を受け止め──受け止めてくれて、僅わずかに瞼まぶたを閉じ、

「イエス」硝子は頷うなずく。

「私のことならば気遣いは無用です。あなたの隣となりであなたに抱かれているのなら、私の前には敵も味方も一切合切存在しません。……あなたの定義する破は壊かい対象、それに相応ふさわしい武器を製造することこそが、私に与えられた、私にとって唯ゆい一いつの存在意義です！」

「そうか……なら、頼む」

「イエス、マスター。……容赦のない殺さつ戮りくを……私に踊らせてください」

　──その言葉に、感かん謝しやと謝罪を込めて。




「……不定量子start: system回路起動"all in one"」

「了解しましたYes、何より優先すべきMy only、我が主人master.」




　僕は、硝しよう子この本体に脳内から命令を送る。

　それは不定量子回路へと働きかける、仮想的な観かん測そくだ。

　波動関数を任意の状じよう態たいへ収束可能な彼女の身体からだは、僕の持つ『武器』のイメージに合わせて、それを構こう築ちくする。箱はこの中にあるシュレディンガーの猫、その生きている状態と死んでいる状態を、観測者の意志と願がん望ぼうに合わせて決定する装置──それが『全一オール・イン・ワン』。

　僕の観測に合わせて、硝子が頷うなずいた。

「了解Yes。仮想観測確認set:virtual observation。形状、銃剣form:bayonet。回路よりinstall start:D-link/構築開始"semi scratch"……終了O.K.」

　体内裏面空間、硝子の本体が武器を構築していく。

　悠ゆう長ちようにする気はない。

　僕は硝子の前へ、硝子の視界から鴛おし野のを──姫ひめ島しまを消し去るようにして、立つ。

「……さて、そろそろ幕と行こう」

　呆ぼう然ぜんと『有限円環アカイイト』の誘ゆう惑わくに囚とらわれたままでこっちを見ている芹せり菜なが眼に入った。

　芹菜を抱だき締しめる鴛野が、僕を憎しみの視し線せんで睨にらみ付ける。

　す──と。残ったふたりの少年たちが、僕から鴛野を守るように、立ちはだかる。

　そんなものは、それらすべては、僕にはもう──関係ない。

　目の前の敵は、鈍にぶい赤の燐りん光こうを放つ、細長い剣のようなものを携たずさえていた。

「まだよ！」彼らへ向かって、鴛野が、何かを振り切るように叫ぶ。

「……もうわかってると思うけど、それに傷付けられれば動きが奪うばわれる。あなたには……髪の毛の筋ほどの負傷も許されないわ！　そんなこと、できやしない！」

「……ふん」僕は、だけど、その虚きよ勢せいも無視し。

　背はい後ごに、言う。




「準備はいいかAre you ready,？　所有物my lady?」

　硝子は応こたえた。

「万全ですI'm steady,、私の主人my steady.──抱いてくださいHold my right arm tight.」




　す、と。言葉通りに。硝しよう子こが背はい後ごから、僕の腰に両腕を回した。

　右みぎ脇わきから伸びた腕が、僕の胸をゆっくりと撫なでる。

　その指に、僕は左手の五指を絡からめ、しっかりと握った。

　手を繋つなぎ、そうして──僕は、その手を、捩り引く。

「……ん」硝子の吐と息いきが、僕の背中へ熱あつく湿る。

　それを無視して、手首をねじ切るように強く。

　力に合わせ、硝子の腕、手首の円周に沿って、断裂が生まれた。

　硝子は無言で、息を殺し、残った左腕で僕の上着を強く掴つかむ。

「あ……ん」断裂は徐々に広がっていく。

　だけどそこに覗のぞくのは、血でもなければ肉でもなく、骨でもない。




　歯車や螺ね子じや螺ら旋せん盤ばんやボルトや釘くぎや鎹かすがいやコードの組み合わさった、機き械かいだ。




　ふたり、手を繋ぎ合いながら、その手首から先を引き抜いていく。

　手首と腕とが切きり離はなされ、機械の中身が徐々に露ろ出しゆつしていく。

　まるで、鞘さやから引き抜かれる刀のように、硝子の腕からは機械細工が伸びる。

　何かに耐えるように、唇くちびるを咬かみながら、息を荒く、僕に背後から縋すがり付く硝子。

「ん……あ、や、あああああああっ！」

　ずるずるぎちぎちぎち、と、金属が擦こすれ合う音と共に。

　やがて硝子の手首は完全に身体からだから分ぶん離りし、僕は抜き放ったそれを水平に掲げた。

　手首は柄つかとして僕と指を絡めたまま、その断面から露ろ出しゆつした骨の部分が、歪いびつなパーツの組み合わせで構成された、機械じみた細長い──剣。

「ん…………は……ぁ」

　硝子が僕の身体を抱だき締しめながら、ゆっくりと足の力をなくして、座り込んでいく。

　出来上がった剣を、僕はひと振りした。

　柄になっている硝子の手は、僕をしっかり握って離はなさない。刃やいばの長さは八十センチほど。金属部品の寄せ集めだから刃という感覚はなく、ただの細長い機械の棒といった印象だが──それでも、僕が定義したのであれば、それは切り裂くためにこそ存在する。

　そうして、僕は──、

「先に言っておくぞ……鴛おし野の在あり亜あ」

　座り込んだ硝子から一歩離れ、

「お前がりなちゃんの友達だったとしても、関係ない」

　剣を携たずさえたまま立ち、

「そこに突っ立っているふたりに関してもそうだ。こいつらがどんな事情で、どんな気持ちで、どんな経緯いきさつで虚軸キヤストを得てお前の傀かい儡らいになったのかは知らない。だけど……そんなことは、僕にとって、今の僕にとっては、まったく関係がない」

　感触を確たしかめるように、手の中の硝しよう子この手を握り、

「僕は殺す。僕の前に立ったお前たちを殺す。お前たちの悲しみも憎しみも怒りも喜びも思い出も記き憶おくも感情も、過去も未来も全部ひっくるめて、完かん膚ぷなきまでに殺す。あっさりと、一いつ瞬しゆんで、何の感かん慨がいもなく、何の後こう悔かいもなく、何の逡しゆん巡じゆんもなく、何の躊ちゆう躇ちよもなく。機き械かいのように……手順プロトコルと動作プログラムと論理ロジツクで。さっき殊こと子こがそうしたように……殺す」

　──吐き捨てた。

「かかってこい、僕の敵。お前たちの全存在を……ルーティンワークで否定してやるよ」

　その言葉と同時。

　息を呑のんだ鴛おし野のに反応し、赤い燐りん光こうを掲げたふたりの少年が、壇だん上じようから僕へ飛び掛かる。
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　操あやつり人形と化したふたりの少年が、たったひとりの敵を前後から囲んだ。

　ほんの少しの傷を与えればそれで終わりだ。勝てる。城き島じま晶あきらには、勝しよう機きなど存在しない。在あり亜あはそう思い込もうとした。事実、そうなるのが当たり前だった。

　だけど。

　足が震ふるえる。心しん臓ぞうが跳はねる。背筋が凍る。それらがどうしようもない。

　何な故ぜだろう。何故、こんなにも、城島晶のことを怖がっている？

　何故だろう。何故、城島晶は、武器を持ったふたりに挟まれて尚なお、こちらを見ている──？

　じっと、黙だまって、瞬まばたきもせず。晶は鴛野の瞳ひとみだけをじっと覗のぞき込む。

　今の晶の表情は、異様だ。

　殺さつ気きもなく、敵意もなく、かといってこちらのことを窺うかがうような様よう子すもない。感じられるのはただ、ただ、こちらへと向かう視線のみ。

　獣けものより質たちが悪い。爬は虫ちゆう類るいよりも更さらに無機質だ。

　まるで、機械のような……いや──、

　まるで、死し骸がいを目の前にした昆虫のような──無機質で無色な、意志のない瞳。

　唐とう突とつに、前触れもなく、晶が動いた。

　向かって左、赤い剣を振りかぶり上段から切り掛かろうとしていた方へと。

　在亜の傀儡である彼は、意志を持たない。ただ純粋な、固定剤リターダとしての常軌を逸いつした瞬しゆん発ぱつ力りよくと反射神経を最大限に利用し、逡巡や我わが身の犠ぎ牲せいを省みることなく、晶に傷を付けるための攻こう撃げきを与えるように命令してある。

　上段からの晶あきらの剣を、冷静に彼がサイドステップで躱かわす。そして床ゆかまで振り下ろされた硬直を狙ねらい、横よこ薙なぎ。かろうじて晶は身を屈かがめてそれをやり過ごすが、その時にはもう背はい後ごのもうひとりが今度は下から上への斬ざん撃げきで、晶を殺そうとする。

　晶が横跳とびで逃のがれるが、その時にはもう最初のひとりが体勢を立て直している。

「行きなさいっ！」思わず、在あり亜あは叫んだ。

　そうだ。こちらは傷一筋でも付ければそれで勝てる。だったら慌あわてることなどない。

　挟み込むように、捨て身で。ひとりが右から。もうひとりは一いつ瞬しゆん遅れて左から。袈け裟さと逆袈裟でだ。上にも下にも逃げられる訳わけがない。

　在亜の統制の元、機き械かいのように精せい確かくに、ただ相手を殺すためだけの行動。普通の人間が、感情を持つ人間が、それに対抗することなど不可能だ。

　晶は──背後、手の中の武器を無造作に掲げ、かち合わせる。
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　ならば前から迫ったもうひとつのものは躱せないはず。

　在亜は息を呑のんだ。が。

「動きが精確過ぎる……それじゃあ、駄だ目めだ」晶が、在亜を見たまま、呟つぶいた。

　晶は同時に、自みずからの腕で、斜め上からの斬撃に触れて──、

「何を……っ!?」その剣に、差し出した。

　皮一枚でも触れられれば動きを奪われるその武器に、自分の腕を。

　とんでもない苦し紛まぎれの愚ぐ策さくに思えた。これで晶あきらは傷を負い、その場に崩くずれ落ちる。そうとしか考えられなかったし、そうなるはずだった。それなのに。

「……え？」刹せつ那なの後、

　剣は弾はじかれ、いなされた傀かい儡らいはバランスを崩し、背はい後ごへとよろめく。

　晶は──何事もなかったかのように、それを追つい撃げきした。

　視線は在亜へと固定したまま、相手にしている敵を見ようともせず。

　腕は無傷。擦さつ過か傷しようもない。どういうことだと思い、直後に気付いた。

　不定量子を実軸ランナへ反発させることで行なう、力場の生成──虚軸キヤストや固定剤リターダであれば誰だれにでも可能で、だけど力の割に酷ひどく疲労するもの。在あり亜あも知っている。エネルギー効率に無む駄だが多いため、使っても仕方のない力でしかないものだ。

　晶は、微弱なそれを腕から発散し、剣が腕に触れる前に、それを盾たて代がわりにした。

　それを、そんなものまでも。

　城き島じま晶は、技術の域へと高めている──？

「……あ……」呆あつ気けにとられた直後、斬撃。

　一撃で、傀儡のひとりが、あっさりと、躊躇ためらいもなく、首を落とされた。そして。

　晶はそのままの姿勢で一歩下がりつつ、背後へと迫っていたもうひとりの相手を見ることもなく在亜に視線を定めたまま肩口の上から、後ろ向きに歪いびつな武器を突き出す。

　そして剣を横に薙なごうとしていた彼の腕を在亜に視線を置きながら空いた手で難なんなく掴つかみ、勢いを止め、そのまま身体からだを捻ひねると──心しん臓ぞう辺あたりに突き立った歪な部品だらけの『剣』でこっちを見詰め彼の身体をそのまま上方向へと切り裂いた。

　操あやつり人形である彼らよりも、遙はるかに淀よどみのない動き。

　ふたりめも、これ以上ないほどに呆気なく、床ゆかへと倒れ、消える。

　晶は姿勢を正し、ゆっくりと姿勢を正し、在亜を見た。

　いや、違う。見ている。

「ひ……ぃ」

　在亜の足の震ふるえが最さい高こう潮ちようへと達する。

　機き械かいにも等しい動きで動作する自分の傀儡が、あんなにもあっさりと、まるで襤ぼ褸ろ切きれか何かのように、殺されて、消えた。その恐怖もある。

　だけど、在亜が恐怖を覚えたのは、その動きだけではない。

　何よりも恐こわかったのは──。

　その無駄のない動きと技術で人間ふたりを殺してしまったにも拘かかわらず、その最中にも、

　一度も自分から離されることがなかった、あの昆虫のような、城島晶の視し線せんだった。

「何、よぉ……」思わず、

「何なのよおっ!?」叫んだ。

「なんでそんな顔ができるの!?　なんでそんなふうに戦えるの!?　何でずっとこっちを見てるのよ……何で……見ないで……見ないでよ……化ばけ物ものっ！」

「化け物、か」在あり亜あの疑問に、晶あきらの口だけが動く。

「だったら覚えておけ。……今の僕の姿が──非日常に足を踏み入れるってことだ」

　声には、この世にあるどんな感情も窺うかがえない。

「逃げた先に楽園でもあると思ったか？　鴛おし野の在亜」

　名前を呼ばれただけで足が震ふるえた。

「此し岸がんを捨てて彼ひ岸がんに逃げればすべて解決するとでも思ってるのか……鴛野在亜」

　やめて、そう思った。頼むからやめて、と。

「川日を常泳をぎ生ききるる覚悟もないのに、彼岸の花を摘もう非日常に足を踏み入れようとするからだ。鴛野……在亜」

　そんな、まるで、数式を読み上げるような無感情で、自分の名前を、口に──。

「あ……あ……」反射的に、発作的に、

「あ、あ、あああああああああああ!!」在亜は、絶叫した。

　抱だき締しめていた芹せり菜なを突き飛ばす。殺されると思った。

　逃げられるとは思わなかった。でも、死ぬのは、殺されるのは堪たえ難がたかった。あんな化け物に、何の感傷もなく、まるでデリートキーで消えるデータのように、この世界から消滅させられるのは、厭いやだ。厭だ。厭だ厭だ厭だ厭だ──我が慢まんできない！

「……うわああああああああ！」もう、なり振り構ってはいられなかった。

　あの人に──無限回廊エターナル・アイドルに渡された力。

　血で存在を受け渡す『有限円環アカイイト』。

　柿かき原はる里り緒おの劣化世界ジヤンクパーツである『欠躁陥鬱群障体害』。

　在亜自身の願がん望ぼうが生んだ『夢使いライドライヤー』。

　傷付けた相手の動きを奪う『ノッキング・オンヘブンズドア』。

　そして──最後のひとつ。最後に残った、ひとつ。

「『拒絶症候群レベル５』……あいつを、殺してっ!!」

　身体からだの奥に力を込め、それを喚よび出す。

　瞬しゆん間かん、身体から立ち上る緑みどり色いろの霧きり。吸い込んだ相手の身体を内部から壊こわす、毒の霧。

「近付くなっ！　近付けば……これに触れれば、あなたは死ぬ！」

　持っていろと渡されはしたが、使う気はなかったし、使いたくはなかった虚軸キヤストだ。だけどそんなことを言ってはいられなかった。

　殺さなければ殺される。いや、近付かれれば、殺されてしまう。

「……そうか」と。

　在亜の思考を遮さえぎって、城き島じま晶が、唐とう突とつに呟つぶやいた。

「それが、里緒の身体を蝕むしばんでいる虚軸キヤストか。……お似合いだな、鴛野在亜」

「……え」お似合い、だって？

「近付いた他た人にんを毒で殺す？　だったら誰だれもお前に触れないじゃないか。お前が触れたがったものはすべて死に絶え、そしてお前と繋つながろうとしてくれた人さえもを殺す。お前はひとりだ。お前は世界と……繋がることが、できない」

　憐れん憫びんにも似た言葉なのに、まるで感情が籠こもっていない、晶あきらの声。

　だけど在あり亜あは呆ぼう然ぜんとする。

　感情が皆無だからこそ、余計に胸へ重い。

　それは。

　それはまさしく、在亜がこの力を使いたくないと、そう思っていた理由で──、

「硝しよう子こ。時間はあとどのくらい残っている？」

「イエス。……残り三十二分十二秒です、マスター」

　衝しよう撃げきを受ける在亜を無視して、晶が背はい後ごにいる城き島じま硝子へ問うた。それは恐らく、佐さ伯えきネアによって傷を治ち癒ゆされた際の、制限時間。

「充分過ぎるな。鴛おし野の在亜……これが僕とお前との差だよ」

　皮肉でもなく、厭いや味みでもなく、憐憫でもなく、ただ単に事実を述べるように、晶は言う。

「三十二分。その時間の分だけ、お前は僕らより、覚悟が足りなかった。日常を忘れられなくて……非日常に踏み込めなかった」

　ただの詭き弁べんだ、そう思おうとした。

　けれど今の晶の口から聴きいたそれは、純然たる、データとしての事実のようで、

「……ひ」在亜は、突き付けられた現実におののき、歯をかちかちと合わせる。

　十メートル向こうで、晶が、手に持っていた剣の切っ先を、真まっ直すぐにこちらへ向けた。

「僕が硝子に命令したのは『銃剣bayonet』だ」

　その刀身、機き械かいだらけの棒のような武器の中なか程ほどから、彼は部品のひとつを掴つかみ、引き出す。

「既き存ぞんのものと比べてかなり概がい念ねん的てきな改変を加えているけど、でもな」

　その部分を握り捻ひねる。がしゃり、と音がして、剣から切っ先と刀身の半分が分ぶん離りする。

「この武器は、世界を切り裂く剣であり、そして……」

　かちり、と。小さな音を立てて、その部分を持った手の指先が動く。

　細長い棒。Ｌ字を模した、部品で構成された何か。

　晶はその、剣から分離した何かを持ち、在亜の方へ向けて構えた。

　形と格かつ好こうを見れば、それは確たしかに──。

「……切きり離はなされた孤独な世界にも届く、銃だ」

　言葉と同時、

　剣だったものの先端から、部品のひとつが、まるで矢のように射出された、

　頭部を貫く、鋭するどい痛み。

　在あり亜あに、抗あらがう術すべは、なかった。

　弾丸は着弾した瞬しゆん間かん、まるで硝子ガラスのように──砕け散る。

　在亜の頭の中にある、孤独な世界を破は壊かいしながら。

「……あ」

　緑みどり色いろの霧きりは掻かき消え、在亜は呆ぼう然ぜんとしたまま、その場へと腰を落とした。

　圧倒的な恐怖と、それと同様の喪そう失しつ感かんを覚え、在亜は崩くずれ落ちる。

　視界に映るのは城き島じま晶あきらの、表情のない顔。

　結局最初から最後までずっと、自分を見詰め続けていた、底なしの奈な落らくのような眼。

　そして、背はい後ごに無表情で控える城島硝しよう子こ。

　三十二分の差。

　それらを見ながら、実感しながら、ぼんやりと思った。

　この三十二分の隙すき間まにはたぶん、在亜の得た幾つもの、夢のような世界なんかよりも、もっと恐ろしい、悪あく夢む以上に悪夢的な地獄せかいが──横たわっているのだ。

　──私……こんな化ばけ物ものにならずに、よかったのかもしれない。




　　　　‡




「……硝子、不定量子回路、終了」

「イエス」

　朴ぼく訥とつとした声に私は頷うなずき、展開された『全一オール・イン・ワン』の稼か働どうを遮しや断だんします。

　マスターの握った私の手首が、それと共に消失。本来あるべき私の腕へと帰ってきたのを確かく認にんし、私はそこでようやく、マスターの顔を注視しました。

　そこには一切の感情めいたものは何も見えません。

　理由は恐らく──耐えられなかったから、でしょう。

　どうしても守りたいと思っている芹せり菜な先せん輩ぱいの、危き機き。そして、今回の件とは無関係な──ただ巻き込まれた人たちを排除しなければならないという状況。

　それがマスターに、覚悟を決めさせたのです。

　少年たちを殺さずに済ませることは、可能でした。

　私の武器は、破壊対象の定義によっては、虚軸キヤストそのものだけを消滅させ、固定剤リターダを無傷で済ますことができます。故ゆえにマスターが命令さえすれば、あのふたりの少年たちの生命はまだこの場にあったことでしょう。

　だけど、マスターは殺しました。

　それに関して、疑問を提示する必要性など私は最初から持ち合わせていません。

　彼らを殺したのは私の武器であり、マスターの手です。そしてマスターの意志は私の意志であり、マスターが背負うべきものが私にも同様にのし掛かってきたとて、不合理性を導みちびき出す要素は皆無。ですから、マスターが人を殺すというのなら、私もまた人を殺しましょう。

　たとえそれが、誰だれに許されるものではなくても。

　ただ、彼女を──鴛おし野の在あり亜あを殺さなかったのは、その覚悟が飽ほう和わしたのか、それとも同情と呼ぶべきものなのか。それは私には推測できませんでした。

　そして、マスターは現在、鴛野在亜の前へ立ち、怯おびえる彼女を無言で見下ろしています。

「……硝しよう子こ」と。そのままの姿勢で。

　マスターが、私の名を呼びました。

「殊こと子こ」続いて、殊子先せん輩ぱいも。

「はい」「……何かな？」

　ふたり同時に返事をすると、マスターは、ほんの少し感傷的な声で、問います。

「あとは……お前たちの問題だ。だから、お前たちが選えらべ」

「あ」殊子さんが、小さな声をあげます。

　視し線せんの先には、がくがくと震ふるえながら、滂ぼう沱だし座り込んでいる、鴛野在亜の姿。

「……ひ」鴛野さん──『有限円環アカイイト』は、三人の視線を受け、ぼろぼろと涙を零こぼしました。

「私……いや……」

　その声は弱々しく、同時に──どこか、ひめひめを連想させるような喋しやべり方で──。

「いや」彼女は、懇こん願がんするように続けました。「いや……いやだ。私、死にたく……ない」

　マスターを見ると、俯うつむき加減に、表情はありません。

　だけどそれは、さっきまでの、一切の感情を押し止めたものではなく、むしろ……あらゆる感情を混ぜ込んだ挙あげ句に無表情となったかのような、そんな顔でした。

「……『有限円環アカイイト』」私は、壇だん上じようで彼女へ向き直りました。

「ひめひめは……もう……死んだのですか？」

　だけど、彼女は震え、ゆるゆると首を振るばかり。

　代わりに声を発したのは、体育館の壁かべに寄り掛かっていた、殊子さん。

「それはわかんないよ、硝子」

「わかんない、とは。……どういうことでしょう」

　殊子さんは立ち上がると、疲れたふうな足取りで、それでも軽やかにこちらへ歩み寄り、

「たぶん、姫ひめの記き憶おくの幾らかは、この娘この中に残ってる。でも……姫の身体からだは死んでしまって、それは戻ってこない。この娘を消しても無理だと思う。修正力リペイントマーカーはもう働いてしまってる。姫ひめ島しま姫という名前の、あの娘の存在はもう……世界のどこにもない」

　記憶。私にとってのそれはつまり、脳の中に存在する情報です。

　その情報──精密にデジタル化すればコピーも再現も可能な情報の──しかもその一部分のみが、果たして個人そのもののことを指すのかどうか。

　生死という問題を議ぎ論ろんするに足るものなのかどうか。

　私は、それを思考します。全力で、体内に内ない蔵ぞうされた本体の演算能力を駆く使しして。

　だけど。

　エラーが……私の中で、予測できないエラーが多発。演算の結果導みちびき出されようとした解答を、私は直前で停止、タスクを強制終了させました。

　そして、代わりに言葉として出たのは、

「殊こと子こさんはどう考えているのですか？」

　……他者へと結けつ論ろんを委ゆだねる、質問の摺すり替えでした。

「そうだな」殊子さんは、壇だん上じようへと手を付き、よっ、と一声あげて、私と同じ高さの床ゆかへと立ち、「さっきも私、言ったと思うんだけどさ」

　ゆっくりと上を見ながら、答えました。

「本質的にはどうでもいいんだ、私は。姫ひめのことも、自分のことも。だから……実のところ、この娘この中に姫が生きていようといまいと、どっちだって構いやしない。もっと言うなら、何を以もつて『生きている』と定義するのかっていう疑問さえどうでもいい。まったく酷ひどい奴やつだよ。……だからさ、硝しよう子こが決めていい。この娘をどうするか」

　鴛おし野の在あり亜あさんからは目を逸そらし、殊子さんは笑います。

　それは、機き械かいの私にも差異が見付けられないほどに、普ふ段だんとまったく同じ表情。

　軽けい薄はくな微ほほ笑えみで、世界の表層でたゆたっているような、そんな顔で──。

「……殊子さん」私は、故ゆえに、殊子さんへと視し線せんを向けました。

「嘘うそはやめてください」

「へ？　私が嘘うそ吐ついてる、って？」

「ええ。……表情は完かん璧ぺきです。でも……声が、違います」

　それは、少しだけの差異。

「それに、殊子さんは鴛野さんを見ていませんでした。どんな時でも、相手の眼を覗のぞき込んで、相手の思考を見み透すかすように話す殊子さんが……」

　まっすぐに視線を合わせる、いつもの行為。

　それをしないということは、つまり。

「殊子さんは、鴛野さんに……内面を悟られるのが、恐こわいのではありませんか？」

　質問に返ってきたのは、沈ちん黙もくでした。

　殊子さんは押おし黙だまり、そうして、数秒ほどの後──、

「敵かなわないな」どこか他ひ人と事ごとのように、そっぽを向いたまま。

「本当は、さ……どうでもいいんじゃない……決められないんだ、自分で。……硝子、できれば、あんたが決めてくれないか？　私には……無理だ、よ」

　今度は、軽けい薄はくな口く調ちようは普段通りに、だけど表情は真剣なものでした。

　そしてその言葉に、今度は私の心しん臓ぞうが、予期しない速度で動き始めます。

　先延ばしにした結けつ論ろんが最終的に自分へと戻ってきた。

　それだけで、ただそれだけで──機き械かいのはずの私が、どうして？

「……マスター」私は、いつの間にか舞ぶ台たいへ上がってきていたマスターへと問い掛けます。

「殊こと子こもああ言ってる」マスターはしかし、私へと首を振りました。

　さっきまでの無感情ではなく、いつもの、朴ぼく訥とつとした、普ふ段だん通りの顔で。

「お前が決めろ……硝しよう子こ」

「……え？」

　──私が、決める？

　マスターは、何を言っているのでしょう。

　マスターの意志が、すなわち私の意志です。マスターのあらゆる命令に、一切の感情なく従うのが、私の存在意義です。だから命令してくれればいいのです。彼女を殺すか、活いかすか、命令さえしてくれれば、私はすぐに、一切の躊ちゆう躇ちよなく、完かん璧ぺきに従うというのに──。

　そこで、思い至りました。

　マスターは、私に──『自分で決めろという命令をした』のだと、いうことに。

　しかし。

　マスターの意志が私の意志。そこはイコールで結べる同等のもの。

　論ろん理り矛む盾じゆんはなく、不純物も介在しない完璧な方程式。

　だとしたら。

　ならば、私の意志は、いったいどこへと繋つながっているのか──？

　私は、鴛おし野のさんへと歩み寄りました。

　それだけで彼女は大きく怯おびえ、抜けた腰で後じさりします。

　私は彼女の恐怖を無視し、目前へと座り、視し線せんを合わせました。

「…………あなたは……」その先が──私の言葉が──。

「あ……」彼女は、がくがくと震ふるえながら、かちかちと歯を合わせながら、泣いています。

　私は──私は彼女に呼び掛けようとしました。できませんでした。

　彼女をどんな名で呼べばいいのか。

　私には……わかりません。

　思考領域にエラー。ナノセカンドを待っても回復の兆きざしなし。三次元活動体たる有ゆう機き体たい、その脳幹神経系に大幅な遅延。言葉が、私の言葉が、ぷっつりと途と切ぎれて。

　その、時。




「……しょう……こ……」




　彼女の喉のどが、声が、か細く。震ふるえながら発したのは。

　発せられたのは、四の文字列。一の開かい拗よう音おんと二の直ちよく音おんで示される、

　私の──名前。




　──ねえ、あなた、名前、何て言うの？

　入学したばかりの頃ころでした。

　ふたつ隣となりの席に座っていたのが、ひめひめでした。

　入学してから、最初に話し掛けてきてくれたのが、ひめひめでした。

　私は名乗りました。きじましょうこです、と。無表情で。

　だけど彼女は、そんな私に、これ以上ないほどの微ほほ笑えみを向け──。

　──きじま……しょうこ……。しょうこちゃんか。よろしくね。

　彼女は名乗りました。私は、ひめ。ひめしまひめ。変な名前でしょ？　と。

　いいえ、そのようなことはありません、と。私は答えました。

　すると、彼女はけらけらと、再び、とても楽しそうに、機き械かいの私には不可能な表情で笑い。

　──しょうこ、って呼んでもいい？

　馴なれ馴なれしく、初対面の私に、そう──。




「……マスター」私は、彼女の方を向いたまま、主人に言いました。

「マスター、私は……私は……」

　彼は無言。だから、言葉を選えらばずに、選べずに。

「私……いやです、マスター……ひめひめを……消すのは……いや」

　声は小さく、聞こえたかどうか、確かく認にんできませんでした。

　だけどマスターは、ただ一言、わかったと答え、殊こと子こ、頼む、と。

　私は、故ゆえに立ち上がり、彼女に──ひめひめに背を向け、マスターの許もとへ。




　殊子さんがすれ違う私に、ぽつりと言いました。

「……ありがと、硝しよう子こ」

　それに答える言葉を持たず、俯うつむいたまま通り過ぎ、

　そのまま私は、マスターの胸へと顔を埋めます。

　マスターは無言で、私の頭を撫なでました。

　──今回、ご褒ほう美びはねだっていないのですが──、

　だけど前回とは違い、それは確たしかに、私にとっては必要なものでした。
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　そしてあれから、二週間ほどが経たった。

　何か変化があったかと言えば、驚おどろくほどに何もない。

　僕は毎朝七時半に登校し、回復した里り緒おと一いつ緒しよに、相変わらず屋上でのチェックを続けている。速はや見み殊こと子こは次の日にはもういつも通りの軽口と態たい度どで、廊下や行き帰りにすれ違う度たびに僕の平へい穏おんへちょっかいを出しては、適度に日常を引ひっ掻かき回してくれている。

　硝しよう子このクラスである一年九組も同様らしい。

　姫ひめ島しま姫ひめが世界から痕こん跡せきを消し去ってしまった後でも、何かが軋きしむこともなく、夏休み前のだらけた空気が教室を支配しているそうだ。

　硝子自身にも──表立った変化はない。

　火か曜よう日びにはサスペンスをじっと食い入るように見て、毎晩プリンを無表情で食べ、朝は僕を叩たたき起こしながら、日々を順じゆん調ちように過ごしている。過ごしているように、見える。

　だけど、変わったことがひとつだけある。

　鴛おし野の在あり亜あだ。

　虚軸キヤスト『有限円環アカイイト』によって、姫島姫を含めた五人の記き憶おくと人格を抱え込んだ彼女は、あの日以来、周囲が驚くほどに積せつ極きよく的てきになった。学校でも芹せり菜なの陰に隠かくれることなく、クラスメイトへも屈くつ託たくなく話し掛け、会話でも口くち籠ごもることなく、まるで見違えるようだと周囲は言う。

　数日前には、良りよう司じと僕と芹菜とで海に行こうなどと誘さそわれる始末だ。苦笑してしまうが、他ほかの面子めんつが乗り気なら、行かない訳わけにはいかないだろう。

　あの日、速見殊子は、鴛野在亜に暗示を施ほどこした。

　虚軸キヤストの持つ欲求である自殺願がん望ぼうを封ふう印いんし、同時に、取り込まれた彼女たちに関する一切の記き憶おくを知覚できなくするというものだ。彼女はもう、五人の人間が自分の中に取り込まれていることも、自身が虚軸キヤストの固定剤リターダであることも完全に忘れてしまっている。

　事情など、僕ら以外は誰だれひとりとして知らない。ならば僕らが黙だまっていさえすれば嘘うそはその内、真実になるだろう。……事実には、ならないけれど。

　姫島姫は果たして生きていると定義できるのか、それとも死んでしまったと定義しなければならないのか、僕にはわからない。人格の片へん鱗りんが鴛野の一部に反映されているのは間違いないのだから、そういう意味では生きているのかもしれないが、それだって単に主しゆ観かんと意い識しきの問題だ。殊子も硝子も何も言わないから黙だまっていようと思う。

　あのふたりの中では、もう結けつ論ろんが出ているのだろうか？

　でも、彼女はもう間違いなく虚軸キヤストで、しかもあいつの──無限回廊エターナル・アイドルの劣化世界ジヤンクパーツだ。

　そういう意味で、僕は注意を払ってはいる。あいつがいつ気き紛まぐれで彼女から『有限円環アカイイト』を取り返しにくるかはわからない。正直なところ、身の内に爆ばく弾だんを抱え込んでしまったような不安と高揚がある。明日あしたにでも彼女の存在が僕らの日常を瓦が解かいさせないとも限らないという不安と、彼女を餌えさにすれば無限回廊エターナル・アイドルが釣つれるかもしれないという高揚と。

　つくづく僕は冷れい徹てつだ。でも、僕はもう、そこに足を踏み入れてしまっている。

　今から改心しても、決して取り返しはつかない。償つぐないなど到底できない。

　ふたりだ。

　ふたり、殺した。それは完かん璧ぺきに言いい訳わけなど不可能な、何をどう足あ掻がいても雪すすぐことのできない罪悪だ。考えただけで押おし潰つぶされそうになるし、ふとした弾はずみで心しん臓ぞうが暴あばれ回る。

　そんな僕が、元通りのものを手にできる道理など、どこにもない。

　だったら、もっと冷徹に、計算高くなる以外に、道はないのだ。

　──あいつよりも。更さらに冷たく、更に狡こう猾かつに。

　そうだ。

　僕はもう、最後の砦すら、パッチワークで覆おおってしまっている。

　割れても割れても、元に戻すしかないのだろう。たとえ表面すべてが接着剤でコーティングされ、外見が歪いびつになり、最初の形とは違ってしまったとしても、それでも。




　あの夜──。

　鴛おし野の在あり亜あの記き憶おくを、殊こと子こが封印した後。

　僕は、『有限円環アカイイト』のせいで恍こう惚こつ状じよう態たいになった芹せり菜なを正気に戻すべく、彼女の前へ立った。

　座り込み、茫ぼう洋ようとしていた彼女の頬ほおを叩たたき、視し線せんに焦点を結ばせる。

　殊子に記憶を封じ込めてもらい、家へ運んで終わり。そう考えて。

　芹菜は──りなちゃんは。

　頬の衝しよう撃げきの後、何度か瞬まばたきをして、俯うつぶせに倒れた鴛野を眺める。

　そして、それからようやく、僕の方を向いた。

「大丈夫か？」僕は言った。「痛むところはない？」鴛野にどこか傷を付けられていたら、佐さ伯えきネアに治してもらわなければならない。だから、言った。

　りなちゃんが、少しだけ寝ね惚ぼけたように首を傾かしげる。その口がゆっくりと開く。

　僕は、彼女の声が、僕の名を──『あっちゃん』と呼ぶのを期待して──、

「……ひ」だけど。

「や、あ……」僕を捉とらえたその瞳ひとみが、怯おびえの色へと──変わった。

「りな……ちゃん？」僕は、手を伸ばす。もう大丈夫だよ、と。

　それが、甘っちょろい、まるで現実を見ていない行動だと気付いたのは、次の刹せつ那な。

　ぱし、と。

　伸ばした手が、彼女によって払われた、その時で──。

「ひ……いや」

「え……？」

「来ないで」りなちゃんは、呟つぶやいた。

「りな……ちゃ」

「いやあっ！」問い掛けは、絶叫によって拒絶される。

「何……何なのよ、あんた……」恐怖。困こん惑わく。そして、嫌けん悪おの混じった、涙声。

「触らないで！」僕を振りほどき、彼女は後じさった。

　ああ、そうだ、と、思った。

　りなちゃんは、見ていた。

　恍こう惚こつ状じよう態たいで状況が判断できていなかったとは言え、最初から最後まで、見ていたのだ。

　あの異常な状況と、そして、

「そうか。僕は……もう」僕が──人を殺すところを。

　呆ぼう然ぜんとする僕を怯おびえ切った眼で睨にらみながら、やがてりなちゃんは言う。

「返し……て」それでも気丈に、

「あんたは……あっちゃんじゃない」どこか縋すがるように。

「あっちゃんじゃない……あっちゃんじゃない、あっちゃんじゃ、ないっ！」僕に。

「返してよ……」今ここにいる僕ではない、

「あっちゃんを……返してよっ！　あたしの……晶あきら……あっちゃん……！　返して、返して、返してよ、返してよおっ……化ばけ物ものっ!!」

　りなちゃんの知っている、城き島じま晶に、助けを求めるように。

「う……や、……やぁ……いやぁ……いやああ……！」

　僕から目を逸そらし、踞うずくまり、現実から逃げるように、彼女の現実へ逃げるように、子供のように、子供の頃ころのように──りなちゃんは、泣き。

　僕は、もう彼女の僕でないが故ゆえに、その肩に再び触れることができず、ぼんやりと──。




　それから、あの夜から、二週間。

　いい加減暑さも極きわまってきた、夏休み三日前の土ど曜よう日び。

　夕暮れに、森もり町まち芹せり菜なから散歩に誘さそわれた。

　クーラーを効きかせた部屋の中で本を読んでいると、呼よび鈴りんが鳴った。出てみると芹菜で、彼女にしては珍めずらしく女の子らしさを強きよう調ちようしたような服を着ていた。

「ちょっと散歩に行こうよ」と、僕を誘う。

　少しだけ考えて、頷うなずいた。

　居間でテレビを見ていた硝しよう子こに断って、僕はスニーカーを履はき、芹菜と並んで外へ出る。

　住宅街のアスファルトは熱ねつ気きを発散して蒸むし暑く、歩くだけで汗が出そうだ。芹菜は涼しい顔で歩いていたけれど、インドア派の僕にこの熱気はきつ過ぎる。

「……あのさ」住宅街を抜けた頃。

　それまで無言で歩いていた芹菜が、唐とう突とつに言った。

「在あり亜あがね、昨日きのう……告白したの」

「……誰だれに？」思わず尋きき返してしまうほど、不意打ちだった。

「それがね……聴きいたらびっくりするよ、城き島じま」

「……で、誰なんだ？」もったいぶっている芹せり菜なへ、僕はあまり興きよう味みがなさそうに言う。

　芹菜は、もう、何その気のない返事！　と、ちょっとだけ怒った後、

「敷しき戸どくん」……そう、ぽつりと言った。

「前からね、敷戸くんのこと、好きだったの、在亜」

　──そうか。

　良りよう司じは芹菜のことが好きで、そして芹菜は僕のことが好きで──。

　だからあの時、芹菜に僕を否定させた上で、芹菜と一いつ緒しよになろうとしたのだろう。口にできない想おもいと言葉を、自身の命を芹菜と同一にすることで世界へ届けようとしたのだろう。

　虚軸キヤストになった時、体育館で、彼女が言った言葉を僕は思い出した。『……好きな人ができたって、その想いを伝えることさえできない』──と、以前の自分を卑ひ下げし。

　その行動が正しいことだったのかどうか、僕にはわからない。

　五人もの人間を犠ぎ牲せいにしてまで伝えたい想いというのがどれほどのものなのかとか、他人の人格を組み込んで出した勇気は本当に自分自身のものと言えるのかとか、そんな大層な問い掛けなどできない。数の大小ではなく、僕もふたり殺したのだ。する資格もない。

　ただ──、

「で、返事はどうだって？」

「まだ。二学期になるまで待ってくれ、って言われたんだって」

　一時の気の迷いだなどと大人おとなに言われそうな十代の恋は──人も殺せるし、自分自身を変えることさえもできる。ただ、それだけのことなのだろうと、思った。

　ぶらぶらとその辺を歩きながら、芹菜は鴛おし野ののことにやたらと感心する。

　凄すごいよね、とか。あの娘こ、気が弱そうに見えて、本当はあたしより強かったんだな、とか。

　あたしもそういうとこ、見習おうと思う、とか──。

　僕は何も言えなかった。一度完全に裏切られ、一緒に自殺させられそうになった親友に屈くつ託たくなく敬意を表する芹菜に、何も。

　だって、そうだろう？

　鴛野以上にりなちゃんを絶望させた僕に、何を言えるというんだ。

　二週間前の光景を思い出しながら、僕は唇くちびるを咬かむ。

「ん、……あっちゃん、どうかしたの？」すべてを忘れさせられたりなちゃんは、僕のことを昔と同じ眼で見詰め、少し心配そうに笑う。

「何でもないよ」僕は表情を取とり繕つくろって答えた。

　やがて僕らの足は自然、町の中心を流れる大きな川、その土手へと向く。

　そしてその頃ころにはもう僕は、彼女が何な故ぜ、僕を散歩に誘さそったのかに気付いていた。

　僕のことが好きな、りなちゃんが。




　　　　‡




　マスターが、芹せり菜な先せん輩ぱいと散歩に行ってしまった後。

　私は買い物籠かごを提さげ財布を手に、買い物へと出掛けました。

　目標は、商店街にあるスーパーマーケット。今夜の夕食の材料の調ちよう達たつです。

　あれから二週間。無限回廊エターナル・アイドルに主おも立だった動きはありませんが、警けい戒かいを怠おこたる理由にはなりません。故ゆえに私は熱ねつ源げん探査の感度を上げつつ、家を出て施せ錠じようをし、住宅地を後にします。

　歩きながら、周囲を警戒しつつ。

　それでも私は思考回路の隅で、当てのない演算をしていました。

　あれから──ひめひめのことばかり考えてしまう自分がいるのです。

　修正力リペイントマーカーによって彼女の存在の記き憶おくが、世界から、人々から消えてしまってから二週間。私の周囲の日常は、それでも平へい穏おんに過ぎています。八重さんときみちゃんとの友人関係も淀よどみはありません。私にとっては時折、多少ぎこちなく見えることはあるのですが、そもそも私以外のふたりはそれに違和感を覚えないようでした。不合理ながら、世界は廻まわっているのです。

　確たしかに、ひめひめの存在の一部は鴛おし野の在あり亜あさんに残ってはいるでしょう。けれど、殊こと子こさんによって封印されたそれに私が触れることは恐らく二度とないはずで、だとしたら私にとって、ひめひめは生きていると言えるのかどうか、その結けつ論ろんが未いまだに出ません。

　人間の生と死。生命とは何か。

　観かん測そくされることによって存在は成立します。たとえ物理的にそこに在ったとしても、何者の観測も受けられなかった場合──誰だれにも認にん識しきされなかった場合、それは存在とは言えません。

　だったら、ひめひめという存在は、果たしてどこにあるのか。

　哲学的な問いに、機き械かいの思考回路は性能不足でした。

　けれどあの時、私は確かに言ったのです。

『いやです』と。機械にそぐわない、感情的な言語で。

　存在と言えないかもしれない、ひめひめの記憶に対して──。

　思考しつつ、路地を右に曲がり、二十メートル前方にある十字路を右折し、住宅街の狭い道へ。後二百メートルほど歩けば車の通りも多い交差点に出るので、そうなれば人も多くなります。私は通常の歩行スピードよりも三割ほど速度を上げました。

　と、その時。

　前方に熱源を知覚し、私の足が止まりました。性別は女性。推定、十四から十八歳さい。

　平均を下回る速度で、私の目前二十メートル先の十字路を通過しようとしていました。

　故ゆえに私は、その人間を目視で確かく認にんすることを決断します。真まっ直すぐ通り過ぎるならそのまま見過ごし、こちらへと曲がってくるならば警けい戒かいしつつやり過ごせば問題はないでしょう。

　その熱ねつ源げん──彼女は結局、十字路へと近付き、こちらの方へ歩いてきました。

　私は歩行速度を緩ゆるめつつ、その女性の容よう貌ぼうを確かく認にんしようと視し線せんを向けます。

　しかし、その瞬しゆん間かん。

「……え」私の思考回路が停止しました。

　ごく有あり触ふれたデザインのＴシャツを着ています。身体からだにフィットするタイプではなく、ややゆったりめのサイズです。下半身はジーンズ。これは細身のサブリナタイプ。足あし下もとには赤いスニーカーを履はいており、これらを総合するとごく一般的な、特に際きわ立だったこともないカジュアルスタイルだと定義できました。

　年の頃ころは十六歳さい程度です。胸辺あたりまで伸ばした髪を両側でふたつに括くくっています。肌は健けん康こうで、疾しつ病ぺいの兆ちよう候こうは見られず、髪はやや茶ちや色いろがかった、日本人に典型的な色でした。

　彼女は、私の方を真っ直ぐ見詰め、遅めの歩ほ調ちようで寄ってきながら、

「久しぶりね」と。言いました。

　私の口からは、言葉が出ません。

「ひとりで出歩くなんて不用心よ？」

　彼女は続けます。私に向かって。私の目前で立ち止まって。

　私のよく知った──笑え顔がおで。

「……でも安心して。別にあんたに何かするつもりじゃないから」

　その顔とその声、そしてその喋しやべり方。

　それはほんの二週間ほど前まで、毎日のように目にし耳にしてきたものです。

　私の本体が自動的にデータと照合を開始しました。反射的に停止を要求しましたが、論ろん理り的てきな問題性が皆無であったため、演算は変わりません。

　結果。九十九、九％の確かく率りつで──本人と断定。

「……何をそんなに驚おどろいてるの？　……硝子」

「何な故ぜ……」




　未いまだ解答を算出できずにいる私の名を、ひめひめが──口にしました。




　嘘うそです。

　論理的に問題があります。そのような事実は認められません。

　私の本体たる『全一オール・イン・ワン』、その演算機き能のうが告つげていました。

　姫ひめ島しま姫ひめはもう死亡している。故に今、この場にいるはずはない──と。

　だけど、それでも。

「不ふ思し議ぎ？　不思議よね。ねえ、硝しよう子こでも不思議って感覚を覚えたりするのかな？」

　私の思考回路が暴ぼう走そうを始めるのを無視して、目の前の彼女は、ひめひめの顔で、ひめひめの声で、ひめひめの口く調ちようで、私に向かって話し掛けます。

「なぁに？　まだわかんないの？　硝子もたいしたことないわね」

　考えられる可能性のすべてを模索。その高い順から列挙、吟味。それぞれをデータに照らし合わせて……駄だ目めです。まとまりません。速度が通常の二％にまで低下しています。

「なぜ……です。解析……ふのう」

　そうして。

　思考回路の混乱が遂ついに有ゆう機き体たいへと洩もれ出し、呼吸と脈拍が速度を上げ始めたその時。

　私に向かって、彼女は言いました。

「それとも……感情でも芽生えかけているのかな？　……『全一オール・イン・ワン』」

　途と端たん、彼女の表情が、データとは異なる変化を見せました。

　いえ、表情だけではありません。顔も、声も、立ち居振ふる舞まいも、

「ひとつ、質問がある。城き島じま硝子」そして、喋しやべり方さえも──、

　ひめひめの姿をした彼女は、私に向かって笑えみを浮かべます。

「人間というもののパーソナリティ──いや、存在は、いったいどこにあると思う？　魂という不可視の概がい念ねんを置いておいても、その定義はとても難むずかしいのではないか？」

　これは、まさか──。

「たとえば、脳細胞の中に刻まれた記き憶おく、感情をも含めた完全なデータ。仮にそのデータがハッキングされてしまって、多少の歪ゆがみが生じたとする。そうした時、人は……いや、お前は、そのバグのあるデータをオリジナルだと認めることができるか？」

　だけど、その推すい論ろんは、あまりにも──、

「質問を変えようか？　そうだな……コップに入ったとある液体だ。コップが壊こわれ、中の一部は流れ出て他ほかへ移動してしまった。そしてお前は、その流れ出た一部を『コップに入った液体の残ざん滓し』と定義し、同様に扱った。コップは割れて砕くだけてしまったと思い込んで、な。

　では……もし、割れてしまったはずの容いれ物ものが修理され、中の液体の大部分も残っていたら？　ただし、中に残った液体にはコップが修理される過程で不純物が混じってしまっているがな。それがここにあったら……お前はそれを、どう認にん識しきし、どう定義する？」

　──論理として可能性が最も高いのは確たしかですが、しかし──、

「不純物の混じったデータ。キャッシュも消滅し、誰にも認識されなくなったデータ。だけど、それは、世界からリンクを張られていないだけで……間違いなく存在する」

　認めざるを得ません。

　しかし、認めることを私の中の何かが拒否していました。

　それが何なのか、何なのかが……解析不能です。

「さあここで問題だ、『全一オール・イン・ワン』」

　でも、もう、認めざるを得ません。

　彼女は──、

「姫ひめ島しま姫ひめの死んだ身体からだに入り込み、脳に残った姫島姫の記き憶おくと人格を取り込んだこの俺は……いったい誰だれと定義すればいいのかな？」

「……無限エターナル……回廊アイドル……！」

　私の思考回路が、黒く染そまっていきます。

　ひめひめの──私の友人の身体を固定剤リターダに、私の友人の人格を取り込んだ無限回廊それは──私の目の前で、彼女と決定的に違う微ほほ笑えみと言葉を──見せました。

「何な故ぜ……そのような……」

「何故、と問うのか？　城き島じま硝しよう子こ。簡単だ。実に簡かん単たんなことだよ」

「何故……！」

「お前を困らせるためだ」

　呼吸がままなりません。生命の危険があるにも拘かかわらず、有ゆう機き体たいの筋肉が反応しません。存在消滅の危機さえあるというのに、アラートすら表示されません。瞼まぶたが意志に反して閉じていきます。まるで聴ちよう覚かく以外のすべてを、回路が拒絶しているかのように。

「なあ『全一オール・イン・ワン』。虚軸キヤストの中で最も強固で最も巨大な、世界にとっての最凶なる害悪、最低なる罪悪、最悪なる災さい厄やく。俺が……この無限回廊エターナル・アイドルが……城島晶あきらと沢たく山さん楽しむためには、機械のお前に感情が生まれることが必要なんだよ。わかるか？」

　私は口を噤つぐみ、故ゆえに無限回廊エターナル・アイドルは続けました。

「だからしばらくは、この姿で揺ゆさぶりをかけてみるつもりだ。心配要らない。お前の大事な友人、この身体の持ち主を、俺はまだ完全には取り込んでいないよ。そうでなければゲームにはならないからな。だから引ひき剥はがそうと思えば引き剥がせるよ。いや……お前にしか、お前と城島晶にしか、引き剥がすことはできないと言った方が……いいかな？」

　私は無言。表情も皆無。瞼を閉じて周囲は闇やみ。

　それでも、無限回廊エターナル・アイドルは、嬉うれしそうに。

「お前たちの力を使い『無限回廊おれ』を分ぶん離りさせ、速はや見み殊こと子この力を使い『姫こ島い姫つ』の欠落を補えば、お前の友人は確かく実じつに、完全に……戻ってくる」

　何を言うべきか、どんな顔をするべきか、その結けつ論ろんが出ません。

　だからこそ、無限回廊エターナル・アイドルは、目を瞑つむった私へ向け、嬉しそうに。

「俺にとってはな『全一オール・イン・ワン』……お前が俺を前にして、姫島姫を敵にして、こいつを取り戻そうとする過程における、感情の芽生え、それが問題なんだよ。……お前の中にある、その演算不可能な不確定性。それがすべての鍵かぎなんだ、『全一オール・イン・ワン』」

　どこか悲しそうに、

「アナログを極きよく限げんまで細分化し、デジタルで完かん璧ぺきに理解してなお──更さらにその隙すき間まへと入り込む乱数的な揺ゆらぎ。機き械かいのお前がそれを許容した時、この世界もまた大きく揺らぎ、新しい段階へと進む。楽しみだ。ああ、とてもとても楽しみだ！」

　それ以上に、楽しそうに──、




「だから、私を……この俺から、取り戻してみろ……『全一オール・イン・ワン』」




　最後の言葉は、私の耳元で囁ささやかれました。

　私は反射的に、思考回路よりも早く、瞼まぶたを開け、顔を上げます。

　しかし、その時にはもう──視界に映るのは、去り往ゆくひめひめの後ろ姿。

　まるで親しい友人にそうするように、振り返らずに片手だけを挙あげ。

　無限回廊エターナル・アイドルは、元来た道をゆっくりと、のんびりと、曲がっていきます。

　後に残された私は、本体の命令を無視して小刻みに震ふるえる身体からだを押さえ切れないまま──黙だまって、何もできずにただ、彼女の姿を、見送るしかありません。

　電柱に掴つかまった蝉せみが、夕暮れに鳴き声をあげていました。

　西の端はしは太陽を隠かくし、東の空は紺こんに染そまり始めていました。

「私は……」

　身体の震えは、今後の行動における最重要目的設定に伴う、微かすかなエラー。

　それは、私の、いえ、私だけの『理由』が発生したことによる、僅わずかな拒絶反応。

　主あるじのためではなく。ただ自みずからの都つ合ごうのみで設定された、行動目的。

　道具たる私に生まれた、決定的な矛む盾じゆん。

　それは確かく実じつに、私の存在そのものを、今とは別のものへ変えてしまうかもしれません。

　──だけど、それでも。

「マスター……」

　噛かみ締しめた唇くちびるから伝わる痛みとともに、私は空を見上げました。






あとがき




『レジンキャストミルク』の二巻をお送りしました。楽しんで頂いただけたでしょうか。そうでなかったらごめんなさいまだ見捨てないでください。出だしからこれかよ。藤ふじ原わら祐ゆうです。




　という訳わけで、今回は、速はや見み殊こと子こと佐さ伯えきネアという前巻で名前だけしか出ていなかったキャラクター登場の回となりました。どんなキャラなのか楽しみです、という声をけっこう頂いていたので割とびくびくしていますが……お気に召して頂けたら幸いです。

　ちなみにこの二名、イラストの椋くら本もとさんに本文より先にラフをあげてもらって、そこから細かな性格設定を、という方法で作ったキャラクターでもあります。大まかな方向性は決まっていたのですが、口く調ちようや態たい度どやその他細々としたものはすべてそのデザインを基もとにして作成しました。作る側としては新しん鮮せんで非常に楽しかったです。実はキャラ案もそれぞれ、まったく別ベクトルのデザインが二種類ずつありました。速見殊子については割と満場一致で即決だったのですが、佐伯ネアに関してはけっこう迷ったというか……結局、今まで椋本さんが描いたキャラにはないベクトルということで現在のあのデザインが採用になった感じです。

　その辺のことに注目して読んで頂くと、本文もちょっと面おも白しろいかもしれません。




　あ、あと、二〇〇五年十二月発売の『電でん撃げき hp Vol.39』に、本作の短たん編ぺんが掲けい載さいされています。二巻の内容とも少しだけリンクしているので、まだご覧らんになっていない方は読んでみてくださると嬉うれしいです。どっちを先に読んでも大丈夫な感じです。そして驚おどろくべきことに完全ほのぼのストーリーです。頑がん張ばりましたので是ぜ非ひ。僕だってやればできるんだ……！

　本編の方も続きを頑張ります。順じゆん調ちように行けば続きの三巻は初夏頃ごろを予定していますので、どうか楽しみにお待ちくださいませ。

　次回は、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』舞まい鶴づる蜜みつを中心とした話です。もちろん晶あきらと硝しよう子こも出ます。それぞれがそれぞれの目的を果たすことができるのか、乞こうご期待。

　というか、なんかこんな前向きに宣伝してる自分が驚きですね。

　……売り上げがあまりに悪かったり作者が世を儚はかなんで玉たま川がわ上じよう水すいへ行ったりしない限りは必ず出ますので、どうかよろしくお願ねがいします。




　最後に恒例の謝しや辞じを。

　担当佐さ藤とうさん、イラスト椋くら本もとさん、有あり難がとうございました。そしてお疲れさまでした。次も頑張ります。頑張りましょう。頑張らねば。

　デザイナー様、校こう閲えつ様、編集部、営業部、出版部の各皆様、迷めい惑わくばかり掛けていますが、どうか今後ともよろしくお願い致します。

　それから前巻を読んで激げき励れいの言葉をくださった同業の皆様。本当に感謝しています。特におかゆまさき様、ハセガワケイスケ様、成なり田た良りよう悟ご様、いろいろと有り難うございました。

　あと、スペシャルサンクスで有あり沢さわまみず様には、本編の展開において重要な役割を果たすギミックのアイデアを頂いただきました。有り難うございます。

　そして何より、この物語を読んでくださった読者の皆様へ。

　皆さんがもう一度読み返してくれるような、そんな物語になっていればいいと切に思います。そうなるように日々精しよう進じんしますので、どうかこれからもよろしくお願い致します。




　では、また次回。『じかい』とタイプしたら真っ先に『自じ壊かい』と変換しやがるこのパソコンで三巻は鋭えい意い執筆中です。大丈夫ですかこれ。





藤ふじ原わら　祐ゆう
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ、同県在住。『ルナティック・ムーン』でデビュー。ちなみに季節外れの著者近影は、去年の春先に実家（ド田舎）の畑に咲いていたチューリップです。……何故に畑でチューリップ。なんか背後にネギ植わってるし。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。お茶請けに甘いものはかかせないですが超特盛りプリンパフェは食べたいような…そうでもないような…。
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